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　………………。

　…………………………う、う〜ん。

　……なんか周囲が煩うるさい……あれ？　寝入った記憶がないのに、なんで寝ていたんだろう？

　まぁ、そこら辺は起きて聞けばわかる事なので、ゆっくりと目を開ける。

「おやおや、どうしてあなたがここに居るのでしょうか？　聞きましたよ？　何やら新しい主を得たそうではないですか。そちらの方に居た方が宜しいのではないでしょうか？」

「その新しい主から、ワズ様の様子を見て来て欲しいとお願いされましたので、ここに居るだけです。そもそも、そういう事なら、あなたこそここに居て良いのですか？　姿が見えませんでしたので、解雇されたと判断しましたが？」

「これは可笑しな事を言いますね。ワズ様と私の主従関係は、誰が何をしようとも引き裂く事が出来ない、永久の関係でございます。確かな絆で結ばれていますので、解雇などありえません。普段なさらないような気遣いは無用です」

「それは失礼しました。余計な気遣いでしたか。ですが、そんな自信満々に言い切るからこそ、私からこの言葉を送りましょう。その絆、あなたの勘違いでなければ良いですね？」

　………………ん、んん〜。これは現実だろうか？　それとも夢の中？

　いや、夢なら夢で悪夢に違いないし、こんな夢は見たくない。

　何故なら、ベッドの上で寝ている俺を挟んで、左にフロイド、右にデオラーデさんが居る。

　フロイドはいつも通りの胡散臭い笑みを浮かべ、デオラーデさんは眼鏡をくいっと。

　それに、空気が重いというか、俺の上でバチバチの火花を散らさないで欲しい。

　………………うん。これは現実だ。そうじゃないと、夢の中に逃げる事が出来ない。

　俺はおやすみなさいと、そっと目を。

「「おはようございます、ワズ様」」

　閉じられなかった。

　……こういう時だけ息が合うし、やっぱり仲が良いんじゃないだろうか？

「「それは絶対にありえません」」

　………………さらっと読むところも似ている。

「おやおや、真似しないで頂けますか？　ワズ様に誤解されてしまうではないですか」

「それはこちらの台詞です。そちらこそ、私の真似をするのはやめて頂きたいのですが？」

「真似？　これは異な事を仰おつしやいますね。私はあなたと違い、主の自主性を重んじ、自立を促しているのですから」

「ただ放任しているだけでしょう？　私のように主に寄り添い、正しい道へと導く事こそが重要なのです」

　どちらも言いようだと思う。

　ただ、このままだと言い合いは絶対に終わらないので、体を起こして両腕を広げる。

「待て待て待て待て。起きたばかりで言い争いに巻き込まないで、って痛あっ！」

　なんかズキッ！　て腹部が痛い。

　ただ、この痛みで、どうして俺が寝ていたのかを思い出した。

「……フロイド、ここはどこだ？　それと、ヤトファさんはどこに？」

「まずは受けた傷を治す事に尽力して下さい。さすがと言うべきか、回復魔法をかけてもあまり効果はありませんでした。自然治癒力に任せるしかありませんので。それと、こちらは領主であるロンリ様のお屋敷でございます。私達全員が集まれる場所が、ここしかありませんでしたので」

　そこでフロイドが一息吐く。

「ヤトファ様……いえ、ラヤトファルイリス様に関しての詳しい事は、後程イルムの方からご説明がありますので、それまでお待ち下さい。現在、先に皆様を集めて、イルムが確認中ですので」

「……そっか」

　俺は拳を握り、フロイドと視線を合わせる。

「……もう一つ確認したい。……ヤトファさんの中に居たのは……俺達が戦った『邪神』で、復活した……という事で良いんだな？」

「はい」

　どうやら、これから邪神との戦いが始まるのは、間違いないようだ。

　なら、ヤトファさんを助けて、今度こそ邪神を完全に滅ぼしてやる。








第一章　集う者達










１






　この屋敷の一番広い部屋に皆が集まっているそうなので、そこへと向かう。

　邪神に殴られた腹部が本当に痛むので、フロイドに肩を貸して貰いながら。

　たった一発でこれだけのダメージ……邪神の力は以前よりも増しているのかもしれない。

　となると、「神邪人化」でも対抗出来ない可能性を考えておかないと。

　俺の負けが世界の崩壊に直結しそうだし、対抗策として……時間もかけられないから……出来れば、今直ぐどうにか出来るような………………あっ、そういえば……いや、でも……。

　思い付いた事はあるけど、出来るかがわからないので、あとで試そう。

　そんな事を考えている間に、目的の部屋へと辿り着いた。

　フロイドとデオラーデさんが、同時にドアノブへと手をかけて、バチッと火花が散る。

「おやおや、これはどういう事でしょうか？　私が開けますので、そこで大人しく見ていて頂けますか？　扉を開けるのは、執事の矜きよう持じでございますので」

「そちらこそ、ワズ様に肩を貸しているのですから、そこで大人しく見ていた方が良いのでは？　扉を開けるのは、メイドの義務なのですから」

　この二人は……会わせると面倒以外ないな。

　このままだと扉がいつまでも開かないので、俺はフロイドの手ごとドアノブを回して開けて、中へと入ると、室内に居る全員が俺に視線を向けてきた。

　………………。

　………………どもっ！　とぺこりと頭を下げて、一旦部屋から出て扉を閉める。

　そのままフロイドに視線を向けた。

「……奥さん達やセリアスさん達、他にもレニオンさん達が居るのはわかる。でも、ラグニール達やオムロレルさん達が居るのはなんでだ？」

「ですから、皆様を集めましたと」

　………………。

　………………うん。言った。確かに言っていた。

　フロイドは何も間違った事を言っていなかったけど、釈然としない。

「当然でございます。主であるワズ様に、噓偽りを申す訳がございません」

「………………まぁ、言い方を変えたり、曲解はするけどな」

「まさかっ！」

　フロイドが驚きの表情を浮かべる。

　いつも通りというか、やっぱり何も変わっていないな、こいつ。

「そこの執事に不信感を抱いたのなら、いつでも私をお呼び下さい。徹底的に調べ上げますので。もしくは、拷問を行う時は必ずお呼び下さい。私が行いましょう」

「おやおや？　そのような事は起こりませんが、もし起こったとして、私が屈するとでも？」

「やってみなければわかりませんよ？　それに、メイドに勝る執事は存在しません」

「間違えていますよ。執事に勝るメイドは居ません」

　再び火花を散らし出す二人を放置して、俺だけ室内に入る。

　まずは、心配そうな表情をしていた奥さん達とセリアスさん達に無事な姿を見せた。

「もう大丈夫！」

　親指を立てる。

　ズキッ！　と痛むが、心配させないためにも我慢我慢。

　即バレた。

　これが愛の力なのかもしれない。

　正直に腹部が痛い事を告げて、アリアに回復魔法をかけて貰う。

　……あぁ……なんか気持ち的に痛みが引いて、ほわほわする。

　今度は奥さん達に肩を貸して貰い、集まった皆に挨拶しに向かう。

　まずはオムロレルさんから。

「お久し振りです、オムロレルさん」

「お久し振りです、ワズ様。フロイド様が迎えに来られた時に、軽くですが説明を受けました。この世界は大丈夫なのでしょうか？」

「大丈夫ですよ。どうにかするために、こうして集まったんですから。まぁ、もう直ぐイルムから詳しい説明があると思います。ところで、ディソールやルマルフとは一緒じゃないんですか？」

「ディソールには国政を任せて、ルマルフ殿と共に来たのですが、今は外に出ています」

　外？　オハザの町の観光とかしてんのかな？

　そんな事をするような感じじゃないけど……ティフィさんへのお土産？

「……というか、お前も居るんだな、ルト」

　オムロレルさんの隣にルトが居た。

「当たり前だ。私はこちらの世界のエルフとダークエルフ達の完全なる統治者として、此度の話をきちんと把握する義務があるのだ」

　ルトは両腕を組み、さも当然のように頷く。

　おぉ、あのルトが！　と感心するようにジィーッと見る。

「………………」

「………………」

「………………本当は暴れられそうだから、ストレス発散のために」

　特に聞いてもいないのにゲロッた。

「だってさぁ！　ほんとさぁ！　なんでそんな事でっていう事で争い出すんだから、どんだけ仲悪いんだよ！　いや、私が治める立場だってのはわかる……でも、思っていたのと違う！」

「……どんな風に思っていたんだ？」

「だから最初は、ここら辺に十人くらいのエルフとダークエルフが居るとするだろ？」

　ルトが身振り手振りで、架空の存在がそこに居ると仮定する。

　わかったと頷いておく。

　次に獲物を狙う肉食獣のような鋭い目付きで、架空の存在全員をジッと見て……ルトは何人かを指差していった。

「キミと、キミ……それとキミ………………キミも、今日の相手ね」

　ルトが嚙み締めるように大きく頷く。

「という感じになる予定だった」

　俺に視線を向けてきたルトの目に、曇りは一切なかった。

　しかし、現実を思い出したのか、段々と目が曇り、どんよりとした雰囲気を纏い出す。

　そんなルトの雰囲気に、なんか騙して連れて来たような罪悪感が。

　………………俺はルトの両肩をガッシリと摑む。

「最初からうまくいく訳ないだろ？　ゼアルだって、そうだっただろ？　ルトの望む未来だって、きっとこれから……のはずだし………………まぁ、ゼロではない……と思うから………………いつか……ね？　……ほら、きっと……ね？」

　確定したような事は言わない方が良いと判断したけど、これだけは言える。

「……ルト。最初から諦めていたら、望む未来は手に入らないぞ」

「………………その通りだぁ！　うおおおおお〜！　やってやる！　私はやってやるぞぉ〜！」

　ルトのやる気に火が点いた。

　うんうん。これでエルフとダークエルフは大丈夫。

　……けど、やる気を出し過ぎて、逆に迷惑になったら力づくで止めよう。

　次に向かったのは、ある意味忘れてはいけない男性二人。

「運動会では皆がお世話になりました。エルードさん、ドウラさん」

「「おぉ！　覚えていて」」

　エルードさんとドウラさんが、嬉しそうに笑みを浮かべる。

　え？　忘れていると思っていたの？

　いやいや、そりゃ覚えているよ！　俺の名の下に結婚を認めた二人なんだから。

　……イルムの名の下に、と交換出来ないかな？

「もちろん覚えていますよ。でも、お二人共こっちに来て……国の方は良いんですか？」

「それは問題ない。もう国政のほとんどは、子供達に任せているからな」

「こちらに来たのも、事情の把握もそうですが、私達の新婚旅行も兼ねているのです」

　ドウラさんが嬉しそうに言う。

　この二人に関しては漸くという思いもあるだろうから、このまま幸せに過ごして欲しい。

　俺の名の下に……だと、やっぱり波乱が起こりそうだから、イルムの名……は予想出来ない事になりそうだし、ここは関係ないフロイド……も同様で、光女神様達……に結婚に関する事をお願いするのは、何故かやめた方が良いような気がする。

　………………。

　………………可能な限り手助けしよう。

　心の中でグッと拳を握りつつ、襲い来る困難を二人の愛の力で乗り越えて欲しい、と思った。

　失礼しますと一礼して、次へと向かう。

　オドさんとデニーさんが、何やら話し込んでいる姿が見える。

「なぁ、なんで俺はここに居るんだ？　どう考えても、各国のお偉いさん達が集まるような場に相応しくないだろ？　だから、帰っても良いか？」

「いや、お前は妊娠中のユリナの傍に居たいだけだろ？　それに、仮にもイルムシュタッド最強と呼ばれているんだから、相応しくない事はない」

「人の中だけの最強ってだけで、そんな称号は意味がない、と何度も言っているだろ？　ファファルとかと一緒に括るな」

　オドさんの言葉に、デニーさんは溜息を吐く。

「はぁ……ほんと、まだ生まれてもいないのに、もう守りに入るようになったか。……せめて、ワズがこちらの世界の出身だったなら」

「もしそうなら、喜んで最強の称号を譲ろう」

　そこで二人の会話は止まり、考え込むように上を見て、顎に手を当てたりし出す。

　というか、この二人……知り合い？

「「………………それだ！」」

　どれだ？

「ワズをこっちの世界に移住させてしまえば良い！　幸い、武闘都市エスレアデには土地も余っているし、大きな家を建てて住み着いて貰えば」

「はぁ？　馬鹿な事を言うな。ワズの奥さん達のためにも、住み着くならウィッチガーデンの方に決まっている。何しろ、こっちの世界の最先端は、ウチなんだからな」

「あ？　男なら、断然、闘技場のあるエスレアデだろ！」

「いいや、ウィッチガーデン！」

　バチバチと火花を散らして言い合いを始める二人。

　さっきもどこかの執事とメイドが………………何も見なかった、聞かなかった事にした。

　失礼しまーす、と無言で通り過ぎようとした時、そこにもう一人追加される。

「全く、お前達は何もわかっていないねぇ。そもそも、迷子になりやすいワズを、どこまでも続く地上に住まわせる事自体が間違っているのさ。その点、ヒュースレンなら範囲が絞られているから、迷っても見つける事が出来るから安心だよ」

　ヒュースレンの長、ロネさんの参戦である。

　というか、俺は一言もこっちに住むとは言っていない。

「出やがったな、ババァ！」

「やれやれ、面と向かって私をババァ呼ばわりすんのは、アンタぐらいだよ」

　ロネさんが愉快そうに怖い笑みを浮かべる。

　オドさんは平然としていたけど……もしかして、ここも知り合い？

　どっちも名は通っているし、そういう事もあるか。

　とりあえず、巻き込まれるのもなんなので、まるっと記憶から消して、次へ向かう。

　記憶にありません、で通せば大丈夫だよね？

　ちなみに、オドさんとデニーさんは昔一緒にパーティーを組んでいた時期があり、色々と暴れていた頃に、ロネさんとも知り合いになったそうだ。

　その事を、同じくパーティーを組んでいたユリナさんから、色々終わったあとに教えて貰った。

　次に向かったのは、レニオンさん達が居るところである。

「どうも、心配をかけました」

「驚きはしたが、無事で良かった」

　レニオンさんが、うんうんと頷く。

「それにしても、明るい場所で見ると……筋肉が凄いですね」

「生まれ変わったかのようだ」

　ムンッ！　とレニオンさんが筋肉を見せつけてくる。

　うっ、起きたばかりの俺には視覚的にキツイ。

　ソラルスさん達とも挨拶を交わしていくのだが、何故か弟子達はソワソワしていた。

「……どしたの？　お前達」

「いえ、オド様がそこに居るかと思うと」

「憧れていますから」

「……サイン欲しい」

「冒険者の頂点に立つ方ですので」

　……あれ？　俺の時は、そんな反応じゃなかったよね？

　師匠よりもオドさんか………………あとで弟子達の前でオドさんと模擬戦しよう。

「ブルッときたぁ！　なんかこれまで感じた事がないぐらいの寒気がぁ！」

　誰かが何かを叫んだような気がした。

　でも、ブルッときたって、風邪かな？

　もしそうなら、早く休んだ方が良いと教えてあげたい。

　本調子ではない体でここに居続けるのは辛いだろうし、水分を取って温かい布団の中でゆっくり眠って貰おう。

　大丈夫。誰も責めない。寧むしろ、優しい表情を浮かべると思うから。

　しかし、一体誰が風邪なんだろう？　と周囲へ視線を向ければ、人の姿となっているメギルさんとバッチリ目が合う。

「……すみません。なんかこんな姿で」

「何と相対したかは聞いたよ。まさか、あの娘の中にね……まぁ、ワズが無事ならそれで良いさ。いや、ワズだからこそ、その程度で済んだと言うべきかね？」

「どうですかね？　そもそも、俺に一番恨みを持っているのは間違いないですから、他に向くかどうかは……ところで、ラグニールは一緒じゃないんですか？」

「あぁ、あの馬鹿なら、外に出ているよ」

　外？　さっきもルマルフは外に出ているとか聞いたけど、それと関係あるのかな？

「なんでも、戦いが始まるから、こっちの魔王の力を知っておきたいとか言っていたね。ついでに鍛えられれば鍛えると」

　じゃあ、ルマルフとやり合ってんの？

　いやいや、それはさすがに……。

「確か、相手はイリシュロとか言っていたね」

「そっち！」

　というか、イリシュロも呼んでいたの？

　………………確かに魔王だけど、イリシュロって戦力になんのかな？

　一応、新しい魔王だし、短期間でも鍛えればモノになる才能があるのかもしれない。

　だからこそ、ラグニールとルマルフが……ちょっと待てよ。

　ぐるっと室内を見回す。

　えぇと……地下迷宮内で会っていて、今ここに居ないのは……ゼアルとソシエルちゃん、ベネドとズードか。あと、フロイドが居て、ティアンがその傍に居ないという事は……。

　………………。

　………………頑張れ、イリシュロ！

　ファファルはそこに居るから、イリシュロに興味がないんだろう。

　イリシュロが生き残る確率が少し上がっているのは間違いない。

　というか、イリシュロに対して何かあったような………………あっ、そうだそうだ。

　エスレアデの女性達と、イリシュロを連れて行くという約束をしていたんだった。

　歌って踊れるくらいの元気は残っているかな？

　イリシュロに会いに行く予定を考えていると、イルムが室内に入って来た。

　ついでにフロイドとデオラーデさんも。

　今までバチバチやっていたの？　という無粋な事は聞かない。

　だって、実際やっていたのは間違いないし。





２






　イルムが来た事で、色々と説明が行われる。

　サッ、とフロイドが椅子を用意してきたので、大人しく座った。

　素直にありがとう。

　皆も思い思いに座り、イルムの話に耳を傾ける。

　まずわかった事は、俺がやられてから丸一日経っているという事だった。

　……そんなに寝ていたのか。

　奥さん達とセリアスさん達にも、余計に心配をかけたのは間違いない。

　あとで一緒に過ごそう。

　そして、イルムがヤトファさんから受け取った光る玉には、記憶の一部が映されていたそうだ。

　その記憶の一部を見たイルムが、補足しながら説明していく。

　この世界──イルムシュタッドにも、元々は邪神が存在していた。

　けれど、その存在は微細で、出来る事といったら子供のイタズラ程度だったらしい。

　これに関しては、イルムシュタッドがそれだけ平和で安定した世界という事の証明だと、イルムが自慢気に言うので、チラッと視線を移せば、フロイドはニコニコと相変わらず胡散臭い笑みを浮かべたままだけど、これまでの付き合いから察するに、内心は悔しそうだ。

　……まぁ、邪神はフロイドから力を奪えるくらい強かった訳だし、荒れていたのは間違いない。

　そして異変は、俺達が初めてイルムシュタッドに来る前に起こった。

　微細な存在であるイルムシュタッドの邪神の力が、突然あり得ないほどに高まり、異変とも言えるその事態をいち早く察知したのが、破壊神であり破邪神でもあるという、ラヤトファルイリス様……ヤトファさんだった。

　このままでは危険と判断し、邪神を鎮めるために向かったのだが、狂ったように暴れていたため、まずは無力化するために戦いが起こる。

　優勢だったのは、ヤトファさんの方で、そもそもの力が桁違いだった。

　圧倒的な力で無力化し、あとは鎮めるだけとなった時、ヤトファさんに油断が生まれて隙が生じ、その隙を突かれて邪神に体内へ潜り込まれて、乗っ取りを始められたそうだ。

　ヤトファさんも必死の抵抗を試み、邪神を体外へと放出しようとしたのだが失敗に終わり、そのまま宿す事になった。

　そこまで聞いて、俺は手を上げる。

　ズキッと痛むが、今は放置。

「その時イルムはどうしていたの？　結構大変な事が起こっていたと思うんだけど？」

「もちろん異変には気付きました。ですが、直ぐに消失し、残った反応は破壊神で破邪神、ラヤトファルイリス様……ヤトファ様だけでしたから、無事に鎮静化したと判断してしまったのです」

　……なるほど。確かに、その場を見ていなければ、そういう風に感じてもおかしくない。

「それに、その時の私は、来きたるべき時のための花嫁修業として料理をしていました。ですが、誤って火にかけている鍋に触れてしまい、危うく火傷しそうだったので、そちらに意識が向いていまして……これもドジっ子属性に含まれるのでしょうか？」

　………………。

　………………もう全部イルムに任せても良いんじゃない？

　この場に居るイルムシュタッド勢が、微妙な表情をしている。

　良いんだよ？　怒っても良いんだよ？

　でもさ、この世界の創造神がこんなのだって知って、一つ勉強になったと思うんだ。

　大丈夫。こっちの世界の創造神も似たようなモノだから、気持ちは痛いほどわかるから。

　しかし、自ら選んだ道を迷う事なく突き進むイルムは、チラッ！　チラッ！　と俺に視線を向けながら、鞭むちを見せてきている。

　………………罰して欲しいという事かな？　全部計算した上での行動じゃないよね？

　何故か、フロイドがうんうんと頷いている。

　………………お前の指示か？

　もう全部フロイドに任せて……いや、二柱の創造神に任せて……駄目な気がする。

　というか、俺は鞭を打ちません。

　両腕を広げ、ゆっくりと丸を作っていき……途中で勢い良く交差してバツを表現した。

　気落ちしたイルムは鞭を仕舞い、続きを語っていく。

　ヤトファさんの体内に宿った邪神は、時折体を乗っ取って暗躍を始める。

　イルムシュタッドに混乱を巻き起こすために。

　目論んだ事は、大魔王、魔王、魔物を利用し、イルムシュタッドにある四つのクリスタルの力を反転させ、そこから生まれる邪悪な力を使い、完全復活しようとしていた。

　だが、その目論見は失敗に終わるのだが、何故失敗したかは言うまでもない。

　俺、フロイド、シロ、闇女神さんが、イルムシュタッドに召喚された時の話だからだ。

　一週間くらいで、クリスタルを守る魔王達を倒し、説得し、恋人にし、連れ帰り、大魔王すら撃破されるという、向こうからすれば、完全に予想外の出来事だっただろうと思う。

　まぁ、あの時は急いでいたし、そんな思惑があったなんて察する事は難しい。

　ちなみに、大魔王のあの変な力も、ヤトファさんの体を乗っ取った時の邪神が与えたモノ。

　………………。

　………………あれ？　そういえば、シロと闇女神さんが居ないな。

　こっちの世界の邪神が関わっているから、てっきり居ると思っていたけど……。

　フロイドなら連れて来てそうなので、確認するように視線を向けると、窓の外を指差された。

　何故視線を向けただけで察しているのかは置いておいて、どうやら来ているっぽい。

　前回はドタバタしていたし、観光中かな？

　シロと闇女神さんには、あとで説明する事になるんだろうなと思いつつ、話の続きを聞く。

　四つのクリスタルが完全に清浄化された事で、イルムシュタッド全体の聖なる力が大きく上昇し、その力に当てられて、ヤトファさんに宿っていた邪神は一時的に大きく力を失う結果になった。

　それで邪神を追い出せるはずだったが、ヤトファさんも弱っていたのだ。

　大半の力が奪われていた事で、既に邪神を追い出す力が残されていなかった。

　けれど、このままではイルムシュタッドが崩壊してしまう可能性があると、ヤトファさんは諦めなかった。

　そして気付く。世界に満ちる、聖なるクリスタルの力を。

　これなら、とクリスタルの力を楔くさびにし、自身ごと邪神を封印しようとした。

　その結果は、失敗。

　正常で完全な封印にはならなかった。

　邪神が抵抗したのだろうと、イルムが推測する。

　不完全な封印により、ヤトファさんは「ラヤトファルイリス」としての記憶を忘れ、その身は魔法が効かないという特殊な人の体と成り、邪神もその存在の一部だけが黒い靄もやとして外へと漏れるだけとなった。

　その不完全な封印こそが、呪いの正体。

　クリスタルの力を楔にしているため、不完全とはいえど封印を解こうとするのなら、クリスタルの力が必要だった。

　そこで、ふと疑問が生まれる。

「ヤトファさんと出会った時、普通に記憶があったけど？」

「こちらも私の推測でしかありませんが、邪神がその存在の一部を出せる以上、力も一部ですが使える可能性があります。ですので、その力で新しい記憶を植え付け、自分の思惑に添わせる事が目的だったのかもしれません」

「封印を解くため、クリスタルに向かわせる……」

「はい。その指針として用意したのが」

「四つの穴が空いている大剣という事か」

　そこまでやるか？　と思うのだが、よく考えてみれば、邪神も必死だったのかもしれない。

　何しろ、ヤトファさんは不完全な封印によって、神ではなくなり人になったのだ。

　それは死の可能性を高める。

　何の確証もなく、死んで解放になると思うのは希望的でしかなく、奇跡としか言いようがない。

　だからこそ、邪神はヤトファさんをクリスタルの下へと誘導するように動いたのだ。

　まんまと嵌はめられたようで、腹が立つ。

　今度こそ、跡形もなく、塵も残さずに滅ぼしてやろうと決めた。

　そのあとは、俺達に出会ってからの記憶だったので、ここでは割愛しておく。

　これで終わりかと思ったが、今度はフロイドが、俺達の世界で起こった出来事──邪神教と、残ざん滓しによって復活した小さな邪神の事を話し出した。

　その邪神が「上手くいっている」という言葉を残したという事。

　そこからはフロイドの推測だったのだが、俺達の世界とイルムシュタッドは、創造神であるフロイドとイルムが兄妹の関係という事もあり、何かしらの繫がりがあってもおかしくはないそうだ。

　だからこそ、イルムシュタッドに俺達が召喚されたのだろう。

　その繫がりを通じて、俺達の世界の邪神は俺にやられる前に力の一部をイルムシュタッドへ向けて飛ばしていた可能性があり、その飛ばした邪神の一部が、イルムシュタッドの邪神と結び付く事で、あり得ないほどに力が高まったのではないか、と。

　フロイドはこの場で言わなかったが、創造神の力を奪っていたのだから、不可能ではないのかもしれない。

　といっても、結局は推測で、真実は違うかもしれないが、俺はそうだと思う。

　現に、俺の事を「新神」と呼んでいたのだから、ヤトファさんの体を乗っ取った邪神は、元々俺達の世界の邪神で間違いはない。

　それに、実際に居るのだから、どうやってとかは、もうどうでも良い。

　如何に倒して、ヤトファさんを助け出すか、それだけを考える事にした。

　そのために必要なのは、現状がどうなっているのかである。

　現在、邪神を宿したヤトファさんは、この大陸の中心にある、世界樹と呼ばれる巨大な聖なる樹がある場所に居て、その力を借り、表に出ようとしている邪神を抑え込んでいるそうだ。

　しかし、それでも完全に抑え込む事は出来ず、猶予はそれほどないらしい。

　邪神の力がそこまで強くなったのには、やはりクリスタルが関係している。

　封印を解く際に、クリスタルの力を取り込んでいた、というのがイルムの考えだが、大剣に付いていた四色の玉が黒く染まったのは、きっとそういう事なんだろう。

　更に神としてのヤトファさんの力も取り込んでいるので、前より強くなったのは間違いない。

　現に、無視出来ないダメージを負ったし。

　そこまで強くなっているという事は、対処出来るのは俺だけ。

　まぁ、元からそのつもりだったので、邪神と戦う事に異論はない。

　ただ、それならそれで、再び疑問が生まれる。

　邪神が相手なら俺達だけで済む話なのに、どうしてオムロレルさん達が居るのかだ。

　もちろん、そうする理由があった。

　現在、世界樹の周囲にはおびただしい数の魔物が集まり、今も増え続けているそうだ。

　俺達だけでは手が回らず、このままでは邪神との戦いに邪魔が入るのは確実であるため、オムロレルさん達が魔物達を抑えてくれる事になっていた。

　惜しみない協力をしてくれるそうなので、ありがとうございますと頭を下げる。

　ただ、かなりの人員を用いるため、移動に関してはカガネ、フロイド、イルムの「転移」で行う事が決まっていたのだが……話、早過ぎない？

　いやいや、もちろん、俺も出来る事はやらせて頂きますけど……。

　でも、俺にも一言相談して欲しかったというか……あっ、寝ている間に決まったのね。

　………………ちょっと疎外感。

　このやり場のない思いは、邪神で晴らそうと決意する。

　そのあとは細かい事を決めて、俺と奥さん達、セリアスさん達に、フロイド、シロ、闇女神さんを加えた一行が邪神へと直接向かい、周囲の魔物はオムロレルさん達に任せる事になった。

　ただ、まだ準備段階であり、俺のダメージも抜けておらず、余裕もそこまでないので、大急ぎで準備を整えなければいけない。

　誰もが現状を理解した事を確認し、早急に準備を進めるためにこの場は解散となった。
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　オムロレルさん達をそれぞれの国へと送る。

　レニオンさん達に関しては、どこに送るかわからないというか、行った事がない場所だったので、イルムにお願いしておいた。

　フロイド、カガネ、イルムが送っている間に、回復に専念するために残った俺と、奥さん達、セリアスさん達、メギルさんは、ロンリさんの屋敷の外へと出る。

　……やっぱり、イリシュロがちょっと心配なので。

　でも、どこに行けば良いんだろう……と思っていると、ラグニールをそこに置いてきたという事で、メギルさんが案内してくれる事になった。

　そこに更に、もう一人追加。

「……えっと、デオラーデさんも？」

「はい。もちろんでございます。新たな職場へと赴く前に、長らくお世話になりましたゼアル様とソシエル様に、挨拶をしておこうと思いまして」

「新たな職場？　……でも、後々暮らすところだよね？」

　……つい思わずいつもの調子でポロッと言ってしまった。

　デオラーデさんが眼鏡をくいっと上げる。

　しまった。フロイド！　フロイドを盾としてここに！

「………………まだ確定した訳ではありません」

　デオラーデさんの中での葛藤が垣間見える。

　これはもしかして、今後のレニオンさん次第では上手くいくんじゃないだろうか？

　幸いにして、見せ場としては世界樹の周辺での戦いがある。

　そこで格好良いところを見せれば……そんな事を考えている間に、奥さん達とセリアスさん達がデオラーデさんを囲み、レニオンさんの事をどう思っているのかとか、色々と聞き始めた。

　………………。

　………………もうこれ以上立ち入ってはいけない気がした。

　皆が興味津々である以上、一緒に行く事をお断りする理由はどこにもない。

　うんうん………………でも、本当に連れて行って大丈夫だろうか？

　ゼアルなら、察知して逃げてもおかしくない。

　もしそうなったら、速攻で捕まえよう。

　いやいや、もう貴族という立派な立場なんだから、逃げるなんて許される訳がない。

　寧ろ貴族としての態度が取れないと、再び………………思わずゴクッと喉が鳴る。

　レニオンさんの恋のためにも、どうにか切り抜けて欲しいと祈りつつ、俺達はメギルさんの案内のまま進む。

　………………町中をスイスイと進んでいく。ぶつからないように行こう。

　………………時折、ファファルが声援に応えて手を振っていた。苦笑いで。人気者だなぁ。

　………………外に出た………………え？　外って町の外なの？

　………………少し進んだ先にあった平原に居た。

　ラグニール、シロ、闇女神さん、ゼアル、ソシエルちゃん、ベネド、ルマルフ、ティアン、ズード、イリシュロ……多いな。

　ここまで集まるのなら、ニールやガインも呼べば良かった。

　ルトは、エルフとダークエルフを集めるとか言って戻ったけど。

　フロイドが戻ったら連れて来て貰って……いや、普通に連れて戻って来るかもしれない。

　そう仰られると思いまして、とかなんとか言いながら。

　こういう時ばっかりは、本当に優秀である。

　しかし、そろそろ現実の問題を考えなければいけないだろう。

　というか、何故かイリシュロはソシエルちゃんの前で跪ひざまづいていた。

　……魔王が少女に跪くとか……何この光景。

　それで、えぇと……なんだっけ、イリシュロのそれぞれの名前は………………駄目だ。思い出せない。前と同じように、赤髪、青髪、黄髪、緑髪、紫髪で良いか。

　そんなイリシュロが、ソシエルちゃんに声をかける。

「あなたのような可憐な少女は見た事がない。言うなれば、荒野に咲く一輪の花」

「あなたの笑みからは慈愛を感じます。その笑みを向けられるだけで、私達は恐怖の中から希望を見つけられます」

「あなたの瞳は宝石のよう。その輝きで照らせば、邪悪な者達も静まるでしょう」

「……あなたの存在は女神。……行動が、言葉が、平和へと導く」

「あなたの心はきっと慈悲深いと思うんだ。だから、わかるよね？」

　えっと、何言ってんの？　どっかで頭打った？

　ただ、その表情は真剣そのもので、必死感……というか、悲壮感すらあった。

「「「「「というか、助けて下さい！　止めて下さい！　お願いします！」」」」」

　五人揃って、ソシエルちゃんに向けて必死のお願い。

「ごめんなさい！」

　ソシエルちゃんは即お断り。

　絶望の表情を浮かべるイリシュロに向けて、頭と肩を揺らしながら近付く者が三人。

「「「おぅおぅおぅおぅ」」」

　ゼアル、ラグニール、ベネドである。

「てめぇら、誰の女に声かけてるかわかってんのか？　あぁ？」

「友の前でその番つがいに手を出そうとするとは、不届き者共め」

「うむ。簡潔に言って、筋肉が足りん！」

　全員喧嘩腰……いや、一人はなんか違うけど。

　いえいえ違います、と身振り手振りでどうにか伝えようとしているイリシュロに、更に近付く者達が居る。

「これで魔王って名乗っているの？　なんか拍子抜けしちゃったなぁ」

「今の私達からすれば大体こんなモノでしょ？　それでも、相対的に見れば弱い魔王だけど」

　シロと闇女神さん。

「全く強くなっていないな。これが私達の次の魔王とは……」

「情けないにもほどがありますね。少しは成長しているかと思いましたが」

「うむ。総評して、筋肉が足りん！」

　ルマルフ、ティアン、ズード。

　やっぱり、なんか一人違う……というか、ルマルフはここに居て良いの？

　オムロレルさんはもう戻ったんだけど？

　……まぁ、フロイド達が戻った時にでも、送れば良いか。

　それよりも今は、どう考えても普通ではないこの状況である。

　魔王が少女に跪いて助けを求めるって………………そんなイリシュロとバッチリ目が合う。

「「「「「助けて下さい！」」」」」

　こちらに向かって駆け寄り、目の前で跪かれた。

　魔王としての誇りはないのだろうか？

　ソシエルちゃんに断られた事で、必死感と悲壮感だけでなく、真剣さが加えられている。

　というか、事情もわからない俺にお願いするってどうなのよ？

「………………うっ、腹部の痛みが」

　それを理由に拒否しよう……としたが、イリシュロが悲壮な表情を浮かべるのでやめておく。

「でも治ったから、大丈夫」

　俺はイリシュロの間を通って前に出て、ラグニール達の前に立つ。

　そのまま後ろを守るように両腕を広げた。

「争いは何も生み出さない！　良くない事なんだ！　だから、争うのはもうやめよう！　平和が一番！　普通が一番！　命は奪い合うのではなく、育むモノなんだ！」

『………………』

　おっと、誰も反応しない。それはそれで寂しいモノがある。

　いや、イリシュロだけは、キラキラした目で俺を見ていた。

　う〜ん、別にそういう事で助ける訳じゃないんだけどなぁ……。

　これも仕方ないと思いつつ、身構える。

「これ以上イリシュロに何かするというのなら、俺が相手だ！　全員まとめてかかってこい！」

『………………』

　またしても反応がなかった。寂しい。

　奥さん達、セリアスさん達も、何も言ってこない。

　チラッと確認すれば、メギルさんも交えて、まだデオラーデさんの恋話に夢中だった。

　……あの、もう少しこちらに興味を持ってくれても良いんだよ？

　……ほら、イリシュロはもう既に俺を拝んでいるよ？

　……普通に事情を聞けば良かったと思った時、ラグニールがニヤッと笑みを浮かべた。

「なるほど。我には全てわかったぞ」

　おぉ！　さすが、お義父さん！

「交ざれなくて寂しかったのだろ？　置いていかれた気がしたのか？　疎外感でも覚えたのか？　そんな事をせずとも、我達とワズの間にはきちんと絆があるぞ」

「違うわっ！」

　駄目だ、このお義父さん。

「ん〜、僕が思うに、歌って踊れる魔王として世に出ているから、どこかで待っている人達が居るんじゃないのかな〜？　その人達から連れて来るようにお願いされているとかじゃない？」

「見てきたように言う！」

　シロ、大正解！

　おぉ〜、と俺やラグニール達から拍手が送られる。

　という訳で、こちらの事情を理解してくれたようなので、ラグニール達の事情も聞いてみた。

　……ふむふむ。邪神戦に向けて、戦力は多い方が良いとイリシュロを鍛えてみたが、思っていた以上に弱くて、イリシュロは即座に泣きを入れ……この中で一番無害そうなソシエルちゃんに助けを求めた、という事か。

　いやいや、イリシュロはわかっていない。

　ソシエルちゃんにはゼアルが常に付いているのだから、無害な訳がないのだ。

　ただ、事情を聞いて思う事がある。

「というかさ、それってイリシュロが弱かったという事じゃなく、ラグニール達が強くなり過ぎたって事じゃないの？　そもそも、同じ期間鍛錬したとして、成長率も同じとは限らないんだし」

　そんな俺の呟つぶやきに、ラグニール達は顔を見合わせる。

　いやいや……それは……ねぇ……みたいな感じで。

　ははぁ〜ん。今の自分達の強さに気付いていなかったな。

　でも、そういう事なのかな？　と満更でもない表情に直ぐ変わる。

『ハハハハハ』

　最終的には笑って誤魔化していた。

　と、そこに。

「お待たせしました、ワズ様。オムロレル様達を、無事に送り届けて来ました」

　フロイドが現れた……一人で。

「………………んん〜」

「おや？　どうされました？　何故か私を見て落胆されたご様子。何かございましたでしょうか？」

「………………」

「おっと、それに加えて、残念な者を見るかのような視線。しかし、私は不手際を行った記憶がございませんが？」

「……まぁ、そうだよな。フロイドは悪くない。不手際なんてしていない。俺が勝手な期待をしただけだよ」

　うんうん。全くもってその通り。過度な期待を外してくるのが、フロイドである。

　一人で納得していると、フロイドが尋ねてきた。

「……期待、でございますか？」

「そうそう。ほら、周りをよく見てよ」

　そう言って、ラグニール達に視線を向けて指し示す。

「これだけ集まっているからさ、フロイドなら戻って来た時に、ニールとガインを連れて来てくれるかなって思っていただけ」

「え？　ん？　あれ？」

「うおっ！　なんだいきなり」

　唐突に驚きの声が上がったので、視線を戻す。

　ニールと骸骨ハーレムメンバー達に、ガインが居た。

「お待たせしました、ワズ様。オムロレル様達を、無事に送り届けて来ました。ついでに、必要かと思いまして、ニール様御一行とガイン様もお連れしました」

　一礼するフロイド。

　……やり直している。

「………………いや、だからね」

「主と執事は一心同体。考えている事はお見通しでございます。ところで、何かございましたでしょうか？」

　フロイドの中で、しれっとなかった事になっていた。

「……えぇと、どういう状況か教えて貰えないだろうか？」

「いきなり現れたかと思えば……どういう事なのだ？」

　ほらぁ、なんの事情も説明しないで連れて来るから、ニールとガインが困惑しているじゃないか。

　もう説明するのも面倒だったので、そのままラグニール達に会わせて丸投げする。

　ニールとガインも、もちろん協力してくれるよね？

　その間に、フロイドにお願いして、イリシュロを武闘都市エスレアデに送って貰った。

　これで約束を果たした、という事で良いだろう。





４






　再びフロイドが戻って来るのと同時に、カガネとイルムも戻って来た。

　その間に、デオラーデさんもゼアルとソシエルちゃんに、お世話になりました、と挨拶し終わっていたので、飛空艇へと向かう事にする。

　このまま立ち話を続けると、俺の腹部に悪いので。

　それに、ロンリさんの屋敷だと落ち着かないというか……ここまで共に来た飛空艇の方が安らげるのである。

　一声かけ、そのまま向かおうとしたのだが、そこに待ったがかかった。

「うむ。こうして集まったのだから、男衆だけの戦いの前の決起集会を行おうと思う！」

　ラグニールが突然そう言い出した。

「……はぁ？　何言って……でもまぁ、楽しそうだし、俺も」

「いやいや、ワズは傷を癒やさなければいけないのだろう？　何しろ、我等にとっては切り札のようなモノなのだから、充分に英気を養って万全の状態にして欲しい」

　真剣な表情を浮かべるラグニール。

　こんな真剣なの……見た事ない。それだけ俺の身を案じて──。

「こちらはこちらで親睦を深めておこう！　ではな！」

　爽やかな笑みを浮かべながら片手を上げ、颯さつ爽そうとオハザの町へと向かうラグニール。

　既に話が通っていたのか、ニール、ガイン、ゼアル、ベネド、ルマルフ、ズードも続いていく。

　……お義父さん……少しは心配してよ。

　というか……絶対飲みに行ったよね、アレ。

　はしゃぎに行ったよね？　しかも、俺を置いていくってどうなのよ？

　確かに腹部は痛いから休むべきだけど……泣くよ？　悲しい感じで泣くよ？

　……いやまぁ、そもそもお酒は飲めないけどさ。

　でもほら、雰囲気には酔えるから、きっと楽しいと思うんだけどなぁ……。

　とりあえず、視線を横に向ける。

「……お前達は行かなくて良いの？」

「執事が主人の下を離れるなど、断じてありません」

　いや、これまでのそれなりの期間、離れていたと思うけど？

「う〜ん……楽しそうだけど、やっぱりワズが心配だし、僕も一緒に居るよ〜」

　シロの言葉に泣きそう。

　これこそ友達！　シロとの友情を固く誓う！

　何かあれば、いつでも頼って良いからな。

　うんうんと頷き、ほっこりした気持ちで飛空艇に向か──。

「あの馬鹿は全く……なら、こっちも女性だけで集まって、色々と話そうかね。親睦を深めるには丁度良いし、なんだったら、私の若い頃の話でも聞かせてあげるよ」

　えなかった。

　メギルさんは発言のあと、奥さん達、セリアスさん達、闇女神さん、ニールの骸骨ハーレム、ソシエルちゃんに、確認するように視線を向けていく。

「楽しそうです！　行きます！」

　ソシエルちゃんは乗り気、というかもう行く気満々。

　メギルさんを相手に物怖じしないとは……この子は将来大物になるかもしれない。

　イスコア王国は安泰だね。

　ニールの骸骨ハーレムも、キャーと喜んでいる。

　そんな様子を見ていると、奥さん達から視線を向けられている事に気付く。

　……あぁ、俺の事が心配だけど、行きたいのね。

　まぁ、あとは寝るだけで、こっちにはフロイドとシロが居るから大丈夫か。

　行っといで！　と快く送り出す事にした。

　隣では、シロが闇女神さんを送り出している。

「偶たまには闇女神さんも羽を伸ばしておいでよ〜。きっと楽しいよ〜？　それに、友達が欲しいって前に言っていなかったっけ〜？」

　え？　そうなの？　そんな風には見えなかったけど……うん。闇女神さんの顔、真っ赤。

「……余計な事を言うな、シロ」

　図星。

　そのやり取りを見聞きしていた奥さん達が、闇女神さんを引っ張っていった。

　シロと一緒に手を振って送り出す。

　それにしても、闇女神さんには、光女神様達という喧嘩友達が居ると思っていたけど……そういうのとは違う友達が欲しかったのかな？　と思った瞬間、ステータスが勝手に開いて、そこから光女神様達が一斉に出て来た。

　全員が揃って無言で、俺に視線を向けてくる。

「………………いってらっしゃい」

「「「「「いってきます！」」」」」

　光女神様達は、メギルさん達のあとを追っていった。

　……深くは聞くまい。大変な騒ぎになるかもしれないが、俺は空気を読めると自負している。

　………………自己責任でお願いします！

　で、隣に居るイルムに尋ねる。

「……で、行かなくて良いの？」

「メイドが主人の下を離れる訳にはいきません」

　意志は固い。

　ついでにデオラーデさんにも尋ねたが。

「挨拶も済ませましたし、あとはそこの執事と決着をつけるだけですので」

　もう忘れよ？　争いは何も生み出さないよ？

　そのままティアンにも尋ねる。

「フロイド様とは常に一緒です」

　ですよね。

　という訳で、フロイド、シロだけじゃなく、イルム、デオラーデさん、ティアンも一緒に来ると………………なるほど。何か起こるのはこっちだったか。




　そして、飛空艇発着場に着いた。

　……そういえば、前に見かけなかったという事は、もしかして、フロイドとシロは飛空艇を初めて見るのではないだろうか？

　様子を窺うと、シロは大はしゃぎしていた。

「うわ〜、これが飛空艇か〜！　向こうにはない乗り物だよね！　見た事ないし〜！　乗りたい乗りたい！　飛びたい飛びたい！　僕達の世界でも造って流行らせようよ〜！」

「……あぁ、まぁ、カガネが造る予定だから、その内な」

「そっか〜、さすがワズの奥さんの一人！」

　シロが目をキラキラさせて、ジッと俺を見てくる。

　それだけで、何が言いたいのかわかった。

　これが友情か。

「わかったわかった。カガネにシロの分も造ってくれるか、お願いしてみるよ。その代わり、必要な材料集めは手伝ってくれよ？」

「それはもちろんだよ〜！　任せて！　なんでも用意するからさ〜！」

　どんなのにしよっかな〜っと、シロは飛空艇発着場にある飛空艇を次々と見ていく。

　一方、フロイドはジッと飛空艇を見ていた。

　何やらその沈黙が怖い。

　一体どうしたのだろう？　と近付いてみると。

「……飛空艇を多く用意し、その前面に強固な結界を張って空から落とす。これをイルムシュタッド全域で行えば、無視出来ないダメージとなり、そこへ颯爽と救援に現れるワズ様。……これでイルムシュタッドはワズ様に頭を垂れる事になるのは間違いありません。そして、今なら全ての責任を邪神に押し付ける事が出来る。………………いけますね。これで勝ちです」

　危険な思想をしていた。

　何に勝つつもりなんだよ！

　しかし、フロイドの何が怖いって、俺が聞いているとわかっていて反応を窺っているところや、本気ではないとわかっていても、実際にやりそうだと思ってしまうところである。

　……一応、止めておくか。

　許可出来ません、と両腕を交差させて、バツ印を作って、ついでに首も横に振っておいた。

　フロイドは仕方ありませんと、少し消沈する……と見せかけて、いつもの笑みを浮かべる。

「では、続きまして、第二案を」

「まだあるのかよっ！」

「最近、私も学習したのです」

「……何を？」

「一つの案にこだわっていては、ワズ様から許可は貰えないと。ですので、ワズ様が諦めるまで、根気よく多くの案を出し続ければ良いのではないかと」

「まず諦める事を知ろうよ！」

　要らぬ知恵が付いたようだ。

　というか、ほんとに諦めるまで出し続けるな、これ………………だったらどこかで妥協した方が………………いやいや、待て待て。それこそが、フロイドの策略かもしれない。

　妥協させる事を前提に仕掛けてくるとは……これは長い戦いになるな。

　これからもフロイドの言動には注意して気を引き締めておかないと。

　そう覚悟を固めていると、イルムがフロイドに話しかけてきた。

「私の世界はどうですか？　兄様」

「文明レベルでは負けています、と素直に認めましょう。さすが、私の妹ですね」

　フロイドとイルムは、そのまま自分の世界自慢を始めた。

　ほんと仲良いよね、この兄妹。

　………………ん？　あれ？　なんだろう？　なんか、今のやり取りに引っ掛かりを覚えるんだけど……なんだったかな？

　ね？　ほら！　あれだよ……う〜ん、喉のところまでは出かかっているんだけど……。

　そのまま考え込んでいると、視界の端で、こちらを凝視しているデオラーデさんが見えた。

　………………。

　………………ポンと手を打つ。

「なるほど。最初から何かあると踏んでいましたが、兄妹でしたか」

「うわぁ！」

　いつの間にか、俺の隣にデオラーデさんが移動していた。

　くいっと眼鏡を上げている。

「ワズ様は知っていたのですよね？　なら、私に黙っていたという訳ですか？」

「いやいや、なんというかですね、こう……伝え忘れていたと言いますか、頃合いを見計らっていたと言いますか……あれ？　言わなくても大丈夫じゃない？　と思ったと言いますか」

「つまり、隠していたと？」

「いや、隠していた……というのは語弊があるというか……」

「騙そうとしていた訳ですね？」

「いやいや、そんなつもりはなくてですね……こう……円満解決を希望していたというか」

　うん。駄目だ。上手い言い訳が何も思い付かない。

　これはどうしようと考えていると、フロイドが声をかけてくる。

「おや？　イルムが私の妹ですと、何か問題があるのでしょうか？」

「いいえ、納得しました。出会った時から何かあると思っていましたので、スッキリしただけです」

「胸のつかえを取る助けが出来たようで、何よりですね」

「えぇ、執事だけではなく、メイドの中にも油断ならない者が居るという事がわかりました。教えて頂きありがとうございます、と感謝の言葉を送りましょう」

　表情はいつも通りなのだが、言葉でバッチバチにやり合うフロイドとデオラーデさん。

　なんかそれぞれが龍と虎を背負っているように見える。

　と、そこにイルムが介入した。

「そんな事を仰らないで下さい。メイドの先達として、色々と教えて頂きたいのです」

　イルムの表情は真剣そのもので、噓ではないとわかる。

　デオラーデさんにも伝わったのか、少し考えているようだ。

「………………なるほど。今の内に教育して望むように成長させるのも、一つの手ですね」

　バッ！　とフロイドがイルムを守るように立つ。

「どうやら危険な思想をお持ちのようですね」

「優秀なメイドが増える事の、何が危険だと言うのでしょうか？　……なるほど。自分の地位が脅かされると危惧している訳ですね」

　フロイドが両手を開き、首を左右に振る。

「ふぅ。やれやれ、やはり伝わっていないようですので、もう一度言わせて頂きましょう。執事に勝るメイドは存在しないのです」

　デオラーデさんが眼鏡をくいっと上げる。

「やはり理解出来ないようですね。それとも、認めたくはないと考えないようにしているだけでしょうか。ハッキリと申しましょう。メイドに勝る執事はどこを探しても居ません」

　もう放っておこう。

　イルムもオロオロしているかと思えば、ワクワクしながら見ていた。

　どっちが勝つと思っているのかはわからないけど、とりあえず、このままここに居ると巻き込まれそうなので、気配を消してサッと移動する。

　移動した先にはティアンが居た。

　思えば、ティアンはイルムシュタッド出身なのだから、飛空艇は珍しくないと思う。

「……多種多様な飛空艇がありましたが、随分と良いモノを使用していたようで、さすがはワズ様と言うべきでしょう。このような王族が使う飛空艇を颯爽と乗りこなす。他の有う象ぞう無む象ぞうとは格が違うという事を初見で教え、怯んだところをワンパン。そのまま征服して自由を確保してきたという事ですね」

「違うわっ！」

　思わず突っ込んでしまう。

　うっ、腹部に余計な痛みが。

　腹部を押さえながら、ティアンにジト目を向ける。

「……なんというか、ティアンはフロイドに似てきたな」

「ありがとうございます。心からのありがとうございます、と答えさせて頂きます」

　別に褒めてない……けれど、ティアンは嬉しそうに頰を染め、くねくねし出した。

「これはもう、ワズ様公認の夫婦になる日が近いですね」

　晴れやかな笑みを浮かべるティアン。

　……え？　俺が認めないといけないの？

　大切なのは当人同士の気持ちだと思うので、黙秘します。

　そのあとは、皆で飛空艇に乗り込み、一番広い部屋へと移動する。

　椅子に座って一息吐つき、視線を室内へと向ければ、そこにはイルムだけ。

「………………あれ？　他の皆は？」

「飛空艇の中を探検するそうです」

　……俺の事は放置ですか？　いや、飛空艇内から出た訳じゃないし、イルムが残っているから、一応気を遣っているのかな？

「……まぁ別に良いか。というか、デオラーデさんも？」

「はい。何やら、元の世界にはないモノですので、新たに知識として全てを加えておきたいと」

　勉強熱心だなぁ。

　デオラーデさんらしい理由だと頷いていると、イルムから声をかけられる。

「ワズ様。少しお聞きしたい事がございます」

「ん？　何を？」

「まずはメイドとしてではなく、この世界の創造神として、感謝に言葉を送らせて頂きます。前回に引き続き、この世界の危機に対して、ご助力して頂きありがとうございます」

「いやまぁ、普通は助けるでしょ？　だから気にしなくて良いよ。それに、前回も今回も原因は邪神なんだし、悪いのはアイツ。それだけだよ」

「そう言って頂けると、少し心が軽くなります」

　イルムが嬉しそうに笑みを浮かべた。

　これで少しでも心が軽くなるのなら、それで充分である。

　あとは、実際に邪神を滅ぼすだけだから、俺も出来るだけの事をしないと、と思っていると、イルムが真面目な表情で尋ねてくる。

「……ワズ様は、ラヤトファルイリス……ヤトファ様を助けるつもりなのですよね？」

「もちろん。当たり前でしょ」

「非常に困難な道かもしれませんよ？　邪神と共に滅した方が簡単かもしれません。それでも？」

「それでも」

「既にヤトファ様の力の大部分を邪神が取り込んだと思われます。今の状態で切り離した場合、ヤトファ様の抵抗を失い、クリスタルの力を得た邪神の力は予想が付きません」

「関係ないよ。俺はヤトファさんを救うと約束した。それを果たすだけだ」

　決意を目に宿らせた。

　きっと、奥さん達とセリアスさん達も、同じ思いだと思う。

　寧ろ、それ以外の選択肢はない。

　それが伝わったのか、イルムはわかりましたと頷き、嬉しそうに笑みを浮かべた。

「では、そのように動きましょう。それでワズ様。邪神を切り離す手段ですが」

「………………」

「………………わかりました。私がどうにかします。兄に協力して貰い、創造神としての力を使えば、恐らく可能でしょう。ただ、そうなると邪神の動きを止める必要があるのですが……」

「わかった。そっちは俺が何とかする」

　そうして話を詰めていき、終われば明日に備えてゆっくりと過ごした。








第二章　大戦前の準備期間









　翌日の朝。目を覚ますと同時に上体を起こす。

　体を左に向け……右に向け……前に倒し……後ろに反り……。

　………………うん。ちょっと痛いけど、昨日よりはマシになっている。

　明日には全快しているだろうから、邪神との戦いは明日になるだろう。

　そんなに猶予はないので、その事を皆に伝えて、早速準備を進めていく。

　ラグニール達は、フロイドとイルムが既にそれぞれの場所へと送っているそうだ。

　なので、まず各国の人達を運ぶ移動係の俺、カガネ、フロイドは、同じく移動係のイルムにお願いして、世界樹のある場所へと「転移」する。

「……でっかい樹だね、お兄ちゃん」

「あぁ……でっかい樹だな」

　視界全てを埋め尽くすような巨大な樹に、俺とカガネは呆気に取られる。

　既に多くの魔物が世界樹を取り囲んでいるけど、近くまでは辿り着けていないようだ。

「元々世界樹には強力な聖なる結界が張られていますので、これ以上は近付けないのです」

　イルムがそう説明してくれた。

「そうなんだ。……あれ？　じゃあ別にオムロレルさん達に協力を仰がなくても良いんじゃ？」

「邪神が結界を破壊する可能性があります。それでなくても、ここまで魔物が集まりますと、この世界にどのような影響があるかわかりませんので」

　それもそうか。

「それで、ヤトファさんは？」

「世界樹の根本に居ます。結界内部は聖なる気が満ちていますが……時間の問題なのは間違いありません。それほどまでに邪神の力が高まっています」

「そっか……」

　大きく息を吸う。

「もう少しの辛抱だから頑張ってね、ヤトファさん！　必ず救ってみせるから〜！」

　大声でそう宣言する。
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　届いていると良いなぁ。

「きっと、届いていますよ」

　フロイドが世界樹を見ながらそう言う………………けど、フロイドに言われると不安だ。

　とりあえず、少しでも数を減らしておこうと適当に魔物達を攻撃しつつ、どこでも駆けつける事が出来るように「転移」でぐるっと周囲を回り、オハザの町へと戻る。

　オハザの町に戻ってからは、出来る事をやっていった。

　俺は光女神様達と共に、念のための切り札の練習と、皆の武具の調整。

　奥さん達とセリアスさん達は互いに動きの最終調整を行い、フロイド、イルム、ティアンはそれを手伝いつつ、各国と連絡を取り合っていく。

　その間も話を煮詰めていくが、まず決まったのは大雑把な配置。

　世界樹を中心にして──。

　北に、オムロレルさんが率いる大国ガーリス勢。

　東に、メギルさんとラグニールが率いるドラゴンライダー達と、超大型飛空艇ヒュースレン。

　南に、オドさんが率いる冒険者達と、エルードさんとドウラさんが率いる人と獣人達に、ウィッチガーデンの魔女達。

　西に、レニオンさんが率いるガルミス帝国軍。

　という感じで、細かい配置や指揮に関しては現場に任せる事にした。

　ちなみに、邪龍であるガジャと聖龍であるシェナさんには、ある事をお願いした事で別行動となり、弟子達はこの世界の冒険者として動きたいと言うので、オドさんが居る南に参加する。

　ルト、ニール、ガイン、ゼアル、ベネドも、方々に散る事になった。

　こっちは邪神で手一杯になりそうだし、ルト達がばらけて協力してくれるのは正直助かる。

　イルムが言うには、イルムシュタッドの総戦力と言っても過言ではないそうだ。

　ただ、相手はあの邪神なので、更に念のため、俺は他にも協力してくれそうなところを全て回って……あとは、フロイドとイルムにもお願いして……あっ、シロもちょっと。

　それと他に決めたのは、飛空艇には武装がなく、行って帰る時に撃墜されるのは困るため、俺達も分散して徒歩で世界樹へと向かう事だ。

　これは、ついでに魔物を倒してその数を減らし、そのあとの戦いを少しでも有利に進める事も含まれている。

　北から大国ガーリス勢と共に進むのは、イルムチーム。

　メンバーは、マオ、アリア、シロ、闇女神さん。

　東からメギルさん達と共に進むのは、カガネチーム。

　メンバーは、メアル、サローナ、タタ、キャシー。

　南からオドさん達と共に進むのは、俺のチーム。

　メンバーは、セリアスさん、ラヴィ、ルシエルさん、シファニ。

　西からガルミス帝国軍と共に進むのは、フロイドチーム。

　メンバーは、ナミニッサ、ナレリナ、ハオスイ、ファファル、ティアン。

　………………。

　………………うん。フロイドチームが一番不安。

　確実に暴走しそうだけど……このチームの良心とも言えるナミニッサとナレリナに期待しよう。

　……俺もあとで注意しておく事にした。

　このチーム分けは、「転移」が使える者を主軸で分けている。

　何しろ、運ぶ人数が多い。

　それぞれ担当場所を決めた方が良さそうなので、こうなった。

　超大型飛空艇ヒュースレンを「転移」させるのは大変だから、最初は俺が行こうと思ったのだが、既に世界樹に向けて動き、明日には着くそうなので問題はない。

　こっちの準備は大丈夫そうなので、他のところの様子を見に行く事にした。





大国ガーリス勢






　大国ガーリスの王都、王城へと「転移」し、オムロレルさんに進捗具合を尋ねる。

　明日には問題なく完了するそうなので、ホッと一安心。

　ここに集まっているのは、大国ガーリス、エルフ、ダークエルフの連合軍だ。

　代表はオムロレルさんだが、実際に戦闘指揮を執るのは、ディソール、ルマルフ、ルトである。

「私ももう年ですからね。若者の力を借りようと思います」

「そうなんですか」

　オムロレルさんが、ほっほっほっと笑う。

　……うん、まぁ……確かにディソールは若いけど、ルトは………………まぁ、見た目はね。

　ルマルフはよくわからん。果たして「若者」という枠に入れて良いのだろうか？

　少々疑問に思いつつ、ディソール、ルマルフ、ルトの様子もこっそり見に行く事にした。

　まずはディソール。

　何やら全身鎧よろいのお偉いさんっぽい人と話し込んでいる。

「近隣の兵も集めていますが、数が集まるかどうか」

「それは仕方ありません。それに、どれだけ集めても足りるかどうか。ですが、この世界に住む者の一人として、出来る事をやるだけです。共に平和を勝ち取りましょう」

「はい。ディソール様」

　………………う〜ん、なんか王者の風格が出て来ているような気が。

　大国ガーリスの未来は明るいね。

　……なんか遠い存在になったみたいで、少し寂しい。

　今度、言葉遣いも変えた方が良いか、確認しておこう。

　次にルマルフ。

「安心し給え。この私が居る限り、勝利は約束されている」

「はいはい。それはわかりましたから手を動かして下さい、ルマルフ様。武具に食糧と、必要な物を用意するにしても、認可は必要なんですから。あっ、ここにサインをお願いします」

「あっ、はい」

　何やら副官っぽい男性と共に書類仕事をしていた。

　もう魔王には見えないけど、頼りになる一人なのは間違いないので、是非とも頑張って欲しい。

　次はルト。

　エルフ、ダークエルフの戦士っぽい人達を集めていた。

「戦士諸君。私の言いたい事はわかるな？」

「魔物を打ち滅ぼすのみ！　まぁ、エルフだけで充分だがな」

「ふんっ！　それを言うなら、ダークエルフのみで全て屠ほふれる。どっかのエルフが邪魔しなければな」

　女性二人が諍いを始める。確か、ルトとやり合った族長の二人。

　……なるほど。どっかの執事とメイドみたいなモノか。

「違うから！　この戦いは本当に厳しいから仲良くしよって言いたいの！　もちろん、ベッドの上で私を奪い合って争うのなら、いつでも歓迎だがな」

「「私達をベッドに呼ぶなら、寝首をかかれないように気を付けるんだな」」

「そういうところは協力的！」

　そういうところは協力的！

　……う〜ん。俺が紹介したようなモノだから、ちょっと可哀想になってきた。

　………………。

　………………頑張れ、ルト！

　きっと乗り越えると信じて、次へと向かう事にした。





ドラゴンライダー勢






　メギルさんとラグニールが居る、龍山に「転移」した。

　さて、どこに居るかな？　と捜すが、直ぐに見つかる。

　………………。

　………………何故か、ドラゴンライダー達が直立不動で待機していた。

　その前には、人の姿となり、軍服を身に纏うメギルさんとラグニール。

「準備は出来てるね？」

『『『イエス、マム！』』』

「明日向かう場所は戦場だ。命の保証はない。それでもやれるね？」

『『『イエス、マム！』』』

「なら、やる事はわかっているね？」

『『『蹂躙！　蹂躙！　蹂躙！』』』

「相手は数多くの魔物だ。そいつ等に、あんた達がやれる事といったら？」

『『『蹂躙！　蹂躙！　蹂躙！』』』

「宜しい。死んで英雄になる者は必要ない。生きて勝利を摑み取りな！」

『『『イエス、マム！』』』

　………………更に恐ろしい集団と化していた。

　というか、数が増えてない？

　前は確か十五騎ぐらいだったけど……今はその倍くらい……ハッ！　ウィッチガーデンの時のリルバトル国に居た龍達を引っ張って来たのか！

　頼もしいけど、後々が怖い……大丈夫だよね？　今回の戦いが終わっても暴れないよね？

　まぁ、もしそうなったとしても……俺の前にメギルさんがキレて蹂躙しそう。

　そのメギルさんが、隣で立つラグニールに目配せした。

　一つ頷き、ラグニールが前に出る。

「貴様等はなんだ！」

『『『ドラゴンライダー！　ドラゴンライダー！』』』

「此度の戦いにはこの世界の全戦力が集まる。その中で一番の戦果を挙げるのはどこだ！」

『『『ドラゴンライダー！　ドラゴンライダー！』』』

「魔物共に地獄を見せてやれぇ！」

『『『ウオオオオオッ！』』』

　なんか凄いやる気に満ちている。

　というか、ラグニールが真面目だ。

　いやいや、もしかしたら、俺と関わっていない時はこんな感じなのかもしれない。

　ちょっと見直し──。

「それと、予あらかじめ伝えておく。今回、我の娘であるメアルも同行する。ここらで一つ、父親の威厳というモノを取り戻しておきたい。故に、協力しろ！　それとなく、我が偉大である事を伝えるのだ！　だが、それ以外の余計な事を口にすれば……コロス」

『『『エエエエエッ！』』』

「馬鹿言ってんじゃないよ！」

　ラグニールがメギルさんにしばかれた。

　まぁ、やっぱりラグニールはラグニールだった。なんか一安心。

　でも、メギルは俺の奥さんの一人なので、もしドラゴンライダーがちょっかいかければ……。

『『『なんか急にこれまで感じた事のない寒気がっ！』』』

　何やら騒がしくなったので、次へと向かう事にした。





人と獣人勢






　エルードさんとドウラさんのところに飛ぼうと思ったが、あの人達の国に行った事がなかった。

　とりあえず、運動会が行われていた場所へと「転移」してみる。

　………………居た。

　既に、騎士や兵士達、人や獣人達が整列している。

　一段高い場所に居たエルードさんが、集まっている全員を見るように視線を動かしたあと、ニッコリと笑みを浮かべた。

「これから死地へと赴く訳だが、そう気負う事はない」

　次いで、ドウラさんも笑みを浮かべる。

「運動会の延長、ぐらいの感覚でいこう」

『『『はいっ！　頑張ります！』』』

　持っている武器を掲げたり、拳を突き上げたりと、やる気を滾たぎらせる人と獣人達。

　俺も思わずこの場の空気に流されて、同じような行動を取ってしまった。

　………………。

　………………まぁ、本人達がそれで大丈夫なら、きっと大丈夫なのだろう。

　あまり気にしない事にして、次へと向かう。





冒険者勢






　武闘都市エスレアデに向けて「転移」した。

　高台の上に乗っているオドさんが、集まっている数多くの冒険者に向けて、何やら演説をしている………………でも、外で……青空の下で。

「いいか、テメェ等！　これから俺達は確実に後世に語られる戦いへと赴く！　恥ずかしい真似はすんじゃねぇぞ！　冒険者魂、ここに在り！　ってところを見せろ！」

『『『ウオオオオオッ！』』』

　冒険者達の士気はかなり高かった。さすがイルムシュタッド最強と呼ばれているオドさん。

　でも、これだけ集まるとこの場の熱気が凄まじい。

　………………水分補給しなくて大丈夫だろうか？

「俺達は普段から魔物を相手にして戦い慣れている！　なら、俺の言いたい事はわかってんだろうな！　騎士や兵士に負けんじゃねぇぞ！　どこよりも戦果を挙げろ！」

『『『ウオオオオオッ！』』』

　………………それは難しいんじゃないだろうか？

　ドラゴンライダー達もやる気になっているし……でも、そこは空気を読んでグッと我慢。

　すると、オドさんがこの場を一旦静かにさせて、神妙な顔付きをする。

「……まぁ、なんだ。全員知っていると思うが、俺にも子が出来る。だから言う訳じゃないが……可能な限り死ぬな。生きて勝て。生き残って笑みを浮かべろ。そこで漸く、こっちの勝ちだ」

　ニヤッと笑うオドさん。

『『『ウ、オオオオオッ！　オオオオオッ！』』』

　冒険者達、大盛り上がり。

　俺も一緒に、大盛り上がり。

「そして、俺は今回の戦いが終わったら………………冒険者を辞める！」

『『『………………えええええっ！』』』

「いやいや、辞めてどうすんだよ！」

　前の方に居る冒険者の一人が、オドさんにそう尋ねた。

「もちろん、家庭に入る」

『『『えええええっ！』』』

　冒険者達は驚きっ放しだが、オドさんがそう決意したのは、きっと生まれてくる子のためだろう。

　……ただ、オドさんの決意に対して涙ぐむ冒険者も居たので、慕われているのは間違いない。

「本当に辞めてしまうのか！」

　左前の方に居る冒険者の一人が問いかける。

　この場に居る冒険者の誰しもが、まだ冒険者を続けて欲しいと願っていた。

　オドさんは、どこか切なそうな表情を浮かべる。

「……仕方ないだろ。冒険者ってのは非常勤だし、野宿なんて当たり前の上、戦闘中の返り血や解体で衣服は汚れるのに洗濯も満足に出来ず、風呂にいつ入れるかもわからない………………生まれてくる子に、『おとうちゃま、くちゃい』なんて言われてみろ！　泣くぞ！　余裕で泣くぞ！　というか、そう考えただけで泣きそうなんだけど」

　……そこには、どこにでも居そうな父親が居た。

　そういえば、ラグニールもメアルにドラゴン臭いとか言われて、こんな感じだったっけ。

「てめー！　それでも俺達の代表か！　さっきまでの感動した空気を返せ！　なんだったら、今直ぐ辞めて生まれてくるっていうガキと一緒に引っ込んでいても構わないぜ！」

　右前の方に居る冒険者の一人が、威勢良く言う。

　口は悪いが、そういう事なら戦わなくても良いと気遣っているのかもしれない。

　ただ、その冒険者を指差すオドさんの表情は、怒り。

「てめぇ……今、俺の子を馬鹿にしたな？　……来いよ。殺してやるから」

『『『なんでそうなるんだよ！』』』

　ここにも親馬鹿が居た。

　将来、俺にも子供が出来たら、こんな感じになるのかな？

　そんな事を思いつつ、このまま巻き込まれても困るので、次へと向かう事にした。




　ちなみに、どうして外に集まっていたのかというと、闘技場はイリシュロに占拠されているようなモノだったから。いや、正確には、イリシュロ好きの方々だけど。

　……約束を果たしたという事に間違いはないので、大丈夫。

　ついでに言えば、ニールも闘技場の中に居る。

　……骸骨ハーレムメンバーがドハマリしているそうだ。

　イリシュロが闇討ちされない事を切に願う。





ウィッチガーデン勢






　ウィッチガーデンでは、デニーさんが集めた魔女達を鼓舞していた。

「……確かに、私達の平均的な戦闘能力は高いとはいえない。世界に通用する者は限られているし、集まる勢力の中では一番弱いかもしれない。しかし、私達には空を飛べるという強みがある。それを最大限に活かせ。一人で仕留められないなら二人で、それでも足りなければ周囲を頼れ。頼る事は恥ではない。死ぬ事こそが恥だと思え」

『『『はいっ！』』』

　おぉ、さすがの統率力だけど、デニーさんの後ろに居る、シファニのお父さんに気付いている人が何人くらい居るのか気になるほどの存在感である。

　………………名前、なんだっけ？　聞いた覚えはあるんだけど……確か、シ……ジョ………………駄目だ、喉のとこまでは来ているのに……あっ、ジョルジさん。

　こういうのって、不意にくるよね。

　でも、ジョルジさんの存在感って……ここまで薄かっただろうか？

「扱いに困ったら、こっちに引き寄せてくれて構わん。全て切り刻んでくれるわ」

「キャ〜！　ガイン様〜！」「素敵〜！　ワイルド〜！」「抱いて〜！」

　………………なるほど。ガインのせいだな。

　俺は悪くない。

「親分〜！」「さすがガインの親分〜！」

　なんか手下っぽいのが増えている。

　一体いつの間に……。





ヒュースレン勢






　ウィッチガーデンは大丈夫そうなので、次はヒュースレンへと向かった。

　既に世界樹に向けて進んでいるヒュースレンの甲板上では、ロネさんと四人の家長が指示を飛ばし、乗組員達が忙しなく動いている。

「いいかい？　突貫工事なのはわかっている。効率は忘れな。まずは完成させる事を優先。時間がないよ。さっさと手を動かしな！」

『はいっ！』

　何やらヒュースレンの全体をいじる大改造をしているようだ。

　………………。

　………………なんか、声をかけられる雰囲気じゃない。

　邪魔しちゃ悪いと思い、次へと向かう事にした。





帝国勢






　一旦オハザの町に戻って一休みしたあと、次に……というか、レニオンさんのところだけなんだけど、エルードさんとドウラさんの時と同様に、帝国にはオハザの町しか行った事ない。

　だから、「転移」で行けない。

　……「世界間転移」でなら……いや、特定の人物の近くに飛べるけど、今回は相手が皇帝なので、飛んだ先の状況がわからないのは怖い。

　……もし、大事な会議中の机の上に、いきなり俺が現れたら？

　……近くに現れるから、男子トイレならまだしも、女子トイレの中とかに現れてしまったら？

　………………。

　………………社会的に死んだ事にしよう。

　へへっ……これで俺も日陰者か………………いやいや、待て待て。そうなった訳じゃないんだから、そう結論を急ぐ必要はない。まだ、行かないという選択だってある。

　………………そ、そうだよ。今の帝国にはデオラーデさんが居るから問題ないじゃないか！

「私が様子を見て来ましょうか？」

　……相変わらず、こういう時の嗅覚というか、いつの間にか現れるな、コイツは。

「だからさ、俺は今、準備が大丈夫かも？　って納得しようとしていた訳でしょ？　なんでそれを揺さぶるような事を言うかな？　フロイドは」

「執事ですので」

「久し振りに聞いたわ！　……それで納得出来るとでも？」

「はい」

「出来るかっ！」

　思わず突っ込んでしまったが……いけると思うと気になってくる。

「……じゃあ。任せた。でも、こっそりとだからな？　見つからずにだぞ？　迷惑かけるなよ？」

「お任せ下さい」

　そう言って一礼したフロイドが、俺の目の前から消えた。

　ちょっと待ってみる。

　………………数十秒くらいで帰ってきた。

「見つかってしまいました」

「はやっ！　……え？　ちょっと待って。見つかったの？　……お前が？」

　驚きで目を見開くが、フロイドもどこか申し訳なさそうだ。

　だって……フロイドだよ？　どんな場所にでも平然と現れて、自ら名乗り出ない限り、誰にも気付かれずに過ごせそうなのに……。

「創造神完全体であれば問題なかったのですが、現在の私の力は半分にも達しませんので」

「いや、それは知っているけど、それでも普通は充分だろ？」

「確かに普通であれば問題ありません。ですが、向こうには天敵が居ますので」

「………………あぁ、なるほど」

「何故かはわかりませんが、執事にだけ反応する結界が張られていまして、侵入した時点で察知されてけたたましい警報が鳴り、状況的に無理と判断して、こうして戻って来たという訳です」

　うん。間違いなく、その結界を張ったのはデオラーデさんだろう。

「そうなんだ。でも、執事にだけ反応する結界って……常に反応してそうだけど」

　帝国にだって、執事が居るだろうし。

「それがどうやら、普通ではない執事に反応するように設定されているようでして……何故私に反応したのか……」

　おぉ、普通の執事ではないという事を本気で理解していない。

　どう考えても、フロイドにだけ反応する結界を張っていたな、これ。

　しかし、これは困った。帝国の様子を確認する事が出来ない。

　………………。

　………………いや、そもそも、最初は確認する気はなかった訳だから、別にこれでも良くない？

　そうだよ、そうだ──。

「では、私が見てまいりましょう」

　来るよね〜……イルムが。

「……じゃあ、お願い」

「かしこまりました」

　一礼して、イルムが消える。

「なるほど。メイドであれば、結界には反応しませんね」

「……そうだと良いね」

　フロイドが納得したように手を打つが、俺はちょっと不安。

　まぁ、イルムだから大丈夫だと思うけど……フロイドと共にこの場で待つ事にした。

　………………。

　………………一時間くらいで、イルムが戻って来た。

「只今戻りました」

「おかえり、イルム。それで、帝国の様子は窺えたの？」

「はい、問題なく窺えました。騎士や兵士を直ぐに招集し、同時並行で武具と食糧を用意しております。また、ソラルス様とデオラーデ様による戦略と戦術を教授される事により、騎士と兵士達は連携を確認するように練度を重ね、僅かな時間であるにもかかわらず、地力の向上を目指しておりました。これは私達もうかうかしていられません。残り時間は僅かですが、直ぐにでも鍛錬を」

「いかぁ〜ん！　なんか教育されて戻って来ている！」

「正気に戻りなさい、イルム！　前はそんな女神ではなかったでしょう！」

　俺とフロイドの必死の説得で、今日が終わった。

　その甲斐あってか、なんとか前のイルムに戻る。

　僅かな時間でイルムを変えるとは……恐るべし、デオラーデさん。




　そして翌日。

　体の調子を確認……うん。問題ない。

　奥さん達、セリアスさん達、フロイド達を集めて、俺は一言。

「それじゃ、終わらせに行こうか」

　その言葉に皆が思い思いの返事をしたあと、再び世界樹で会う事を誓い、それぞれの場所へと転移していった。








別章　イルムシュタッド大戦　序盤










世界樹






　イルムシュタッドの中心と言われているのは森に囲まれた平原で、その中心に巨大な樹が存在している。その樹の名は「世界樹」。

　世界に満ちる聖なる気は、この世界樹から発せられていると言われていた。

　その世界樹の根本に、破壊神であり破邪神でもある、ラヤトファルイリスが居る。

　世界樹にもたれかかり、目を閉じ、何かに耐え忍んでいるような、そんな風に佇たたずんでいた。

（もう諦めたらどうだ？　多くの力を私に奪われながら、抵抗して主導権を奪い返して維持している事は称賛に値するが、結果は変わらない。もう満足に動けないのだから、既に時間の問題だ）

　人を不安にさせるような、不快にさせるような声が、ラヤトファルイリスの意識へと語りかける。

　ゆっくりと開かれた目には、否と答える意思が宿っていた。

「確かに時間の問題かもしれませんが、私も神の一柱である以上、早々と諦める訳にはいきません。最後の最後まで抵抗させて頂きます。……それにしても、随分と喋るようになりましたね」

（……何が言いたいのかな？）

「ワズ様は必ず来てくれます。あなたを滅ぼしに。それが怖いのでしょう？」

（……ふ、ふふ……ふはははっ！　確かにあの新神は来る。私もそう思う。私を滅ぼして、お前を助けるために。だが、私の力は既にあの新神を超えている。それに、あの新神に、私ごとお前を殺す覚悟があるとは思えないな）

「問題ありません。あなたに乗っ取られようとも、弱まればつけ入る隙が生まれます。その時に最後の力を振り絞って自害すれば良いだけですから」

（淡い期待にすがるのは結構だが、私はお前の中から見て確信している。あの新神の事を想っているお前が、心に傷を残すような選択を選ぶ訳がない）

「……それでも、ワズ様とこの世界のためになるのなら」

　口ではそう言うラヤトファルイリスだが、実際にその時が来たら、実行出来るかどうかは難しいかもしれないと思った。

　それに、救われるのなら、救われたいのが本音だ。

　それでも、それにこだわったせいでワズが死ぬのは、何があっても避けたかった。

　だからこそ、その時に迷わず死を選べるように、自らを律していくが、不意に笑みが浮かぶ。

「ふふ。これではいけませんね。ワズ様の勝利を疑っているような行動でした。大丈夫。ワズ様なら、きっとどうにかしてくれます」

　それが、ラヤトファルイリスの中に残された、たった一つの希望だった。

　希望が心の中にあるのなら、と自身の中に潜む邪神を抑えつけるのに専念する。

　そんなラヤトファルイリスの視界に映るのは、世界樹の周囲を取り囲むようにして居る、おびただしい数の多種多様な魔物。

　世界樹から発せられる聖なる気によって、魔物達が近付いて来る様子は見えない。

　暴れる事もなく、自分達の主となる邪神が出てくるのを、魔物達は待っているのだ。

　その恩恵を受けて、更なる力を得るために。

　今も増え続けている魔物達は、ラヤトファルイリスから漏れ出る邪神の力にここまで誘導され、本能で力を求め、邪神に付き従う事を選んでいた。




　そして、世界樹を中心にして、東西南北に分けられた四つの勢力が、突如としてその姿を現す。

　のちに、「イルムシュタッド大戦」と呼ばれる戦いが始まった。





北　大国ガーリス勢






　世界樹の北に配置するのは、大国ガーリス勢である。

　豪華な鎧を身に纏った大国ガーリスの王、オムロレルが腰に下げている鞘さやから剣を抜き、その切っ先を魔物達へと向けた。

「精強なるガーリスの騎士と兵士達よ！　世界を守るため、今こそ鍛え抜いた武を示す時！　全軍、進撃せよ！」

『おおおおおぉぉぉぉぉっ！』

　オムロレルの合図で、完全武装した騎士と兵士達が、魔物達に向けて進軍する。

　魔物達も、その動きに連動するように迎え撃ってきた。

　数だけで言えば、魔物達の方が圧倒的に多く、比較にならない程の数だ。

　しかし、騎士や兵士達に恐れはなく、油断もなく、敵である魔物達を周囲の者達と協力して、確実に速やかに仕留めていく。

　大国ガーリスの騎士と兵士達がここまで成長出来た要因の一つは、身近に居る超常とも呼べる存在の元魔王から心身共に鍛え上げられた事である。

　超常の存在を知ったからこそ、自分達よりも多く居る魔物達を相手にしても冷静さは失われておらず、自分の力量を正しく把握して、危険と判断すれば周囲の仲間と協力していく。

　個ではなく、集で動いているのだが、この場に個として特出している存在が居ない訳ではない。

　大国ガーリス勢の中には、確かな二強が存在している。

　その内の一人、元魔王で現王都守護騎士団・団長のルマルフは前線へと視線を向け、自分の身近で控えている王都守護騎士団の副長であるディソールへと声をかけた。

「思った以上に魔物の数が多いな。少々数を減らした方が安全だろうか？」

「大丈夫ですよ。ルマルフ団長は心配性ですね。もっと信じてあげて下さい。この国の騎士や兵士達はルマルフ団長に鍛えられていますから、数で劣っている程度ではビクともしませんよ」

「そうか？　……でもなぁ」

　ルマルフが唸る。

　これは、信じていないという事ではなく、ディソールが言ったように心配しているだけ。

　魔王時代とは違って、時間を共にする事で、確かな絆が出来ていた。

　そんなルマルフに対して、ディソールは優しい笑みを向けた。

「時間はかかるかもしれませんが、必ず成果を挙げてくれます。そう簡単にやられたりはしませんよ。……まぁ、ワズやその奥方様達には全く敵わないでしょうけど」

「それは私も同じだ」

　ルマルフとディソール、この場に居る者達が、納得するように笑い合う。

　その笑みは、気負う事なく、心身共に万全の状態だからこそ出るものだった。

「……それでは、そろそろ前線の者達にも休息が必要だろう。行くか？」

「えぇ、最強の王都守護騎士団の力を魔物達に教えてあげましょう」

「そうだな。では……王都守護騎士団！　魔物を蹂躙せよ！」

『『『おおおおおぉぉぉぉぉっ！』』』

　王都守護騎士団が前線へと進軍する。

　その動きに合わせて、もう一つの団体が動いていた。

　それは、エルフとダークエルフの混成部隊。

　率いるのは、エルフとダークエルフの二種族を治める統治者となった、二強のもう一人、ルト。

「いいか！　統治者として命じる！　決して死ぬな！」

「……それはアレか？　戦死者が出れば、のちのハーレムメンバーが減る事を危惧しているからか？」

「まだ始まってもいないのに、夢見がちな統治者だ」

「君達、相変わらず辛辣だね！」

　元族長だった二人の女性から厳しい言葉を投げかけられ、ルトはたじろぐ。

「というか、違うから！　ただ、誰も死ぬ必要はないって事を言いたいだけで」

「「どうだか」」

「えぇ〜、なんで疑われているの？」

「普段の行いのせいだ」

「まっ、それはあとで話し合いだ。今は魔物共に集中しろ」

「……はい」

　どっちが統治者なのかわからない。

　そして、のちの話し合いを有利に働かせるために、ルトが一気に駆け、騎士達の動きを邪魔しないように動き、魔物相手に一方的な蹂躙が始まった。

　エルフとダークエルフの混成部隊も、ルトに続けと戦場へと向かう。

　こうして、北での戦いが始まった。




　その様子を眺める五人の男女が居る。

「始まったな」

「そうね。でも、私達は必要ないかもね。充分強いわ」

「ここまで立派に成長して。……この世界の創造神として嬉しい限りです」

「えぇ〜、僕達やる事ないの？　つまんない〜」

「あれだけの数の魔物が居るから、別にやる事はなくなっていないぞ、シロ」

　マオ、アリア、イルム、シロ、闇女神が、大国ガーリス勢の戦いを見て、思い思いに口にする。

「確かに、闇女神の言う通りだ。数が多い。……まぁ、それだけだけど」

「世界樹に着いてからが本番だから、その準備運動ぐらいにはなるでしょ」

　マオとアリアは、軽口を叩いて拳を合わせる。

「そっかそっか、その通りだね！　準備運動は大切！　ワズも言ってた！　よぉし、やるぞぉ！」

「準備運動で張り切り過ぎて疲れるなよ、シロ」

　屈伸運動を始めるシロを、闇女神が一応という感じで注意する。

「では、参りましょうか」

　イルムの合図で、前に立ちはだかる魔物達を全て駆逐しながら、世界樹へ向けて駆けて行く。

　先行するマオは縦横無尽な動きで魔物を翻弄し、アリアは魔力を纏わせた拳で粉砕していき、イルムは薙ぎ払うように一撃で魔物を仕留め、シロは思うままに暴れ、闇女神はそれでも辛うじて生き残っている魔物に止めを刺していく。

　時折、大国ガーリス勢を助けるために脇へ逸れたりもしたが、それぞれが好き勝手に動いているにもかかわらず、不思議と連携が取れていた。

　その姿は、正に一本の槍。進行速度が落ちる事なく、戦場を突っ切っていく。

　通り過ぎたあとに残るのは、死に絶えた魔物達のみであった。





東　ドラゴンライダー・ヒュースレン勢






　世界樹を中心にして、東の位置に陣取っているのは、メギルとラグニールが率いるドラゴンライダー達と、超大型飛空艇ヒュースレンである。

　この陣営は、全てが空を飛んでいるために攻撃手段が制限され、立ち位置的に有利だった。

　もちろん、魔物達の中には空を飛べるのも居るし、対空攻撃を持つ者も居るのは間違いないが、そもそもたとえ地上でも簡単にやられる者達はここに居ない。

　ヒュースレンの甲板の上で、白龍の姿へと戻ったメギルが、目の前に並ぶドラゴンライダー達に向けて言う。

「もうあんた達に教える事がないかどうか、それを確認させて貰うよ。私から指示は出さないから、好きに動きな。各自判断で……良いね？」

『『『イエス、マム！』』』

　教える事がないとは、つまり地獄の鍛錬から解放されるという事であり、ドラゴンライダー達の心の中に、明るい未来という名の希望が宿って活力が生まれた。

　やる気を滾らせるドラゴンライダー達だが、新人の一組がメギルに問う。

『発言宜しいですか、マム』

「……なんだい？」

『あんた達、とは私達新人もでしょうか？　マム』

「そんな訳ないだろ。前から居たのと新しく入ったのとでは練度が違う。でも、その方があんた達のやる気に繫がりそうだから、連帯責任で一括りにしようかね」

　余計な事を……と、ベテランのドラゴンライダー達が新人に殺意の視線を飛ばす。

　新人は、逃がしませんよという笑みを浮かべた。

「わかったね？」

『『『イエス、マム！』』』

　ドラゴンライダー達は返事をしつつ、互いにわかってんな？　と目配せし合う。

　自分達と魔物達、どっちが追い込まれているのだろう？　と思えるくらいにドラゴンライダー達は緊張していたが、それで力が発揮出来ませんでした！　という理由が通じる相手ではない。

　故にドラゴンライダー達は、この戦いが今後の自分達の運命を決める！　と決死の覚悟を固めた。

「わかったらさっさと行きな！」

『『『イエス、マム！』』』

　魔物達に向けて飛び立っていくドラゴンライダー達を見送ったあと、メギルは隣に居るラグニールへと視線を向ける。ラグニールも、既に黒龍の姿へと戻っていた。

「あんたも好きに動いて良いからね」

「……え？　良いんですか？　本当に？」

　信じられないと尋ね返すラグニールに、メギルはやれやれと頭を振った。

「………………何か悪いモノでも食べましたか？」

「私があんたを八つ裂きにしてやろうかい？」

　メギルの殺気を感じ取ったラグニールは、高速で頭を振る。

「……全く。もう少しで新しい子が産まれて、育児で忙しくなるだろうから、その前に一暴れさせて発散させてやろうと思っただけさ。それに、メアルの前で格好良いところを見せたいんだろ？」

「その通りです、義母上様！」

　同意するように力強く何度も頷くラグニール。

　やれやれと頭を抱えたくなったメギルだが、さっさと送り出す事にした。

「なら、頑張んな」

「ありがとうございま〜す！」

　感謝の念しか感じられない、見事な一礼をするラグニール。

「『龍王』とはどういう存在なのか、この世界の者達に見せつけてやりな」

「かしこまりました、義母上様！　……ヒャッホォ〜！　我は自由だぁ〜！」

「いきなり龍王の威厳を損なうような行動をするんじゃないよ！」

　メギルの叱責も既に聞こえていないようで、ラグニールは高笑いを上げながら、甲板から飛び立って魔物達へと向かっていく。

　の前に、ラグニールは空中で留まってドラゴンライダー達に声を飛ばす。

「死にたくなければ、死ぬ気で避けろ！」

　その言葉に、ドラゴンライダー達は必死で回避行動を取った。

「『ファイアレーザー』」

　一筋の赤い光がラグニールの口から放たれ、地表を駆ける。

　そして、爆炎の大爆発が起き、多くの魔物達が屠られた。

『『『殺す気ですか！　サー！』』』

「当たる方が悪い！」

『『『ええぇ〜！』』』

　ラグニールが、ふんっ！　と鼻で息を吐く。

　しかし、実際はファイアレーザーを放つ事による口内の高熱に我慢していた。

　メアルが見ているかもしれないと、なんでもないように格好付けたのだ。

　その様子を見ていたメギルは、やれやれと息を吐く。

「……余計な被害を出さないように、私が見ておくのが一番のようだね」

　少しは老体を労って欲しいものだ、とメギルはラグニールのあとを追った。

　一方、ヒュースレンの人達は、ドラゴンライダー達を気にする余裕がない。

　ヒュースレンにある事を施すのに大忙しなのだが、それでも見ている者は見ていた。

「……どうやら、先発は任せるしかないようだね」

　甲板上で、ヒュースレンの代表であるロネがそう呟く。

「それは仕方ないのでは？　そもそも、向こうとでは機動力に大きな差がありますし、こちらは突貫工事でも間に合うかどうかの大規模改造中ですからね」

　ロネの呟きに答えたのは、そのロネの隣に立つ四人の家長の一人であるアントンだ。

「他の三人はまだ準備中かい？」

「えぇ。何しろ、実験は何度か重ねてきましたが、実戦では初めてですから。それも失敗は許されない状況の一発勝負。慎重に慎重を重ねたい気持ちもわかります」

「ぶっつけ本番になるのは悔やまれるね。あとは成功する事を祈るのみ」

　現在ヒュースレンで行われている事に関しては、既にメギルとラグニールに話を通し、その時が来れば、適切な対応を取る事になっている。

「あとどれくらいかかりそうなんだい？」

「先程の報告では、もう少しで最終調整に入るようで……必ず間に合わせます」

「ほどほどにね。失敗は、下手すればヒュースレンごと自爆だからね」

「はい」

　ロネとアントンは、甲板上からドラゴンライダー達と魔物達との戦いへと視線を向ける。

　ドラゴンライダー達の力は凄まじく、圧倒していると言っても良いが、やはり数が足りない。

　中には空を飛ぶ魔物も存在しているので、ヒュースレンを守るために少なからぬ数を割いているため、ドラゴンライダーの殲滅力よりも、次から次へと現れる魔物の方が多かった。

「これまでの飛空艇に武装はないから出しても良い的になるだけだし、新型が完成していないのが悔やまれるね」

「えぇ、新型が完成していれば、ドラゴンライダー達と連携する事も出来るのですが。……まぁ、ないモノをねだっても仕方ありませんし、今はこうして戦場から少しでも距離を取って安全を確保する事が、結果的にドラゴンライダー達の負担を減らす事になるでしょう」

「わかっているよ。……ただ、こうして完成を待つだけっていうのは、少々やり切れなくてね」

「それは私も同じです」

　ロネとアントンが、気持ちを紛らわせて前向きになろうと息を吐いた時、再び地表で爆炎の大爆発が起こる。ラグニールの「ファイアレーザー」が炸裂したのだ。

　その光景に、ロネとアントンはさすがだと拍手を送る。

「「おぉ〜！　……あぁ〜」」

　残念そうな声を上げたのには理由がある。

　地表を変え過ぎるんじゃないよ！　過剰威力なんだから少しは調整しな！　と、ラグニールがメギルに殴られ、すみませんでした！　と謝る一連の光景を見てしまったのだ。

　また、ヒュースレン側からしてみれば、現在建造中の新型飛空艇には、その「ファイアレーザー」を模倣した武装が搭載される予定なのである。

　その出力を間違えば自分達も同じ事になるし、そもそもその飛空艇が爆発する可能性だってあった。

　明日は我が身と、アントンはその光景を見て気を引き締める。

「……何か言いたそうな表情をしているね？」

「い、いえ、なんでもありませんよ」

　何を考えていたのかを見抜かれていたようで、アントンは慌てる。

　ただ、アントンは心の中でラグニールに同情しつつ、自分も似たような立場かもしれないと、勝手に仲間意識を持った。

　こうして、東での戦いが始まる。




　ヒュースレンの甲板から身を乗り出して、ドラゴンライダー達の戦いの様子を見ている女性が五人居た。

「お父さん……あんなに張り切ってどうしたんだろう？　疲れると思うんだけど？」

「「「「………………」」」」

　メアルの呟きに、サローナ、タタ、キャシー、カガネは、娘の前で格好付けたいという事を察してあげてっ！　と思っていた。

　そして、サローナが注目を集めるように手を打つ。

「さて。では、私達もそろそろ世界樹へと向かおうか。遅刻は論外だが、一番乗りを目指して、そのまま邪神を倒してしまうのも良いかもしれない」

　その言葉に、メアル、タタ、キャシーが笑みを浮かべる。

「頑張る〜！　一番乗りは私達だ〜！」

「ふふ。強気な発言ですね。でも、それぐらいの気概は持つべきかもしれません」

「そうですね〜。生半可な覚悟で赴くのは、寧ろ失礼ですし〜」

　やる気を滾らせる四人の中で、サローナという存在に戦慄するカガネ。

「………………おかしい。ここはカガネチーム。つまり、私のチームのはずなのに……いつの間にかサローナがリーダーポジションに」

「ほら、行くぞ。カガネ」

「あっ、はい」

　慌てて魔法を唱えるカガネ。

「えっと、『大気を纏いて　我は自由へと駆ける　飛翔』」

　魔法が発動するのと同時に、五人の体は空へと浮き、そのまま世界樹に向けて降下していく。

　しかし、その速度はゆっくりで、ドラゴンライダー達と比べるまでもない。

　当然、魔物達から格好の餌食とばかりに襲われるのだが、カガネは飛翔魔法の維持に努め、空から襲ってくる魔物に関しては、メアルのファイアブレスとサローナの風魔法によって燃え裂かれ、地上からの攻撃に関しては、タタが結界魔法で全てを防いでいった。

　それでも抜け出す魔物が現れれば、四人の護衛としてキャシーが槌を振るって弾き返している。

　まるで一つの生き物のように動きながら、五人の女性は世界樹へと向かう。

　ただ、実際はそこまで危機的状況にならなかった。

「てめぇら！　我の娘に攻撃を加えようとしやがったな！　おうこら！」

　メアルが居るため、魔物達を相手にラグニールの鉄拳制裁が飛び交った。





南　連合勢






　世界樹の南に位置する場所に集まったのは、イルムシュタッド最強と呼ばれているオドを筆頭にした冒険者達と、エルードとドウラの二国の騎士と兵士達、それにウィッチガーデンの魔女達が集まった、言わば連合である。

　当初、オドは冒険者を集めるにあたって、対象は高ランクのみの希望制とした。

　これは、低ランクだと単純に力不足だという事と、冒険者には荒くれ者も多く、世界の命運を左右するような大戦で問題行動を起こされるくらいなら、初めから必要ないと切り捨てたのだ。

　自身も冒険者という事で、それほど多くは集まらないとオドは思っていた。

　普段から付き合いのある武闘都市エスレアデの高ランク冒険者達は付いて来てくれると思っていたが、その他からはそれほど集まる訳がないと考えていた……のだが、その結果は──。

「……たく、この馬鹿共が」

　そう呟くオドの表情は、どこか嬉しそうだ。

　それはそうだろう。オドの視界には、多くの冒険者の姿が映っていた。

　その数は、冒険者ギルドに登録されている高ランク冒険者の総数に匹敵する程である。

　つまり、武闘都市エスレアデだけではなく、世界中から集まったという事だ。

「この命知らずの冒険者共が！　少しは命を大事にしやがれ！」

　オドが嬉しそうにそう言うと、冒険者達が口々に答える。

「うっせぇ、オド！　テメェのために来たんじゃねぇよ！　ウチのカカァが行って来い！　て、モーニングスターを振り回すから、ここに逃げてきただけだ！」

「自慢にならねぇよ、それ！」

「俺だってなぁ、女から臆病者と結婚したと思わせないで！　何て言われたら、来るしかないだろ！」

『『『………………』』』

　その言葉に思い当たる者が多かったのか、わかるわかると頷く者がそこかしこに居た。

　そうして口々に俺はこういう理由だと自己申告していくのだが、冒険者達に共通しているのは、全員が笑みを浮かべているという事である。

　所属する国が違うなどの理由で、滅多に会わない同ランクの者達がこうして集まり、わいわいと騒ぐのが楽しくて仕方ないのだろう。

　だからといって自分勝手に動く気はなく、この世界の冒険者にとって、オドは別格なのである。

　実際に高ランクになったからこそわかる、その頂の高さ。

　少年がヒーローに向けるような憧憬が、冒険者達にはあった。

　オドは冒険者達を満足そうに見て、隣へと視線を向ける。

　そこに居たのは、心身共にとてもリラックスした状態で準備運動をしている四人の男女。

　見た目の年齢にそぐわない風格というか、凄みを醸し出している。

　おびただしい数の魔物を前に、まだ若いのに大したモノだと、オドは感心しながら声をかけた。

「随分と余裕だな。確か、『龍滅ドラゴンスレイヤー』だったか」

　ワズの弟子達は顔を見合わせて、苦笑いを浮かべた。

「いや〜、余裕とは少し違うと言いますか」

「今更魔物相手に脅威を覚えない、みたいな」

「……もちろん油断はしていない。数が多いだけ」

「まぁ、師匠と奥方様達に比べれば、今更魔物なんて……」

　弟子達の達観したような乾いた笑みを見て、オドは全てを察した。

　そこで弟子達のリーダーであるアカムが、ふと思い付く。

「あっ、そうだ！　良ければ、オド様も師匠とやり合ってみませんか？　結果的に壁を乗り越える事が出来るかもしれませんよ？　オド様からのお願いであれば師匠も断らないでしょうし、俺達からもお願いしてみますから。特にハオスイ様とファファル様が喜びそうです」

「断固として断る！　そんな危険な事に俺を誘うな！　良いか、絶対にそんな事を言うなよ！　あぁ、考えただけで、ファファルが喜々として来そうで怖い！」

　オドは自然と震える体を抱き締める。

　だが、逃がしてなるものかと、弟子達がオドを包囲する。

「鍛錬の終盤は特に楽しいですよ？　休みなしで逆に気分が高揚していますから！」

「わかっていますって。嫌がる振りをしているだけなんでしょ？」

「……一緒に地獄に行こ？」

「大丈夫です。叩きのめされるのには直ぐ慣れますから。寧ろ、そこからが本番ですので」

「止めろ止めろ！　俺をそっち側に引き込むんじゃない！　生まれてくる子供のためにも、俺は安全に生きていきたいんだ！」

　じりじりと包囲を狭めていく弟子達を牽制するオド。

　エルードとドウラは、その光景を少し離れた場所で見ていた。

「この状況で普段通りの振る舞いが出来るとは、さすがは冒険者であり、頼もしくあるな」

「……私には、どこか追い詰められているように見えるのですが」

　ドウラの言葉は、オドの状況を的確に表現しているだろう。

「まぁ、あっちはあっちでどうにかするだろう。それにしても、死地に赴くと説明したのに、自国の防衛に必要な数だけを残して、残り全ての騎士と兵士達が来るとはな」

「まぁ、世界の命運のためというより、一緒に運動会を戦った仲間の助けとなるために、という部分が大きいですけどね」

　エルードとドウラの視線は、そのままある地点へと向けられる。

　そこには、多くの女性に囲まれている……「イリシュロ」の面々が居た。

「……それにしても信じられないな。新しい魔王達が味方というのは」

「事前に受け取った情報によると、ワズ殿と旧魔王達に矯正されて協力的になっているようですよ」

「それなら大丈夫か」

「何かあればいつでも叩き潰すとワズ殿から念を押されているようですし、大丈夫でしょう」

　それよりも、今は個別に動くのではなく、他の勢力と共闘して生き残る事だと考える。

　その勢力の一つ、魔女達はこれほどの戦いを経験した事がないため、緊張感に包まれていた。

「……だ、大丈夫でしょうか？」

「出来るよね？　私達もちゃんと出来るよね？」

　不安も伴って、魔女達の表情には自信が見えない。

　そんな魔女達の様子を見て、このままではいけないとデニーは手を打って注目を集めた。

「臆するな、魔女達よ！　周りをよく見ろ。この場に集ったのは私達だけではない！　世界中の強者が集まっているのだ！」

　デニーの言葉に、魔女達は周囲へと視線を向けた。

　自信満々で笑みすら浮かべている屈強な冒険者達に、少しも恐れを見せない騎士や兵士達。

　共に戦う頼れる味方がこれだけ居るのだと、魔女達の心は落ち着いていく。

　あとは魔物に最初の一撃を入れられれば大丈夫だろう、とデニーは思うが、念のためにもう一言。

「それに、ここにはイルムシュタッド最強のオドが居る！　どんなヘマをしようとも、オドが責任を取ってくれる！」

『『『おぉ！』』』

　これで安心だと、魔女達が感嘆の声を上げる。

「勝手な事を言うな！　そこはデニーが責任を取ると言うべきところだろ！　勝手に巻き込むな！」

　弟子達に囲まれながらも反論するオドだが、デニーと魔女達は耳を塞いで聞かなかった事にした。

「やるぞ、魔女達！　ウィッチガーデンには私達が居るという事を、見せつけてやろう！」

『『『はいっ！』』』

　威勢良く返事をする魔女達の表情はやる気に満ちているので、これでもう大丈夫だろうと、デニーは笑みを浮かべる。

　その一連の様子を見ている者が二人居た。

「あの娘達を随分と気にかけておったようだが……お前がなぁ」

「うるさい。今はあの者達を守る立場にあるのだ。たったそれだけの事」

　茶化すような言葉を言ったのはニールで、腕を組んでどこか不機嫌そうな表情を浮かべているのはガインである。

　不機嫌な表情を浮かべたまま、ガインはニールに尋ねる。

「……お前の戦いを見るのは久し振りだが、腕は落ちていないだろうな？」

「こちらの世界を少し回り、それなりに戦ったのでな、錆は落ちておるさ。ガインこそ大丈夫なのか？　もうそれなりの齢だろう？」

「お前が言うな。……だがまぁ、安心しろ。若い者達を鍛えている内に勘は取り戻している」

「そうか。これだけの数だからな……それは何より」

　ニール、ガインは共に不敵な笑みを浮かべる。いや、不敵というよりは、残虐性に満ちているかもしれない。ガインを親分と慕う者達は、ごくりと喉を鳴らす。

　ニールの骸骨ハーレムメンバーはイリシュロを見ていたために、ニールの表情を見ていなかった。

　しゅ〜ん……と、ニールが少し落ち込む。

　そして、弟子達の包囲からなんとか抜け出したオドが号令をかけ、連合が魔物達に向けて歩み出す。

　こうして、南での戦いは始ま……らなかった。




　この場での魔物への攻撃は、ある者から始まる。

　その人物は、まだ入念な準備運動をしていた。

「おいっちにー、さんしー……にいにー、さんしー……」

　シロに準備運動が大切と教えたワズである。

「えぇと……連合が動き出しましたけど……」

　そう尋ねたのは、ワズと共にここから世界樹を目指す者の一人、セリアスである。

「ん？　大丈夫大丈夫。もう終わるから」

　そう言いながら、ワズは準備運動を終わらせていく。

「それにしても凄い光景ですよね。この世界を救うため、世界中の人達が集まっているようです」

「はい。ラヴィが仰る通りです。そして、これがワズ様の旅の成果とも言えるでしょう」

「私もそう思います。皆が手を取り合えば、これほどまでに大きな力になるんですね」

　感嘆の声を上げたのは、ラヴィ、ルシエル、シファニである。

　最後に、う〜んと伸びをして、ワズの準備運動は完了した。

「それじゃ俺達も行こうか。準備は出来ている？」

「「「「はい！」」」」

　返事と共に武装する四人。セリアスは長剣、ラヴィとルシエルは短剣、シファニは杖を構える。

「まぁ、俺が先頭でずかずかと進んでいくから、無理はしないようにね。もし討ち漏らしていたら、くらいで大丈夫だから」

　その言葉に四人は肩の力を抜き、ワズは拳を掌に打つ。

「さて、それじゃあ……目指すはもちろん一番乗りだな」

　そして、ワズは一気に駆けて連合を跳び越え、一番近い魔物を殴りつける。

「じゃ〜まぁ〜だぁ〜！」

　殴られた魔物は吹き飛び、勢いに負けて後ろに居た魔物達を巻き込んでいく。

　また、衝撃の余波で、周辺に居た魔物達も吹き飛んでいき、数十体の魔物が一度に倒される。

「よし。絶好調」

　殴りつけた姿勢でそう言うワズ。

　体の調子は問題ないと判断したワズは、セリアス達に声をかける。

「それじゃ、さくさくっと行くよ〜！　しっかりと付いて来てね」

「「「「はい！」」」」

　ワズが先頭に立ち、前に居る魔物達を次々と殴り飛ばしていく中、セリアス達は衝撃の余波を免れた魔物を見つければ即座に仕留めていく。

　その様子を見ていたオドは呟いた。

「……世界樹に向けて一直線に、か……ぐねぐねと蛇行しながら進んで欲しいな……そうすれば、こっちも楽なのに」

　いつまでもワズの蹂躙劇を見続ける訳にもいかないと、オドは連合に戦闘開始の号令をかけた。





西　帝国勢






　世界樹の西に集結したのは、ガルミス帝国の皇帝であるレニオンが率いる帝国騎士と兵士達に、スレガが率いるオハザの町所属の高ランク冒険者達である。

　本来であれば、冒険者ギルドのマスターであるスレガも、南の連合の中に組み込まれるはずだったが、久し振りに昔の仲間達と一緒に戦う事を望んだのだ。

　つまり、レニオン、ソラルス、ロンリと共に戦いたいとオドに願いを出して、条件を一つ出されて了承したのである。

　その条件こそが、スレガとロンリの周囲に居る、オハザの町所属の高ランク冒険者達だった。

　要は、念のための護衛である。

「スレガの旦那達、無理はしないで下さいよ？　それでなくても、実戦に出るのは久々なんでしょうから」

「抜かせ！　まだ剣の腕は錆びついていないからな！　見ろ！」

　スレガが腰に下げている鞘から長剣を抜き、実際に振ってみせる。

　おぉ〜！　と周囲の冒険者達から歓声が上がり、パチパチと拍手が起こった。

　元々冒険者であり、ギルドマスターとして問題を起こした冒険者を鎮圧する場合もあるのだから、弱い訳がないのだ。

　ただし、今の基本の仕事はデスクワークなので、体力は全盛期に比べれば間違いなく落ちている。

　実際、長剣を振るスレガに疲れた様子は見えないが、若干汗ばんでいた。

「わかりましたから、危ないんで剣を仕舞って下さい！　………………それで、実際どうですか？」

「錆取りから始めよう」

「やっぱりそうですよね！　昂たかぶる気持ちはわかりますけど、本当に無理はしないで下さいね！　これまで色々と世話になったスレガの旦那に死なれると、俺達も目覚めが悪いんで！」

「……ったく、俺をいつまでギルドマスターにしておくつもりだ？　さっさと引退させて余生を楽しませてやるという気概を持つ奴は居ないのか？」

「いやいや、居ませんよ。俺達にはスレガの旦那がまだまだ必要なんで」

「「「そうだそうだ！」」」

「そう思うなら、あんまり問題行動を起こすなよ？」

「「「それは約束出来ません！」」」

「それは約束しろよ！」

　スレガと冒険者達の間で笑い声が起こり、その様子を近くで見ているロンリも、どこか嬉しそうに微笑んでいると、冒険者の一人がロンリにも声をかけた。

「ロンリ様も領主様なんですから、スレガの旦那に合わせて前に出過ぎないようにお願いしますね。オハザの町は、これからなんですから」

「あはは、大丈夫ですよ、私は自分というモノを理解しています。皆さんの助けがないと、簡単に死んでしまいますから、こちらから宜しくお願いしたいくらいですね」

　そう言って、ロンリはにっこりと笑みを冒険者達へと向ける。

　笑みを向けられた冒険者達は、何故か背中に薄ら寒いモノを感じた。

「……何て言うか、アレだな」

「戦闘に関しての凄みはないけど、別の強さを感じるな」

「どことなく風格がある、これが領主という事か」

　冒険者達は、ロンリから自分達と違う強さを感じ取り、ごくりと喉を鳴らす。

　ロンリとしては慎重に動いているだけなので、冒険者達の勘違いには気付いていない。

　突然、周囲がしんと静まり返り、誰しもが、小高い丘の上へと視線を向けた。

　そこに堂々と立つのは、豪華な装飾の施された青い鎧に身を包み、大剣を背負うレニオンである。

　その横には、帝国の宰相であるソラルスも居た。

　レニオンは眼下に並ぶ帝国騎士達、スレガとロンリ、護衛である冒険者達と、一通り視線を向けると、満足そうに頷く。

「帝国騎士達よ！　冒険者達よ！　この戦いに世界の命運がかかっている！　しかし、臆するな！　我等には、先の大魔王を退けた者達が付いている！　その者達は、この戦いの元凶を潰すために世界樹へと向かった！　我等の戦いは、その戦いに魔物共を介入させない事である！　故に、この戦いの勝利とは、死して魔物を止める事ではない！　生きて、世界を救う事だ！」

『『『オオオオオォォォォォッ！』』』

　レニオンの言葉に、帝国騎士達と冒険者達が拳を掲げて叫ぶ。

　ソラルス、スレガ、ロンリは、わかっていると頷いていた。

「そして、皆で手に入れようではないか！　平和を！」

『『『オオオオオォォォォォッ！』』』

　レニオンが何かを摑むように両手を空へと向けた。

「そして、筋肉を！」

　そのままマッスルポーズを取ると、パッカーン！　と青い鎧が弾け、そのまま中に着ていたシャツも破け、見事に鍛え抜かれた筋肉の上半身を披露した。

『『『オオオォォォ……ォォオオ？』』』

　帝国騎士達と冒険者達は事態に付いていけず、戸惑った。

『『『オオオオオォォォォォッ！』』』

　いや、一部の妙に鍛え抜かれた筋肉を持つ騎士達だけは、思いっ切り賛同していた。

　まるで、それが極上の褒美であるかのように。

　スレガとロンリは頭を抱え、そんなレニオンを間近で見ていたソラルスは、見事に散った青い鎧へ視線を向け、次にレニオンへと視線を向け、その行動を何度も繰り返す。

　最終的にその視線はレニオンに固定され、指でお金を示す形を作り、この鎧、いくらしたと思っているの？　と、無言の圧力を加える。

　レニオンは最初気付かなかったが、無言の圧力で近付いてくるソラルスを察すると、冷や汗が止まらなかった。

　話を逸らすように、レニオンはソラルスではなく、自身の隣に立つ二人の人物を指し示す。

「そして聞け、帝国騎士達に冒険者達よ！　戦力は我々だけではない！　こちらに居るのは異世界よりの協力者である吸血鬼の王ベネド殿と、この世界の元魔王ズード殿が協力してくれる事になった！　大勢は盤石である！」

　レニオンの紹介に、ベネドとズードが一歩前に出て、筋肉を見せつけるポーズを決める。

　今回は本気を示すためなのか、身に纏っていた服が筋肉の膨張に耐え切れずに弾け、見事な筋肉の上半身を披露した。

「ベネドである！　レニオンとは共に筋肉の頂を目指す友だ！　故に、今回助力する事になった！　この筋肉の前に、魔物達はひれ伏す事になるであろう！」

「ズードである！　ベネドが言ったように、我等はレニオンの友だ！　この鍛え抜かれた筋肉の前では、魔物共など塵芥に過ぎぬわっ！」

『『『………………』』』

『『『オオオオオォォォォォッ！』』』

　大多数の帝国騎士と冒険者達は無反応だったのだが、やはり一部の帝国騎士達は熱狂している。

　まるで神を見るかのように、ズードの筋肉に魅入られていた。

　そして、レニオンが手を振り上げ、そのまま魔物達に向けて振り下ろす。

「では、開戦である！　勇猛なる帝国騎士達と冒険者達よ！　進軍せよ！」

『オオオオオォォォォォッ！』

　こうして、西での戦いは始まった。




　いや、もう既に始まっている。

「そういえば、このまま続けてもなんですし、最近仕入れた小話でも如何でしょうか？」

「なるほど。自分は小話が出来る程に余裕であると、見せつけたい訳ですね。わかりました。では、私の方こそ余裕がありますので、どうぞ聞かせて頂きましょうか」

「おやおや、無理はしなくても良いんですよ？」

「無理などしていません。寧ろ、このまま続けるのも退屈ですので、つまらない話でも気が紛れて良いかもしれないと思っただけです」

「そうですか。では小話ですが、とあるメイドが執事にだけ反応する結界を張り、こっそりと訪れた人畜無害な執事を追い回して迷惑をかけた、という内容でして」

「それは私も聞き覚えがありますね。確か、正確には執事全般ではなく、特定の人物にだけ反応する結界で、その人物は有害指定されているはずですが」

「しかもですよ。そのあとに訪れた、その優秀な執事の妹であるメイドを勝手に教育するという」

「駄目な執事の妹というのは気に食わないそうですが、メイドとしての才能はありましたので、善意で行っているはずですが」

「ただのメイドにしては、やり過ぎだと思いませんか？」

「その執事は、執事としての務めを果たせなかったという事でしょう」

　バチィッ！　と執事とメイド──フロイドとデオラーデの間に火花が散る。

　この二人からすれば何気ない会話ではあるのだが、そんな会話を行いながら、魔物達を次々と叩き潰し、世界樹に向けて真っ直ぐに突き進んでいた。

　こうなったきっかけは単純で、自分の方が魔物を多く仕留める事が出来ると競い合い出したのだ。

　そんな二人の後ろを付いて行く五人の女性。

　その先頭を行くのが──。

「頑張って下さい！　フロイド様！　勝利をその手に！」

　キャーキャーと叫びながら、ティアンがフロイドを応援している。

　そのティアンの後ろから、四人の女性がのんびりと付いて行っていた。

「早速暴走してしまいましたか。まぁ、フロイドだけではなく、ティアンもそうなるのは、わかっていた事ですが。確かに元々は私付きの執事でしたが、フロイドの行動を制限するなど出来る訳が」

「まぁ、そう言うな。これもいつもの事だし、ワズも、もしかしたらくらいの気持ちだと思うし。それに、こうしてさくさく進めているんだから、結果的には良いんじゃないか？」

　溜息を吐くナミニッサを、隣に居るナレリナが慰める。

　そんな二人の後ろに、ハオスイとファファルが大人しく付いて来ていた。

　ナレリナがその二人へと視線を向ける。

「寧ろ私としては、ハオスイとファファルが大人しくしている方が珍しい。二人も同じように競い合いそうなのに」

「……そんな事はない。それに、何が大事かはわかっている」

「そうだぞ。余達にとって、魔物共など所詮は前哨戦。本番は邪神なのだ。露払いをしてくれるのであれば、余計な力を使う道理はないぞ」

　ファファルの言葉に、ナミニッサ、ナレリナ、ハオスイも同意するように頷いた。

　そして、遥か後方から声が上がる。

「うわっ！　先を行かれた！　待って待って！　これからバッタバッタと魔物を倒して格好良いところを見せようと思っていたのに！」

　レニオンである。一目惚れしたデオラーデに、良いところを見せようと考えていたようだ。

　ただ、それでフロイドとデオラーデの勢いが止まる事はなく、レニオンは騎士や兵士達を連れて、急いで追いかける事になった。
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「とうちゃ〜く！」

　両腕を上げて、そう宣言する。

　……間違っていないよね？

　後ろを確認すると、セリアスさん、ラヴィ、ルシエルさん、シファニの四人が居て、その更に後方に魔物達が居た。

　どうやら、世界樹から放たれている聖なる気が結界の役割をしているようで、魔物達はそこから中には入って来られないようだ。

　………………うん、到着という事で間違っていない。

　まぁ、世界樹の根本まではまだ距離があるけど。

「皆、無事？」

「はい。大丈夫です」

「そもそも、ここまで来る間の魔物は、ワズ様が全て片付けていましたし」

「私達はただ付いてきただけですので」

「怪我のしようがありませんよ」

　四人共がニッコリと笑みを浮かべたので、俺も笑みを浮かべた。

「それじゃ、もう少しで着くみたいだし、行こうか」

「「「「はい」」」」

　視線を世界樹の方へと向ける。

　丁度その時、視界の左端にフロイドチームが、右端にカガネチームの姿が見えた。多分だけど、世界樹を挟んで反対側には、イルムチームが居そうな気がする。

　そこで、フロイド、カガネと目が合った気がした。

　………………。

　………………。

「走れ走れ！　他に負けるな！」

　一番乗りは譲らない。

　セリアスさん達を引っ張って、世界樹の根本に向けて走った。

　ちぃ〜、どっちも一番を狙っている！




「……えぇと、皆さん大丈夫ですか？」

「ぜっ、はぁ……だ、大丈夫……」

　世界樹の根本で寄りかかるように立つヤトファさんから気遣われたので、とりあえず大丈夫だと伝え……ちょっ、少しだけ乱れた呼吸が整うまで待って。

　……はぁ……ふぅ………………よし。大丈夫。

「それじゃ、俺が一番に着いたという事で」

「少しお待ち下さい。判定に異議がございます。私達はチームで動いていました。つまり、チーム全員が辿り着いた順とするのが、正しいのではないでしょうか？」

　フロイドが異議を申し立ててきた。

　その異議に、チーム名となっているカガネとイルムも賛同してくる。

「むぅ……いや、でも、最初に着いたのは俺だよね？」

　そこから、俺、カガネ、フロイド、イルムによる審議の話し合いが行われる。

　………………いや、だからね。

　………………そういう事じゃなくて。

「……あの〜」

「「「「はっ！」」」」

　ヤトファさんからの声で正気に戻る。

「同着という事で！」

「「「異議なし！」」」

　という事で纏まった……が、フロイドの表情がどこか優れない。

「どうかしたのか？　フロイド」

「いえ、個人的な事なのですが、ここに来るまでにもどちらがより多くの魔物を倒せるかを競い合いまして。そちらも同数だったのです」

　……デオラーデさんとかな？

　ここに居ないって事は、レニオンさん達の方を優先したんだろう。

　居れば大いに助かる事は間違いないけど、そっちの方が安心かな。

　実際に見た魔物の数の多さを考えれば、大きな戦力が必要なのは確実だし。

　心配事が一つ減ったと判断して、ヤトファさんに……の前に、闇女神さんへと声をかける。

「闇女神さんは大丈夫なの？　なんか顔色悪くて苦しそうだけど？」

　ここは世界樹によって聖なる気が満ちているようだし、辛いのかもしれない。

「ふんっ。別に平気だ。これくらいの濃度なら問題な」

「「あっ」」

　俺とシロの声が重なる。言葉の途中で、闇女神さんがシロの中へと消えていったのだ。

　シロの切り札とも言える、神と一体化する技「神・混合」を、闇女神さんが強制的に発動させたようで、シロは自分の内へと語りかけるように胸へと手を当て、ニッコリと笑みを浮かべた。

「ちょっと苦しかったみたい。一体化していると楽みたいだから、僕達はこのままでいくね〜」

「あ、うん。わかった」

　それなら仕方ない。

　無理するような場面でもないしね。

　……あれ？　でも、そうなると……。

　ふと疑問に思ったので、ファファルとティアンの様子を窺う。

　………………うん。平気そう。

「あれ？」

「恐らく、ファファル様とティアンは私達と関わっていく内に、その属性というか本質が闇から離れていっているのだと思われます。元魔王というのも既に肩書きだけでしょう。ですが、闇女神は司っている力そのものが『闇』ですので、この場の影響をより強く受けているのかと」

　フロイドが即座にそう説明してくれる。

　……まぁ、そういう事なら良いか。いきなり人数が減ったけど、戦力は上がったようなモノだし。

　特に問題はないと判断して、ヤトファさんへと向き直る。
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　ヤトファさんは、変わらず世界樹に寄りかかっていた。

「お待たせ、ヤトファさん」

「ふふ、こんな状況でも、皆さんは相変わらずですね」

「そりゃそうさ。これが俺達だからね」

　笑みを浮かべて言うが、次の言葉には真面目な表情を浮かべた。

「だから、救い出すよ。必ず」

　ヤトファさんの力ない笑みを見て、かなり憔しよう悴すいしている事がわかった。

　実際、髪が前の長さに戻り、服装も前の軽装である。

　姿を確認するような俺の視線に気付いたヤトファさんが、恥ずかしそうに言う。

「……すみません。もう神としての姿を維持出来るだけの力が残っていなくて」

　なるほど。俺が気絶する前に見た姿は、女神ラヤトファルイリスとしてで、今はその姿を維持出来ないくらいに消耗しているという事か。

　フロイドとイルムに視線を向けると、いつでも大丈夫ですと頷きが返される。

「もう少しの辛抱だから、ヤトファさん」

「ありがとうございます。ですが、もし救えないとわかれば、どうか私の事は遠慮なく切り捨てて下さい。この世界の神の一柱として、危険な選択を取らせる訳にはいきません。私ごと邪神を滅ぼすのが、最も確実な手段です」

「いいや、ヤトファさん。その選択は俺達の中にない！」

　そう言い切ると、ヤトファさんの目に涙が溜まっていく。
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　瞬間、ヤトファさんの体から黒い靄が立ち昇って巻き付くと、俺に向かって襲いかかってきた。

　ヤトファさんの体を、内から邪神が操っているのだろう。

　襲いかかってきたヤトファさんの体からの攻撃を回避しつつ、会話を続ける。

「もう私の意思では止められません！　何か方法があるのなら、お願いします！」

　その言葉が正しいと、ヤトファさんの体の攻撃が更に厳しくなった。

「まずは動きを止める！　そのあとは、こっちでどうにかするから！」

「え？　動きを、ですか？」

　ヤトファさんの体を使った邪神の猛攻は止まらない。

「……かなりの猛攻ですけど大丈夫でしょうか？」

「頑張る！」

　というか、えぇい！　攻撃を回避しながらだと思考が纏まらない。

　まずはヤトファさんの動きを止めないと始まらないので、皆にも手伝って貰おう。

　皆で押さえ込めば、きっと止められる……と思ったのだが、先手を打たれる。

　ヤトファさんの体に巻き付いていた黒い靄がいくつにも分かれ、それが出来損ないの人のような形を作り、皆に襲いかかってきた。

　それなりの強さがあるようで、皆はその対応に取られる。

「ちょっ！　ずるいぞ！」

　文句を言うが、邪神に届いているかは怪しい。

　いや、ざまぁみろとか思っていそう。

　黒い靄で出来た人形──黒い人形は数が多く、倒しても次々と生み出されているので、こちらを手助けする暇はなさそうで、フロイドとイルムがそこに加わっていないのも大きい。

　二人はヤトファさんと邪神を分離させるために必要なので、余計な身動きが取れないのだ。

　つまり、俺が一人でどうにかしないといけないんだけど……いや、まずは考える前に行動だ！

　考えるのは失敗してからで良いと判断して、まずは押さえ込んでみる。

「押さえ込むから、ちょっと痛いかもよ？」

「構いません。多少の痛みは覚悟が出来ています」

　ヤトファさんの許可を得たので、思いっ切り突っ込んで両腕を取り、そのまま体重をかけて押し倒す。あともう少しで口付けしそうなくらいに、互いの顔の距離が近い。

「………………」

「………………」

「………………この距離は、まだちょっと恥ずかしいですね。出来れば、優しく頰を撫でて頂いてからの方が」

「ご、ごめんっ！」

　頰を赤らめるヤトファさんに耐え切れず、俺は急いで飛び退く。

　そこを狙って攻撃が加えられるが、ギリギリで回避。

　……危なかった。本当に唇が触れてしまうところだったので、俺もちょっと頰が熱い。

　ヤトファさんが少し残念そうにしていると見えるのは、きっと俺の気のせいだろう。

「「真面目にやって頂けますか」」

　待機していたフロイドとイルムから、お叱りを受ける。

　真面目にやっているよ！

　でもごめん、と謝るが、フロイドからは、そのままやってしまっても問題ありませんと、イルムからは、私にもそれをお願いしますと、そういう風に聞こえたのは、きっと俺の勘違いだと思う。

　気持ちを切り替えて、次の手段を考える。

　押さえ込むのは駄目だから、次は羽交い絞めが妥当だろうか？

　これなら先程のような状況にはならないし、動きを制限する事も出来る。

　………………あれ？　もしかして凄く良い案じゃない、これ。

　いけると判断した俺は、起き上がって身構えているヤトファさんへと声をかける。

「そ、それじゃ、ヤトファさん。次こそは、ちゃんと動きを止めるから」

「お、お願いします」

　ヤトファさんと視線を合わせると、互いにまだ少し恥ずかしい。

　ついさっきの事なので、一旦落ち着くために長く呼吸をし、真正面から一気に向かう。

　そのまま近付くと思わせて、即座に方向転換。ヤトファさんの背後に回り込み、そのまま羽交い絞めにするため、両手をヤトファさんの腕の下に滑り込ませる。

　しかし、俺の狙いがわかった邪神が、ヤトファさんの体を激しく身み動じろぎさせて抵抗した。

「逃がすかよっ！」

「そのまま思いっ切り押さえ込んで下さい！」

　ヤトファさんもここが決め時だと判断したのか、大きな声を上げる。

　なので、俺も思いっ切りいく事にした。

　何とか両腕を滑り込ませ、逃がさないように両手でガシッ！　と固定する。

　ふにょん、ふにょん。

　これであとはフロイドとイルムに任せ……んん？　この柔らかい感触は一体？

　むにょん、むにょん。

「………………」

「………………」

　わぁ〜、ヤトファさんの体ってもの凄く柔らかいんだね〜。

　それになんか良い匂い。

「……あ、あの、さすがにこんなお昼からは恥ずかしいと言いますか、出来れば夜にして頂ければ」

「誠に申し訳ございませんでしたぁ〜！」

　ヤトファさんの体を即座に解放し、瞬時に土下座すると、そのまま蹴られた。

　ぐふっ！

　たとえ邪神からの攻撃だったとしても、この罰は甘んじて受け止めよう。

　それだけの事をしてしまったのだから。

「あ、あの！　今蹴ったのは私の意思ではありませんから！」

「大丈夫……わかっているから。寧ろ、こっちこそごめん」

　反射的な攻撃だったのか、あの一撃のような威力はなかったので、特にダメージはない。

　それは助かったけど、羽交い絞めも危険という事はわかった。

　すると、ヤトファさんは前よりも顔を赤くしながら言う。

「それはわかっていますけど……でも、その……ここまでの事をしたんですから、責任は取ってくれますよね？」

「はい！　それはもちろん！」

　そんなのは当然だ。そこまでの事をしてしまったという自覚はある。

　……ただ、表情だけで判断するのなら、ヤトファさんは喜んでいるように見えた。

　体の自由が利くのなら、やった！　と飛び跳ねていそうだ。

　しかし、ヤトファさんがそこまで喜ぶ責任の取り方とは一体？

「「真面目にやって下さいますか」」

　フロイドとイルムから、再び叱責を受ける。

　ただ、フロイドからは、もっとグイグイいった方が良いと思いますと、イルムからは、その手があったか！　と言われているように聞こえたんだけど、きっと俺の気のせいだと思う。

『………………』

　どことなく、黒い人形を相手にしている奥さん達とセリアスさん達の様子もおかしい。

　いや、怒っているという訳ではなく、奥さん達は良くやったと喜んでいるような、セリアスさん達はどこか羨ましそうにしているような、そんな雰囲気だ。

　ただ、黒い人形共をきちんとボッコボコにしている光景は、ちょっと怖く見えるけど、この戦いはイルムシュタッドの命運が懸かっているのだから、きっと気のせいだな。

　それに、ヤトファさんの体の動きを止める事が出来ず、このまま時間を浪費すると、ヤトファさんの意識だって危険なので、早々にどうにかしなければいけない。

　しかし、押さえ込んでも駄目……羽交い絞めも駄目……一体どうすれば良いのだろう。

　そう思った時、これなら上手くいくと閃く。

「メアルっ！」

　俺の呼ぶ声に反応して、メアルがこちらまで飛んで来てくれる。

「どうしたの〜？」

「メアル、アレ！　アレを出してくれ！」

「アレ？　どれ？」

　その名を告げ、メアルの時空間魔法の中から出して貰い、受け取って構える。

　メアルはそのまま奥さん達の方へと戻っていった。

「……えぇと、本気ですか？」

「うん」

　ヤトファさんは困惑しているようだが、俺はこれでいくと真顔で答えた。

　というか、俺もこれで良いのか困惑している。

　正直にいって、まさかコレを使う事になるとは思わなかったが、でも、もうコレしかない！

「これで終わりにする！　今度こそ、最後だ！」

「わかりました！　ワズ様にこの身を委ねます！」

　そこまで言うと、ヤトファさんの体が再び襲いかかってきたので、俺はメアルに出して貰った鞭を構えた。そう、光女神様達お手製の「神鞭」。

　こんなの使った事ないけど、捕らえるぐらいは出来る……と思う。

　放たれた拳を神鞭の先で縛り、そこを中心にして、ヤトファさんの周囲を一気に駆け回る。

　そして、グルグル巻きにされたヤトファさんはその場に倒れ、じたばたと暴れるが、巻き付く神鞭を解く事は出来ないようだ。

　………………。

　………………おぉ、完全に動きを封じている。

「……女神として、この恰好は少々泣けてきました」

　ヤトファさんがやるせない表情を浮かべていた。

　すみません。こんな方法しか取れなくて………………申し訳ない。

　チラッと視界に入ったのは、恍惚とした表情を浮かべているイルムだ。ヤトファさんの状態を自分に当て嵌めているのかもしれない。

　………………やっぱり、この神鞭は、このあと封印しようと心に決めた。

「フロイド、イルム！　今だ！」

「お任せ下さい」

「かしこまりました」

　邪魔にならないように一旦その場から離れると、ヤトファさんを中心に魔法陣が展開した。
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　魔法陣から溢れる優しい光が、帯状となってヤトファさんの体を包み込んでいく。

　そのまま体の内へと浸透していくかのように消えていき、新しい光の帯が生み出されると、同じような動きをしていった。その繰り返しが行われていく。

　ヤトファさんが苦しそうな表情を浮かべるが、もう終わるまで手出し出来ない。

　………………。

　………………見ているだけというのもなんなので、黒い人形共でも相手にしてこようかな。

「こっちは大丈夫ですので、今はヤトファ様を守っていてあげて下さい！」

「今、ワズ様に一番傍に居て欲しいと思っているのは、間違いなくヤトファ様です！　だから、傍に居てあげて下さい！」

　ナミニッサとセリアスさんから止められ、他の皆も同意するように頷きが返される。

　そわそわしていたのがバレていたようで……恥ずかしい。

　皆を信じて俺はヤトファさんを見守る事にした。

　体の内で相当暴れている邪神を、ヤトファさんは歯を食いしばって耐え続け、魔法陣を維持し続けているフロイドとイルムも、ヤトファさんを必ず救ってみせると本気だ。

「くっ……う、うぅ……」

　俺は拳をぎゅっと強く握り締める。

　ヤトファさんが必死に耐えているのだから、見ているだけのこっちも耐えなければいけない。

　そのままヤトファさんの様子を窺っていると変化が訪れる。

　体から漏れていた黒い靄が、追い立てられるように次々と溢れ出てきて、魔法陣よりも外に出られない事がわかると、そのまま空中に溜まり続けて次第に大きくなっていく。

　ある程度大きくなった黒い靄は球状へと形を変え、次第に球状から人の形へと変化していき、ヤトファさんの体から一気に漏れ出て行く。

「あああああぁぁぁぁぁ……！」

　ヤトファさんの悲鳴のような叫びが周囲に響き、今直ぐやめさせて駆け寄りたくなるが、ここが正念場だと踏み止まる。

　そして、ヤトファさんが体に力を込めるようにグッと口を結び、一気に叫ぶ。

「ああああああああああっ！」

　更なる叫びと共に、ずるりという感じで、ヤトファさんから黒い塊が抜け出た。

　黒い塊はそのまま人の形と化した黒い靄の中に吸い込まれていくが、今はヤトファさんだと視線を戻せば、大量の汗を搔いて呼吸も荒くなっているけど、体から黒い靄は一切立ち昇っていない。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

「ヤトファさん、大丈夫？」

「は、はい……大丈夫です」

「フロイド！　イルム！」

「問題ございません。無事、成功でございます」

「ヤトファ様から邪神は排除しました。ですが……」

　イルムが言おうとしている事は、見ればわかった。

　邪神が切り離される時、更に力を奪い取られたのか、ヤトファさんは見るからに衰弱している。

　その証拠に、そのまま視線を上に向ければ、こちらを嘲笑するような、見ているだけでムカつく笑みを浮かべている男性が浮いていた。

　全てを覆い隠すような黒い長髪に、全てを飲み込むような黒い目の男性で、黒い礼服を身に纏っている。その姿は、まだ記憶に残っていた。

　間違いなく、以前俺が倒した邪神だ。

　邪神はそのまま空中で、俺、フロイド、イルムに向けて優雅に一礼した。

「感謝の言葉でも述べるべきだろうか？　こうして私の姿を現す事が出来たのは、お前達のおかげなのだから。あのまま女神と一体化したままでは、私の本来の力を出す事は出来なかっただろう。折角、破壊神、破邪神、各クリスタルの力を奪い、更に強くなったのだから、丁度披露する場が欲しいと思っていたのだ。さぁ、私は以前の私とはかけ離れた強さを得た。それを試そうじゃないか。もちろん、相手はそこの新神」

「ごめん、ちょっと長い。それに、ちょっと待って」

「……はぁ？」

　邪神がイラついた表情を浮かべるが、こっちもそれどころではない。

　未だ神鞭でぐるぐる巻きにされたままのヤトファさんを指差す。

「いや、まずはヤトファさんを縛っている鞭を解くのが先だから！　見た目が可哀想でしょ！　悲壮でしょ！　解放したくなるでしょ！」

「……え？　はい？」

「だ・か・ら！　可哀想でしょ！　悲壮でしょ！　解放したくなるから、まずはこっちが先！　そのあと好きなだけ相手してやるから、ちょっと待っていろ！」

「……い、いや、まぁ……後顧の憂いのなくなった本気の新神に私の力を」

「あぁ、わかったわかった。長い話はあとで聞いてやるから」

　もう聞く気はないと手を振る。

　フロイドとイルムに視線を向け、魔法陣を解除して貰い、ヤトファさんの下へと駆けつけた。

「大丈夫？　ヤトファさん」

　抱きこして声をかけると、ヤトファさんは弱々しい笑みを浮かべて答える。

「はい……何とか大丈夫です。ですが、邪神が抜け出す際に力をかなり奪われて」

「あとは俺が何とかするから、その辺りは気にしなくて良いよ。ヤトファさんが無事で良かった」

　心から安堵して、俺は笑みを浮かべる。

「それじゃ、今から鞭を解くね」

「お願いします」

　……えぇと、何か複雑に絡み合っているな。

　ここをこうして……ああして……。

「それだと駄目ですね」

「ワズ様。こちらを先に通さないといけないかと」

　え？　そうなの？

　いつの間にか来ていたフロイドとイルムにも手伝って貰い、協力して鞭を解いていく。

　………………。

　………………う〜ん。

「あの……更に複雑になっているんですけど……」

「あぁ！　この感触！　素晴らしいです！　この神鞭で打たれれば、身も心も引き締まる事は間違いありません」

　………………何故か、ヤトファさんとイルムが揃ってぐるぐる巻きになっていた。

　ヤトファさんは困ったような笑みを浮かべ、イルムはどこか恍惚とした表情になっている。

　……解せぬ。どうしてこうなった？

「……フロイド。俺、何か間違えたかな？」

「やはり、イルムの指示で解いていたのが主な原因ではないでしょうか？」

「あぁ……うん。そうだね。ごめん。鞭の扱いなら、やっぱりイルムだと思っていたから。まさか自分が巻かれるための指示だとは思わず」

「先入観というヤツですね」

「うん」

　フロイドの言葉に、力強く肯定する。

「………………そろそろ良いか？」

「状況見て言えや！　まだ解けてないだろうがよ！」

　邪神が煩いので、一喝して、とりあえず黙らせる。

　次に、フロイドの指示で鞭を解いていく。

　………………。

　………………。

「いや〜、何故こうなるのでしょうか？」

「お前の指示だろっ！」

　何故か、イルムとヤトファさんは解放されて、今度はフロイドがぐるぐる巻きになっていた。

「………………もうこのままでも良いかな？」

「いえいえ、解いて下さい」

「私は解放されて体が楽になりましたけど……」

「宜しいのでは？　今大事なのは、ヤトファ様の体調ですので」

　……賛成が三に反対が一。

「決定だな」

　うんうんと頷くと、メアルが飛んで来て、フロイドに巻き付いている神鞭だけを時空間魔法の中に回収して戻っていった。……何という早業。

「ありがとう、メアル！」

「ありがとうございます、メアル様。この感謝は永遠でございます」

　フロイドと共に感謝を述べるけど、本当に永遠に感謝するのだろうか？

「それじゃ、イルムはヤトファさんをお願い」

「かしこまりました。これまで同様、必ず守ってみせます」

「お世話になります、イルム様。……ワズ様、あとの事は」

「あぁ、任せて！」

　イルムとヤトファさんが、この場から離れていく。

　少しの間見送ったあと、俺とフロイドは振り返る。

「待たせたな、邪神」

「今度こそ、きちんと滅んで頂きましょう」

「……漸くこの時が来たな」

　俺とフロイドに向けて、邪神が不敵な笑みを浮かべた。

　いやほんと、なんか待たせてしまったようで。
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　邪神の浮かべた笑みに対して、俺も負けじと不敵な笑みを浮かべる。

「とりあえず、いつまで空中に浮いているつもりなの？　鳥にでもなりたいのかな？　こっちは視線を上に向け続けるのも結構大変だし、疲れるんだけど？　いい加減下りてくれないかな？」

「そうですね。今の状況は、さながらチャンピオンに挑むチャレンジャーのようなモノ。それ相応の敬意を払って頂いても宜しいのでは？　もちろん、チャンピオンがワズ様で、チャレンジャーがそちらでございます。何しろ、そちらが負けたのですから」

　フロイドが訳のわからない援護をしてくれる。

「つまり、この立ち位置で言えば、私は名セコンド！」

　そう言うフロイドは、どこか自慢気というか、むふ〜と胸を張っているように見える。

　………………いや、ちょっと待って。そもそも、こうしてフロイドと二人で行動するなんて、新婚旅行に出て以来なのに、余りにも違和感がなかった。

　もっとこう……懐かしいな、とか……やっぱり面倒だな、とか……が一切感じない。

　居るのが当然のように受け止めている。

　何だかんだと、フロイドとはこれからもずっと一緒に居そうだし……というか、周囲はそういう認識っぽいし……まぁ、今更か。

「状況がわかったでしょ？　俺がチャンピオンで、そっちがチャレンジャー。だから、さっさと下りてこいよ！」

　なので、ちょっとフロイドの言葉に乗ってみる。

　すると、邪神の額に青筋が浮かび、口角をぴくぴくと震わせ出した。

「あれ？　……なぁ、フロイド。邪神が怒っているように見えるんだけど？」

「はい。私にもそう見えます。いやはや、短気ですね。この程度の挑発も流せないとは、底が知れるというモノです」

「ちなみにだけど、フロイドが同じように言われたら？」

「そうなる前に無力化させて頂きます」

　言われる前に既に対処しているとは……出来ないと断言出来ないところがフロイドである。

　フロイドの無力化という言葉は恐ろしいが、これが創造神と邪神の差だろう。

　などと思っていると、邪神が地に下り立ち、意表を突くように一気に加速して拳を放ってきたので、片手で受け止めた。

「……あれ？　もしかして弱くなった？　何か、前よりも威力が落ちているような気がするんだけど？」

「まずは肩慣らしだ、新神。寧ろ、新神の方が弱くなったのではないか？　必死そうに見えるな。私を打ち破った時ほどの力の強さを感じないが、成長したのは口だけか？」

　イラッとした。

「おっと、まずは復讐を果たす前に、きちんと消しておかないといけない」

　余裕の笑みを見せる邪神が、体から立ち昇っていた黒い靄を消失させる。

「へぇ、俺が食さないように警戒しているんだ。ちゃんと学習しているようだけど、邪神のくせに余裕がないなぁ〜」

「前回と同じ轍てつを踏まないようにしただけだよ。当然だろう？　まぁ、新神からしてみれば、困った事かもしれないが」

「はっ！　別に困らないし！　元々そのつもりなかったし！」

　そもそも、何でも美味しく頂けるはずなのに、アレだけは不ま味ずいのだ。

　二度とごめんである。

　そうして言い合う間も、俺は受け止めた手に、邪神は受け止められた拳に力を込めていった。

　込められた力が大きくなっていき、互いに足が地面にめり込んでいく。

　すると、フロイドが俺と邪神の様子を窺いながら、周囲をぐるぐると回り出した。

「………………」

「………………」

　一体何をしているのだろうと、邪神も気になるのか、俺と一緒にその動きを目で追い出す。

　フロイドは満足するように頷き、俺と邪神の間に立つと両腕を広げ……勢い良く交差する。

「ファイッ！」

　カーン！　という音が聞こえた気がした。

　いや、実際にフロイドが小さな円形の鐘を取り出して鳴らしている。

　……どっかの地下迷宮で見た光景だけど……フロイドが関わっている訳じゃないよね？

　けれど、その言葉と音をきっかけに、俺と邪神は攻防を始める。

　邪神の拳を摑んでいた手を強引に払い、一歩踏み込んで拳を放つが、邪神は一歩下がって姿勢を整え、俺の拳を受け止めようとしてきた。

　放った拳をフェイントのように止め、引く勢いを利用して体を回転させて蹴りを放つ。

　邪神も回し蹴りを放ち、互いの足が交差した。

　ビリビリと衝撃が足を伝うが我慢して、邪神の足を素早く摑み、そのまま体ごと持ち上げて地面に叩き付けようとしたが、体を捻って逃げられる。

　そのまま乱打戦へと移り、殴り、蹴りを互いに放ち続けるが、摑み、回避とどちらもどれも当たらず、有効打にはならなかった。攻撃速度も徐々に上げていくが、それは邪神の方も同じ。

　暫くして、互いに無傷で向かい合って身構える。

「それじゃ、体も温まってきた事だし、そろそろ本気でいくか！」

　一気に「神邪人化」して、体に力を込める。

　邪神は余裕の笑みを浮かべていた。

「様子が変化したな。確か、神邪人だったかな？　以前は圧倒的な力の差を感じたが、今見てみれば、それほど大した事はない」

「なら、存分に思い出させてやるよ！　どうやってやられたかをな！」

　邪神を倒せば終わりだと、一気に決めにかかる。

　邪神の直ぐ傍まで即座に移動し、全力の拳を放つ。

「はははっ！　では、私も新たに得た力を披露しよう！」

　邪神の圧力が一気に増し、押し切るように放った俺の拳が受け止められる。

「ふぎぎっ！」

「ふぐぐっ！」

　振り抜こうと更に力を込めていくが、前に進まない。

　拳を引き、膝蹴りを放つが、邪神も同じように足を出して膝で受け止められたので、それなら次と攻撃を繰り出し、邪神も攻勢に出て、一進一退の攻防へと移る。

　それでも決めきれない。

　邪神の力は、間違いなく俺の「神邪人化」と同等まで上がっていた。

　このままでは埒らちが明かないと一旦距離を取り、少し乱れた息を整える。
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「ふぅ〜……」

「もう疲れたのか？」

　邪神が余裕そうに尋ねてくる。

　実際、俺は少し息が乱れたのに、邪神は一切乱れていない。

「……確かに、前より強くなっているみたいだな」

「当然だろう？　本来の邪神としての力に、そこの創造神の力の大半が加わり、更にこの世界の女神の力を奪ったのだから」

「自慢気に言ってんじゃねぇよ！」

　再度邪神に向けて突き進む。やり合ってみて、そこまで力の差はなく、やりようによっては勝てると判断したからだが、それは早計だった。

　邪神の言葉に足りないモノがある事に気付かなかった。

「まだ言葉の途中だぞ、新神。忘れたのか？　私はあの女神を介して、各クリスタルの力も奪い取っている」

　薄気味悪い笑みを浮かべた邪神の圧力が、俺を超えた。

　気付くのが遅れた俺は逆に殴り飛ばされるが、両足で地面を削りながら勢いを殺し、何とか倒れずに踏み止まる。フロイドが、こちらに駆けて来ようとしたけど手で制した。

　今のフロイドではかなり危ない……いや、正直言って、俺も危ない。

　無視出来ないダメージを受けている。

「まだまだ復讐はこれからだよ、新神」

　そこからの俺は防戦一方になり、何とか隙を窺うが……見つからない。

「はっ！　そんなに俺に復讐したかったのか？」

「自分を負かした相手から勝利を得たいと思うのは、ごく普通の事だと思うが？」

「それはそうだが、お前の場合はやり方が気に食わない！」

「別に認められようとは思っていない。そもそも、私はお前に勝ちさえすれば良いのだ」

「普通は負けて何かを学ぶモノだけどな！」

「学んだよ、新神」

　距離を取るために蹴りを放てば、逆に摑まれて、思いっ切り地面に叩き付けられた。

「敗北とは、何と惨めで、屈辱的なモノかという事を知った。そして、私が全てにおいて勝利を得るための最大の障害が、お前であるという事を」

　邪神が俺を見る目は、油断も驕おごりもなく、完全に俺を敵として見ていた。

　邪神が肉弾戦しか仕掛けてこないのは、俺が放たれた魔力を食べる事を危惧しているからだと思うけど、先んじて黒い靄を消しておくとか、思った以上に警戒されている。

　……手段が固定されているのは助かるけど、それでもキツイものはキツイ。

　こちらが肉弾戦以外の方法を取っても、そもそも現状では通用しなさそうだし。

「だからこそ、私はお前を排除するために、必要な力を集めただけに過ぎない。それが今の私だ」

「そんなに力を高めてどうする！」

　摑まれている足に力を込めて邪神の手を払い飛ばし、そのままぐるぐると回る事で、遠心力を利用して立ち上がり、体勢を立て直して身構える。

「何をするか……か」

　俺の言葉に反応してか、邪神が考え込むように顎へと手を当てる。

　今は手出しをやめ、呼吸を整えて体力を回復する事に専念した。

「……そうだな。復讐を果たせば、あとはやり残した事をきちんと遂行しよう」

「………………やり残した事？」

「もちろん、元の世界の破壊だ。まずはこの世界を手中に収め、人も魔物も兵士として教育し、元の世界へと送り込む。世界対世界の戦いだ。見物だと思わないか？　もちろん、私は何と愚かな生き物達だろうと、上から様子を見させて貰うだけだが」

「ふっ、ざっ、けんなっ！」

　余りの物言いに反撃を試みるが、俺の放つ攻撃は、受け、かわされ、その全てが届かない。

　人の無限の可能性を含む「神邪人」は、自らの力を高めていく事が出来るが、それでも追い付けない。人と神のように、絶対の隔絶した壁が存在しているかのようだ。

　今の邪神の領域へと至るためには、その壁を突破しなければいけない。

　その壁とは、恐らく……内包している力の格の違いのようなモノ。

　……やっぱり、このままじゃ駄目か。

「その顔、漸く気付いたようだな」

「奪っただけの力のくせに、随分と自分を上に見ているんだな」

「得たモノだろうが、与えられたモノだろうが、奪ったモノだろうが、力は力。私という存在は揺るがない」

　邪神の攻撃が段々と鋭くなっていき、回避するのも難しくなってきた。

　受ける事が多くなってきたが、このままでは体力が減る一方なので、ちょっと落ち着きたい。

「それだけ力を混ぜておきながら、存在が揺るがないと言い切るか！」

「だが事実、私は私である。創造神の力を奪い、破壊神、破邪神の力を取り込み、各クリスタルの力も得た。それでも、私が邪神であるという核に揺るぎはない。故に私は私であると断言出来る。そして、この今の私の力こそが、お前との格の違いでもある」

　守勢は不味いと判断して、攻勢に打って出る。

　邪神の動きも段々と見切れるようになってきたので、俺の攻撃が当たらないという事にはならなくなってきたが、俺が受けているダメージと比べると微々たるモノだろう。

　根比べをしても、先に落ちるのは俺の方である。

「所詮、お前の中には、お前自身と私から取った力しか内包されていない。たとえ、お前自身を人と神に分けて考えたとしても、やはり内包している力の格を踏まえれば、圧倒的に足りない」

　これはアレかな？　自分はここまで強くなったんだぞっ！　て、自慢したいのかな？

　拍手でもして……いや、余計に怒りそうだから、今はやめておこう。

「それくらい、気合で上回ってやるよ！」

　だから攻勢を崩す訳にはいかず、俺は言葉通り気合を込めて、「神邪人化」状態で出せる全力の拳を放つが、余裕で受け止められた。

　だが、俺は即座に拳を開いて邪神の手を摑み、そのまま一気に引き寄せる。

　狙いは膝蹴り。

　かわされる。

　と見せかけての、足を振り上げてからのかかと落とし。

　難なく受け止められた。

　……おぅ。

「何を仕掛けようが、全ては徒労で終わる」

　そんな呟きが聞こえたと思った瞬間、邪神の拳が俺の腹部にめり込んで、一瞬呼吸が止まる。

「かはっ！」

　口から空気が漏れた。

　休む間もなく、邪神の拳が次々と放たれる。

　一瞬とはいえ行動が遅れた俺は、邪神の拳を次々と受け続け、このままでは不味いと殴られる反動を利用して後方へと跳ぶ。

「ぐっ……」

　さすがにダメージが大き過ぎて、口から血を吐く。

　ちょっと食らい過ぎたけど、引く訳にはいかないし、諦めるつもりもない。

「……その目。これだけの力の差を理解したはずなのに、まだ絶望しきっていないな」

「だったら何だ？」

「その目が絶望するところを見たくなった」

　そう言った邪神の視線は、周囲で黒い人形共を相手にしている皆の方へと向けられる。

「皆に手出しさせるかっ！」

　焦った動きだったため、逆に腕を取られて捕まってしまう。

　首に腕を回され、皆の様子が見えるように前を向かされた。

「特等席だ。存分に楽しめ、新神」

　邪神が掌を黒い人形共へと向ける。

　その掌から発せられる波動が周囲へ広がると、何体かが組み合わさって一つの形を作っていく。

　それは邪神と全く同じ姿で、違うのは肌も含む全てが真っ黒だという事である。

　全ての出来損ないの人形が同じ行動を取り、あとには模造邪神とでも言うべき存在が、合計六体現れた。

「あれの強さは、創造神の力を奪う前の私並にしておいた。果たして、何人が生き残るかな？」

　見えなくても、邪神はきっと愉快そうに笑っているのだろう。

　けど、危険だとわかっているのに、この場に来た皆を舐めんなと言いたい。

「まだ終わりではない」

　そう言って、邪神は更に大きな波動を発する。

　ただ、模造邪神に変化はない。

「お前！　何をした！」

「さてな。ご想像にお任せする。わからなければ、あとで答えを教えてやろう」

　てんめぇ〜！　調子乗んなよ！








別章　皆の戦い









　ワズが邪神の相手をしている間、フロイド、イルム、ヤトファを除いた全員が相手取っていたのは、黒い靄から次々と形作られる黒い人形である。

　その黒い人形が融合し、全てが真っ黒な模造邪神とでも言うべき存在が、六体作られた。

　その力は、創造神であるフロイドの力を奪う前の邪神並である。

　つまり、模造とはいえ、神の如き力を有していると言っても良い敵が、六体現れたのだ。

　しかし、対する者達に動揺は見られない。

　この事態を想定していた訳ではないが、もし力の強い敵が現れた場合の事は考えていた。

　そこからの行動は素早く、全員が目配せし合い、それぞれが行動を開始していく。

　誰が誰と組み、最も確実に敵を葬る事が出来る陣形を組み合わせていった。

　その結果、六体の模造邪神をそれぞれ相手にする六組が作られた。





一組目






　模造邪神の一体を相手取るために集まったのは、メアル、サローナ、タタ、ナミニッサ、キャシー、セリアスの六人である。

　既にワズお手製の武具を身に纏って、準備は完了していた。

「共に行きますよ、セリアス」

「はい。初撃は私達が」

　サローナとセリアスが前衛を務め、互いに長剣を使い、息の合った多彩な連携攻撃を模造邪神に向けて、次々と放っていく。

　だが、相手は神の如き力を有している模造邪神。

　如何に連携の取れた攻撃を放とうとも与えるダメージは小さく、前に出るという事は、当然その分の危険も伴う……が──。

「私達が居る以上、攻撃は届かせません！」

「あの敵の攻撃力は未知数です。判明するまでは全て全力で阻止していきますよ」

「わかりました」

　模造邪神から放たれる攻撃を、タタとナミニッサが全力の結界魔法で確実に防いでいく。

　タタとナミニッサが作り出した結界は、小さく厚くする事で魔力の密度を高め、またそれを何重にも合わせるという緻密な作業によって、模造邪神の攻撃を全て防いでいるのだ。

　これには、小さくする事で前衛を務めている二人の行動を邪魔しない、という事も加味されていた。

　前衛と後衛、互いに信頼しているからこそ、どちらも思うように行動出来ているのである。

　そして、相乗効果によって模造邪神も少し押され気味になり、隙が生まれた。

「そこです〜！」

　その隙を突くのが、この組の中で一番の攻撃力を持つキャシーだ。

　一撃が重く大きな槌を、下から振り上げて腹部を打ち、模造邪神に大きなダメージを与えつつ、空中へと弾き飛ばす。

「上がりました〜！」

　キャシーの言葉を合図に、二つの影が模造邪神を追う。

「ふっ！」

「はっ！」

　サローナとセリアスが空中で連撃を重ね、更に追撃が加えられる。

「燃えちゃえ〜！」

　メアルがファイアブレスを放ち、模造邪神を包み込むように燃やす。

　模造邪神は燃えたまま着地し、体に纏っている炎をなんでもないように払って消し、無事な姿を見せるが、その姿はどこか異様だった。

　何も言葉を発さず、攻撃を食らっても表情一つ動かさない。

　感情と呼ばれる意思表示が一切なく、不気味であるが故に恐怖を与える。

　だが、ここに居る者達は誰も恐怖を抱いておらず、また、油断も侮りも一切ない。

　何より、異様であろうとも、ダメージは確実に受けていた。

　攻撃を受けた箇所が、少し崩れているのである。

　力は確かに神の如きではあるが、その存在までもが神という訳ではなく、所詮は作り物という事だろう。結局、無機物でしかないという事だ。

　それに、重要なのは勝つ事ではなく生き残る事であると、全員がわかっていた。

　邪神が居る間は何度も復活する可能性があるため、ワズが邪神を倒すまで生き残れば良いのだ。

　だからこそ、無理はせず、誰もやられる事がないように、模造邪神と相対していく。

　もちろん、やれる時はやるつもりではあるが、自分達の力量を正確に把握し、互いにフォローし合って、模造邪神と対等に渡り合っていった。





二組目






　模造邪神の一体を、ハオスイは単独で相手をしている。

　ワズの奥さん達の中で最強である彼女には既にそれだけの力があり、神の領域へと踏み込んでいた。

「……ふぅ」

　ハオスイは浅く呼吸をし、ゆっくりと拳を前に突き出して身構える。

　別に武器がないという訳ではなく、使えない訳でもない。

　ワズと行う鍛錬では、ワズが拳術を使うという事もあり、自然とそれに合わせるようになっていった結果である。

「……ふっ」

　息を浅く吐くと同時に、模造邪神の前に瞬間的に移動し、拳を放つ。

　それはハオスイにとっては普通の速度で、いつもの事。

　しかし、傍から見れば、それは瞬きの間の出来事。

　ハオスイにとってのいつもの事とは、その相手がワズ、もしくはファファルなのだから。

　放たれた拳は模造邪神の腹部へとめり込み、そのまま吹き飛ばす。

「……思ったより脆もろい」

　ハオスイが残念そうに呟く。

　衝撃が強過ぎたのか、吹き飛ばされた模造邪神の腹部は真っ二つになっていた。

　これで終わったと、ハオスイは他の模造邪神も早々に排除すべきだと判断して、次へと向かう。

　しかし、その行動は取れなかった。

　真っ二つにされたはずの模造邪神が動き出し、離れていた上半身と下半身を重ね合わせ、腹部に多少のへこみはあるものの、体はくっ付き、何事もなかったかのように立ち上がったのだ。

　当然、その行動にはハオスイも気付いている。

「……なるほど。面倒」

　無機物の人形だからこそ、出来る芸当であった。

　そして、模造邪神はハオスイへと襲いかかる。

「……意思のない攻撃は通用しない」

　ハオスイからすれば、その攻撃はなんでもないモノだった。

　模造邪神の攻撃を冷静に回避し、反撃と、今度は腹部だけではなく四肢と頭部を殴り飛ばす。

　それでも模造邪神は元の形へと戻り、再び襲いかかってくる。

「……面倒臭い」

　模造邪神の攻撃を回避しながら投げ飛ばし、ハオスイは体に力を込めていく。

「……部分的で駄目なら、纏めて消し飛ばすだけ」

　そう言って、ハオスイは切り札を切る。

　スキル「龍化」を発動した。

　ハオスイの頭部に角が生え、手足が緑色の鱗うろこに覆われていく。

　人を超え、龍の力を宿したハオスイは、神の如き……いや、神すら屠れる存在となる。

「……ほぉ。中には面白いのも居る。それならそれで、楽しませてやろう」

　ハオスイの力の高まりを感じ取った邪神が、模造邪神に向けて掌をかざして波動を放つ。

　姿形に変化はないが、模造邪神の内包する力は、先ほどまでとは比べものにならないくらいに高まっていたが、ハオスイは笑みを浮かべた。

「……面白い。私に勝てるのは、旦那様だけという事を教えてあげる」

　そして、一方が模造であるとはいえ、神の如き力を持つ者同士がぶつかる。





三組目






　模造邪神の一体を相手取るために合流したのは、ナレリナ、マオ、ルシエル、少し離れた位置にカガネとアリアが集まっている。

「無茶をするなよ、マオ。私達の誰も死んではいけないのだからな！」

「それは自分に言い聞かせた方が良い！　前に出過ぎだ、ナレリナ！」

　大剣を持つナレリナに向けて放たれる模造邪神の攻撃を、マオが両手に持つ二本の剣による連撃で軌道を逸らして無効化させる。

　助かったよ、どういたしまして、と目配せし合う二人は、そのまま模造邪神を押さえ込んでいく。

　二人の連携は共に過ごした時間の長さに比例するように見事であったが、それでも隙はどうしようもなく生まれる。

　模造邪神がその隙を突いてこようとするが、その全てを押さえ込んでいるのが、周囲で戦いの様子を窺いながら動いているルシエルだ。

　魔法で作られた矢を放ち、瞬間的ではあるが動きを制限させている。

　しかも、腕を振るだけで発動させているため、動作が少なく速い。

　技量によって後の先を確実に捉え、足りない攻撃力は数で補っている。

「無闇に突っ込まないで下さい」

「信じているから、突っ込めるのさ」

「そうそう。私達の防御は任せた」

　ルシエルからの注意を、ナレリナとマオは笑みを浮かべて答える。

　確かな信頼関係が築かれていた。

　また、実質この三人で模造邪神を押さえ込めているのは、ナレリナの力が大きい。

　現在のナレリナの力は人族としての枠を超え、純粋な戦闘力でみれば、ハオスイ、ファファルに次ぐ強さを身に付けている。

　模造邪神を相手に一対一はまだ無理ではあるが、マオとルシエルの補佐があれば、充分に渡り合う事が出来るのだ。

　そして、少し離れた位置に居るカガネとアリアは、ナレリナ達の戦いに注視しつつ、意識は戦場全体へと向けられていた。

「アリア、わかっているとは思いますけど、ナレリナ達だけに集中しちゃ駄目だから。ちゃんと全体的に意識を広げて下さいよ？　前に出るなんて論外だから」

「わかっているわ、カガネ。特に、私の役割は皆の命に直結しているんだから、どこも見逃すつもりはないわよ」

　カガネは魔法による援護で、一呼吸でも良いから休憩時間を与えるため、アリアはたとえ致命傷を負っても直ぐに治すため、戦場全体を見ている。

　ワズの神格化やフロイドなどの一部を除けば、既にカガネの魔法力は人の枠を超えて絶大だ。

　そこまでの魔法力を手に出来たのは、転生者としてのアドバンテージもあるにはあるが、本人の努力による割合の方が圧倒的に大きい。

　そのため、模造邪神が相手でも一体だけと絞らずに戦えるようになっているからこその配置である。

　ただ、この配置にはもう一つの意味があった。

　それは、アリアの護衛である。

　アリアの回復魔法は、即死でなければ大丈夫！　というところまで昇華されていた。

　ここまで昇華されたのは、ハオスイとファファルの鍛錬が結果的に関係している。

　互いにボロボロになるまで行われ、その傷をアリアが必死に治していたのだ。

　しかも、ほぼ毎日数度行われているのを毎回。

　なので、危険な時には、カガネの魔法による援護が発生し、たとえ深手を負おうとも、アリアの回復魔法でたちまち治るという形が出来ていた。

　二人の力を信頼しているからこそ、他の者達も相手を恐れず、己の全てを出し切って戦う事が出来ているのである。





四組目






「……何だ、こんなモノか。正直、飽きてきた」

　模造邪神の内の一体を、一人で相手にしていたファファルがそう呟く。

　その目の前には、ボッコボコにされて地面に倒れ伏している模造邪神が居た。

　けれど、受けた傷は歪いびつながらも治り、何でもなかったかのように立ち上がって、ファファルへと再び襲いかかる。

「はぁ……たかが人形如きでは、余の戦闘欲求を満たす事は出来んぞ」

　ファファルが面倒臭そうに拳を放つ。

　先程まではそれで終わっていたが、今回はそうならなかった。

「むっ！」

　模造邪神の圧力が先程よりも増し、ファファルの拳を受け止めつつ、反撃を行う。

　虚を突かれたのは一瞬。

　反撃を難なく避けたファファルは、一旦距離を取り、少しだけ口角を上げた。

「圧力が増したな」

「ここにも面白いのが居る。力や属性を考えれば、この世界の魔王の一人か？　……それは失礼した。相応の相手を用意するべきだった」

　邪神がそう言葉にするが、ファファルは聞いていない。

　ファファルは、他の五体の模造邪神をざっと見ていた。

　それだけで、現在、自分とハオスイ、それとシロが相手にしている模造邪神は、他のとは強さが違う……強さを変えられているという事を理解する。

「他に手出しはさせないつもりだな。自分が前に出れば済む話だというのに……嫌いなタイプだ」

　ここで言うファファルの嫌いなタイプとは、生理的に受け付けない、という意味である。

　それなら本気で徹底的に痛めつけられるな、とファファルは思う。

「どこまでが上限かは知らんが、いつまでも余を……いや、余達を押さえ込めると思うなよ！」

　ファファルが体に力を込め、模造邪神に向けて一気に駆ける。

　模造邪神も迎撃するために動くが、ファファルの方が早かった。

　アッパーで模造邪神を空中へと殴り飛ばし、一瞬で先へと移動すると、手を組んで叩き落とす。

　模造邪神が地面に衝突すると、激しい音と共に大きく陥没した。

　それでも、模造邪神は何でもないように立ち上がろうとするが、その前にファファルの追い打ちの蹴りが放たれ、更に大きく地面に沈む。

　だが、ファファルによって受けた傷は瞬く間に治り、模造邪神は再度動こうとする。

　ファファルはそれを足で押さえ付けながら、笑みを浮かべた。
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「面白くなってきた。どこまで耐えられるか見物だな」

　そう言って、ファファルは切り札であるスキル「邪神化」を発動した。

　己の力と身を神の領域へと昇華させ、内包する力が爆発的に上昇する。

　そして、ファファルと模造邪神の戦いは、より過激さを増していった。





五組目






　模造邪神の内の一体を一人で相手にしつつ翻弄しているのは、「神・混合」で闇女神と一体化したシロである。模造邪神は、既に強化されていた。

「お前達には最初から強化したのを当てておいた。感謝してくれても良い」

「相変わらずねちっこいなぁ〜。そんな特別待遇は要らないよ〜」

　邪神からの言葉に、シロがべぇ〜と舌を出す。

　そんなシロに向けて、模造邪神が襲いかかる。

「あはは〜、そんな攻撃当たらない、当たらないよ〜」

　シロは模造邪神からの攻撃を完全に見切り、全ての攻撃を回避し続けているのだが、その光景は良く出来た演武を見ているかのようだ。

（あんまり羽目を外し過ぎないようにね）

　シロの中から、闇女神が優しい声音で注意する。

　他の者達には苛烈に接する事もあるが、基本的に闇女神はシロにはただただ甘い。

（わかっているよ、闇女神様。肉体は人形っぽいけど、一応、力だけは邪神を基にしているようだし、油断はしないよ〜）

　それに、と付け足す。

（ハオスイやファファルの戦いを見るに、この人形は相手の強さに合わせて力を上げているようだし、下手にこちらの本気を出しちゃうと、余計な被害が出そうだからね〜。何か不死っぽいし、今は時間を稼ぐ事に専念した方が良いかな〜）

　闇女神へそう告げたあと、シロは一瞬だけワズと邪神の方へと視線を向ける。

　その一瞬でワズの状況を的確に理解し、心の中で笑みを浮かべた。

（相変わらず馬鹿な事をするね〜、邪神は）

（そうね。今はワズへの復讐心で動いているようだけど）

　一体化により思考を共有化している闇女神もまた、シロと同じように理解している。

（けどまぁ、もう僕には邪神の敗北しか見えないんだよね〜。だって）

（決められる時に決めていないからでしょ？）

（その通りだよ〜、闇女神様。自分の方が強いと見せつけたいのかもしれないけど、ワズを倒せる時に倒さなかったのは失敗だったね〜。自分は誰よりも上だと余裕を見せているつもりなのかな〜？）

（興味ないわ）

　一度は協力関係にあったのに、闇女神様は辛辣だなぁ……と、シロは楽しそうに笑みを浮かべる。

　何せ、闇女神の興味の全てが、これからシロと共にどう過ごしていくかしかないのだから、これは仕方ないだろう。

（やはり、今回手伝った事を貸しにして、ワズに色々と協力させるべきだな。そうすれば、あの創造神や女神達は全くもって必要ないけど、優秀な女達が付いてくるのは間違いないだろうし……）

（ほどほどにね、闇女神様。何せ、ワズは大事な友達なんだからさ〜）

　共有化を忘れていたのか、シロの言葉に闇女神は恥ずかしそうに言った。

（わかっている。シロに嫌われたくはないからな）

（そんな事はありえないよ、闇女神様）

　互いに心の中で笑みを浮かべつつ、シロはこの間も模造邪神からの攻撃を回避し続けていた。

　端から見れば、サボっているようにも見えるが、シロにとっては本気である。

「どうやら大本である邪神をどうにかしないと倒すのは無理っぽいけど、まっ、それは時間の問題だよね。それまでは僕達と一緒に踊ろうよ、人形」

　そして、ワズが邪神を倒すと信じて、シロはそれまで生きれば勝ちだと、時間稼ぎに徹した。





六組目






　六体現れた模造邪神のあと一体を相手にしているのは、ティアンとイルムである。

　その後方には、ヤトファの治療を行うラヴィとシファニを守るようにして、フロイドが立っていた。

「大丈夫ですか？　お薬をたくさん用意しましたから、安心して下さいね」

「えっと、次はこれを飲ませて……その次がこれで」

「ご迷惑をおかけします」

　ヤトファの体を支えながら、ラヴィが瓶に入った液体を飲ませていき、その横で、シファニが紙を見ながら液体の入った瓶を順番に並べていた。

　ラヴィとシファニは、この戦いの中で自分達は足手纏いであると理解している。

　それでもここに来たのは、ヤトファの治療のためだ。

　邪神が抜けたあと、弱体化してまともに動けず、神としての存在が保てず消えてしまうのでは？　とフロイドとイルムは推察していた。

　また、戦闘が行われるのが確実であるため、存在を保たせる治療の余裕があるかわからないと、その治療の役割を二人にお願いしたのである。

　二人もこれを受け、フロイドとイルムの指示の下、治療のために必要な薬を調合したのだ。

　これによって、ヤトファは今も存在し続けられている。

　そんな二人に向けて、フロイドが声をかけた。

「ラヴィ様、シファニ様。ヤトファ様の治療が落ち着けば、この戦いをよく見ておいて下さい。普段からワズ様達の鍛錬の様子を見て慣れている事もあり、ある程度であれば動きを追う事も出来るでしょう。確かに今は足手纏いかもしれません。ですが、頂上の戦いを知っているという事は、お二人の今後にとって必ず役に立つはずです」

「「はい！」」

　そうして二人はヤトファの治療が一段落すれば、目の前で行われている戦いに注意を向ける。

　これからの自分達にとって、少しでも糧になるように。

　そして、フロイドがこの場に居るのは、ヤトファ、ラヴィ、シファニを守るためという事と、今の力が落ちている状態では、模造とはいえ邪神の相手が厳しいからだ。

　だからこそ、イルムとティアンが前に出ている。

　イルムとティアンは、模造邪神からの攻撃を回避しつつ、言葉を交わしていた。

「一つ伺いたいのですが？」

「何でしょうか？　イルム様」

「いえ、このような時に尋ねる事ではないのですが、喉に刺さった魚の骨のように気になってしまいましたので、思い切ってお尋ねしてみます。ティアンは兄と婚姻予定ですから、『義姉』とお呼びした方が宜しいでしょうか？」

　イルムの言葉に、ティアンは言葉に詰まる。

「……いえいえ、まだ婚姻を結んだ訳ではありませんので、気が早いと思いますよ」

　そう言いつつも、表情はもう幸せ全開の満面の笑みであり、満更でもなさそうだ。

「謙遜なさらず。兄の気持ちはきちんと『義姉』に向いていますから」

「そ、そうでしょうか？」

　嬉しそうに動揺するティアン。

　ただ、こういう戦いの場でするような会話ではない。

　ふと思ってしまったのだから仕方ないし、気になったままでは戦いに集中出来ないのだから。

　なので、どこかスッキリした顔を浮かべるイルム。

「そうですよ。妹として、創造神として、そして、筆頭メイドとして間違いありません」

　その言葉に、ティアンは動きを止める。

　模造邪神が襲いかかってくるが、ティアンは邪魔だと綺麗に腕を取って投げ飛ばした。

「……聞き捨てならない言葉が耳に届きましたが、誰が筆頭メイドですと？」

「もちろん、私でございます」

　ピリッとした空気が流れる。

「いえいえ、フロイド様が筆頭執事である以上、将来の伴侶である私こそが、筆頭メイドに相応しいと思うのですが？」

「それを言うのであれば、妹である私こそ相応しいのではないでしょうか？　それに、私は主人であるワズ様の新婚旅行に同行していたのですから、これは筆頭であるが故だと思います」

　周囲が剣吞な雰囲気に包まれ、感情がないはずの模造邪神も、投げ飛ばされた傷は既に癒えているのに、どこか躊躇しているように見えた。

「……えぇと、何かピリッとしているように見えるのですが？」

　能力が落ちているため、会話が聞こえていないヤトファが不思議そうに言う。

　けれど、会話が聞こえているはずのフロイドは、いつも通り胡散臭い笑みを浮かべていた。

「競い合って、お互いを高める……良い傾向ですね。強敵と書いて『とも』と呼ぶような」

「すみません。事情を説明して下さい」

　ヤトファは何やら危険な感じを受けて即座に尋ねたが、フロイドは見守るつもりのようである。

　ラヴィとルシエルは、あそこには近付きたくないと戦々恐々。

　すると、意を決したかのように、模造邪神がティアンとイルムに向けて襲いかかった。

　ティアンとイルムは、その行動を視界に捉えて提案する。

「では、まずは戦闘面でどちらが筆頭であるかを、あの人形を倒す事で証明しましょうか？」

「そうですね。その他、身の回りの事に関しては、ワズ様に決めて頂きましょう」

　ワズがここに居れば、まず間違いなく巻き込むなと叫んでいただろう。

　そして、どちらが筆頭であるかの勝負が始まり、模造邪神はその被害を受けていく。








別章　イルムシュタッド大戦　中盤










北　大国ガーリス勢






　世界樹の北で魔物達を相手に奮闘している大国ガーリス勢。

　騎士と兵士達は日頃の訓練の成果を披露し、エルフとダークエルフ達も大いに活躍している。

　魔物という共通の敵を前にして、互いにフォローし合い、その動きが洗練されていくという相乗効果が発揮され、破竹の勢いとも言える状況になったのには、ある人物が大きく影響していた。

「負傷者は後方で回復魔法を受けてくれ！　背中を合わせた者を信じろ！　周りに居るのは敵だけじゃない！　味方が大勢居る！　それに、私達は強い！　強い者同士が結託しているのだから、決して負けない！　そして、生き残れ！　死ぬのは許されない！　生きて、勝利をその手に摑め！」

『『『おおおおおぉぉぉぉぉっ！』』』

　騎士と兵士達、エルフとダークエルフ達は、戦意を高めていく。

　その中心に居るのは、ワズと同じ時に召喚されたディソールである。

　ディソールは最前線に立ち、誰よりも早く、エルフとダークエルフ達と行動を共にし、背中を任せて信頼を示した。

　元々の仲間達に、エルフとダークエルフの元族長二人も、ディソールに続けと積極的に周囲の者達と協力していき、他の者達がそれに続く事で、今の協力体制が築き上げられたのだ。

　本来であれば、ディソールと仲間達はこの世界を救う英雄となるはずだった。

　それはワズ達によって起こらなかった出来事。

　けれど、ディソール達はその事を嘆いたり、恨みに思ったりせず、世界が平和ならそれで良いじゃないか、と思っていた。

　だが、今この場に居る者達からしてみれば、ディソール達も英雄であり、そういう目で見ている。

　しかし、破竹の勢いも長くは続かなかった。

　勢いとは体力の消費と引き換えであり、一度でも意識してしまえば気付いてしまう。

　思っている以上に、体力を消費してしまっているという事に。

　体力が落ちて動きが鈍り、注意が散漫になれば待っていたと狙い撃つように魔物達が勢いを増していき、その凶刃がこの場に居る者達へと迫り出す。

　それは散発的に戦場の至るところで起き、ディソールも直ぐには対処出来なかった。

「ここが踏ん張りどころだ！　全員で生きて帰るぞ！」

『『『おぉっ！』』』

　ディソールの檄が飛び、更に戦意を高めるが、戦場全体に届く訳がなく、体力が尽き、集中力が切れた者から、魔物達によって命を刈り取る凶刃が振るわれる。

　だが、凶刃の全てが、甲高い音と共に弾かれた。

　狙われていた者達の全てに、結界が張られていたのである。

「……全く。調子が良い時こそ、冷静であれ。命を失ってからでは遅いのだ。次からは、きちんと己と周囲を把握して動くようにしろ。今は結界をこのまま張り続けておくので、下がって少し休め。その間は、私が何とかしよう」

　不思議と、その声は戦場全体に届き、全員の視線が向けられる。

　視線の先に居たのは、ルマルフだった。

　悠然と歩くルマルフの前に居る者達は、自然と道を譲るように分かれ、魔物達の方も発せられる圧力に当てられて動きを止める。

　最前線に向けて歩いていくルマルフは……石に躓つまずいてこけた。

　盛大に顔面を地面にぶつける。

「ふぎゃっ！」

『『『………………』』』

　よろよろと起き上がったルマルフは何事もなかったかのように歩を進めるが、場は沈黙していた。

　ルマルフは、そのままディソールの隣に立ち、ポンと肩に手を置く。

「私に任せ給え」

「それは助かりますけど……ルマルフ様。鼻血が出ていますよ」

　ディソールの言葉に、ルマルフは急いで鼻血を拭く。

　もう出ていないよな？　と確認したあと、ディソールの肩に手を置く。

「私に任せ給え」

　なかった事にした。

　ディソールは苦笑を浮かべながらも最前線を任せる事にして、ルマルフを残して戦っていた者達と共に一旦下がっていく……が、下がらず前に出て行く者が一人居た。

「一人だけ良い格好はさせない。私も付き合おう」

　不敵な笑みを浮かべるのは、ワズの友人であるルト。

　そんなルトに、下がりつつも元族長の二人が声をかける。

「今更前に出るとは、良いご身分だな。いや、統治者だが」

「遅過ぎるのではないだろうか？　これは今後の展開も考えておかないと」

　その言葉に、ルトは慌てる。

「待ってくれ！　今後の展開に左右されるの！　違うから！　ただ、眺めていただけじゃないから！」

「「ほほぉ〜」」

「これぐらいなら良い鍛錬になると思って！　いざという時は、きちんと助けていたから！」

「「……手を抜いていた訳ではないと？」」

「当然だ！　この中に、未来のハーレムメンバーが居るかもしれないのだから！　……あっ！」

「「………………」」

　ルトがついつい言ってしまったと口に手を当て、元族長二人から半眼を向けられる。

「……まぁ、その件に関しては、あとで色々と話し合おうではないか」

「そうだな。……そういう事なら、格好良いところを見せてくれるのだろう？」

　その問いに、ルトは親指を立てて返事する。

　なら任せると、元族長の二人は下がり、ルトはルマルフの隣に立つ。

「これは頑張らないといけないな、ルトよ」

「ふっ、問題はない。私とルマルフが揃えば敵は居ないよ」

「……ワズ様は？」

「一部例外を除く！」

　ルトとルマルフ。この二人の仲は大変良かった。

　ルトが王城で統治者としての勉強をしていた時に出会った事に始まり、ルマルフからすればワズに次ぐ新たな友人となっている。

　この二人の仲が特に良くなったきっかけは、互いに名が「ル」から始まりますね、とディソールが言った事であり、そこから急速に親睦を深めたのである。

　その事から、周囲からは「『ル』コンビ」と呼ばれているとか、いないとか。

　また、二人の強さも周囲の目を惹く一因だろう。

　ルマルフは元魔王で、ルトは元の世界では上位者と呼ばれる圧倒的強者だ。

　まずは肩を組んでほんの僅かの間、話し合うルマルフとルト。

　話し合いが終わると互いに親指を立て、魔物達へと向き直る。

「さぁ、魔物達よ。これから始まるのは一方的な蹂躙である」

「畏怖せよ！　戦慄せよ！　私達がお前達に死を与えてやろう！」

　ルマルフが左方に向けて手をかざす。

「風よ！　嵐よ！　荒れ狂う王者の猛威を！　『極嵐』」

　ルマルフの魔法により、魔物達が居る左方に大きな竜巻が出現する。

　ルトが右方に向けて手をかざす。

「我が呼びかけに答え　荒れ狂え風の精霊　『斬風圏』」

　ルトの魔法により、魔物達が居る右方に切り刻むような竜巻が出現する。

　二つの竜巻の出現によって多くの魔物達が吸い込まれていくが、それで終わりではない。

　ルマルフとルトが、ダンスのように手を合わせた。

「「合体！」」

　左方と右方の竜巻が一つに合わさり、その形を龍へと変化する。

　暴れ狂う竜巻龍が、魔物達を蹂躙していく。

　ルマルフとルトによる一方的な戦いが始まり、休憩を終えたディソールが率いる者達の再加入によって、北側の戦いは終息へと向かう。





東　ドラゴンライダー・ヒュースレン勢






　世界樹の東で戦っているドラゴンライダー達は、非常に高い機動性を有してはいるが、実際のところ余り戦果は挙げられていない。

　その理由は、ドラゴンライダーの人数が少な過ぎる事と、魔物の数が多過ぎる事である。

　これは、ドラゴンライダーは攻撃範囲が乏しいという事も一因だ。

　最も効果のあるブレス攻撃も、そう頻繁には吐けないというデメリットがあった。

　今、世界樹の四方の中で最も魔物の数を減らせていないのは、間違いなく東である。

　ただし、今、個人別の戦果であれば東が最も高く、それが誰かというと──。

「グワハハハッ！　どうしたどうした！　所詮は数だけの有象無象という事か！　脆い！　脆過ぎるぞ！　歯応えがなさ過ぎるわっ！」

　ラグニールである。

　得意の「ファイアブレス」、必殺の「ファイアレーザー」を使わず、飛びもせず、地に足を着けて、魔物達のど真ん中で肉弾戦をしていた。

　一撃必殺を体現しているかのように、殴り、蹴り、嚙み砕き、吹き飛ばし、相対する魔物達を次々といとも容易く屠っていく姿は、正に龍王の名に相応しいだろう。

「そうだ！　我は強い！　強いのだ！　ちょっと義母上様に頭が上がらなかったり、妻の尻に敷かれたり、娘が親離れしたからといっても、我は龍王！　最強なのだ！　……いや、義理息子の方が強いが……我も強い！」

　どこかストレスを発散するかのような暴れ方だが、その猛威が凄まじい事に変わりはない。

　ドラゴンライダー達も猛威を振るうが、やはり数が足りず、思った以上に魔物達を倒す事は出来ていなかった。

　その様子を、ラグニールの義母であるメギルが空中で眺めている。

「やれやれ、やられないように鍛えはしたが、攻撃手段をもう少し増やしておけば良かったねぇ。……仕方ない。少し手伝ってやろうかね」

　そう言って、メギルは魔力を溢れさせ、ラグニールやドラゴンライダー達に向けて言う。

「鍛錬の成果を見せな！　死にたくなけりゃ、きちんと避けるんだね。……『光鱗雨』」

　メギルの口から魔力で形成された光線が、空に向けて放たれた。

　魔力光線は空中で弾け、それは無数の光の矢となって周囲一帯に降り注ぐ。

「いや、ちょっ！　義母上様！　我は戦場のど真ん中に居るのだが！」

『回避！　緊急回避〜！　死にたくなければ全力で回避しろ！　こっちも殺やりにきているぞ！』

　ラグニールとドラゴンライダー達は戦うのもそっちのけで、光の矢から全力で回避していく。

　その表情と行動は、正に命の危機を感じたという必死そのものだ。

　一方、魔物達の方は光の矢をもろに食らい、その多くが倒れた。

　個人での戦果が入れ替えられた瞬間かもしれない。

　メギルとしては、ラグニール達がきちんと回避出来る程度に威力を抑えていたはずである。多分。

　それに気付かないラグニールが、メギルへ抗議の声をかける。

「危ないですよ、義母上様！　我等を殺すつもりですか！」

「何言っているんだい。この程度、避けられないような鍛え方はさせていないよ」

「いえいえ、それでもギリギリ過ぎます！　一歩間違えば被弾していましたよ！　確実に殺りにきていると思いました！　お前達もそう思うだろ？」

『『『………………』』』

　ラグニールの問いに、ドラゴンライダー達はサッと目を逸らして沈黙を貫く。

　味方が誰も居なかった。

　ドラゴンライダー達は、骨身に染みて理解しているのだ。

　メギルとラグニール、どちらに逆らってはいけないか、と。

　いや、余計な事を言って、被害が自分達に及ぶのを防いだのかもしれない。

　その選択は正しく、メギルがラグニールに向けて、不敵な笑みを見せる。

「……どうやら、どう思っているかはともかく、アンタ以外は誰も文句は言わないようだねぇ」

「………………ん？　んん？　共に過ごした事で絆が芽生えていると思っていたのだが」

　ラグニールが乾いた笑い声を上げた。

「……まぁ、話はあとにしようかね」

「え？　許してくれるんですか？」

「誰が許すなんて言った？　それとこれとは話が別ってだけだよ。ただ、向こうの準備が出来たみたいだから、私達はこのまま一旦離れるよ」

「……準備？　あぁ、あの空飛ぶ船の」

　メギルとラグニールの視線が、ヒュースレンに向けられる。

　それが合図なのか、甲板上で何かがチカチカと光っていた。

　確認し終わると、メギルとラグニールはドラゴンライダー達を伴って、一旦この場から離れる。

　ヒュースレンの甲板上でその様子を眺めていたのは、ヒュースレン代表であるロネと、四家代表の一人であるアントンだ。

　ちなみに、先程の合図は、アントンが魔法で行っていた。

「どうやら、合図に気付いてくれたようですね」

「そのようだね。なら、こちらも動くよ」

　その言葉を合図に、ヒュースレンの乗組員達が慌ただしく動き始める。

　ロネとアントンも移動を開始し、向かった先はヒュースレンの先頭に作られた、指令室のような部屋だった。

　向かう先を一望出来る大きく広い窓に、様々な機械が置かれていて、数名の乗組員と、アントン以外の四家代表が全員勢揃いしている。

『『『準備完了しました！』』』

　ロネの姿を確認すると、室内に居た全員が敬礼と共に言う。

　頷きながら、ロネは一段高くなっている席へと腰を下ろし、手を前にかざす。

「超大型飛空艇ヒュースレン、発進」

『『『ヒュースレン、発進！』』』

　ヒュースレンが移動を開始し、魔物達を横から狙い打つような位置へと向かう。

　高度を下げながら、ヒュースレンの前方部が開き、そこから巨大な筒が現れる。

　その動きは非常にゆっくりだが、指令室の中は大忙しだ。

「標準定め！」

「標準定め！　砲塔回転！」

「魔力充塡開始！」

「魔力充塡開始！　現在三十……四十……五十……」

「安全装置、順次解除！」

「安全装置、一番から三十番まで解除！」

　指令室の中に居る者達は、自分の目の前にある機械をいじりながら互いに声をかけ合い、何かの準備を終わらせていき、全ての準備が完了する。

「標準固定！　射線上敵のみ！」

「魔力充塡率百％！」

「最終安全装置解除！」

　四家の三人が順に告げ、アントンの視線がロネに向けられる。

「準備完了しました。最終指示をお願いします」

「『超大型熱線収束砲』、発射！」

「発射！」

　ヒュースレンの前方部にある大型砲塔に光が収束していく。

　これは、これまで武装がなかったヒュースレンが、初めて搭載した兵器である。

　元となっているのは、新型艇に搭載しようとしていた「熱線砲」だ。

　小型化する前に仕組みを理解するための大型を造っていたのだが、今回の戦いに合わせて、それを急ピッチで改良したモノである。

　ただ、こういう場合、改良が楽しくなって暴走してしまう場合が多く、今回もそうだった。

　大型砲塔に光が集まりきると、弾けるような大きな音と共に発射される。

　巨大な光線が魔物達を飲み込む。

　光線に当てられた魔物達は蒸発するように消え、周囲に居た魔物達も、熱によって溶かされていくが、それだけでは終わらなかった。

　光線は魔物達を通過し、一番近くにあった山の頂を削り、そのまま空中へと飛んで消えていく。

　同時に、砲塔部分だけでなく、内部でも小爆発がいくつも起こった。

「一発撃って終わりか。まぁ、大急ぎだったから、耐久性は度外視していたしね。それにしても……明らかに過剰戦力だね」

「まぁ、最初はいつもの事ですが、やり過ぎました」

　ロネの言葉に、アントンが同意した。

　この一撃で、世界樹の東に陣取っていた魔物達の約六割が消滅し、約一割が戦闘不能の怪我を負い、残りの大部分も恐慌状態へと陥っている。

「とりあえず、永久封印指定。二度と誰も使えないようにしておきな。資料は最上級秘匿情報として管理。こんな力、人の手に余るね」

『了解！』

　ロネさんの指示を受けた、ヒュースレンの乗組員達の行動は速かった。

　いや、寧ろそうする事が当然のように動いている。

　乗組員達は、楽しく飛空艇造りがしたいのだ。争いを生むような、こんな兵器はさっさと使えなくするに限る、と思っているので、封印指定に対して異論は全くなかった。

　残りの魔物達は、ドラゴンライダー達が掃討していく。

　メギルは、先程の光線を見て思う。

「あれぐらいのを放てるようになれば、ワズともまともに戦えるかもねぇ」

　そう言いながら、チラッと隣を見る。

「やぁってやるわぁ！　ワズに、義父は偉大な龍王であると教えてやるわぁ！」

　うおおおぉぉぉ！　と、やる気を漲らせたラグニールが魔物達に向けて突っ込んでいく。

　ほどなくして、東側の戦いは終息していった。





南　連合勢






　世界樹の南に集まる連合の中で、主力となっているのは冒険者達である。

　普段から魔物を相手に金を稼いでおり、一流と呼ばれるレベルの者達が集まっているため、その行動は的確で、危険な魔物が相手であれば、周りに協力を頼むと堅実だ。

　強者は強者を知ると言うべきか、誰がどれだけの強さを持つのかを把握し、強敵が現れれば臨時パーティーを組み、不意打ちなどで危なくなれば、近くに居るパーティーが助けに入るなど、近くに居る者達でフォローし合い、見事な連携で次々と魔物達を屠っていく。

　それに、第一陣、第二陣ときちんと分かれており、休息も万全だった。

　その中でも、破竹の勢いで魔物達を屠っているのは、やはりイルムシュタッド最強のオドである。

「第一陣は撤退！　第二陣は前に出て交代しろ！」

　オドの叫びに反応して、交代はスムーズに行われつつも、この場の勢いは止まらない。

　とある若手達がオドと共に前線で留まり続け、オドに次ぐ討伐数を記録しているからだ。

　その若手達とは、もちろんワズの弟子の「龍滅」である。

「周囲一帯、魔物で溢れ返っているのに恐怖を感じないなんて、どこかいかれたのか？　俺達」

「違う違う。今は、感覚が麻痺しているだけだって」

「……師匠達は魔物よりも恐ろしい」

「ふふっ、それを言葉にしてはいけませんよ。どこで聞かれているかわかりませんから」

　その瞬間、弟子達を強烈な悪寒が襲った。

「「「「………………まさか、聞こえた訳じゃないよね？」」」」

　いやいや、まさか……でも、師匠達ならあり得そうだ、と否定も出来ない。

　だからこそ、下手な戦果を示せば、更なる地獄の鍛錬が待っている事が容易に想像出来てしまう。

「……やるしかない……やるしかないんだ！」

「もうあとには退けないぞ！」

「……魔物には私達のために死んで貰う」

「死になさい！　疾く死になさい！」

　弟子達の勢いが増す。

「……あいつ等、急にやる気を出してどうしたんだ？」

　弟子達を見て、オドが不思議そうに首を傾げる。

　奮闘している者達は他にも居る。

　新魔王である「イリシュロ」だ。

「私の華麗なる魔法を食らえ！　魔物達よ！」

『『『キャアアア！　何て華麗な魔法なの！』』』

　リバト──青髪魔王の物量に任せた魔法が炸裂し、魔物達を次々と屠っていく。

「俺の絶技をお見舞いしてやる！」

『『『キャアアア！　素敵ぃ〜！』』』

　ユアム──緑髪魔王の双剣による舞が、魔物達を次々と切り刻む。

「死ぬよ？　僕に触れると？　それでも触れる？」

『『『キャアアア！　触れてみたい！　でも触れられない！』』』

　ロロノ──紫髪魔王が自らの体を液化し、猛毒を飛ばして魔物達を溶かしていく。

「ふんっ！　軟弱な魔物め！　お前達の攻撃など、俺の筋肉の前には無意味だ！」

『『『キャアアア！　あの筋肉に抱き締められたい！』』』

　シーリス──黄髪魔王の分厚い筋肉によって、魔物達の攻撃は全てが弾かれていた。

「燃え尽きろ！　俺の炎は全てを灰塵へと化す！」

『『『キャアアア！　私の心も燃えています！』』』

　イルガ──赤髪魔王の炎の闘法によって、魔物達が次々と灰へと変わる。

　魅了された冒険者の女性達による声援によって、イリシュロはその力を発揮していた。

　その一挙手一投足に反応がくるので、完全に調子に乗っている。

　女性達もイリシュロに良いところを見せたいと、積極的に魔物達を屠っていくので、その勢いは凄まじいモノがあった。

『『『チッ！』』』

　近くに居る男性の冒険者達は、それが面白くないと一斉に舌打ちをし、嫉妬の力でイリシュロ以上に活躍してみせる、と躍起になる。

　次いで成果を挙げているのは、エルードとドウラの国の者達だ。

　冒険者達と協力体制を取り、着実に魔物達を倒していく。

「はぁ、はぁ……運動会よりもキツいな」

「まぁ、私達は参加していませんでしたけど……でも、まだまだやれますよ！」

　エルードとドウラの国の者達の頑張りは、他にも伝播している。

「左方に強いのが多く現れている！　休んでいる者達の中から至急支援に向かえ！　右方の支援交代を待たせる事になるが、今が踏ん張りどころだと連絡を！」

『はい！　かしこまりました！』

　デニーの指示に、魔女達が行動を始めた。

　魔女達は徹底的に支援に徹している。

　戦闘能力は確かにそれほど高くはないが、空からの魔法による援護は、この場において非常に助けになっていた。

　視点が違うため、地上で戦っているだけでは見えない部分にまで注意を向ける事が出来るのだ。

　冒険者達が大量の魔物に囲まれながら戦えているのは、魔女達の支援による部分が大きい。

　また、最近ウィッチガーデンの護衛として加入した獣人達もそれなりに強く、冒険者達と共に成果を挙げている。

　それでも魔物の数は圧倒的に多く、先に限界が訪れるのは連合勢の方だろう。

　オドすら超える、圧倒的強者の上位者の二人が居なければ。

「そろそろ体力がもたない者が出てきそうであるな」

「では、頃合いだな。我等も本気でいこうではないか！」

　ニールとガインが本格的に動き出した。

「やれやれ、こうも密集していると狙いを定めるのも一苦労だが、こちら側を巻き込む訳にはいかんな。……仕方ない。『残るのは貫かれ焼けた軀　我が敵だけを狙い滅ぼせ　黒雨』」

　魔法が発動するのと同時に、ニールの頭上に黒い玉が生み出された。

　黒い玉はそのまま上昇していくが、戦場を見渡せるような位置で止まると大きく膨張し、そこから雨のように黒い光線が放たれ、正確に魔物だけを貫き滅ぼしていく。

　そして、ニールが移動するのに合わせて黒い玉も動き、ただ歩くだけでニールの視界に映る魔物達が次々と屠られていった。

「ガハハハハハッ！　脆い脆い脆い脆い！　所詮は塵芥の寄せ集めという事か！」

　ガインが高笑いを上げながら、戦場を疾走する。

　疾走しながら殴り、蹴り、全ての魔物が一撃で屠られていた。

　通ったあとに生き残った魔物は居らず、ニールの魔法による殲滅速度とそう変わりはない。

　こうして、ニールとガインの本格参戦により、この場は一気に連合勢へと傾く。

　また、ニールとガインの強さを目の当たりにした連合勢は勝利を確信し、闘志を漲らせて、魔物達へと挑んでいった。

　更に勢いに乗った連合勢の殲滅力は非常に高く、ほどなくして、南側の戦いは終息していく。





西　帝国勢






　世界樹の西で戦っている帝国勢の中に居る、オハザの町所属の冒険者達。

　その結束は固く、また、世界樹の他方で戦っている冒険者達と同様に、帝国の騎士や兵士達と協力して、確実に魔物を屠っていた。

　帝国の騎士と兵士達もまた、魔物に対する知識が豊富である冒険者から助言を受け、的確に魔物を仕留めていく。

　他のところと同様の盤石の協力体制ではあるが、違う部分を挙げるならば、その動員数だろう。

　帝国の騎士と兵士達だけでも、第五陣まで用意されており、休息も充分に取る事が出来ていた。

　そんな帝国の騎士と兵士達の中でも、他とは一線を画す大きな戦果を挙げている部隊がある。

「お前達の筋肉は飾りかぁ！」

『『『いいえ、違います！　鋼の筋肉です！』』』

「なら、その鎧はなんだぁ！　鋼と言うのなら、こんな身動きが取り辛いモノは要らないぃ！　そうだろうぅ！　いい加減、鬱陶しいと思っていたはずだぁ！」

『『『その通りです！』』』

　隊長格の男が鎧を脱ぎ捨て、ついでに中に着ていた服を筋肉の膨張で破り弾けさせ、部下の騎士と兵士達も同様の事を行った。

　その様子を見て、隊長格の男は満足気に頷く。

「よぉしぃ！　それでこそだぁ！　なら、これからやるべき事はわかっているなぁ！」

『『『この筋肉によってもたらされる神聖なる力をあらん限りに出し、魔物達を蹂躙する事です！』』』

「わかっているなら構わないぃ！　では、筋肉こそ至高であると証明するぞぉ！　突撃ぃ〜！」

『『『うおおおおおぉぉぉぉぉぉ！』』』

　溢れる筋肉を露出した騎士と兵士達が、魔物達に向かって突撃を慣行する。

　何故かその勢いは凄まじく、魔物の死骸が山積みにされていった。

「………………単純に凄いな。俺ももう少し筋肉を付けた方が良いだろうか」

　その様子を見て、スレガがぼそっと呟く。

「それは良いな！　じゃあ鍛えよう！　今直ぐ鍛えよう！」

「本気でやめて下さい。そういうのはレニオン一人で充分ですから」

「私も反対です。付き合い方を考え直すかもしれませんよ？　レニオンは、もう既に手遅れですが」

　レニオンは大いに賛成するが、ソラルスとロンリは、本気でやめて欲しいと懇願した。

　皇帝であるレニオンに対して、口調が多少気安い感じになっているのは、元々この四人で冒険者パーティーを組んでいたからである。

　ソラルスとロンリの懇願に、レニオンが即座に反応した。

「いやいや、わかっていない。お前達はわかっていないから。こうして育てたからこそわかるんだ。本当に筋肉は素晴らしい！　……はっはぁ〜ん、わかったぞ」

「「……聞きたくないですが、何を？」」

「俺がスレガだけに育てるように言ったのが気に入らないんだろ？　だったら、お前達も一緒に鍛えてやる！」

　見当違いも甚だしいと、ソラルスとロンリは半眼で睨んだ。

「何を勘違いしているかは聞きたくありませんが、これだけは言っておきます。レニオンの今の立場は皇帝で、自分の国を好きなようにする権利があるのは確かですが、もし、この国が筋肉ばかりで溢れるようになり、それを望んでいない者にも強要するようでしたら……確実に謀反を起こします」

「私も一領主として、抗議ののちに改善がなければ徹底抗戦します」

「え？　なんでそうなるの？　筋肉の素晴らしさは、お前達にもわかるって！　段々と育っていく自分の筋肉を見れば、もっと育てようって思うはずだから！　愛着が湧くから！」

　レニオンが信じられないと驚愕の表情を浮かべるが、二人は無視して話を進めていく。

「それは良い、ロンリ。その時は手を貸してくれますか？」

「もちろんですよ、ソラルス。寧ろ、こちらからお願いしたいくらいです」

「あらゆる智謀を張り巡らせましょう。それに、きっと胃薬の君も協力してくれるはずです」

「確かに、そういう節がありましたね。なら、こちらの勝ちは確定ですね」

「間違いありません。……やはり、胃薬の君を中心にした独立国家を」

「……やり甲斐はありそうですが、暫くは胃が痛くなりそうですね」

「大丈夫ですよ。良い胃薬を知っていますから」

　ソラルスとロンリは、楽しそうにこれからの事を話し始めるが、レニオンは焦った。

「待って！　お願いだから待って！　危ないから！　ソラルスに抜けられると、帝国危ないから！　オハザの町の戦力が敵になるとか、ロンリも危険な思想は抱かないで！」

「「そう思うのなら、少しは自重して下さい！　鍛えるのは良いですが、無理強いはしないように！　それと、これが終わったら、暫くは皇帝としての職務を全うするように！」」

「……はい」

　ソラルスとロンリから責められ、レニオンはしゅんと項うな垂だれる。

「……なんか、思い付きで言っただけなのに……すまん」

「スレガもレニオンを甘やかさないようにお願いしますね。冒険者時代から言っていますが。……まぁ、その辺りも、これからは大丈夫そうですけどね」

　そう言って、ソラルスが視線を向けるは、ソシエルとデオラーデ。

「もう任は解かれたんだから、デオラーデも好きに動いて良いんだよ？」

「ソシエル様を守るのは私が好きでやっておりますので、お気になさらずに」

「ふふ、優しいね、デオラーデは」

　フロイドとの勝負が終わったあと、デオラーデは即座にこの場へと戻り、ソシエルを守っていた。

　この戦場の中で、ソシエルだけは守る必要があると判断したのだ。

　周囲は未だに戦場だが、二人の間にだけは和やかな雰囲気が流れている。

　だが、終わりはもう近い。

　何しろ、この戦場には、上位者が二人と、元魔王が居るのだから。

「うおおおおおぉぉぉぉぉ！　自由だぁ〜！」

　上位者の一人、ゼアルは解放感に包まれていた。

　デオラーデからの扱しごき……教育が終わった事によるモノで、狼の姿となり、戦場を駆け回って、魔物達を相手に圧倒的な力で蹂躙していく。

　その蹂躙速度は、フロイド、デオラーデに負けていない。

「足りん足りん足りん！　貴様達には筋肉が足りん！　その事を、我の筋肉で教えてやろう！」

　上位者のもう一人、ベネドが魔物達の中を悠然と歩いていく。

　両腕を広げ、全てを迎え入れるような姿は、魔物達に恐れを抱かせている。

　その要因は、ベネドの後方で背骨が折れて絶命している数多くの魔物達だろう。

　自分だけは助かろうと、魔物達の押し付け合いが始まり、最終的には殴り合いの同士討ちにまで発展していた。

「……さぁ、挑むが良い」

　ベネドが不敵な笑みを浮かべる。

　そしてもう一人、元魔王のズードは──。

「圧殺！　圧殺！　貧弱な筋肉共めっ！　支えられぬなら、そのまま潰れてしまえ！　とぅっ！」

　かけ声と共に、ズードが高く飛び上がり、魔物達だけが固まっている場所へと落下していく。

　両手を頭の後ろに持っていき、上半身の筋肉を見せ付けながら、ボディプレスをかました。

　その威力は絶大で、大きな衝撃音と土煙を巻き起こし、落下地点だけではなく、その周囲に居る魔物達も余波だけで屠られる。

　阿鼻叫喚を上げる魔物達は、心底嫌そうだった。

　そんな三人の圧倒劇を、レニオン達、帝国騎士と兵士達が見ている。

「ゼアル様……強かったんだな。いつもメイドの言う通りに動いていたのに……」

「いやいや、ゼアル様の強さにも驚くが、やっぱり筋肉だろ！　偉大だ！　俺もいつかあの高みへ」

「あの方達こそ、至高の筋肉……私達も負けずに育て続けていくぞ！」

『『『おおおおおぉぉぉぉぉ！』』』

　帝国騎士と兵士達の一部は、士気が異様に高まっていた。

「うおっ！　見たかあれ！　凄いな！　やっぱり育てた筋肉は裏切らない！」

　レニオンも興奮している。

　そんな人達を、他の者達は冷めた目で見ていた。

　スレガ、ロンリ、ソラルス、帝国騎士と兵士達、冒険者達……。

　ゼアルを応援するソシエルの声が、やけに響く。

　しかし、今は戦いの真っ只中。

　止まっている暇はないと、気持ちを改めて戦いを始める。

　そして、帝国勢の戦いは、ほどなくして終息していく。




　東西南北、全てが勝利する形で、イルムシュタッド大戦は終わる。




　と、この時、誰もがそう思っていた。








第五章　対邪神最終戦　中盤









　邪神に捕まり、前を向かされたまま、皆と模造邪神の戦いを見せられた。

　でも、皆がきちんと協力して上手く戦っているので、寧むしろ安心しか覚えない。

　それにしても、ここまで強くなっている事を嬉しく思う。

　邪神は言った。模造邪神は、本来の邪神並の力がある、と。

　こんな事で噓を吐つくとは思えないので、皆は神と呼ばれる存在を相手にしても、まともに戦う事が出来るという事になる。

　ハオスイ、ファファル、シロにいたっては、一対一だし。

　まぁ、シロは実際には闇女神さんと一体化していて、ラヴィとシファニに関しては、これからだけど。

　………………あれ？　もしかして、俺も追い付かれるかもしれない？

　ただ、一つだけ気になる事があった。

　イルムとティアンが、時折「筆頭メイドは自分」と言い合いながら戦っているけど……模造邪神に集中して欲しい……いや、寧ろそれが通常通り……正常か。

「なるほど。ラヤトファルイリスの中から見ていたが、精鋭なのは間違いない。対等に渡り合っているのだから。中にはそれ以上も居る」

　感心したような声色だが、視線だけで確認してみれば、邪神は愉快そうな笑みを浮かべていた。

　追い詰められていない……余裕そのもの。

「見ていたなら、結果もわかるんじゃないか？　どう考えても、そっちに勝ちはない」

「それはどちらの事を言っているのかな？　新神。周囲で戦っている黒い私の事か？　こうして新神を捕まえている私の事か？」

「どっちもに決まっているだろ！」

「残念ながら答えはどちらも同じだ。黒い私はほんの僅かな力で生み出されている存在。それを相手にしているという事もあり、不死に近いと表現しても良い。保有する力の上限も、私がどれだけ力を注ぎ込んだかでしかない。結末は、戦っている者達の体力が尽きれば終わりだ」

「なら、そうなる前にお前を叩き潰してやる！　そうすれば、あっちも消えるだろ！」

「その通りだ、新神。しかし、それは出来る事が前提の話。そして、その前提は通らない」

　言い終わると同時に、邪神は取っていた俺の腕を放し、そのまま俺の背中に強打を放ってきた。

　一瞬息が止まり、痛みが走る。

「かっ、はっ！」

　一気に空気が漏れる。

「ふむ。上手く発動しないか。なら、こうか？」

　再び背中に強打が放たれ、痛みが走る。

　それで満足出来なかったのか、何度も邪神が強打を放ってきた。

「この、調子に、乗るな！」

　体に力を込めて首の拘束を無理矢理外し、体を回転させながら拳を放つが、その動きを読んでいたかのように邪神は回避し、俺はもう一発殴られる。

　その衝撃で吹き飛ぶが、なんとか体勢を立て直して踏ん張った。

　瞬間、俺の中の何かが砕け散ったような感覚を覚え、俺は邪神を睨んだ。

「……何をした？」

「……何をした、か。新たな力を試していたのさ、新神。破邪と破壊……その破壊の力を」

　……破壊？

　思い出すのは、先ほどの砕け散ったような感覚。

「私が何を破壊したかを教えてやろう。私の力を取り込んだ力だ」

　邪神の言葉に衝撃を受ける。

　それはつまり……「極食神」を失ったという事、か。

　………………。

　………………「極食神」は、今の俺の根幹を成したスキル。

　このスキルがあったからこそ、俺はここまで強くなれた。

　俺にとっては、苦楽を共にしてきた戦友みたいなモノだ。

　それを失った……邪神の言葉が正しいのなら……破壊された。

　沸々と……怒りが湧いてくる。

「……テメェ」

　俺の怒りの視線を、邪神は愉快そうな笑みで受ける。

「たかが一つの力に随分と執着を見せる。まぁ、それも仕方ない。何しろ、私に勝つ事が出来る可能性のある、唯一の力だ。切り札を失ったようなモノ」

「あぁ？」

　怒りが抑えられない。

「私を憎むその顔……愉快だ。破壊した甲斐もある。あぁ、その表情を見るためだけに破壊した訳ではない。私は……こうした方が本調子なのだ」

　邪神が黒い靄もやを体から立ち昇らせる。

「それが、どうしたぁ！」

　一気に駆け、邪神に肉迫する瞬間に合わせて、拳を突き出す。

　邪神は顔面で受けるが、笑みを浮かべたまま。

　俺の会心の拳は、黒い靄によって阻まれ、届いていない。

「最早受けるまでもない」

　邪神の攻勢が始まり、俺は防戦一方になる。

　時折、反撃を試みてはみるが、どれも黒い靄によって阻まれた。

　俺の攻撃は届かず、邪神の攻撃は通る。

　俺の体に無視出来ないダメージが蓄積されていくが、それでも負ける訳にはいかないと気力を振り絞ってはみたものの、手も足も出ない俺を見て邪神が煽あおってきた。

「ほらほら、どうした？　新神の力はその程度か？」

「うるっせぇ！」

　叫びつつ、チラッと周囲の様子を窺えば、皆も模造邪神を相手に奮闘している。

　まだ余力を残しているようなので、直ぐにやられる事はないと思う。

　その間に、俺が邪神を倒せば。

「忘れているようだが、周囲の様子だけでなく、もう少し遠くの方は気にしなくても良いのか？」

「あれくらいの魔物の数、敵じゃねぇよ！　もう片付いているかもな！」

「なるほど。確かに、この世界の総力に近い戦力の全力で当たれば、問題はなく対処し終えている頃合いだろう。最初に集まっていた数だけであれば」

　その言い方に直ぐに気付く。

「テメェ、まさか！」

「漸く理解したか？　そう、考えている通りだ、新神。先ほど私が放った大きな波動は、更なる魔物を呼び寄せた。ほぼ同数の、更に強力なのが中に紛れているのを」

「つくづく陰湿だな、テメェ！」

　邪神への攻撃は相変わらず通じず、俺が焦っているのを楽しんでいるようだ。

　……周囲の皆はまだ大丈夫だし、世界樹の周囲で戦っている皆の方の様子はわからないから心配だけど、もしもの時のための準備はしておいたし、ラグニール達も居るから問題はない。

　という事は……俺が一番の問題で、このままだと邪神を倒す事が出来ない。

　現状の俺では、邪神に対して打つ手がないのも事実。

　……となると、あとは今回のために用意した切り札を切るしかないけど……その報せが来ない。

　邪神は任せろという雰囲気を出し、実際に皆に協力して貰って……それで負ける？

　恥ずかしい！　それは恥ずかしい！

　顔を両手で覆って、家の隅の方で皆忘れて！　と思いながら生きていくくらいに恥ずかしい！

　これは……絶対に負けられない戦いだ！

　とりあえず、やられないように防御に徹しようかな？　と思った瞬間、俺の中から合図が届く。

（（（（（準備完了！）））））

　その合図が届くと同時に、俺は動く。

「フロイド！　イルム！」

「「かしこまりました！」」

　名を呼ぶだけで応えてくれるのは助かる。

　フロイドとイルムが、それぞれの出発点である世界樹の北と西に向けて魔法を放つ。

　俺も南に向けて魔法を放った。

　さぁ、ここから反撃だ！








別章　イルムシュタッド大戦　終盤









　世界樹の四方に集った様々な勢力の勢いは凄まじく、魔物達は目に見えて数を減らしていき、誰しもが勝利を疑わなかった。

　勝利と生き抜いた事に対する喜びの表情が、ところどころで見られる。

　それだけの激戦であり、全力だったのだから、少し浮ついても仕方ないだろう。

　誰しもが生を実感していた時、不意に地面が揺れる。

　瞬間的にではなく、継続的で……止まらぬ地響きに、誰しも不安が過よぎった。

　誰かがそう声を出したのかもしれないが、自然と視線が自分達の後方へと向けられると、そこにはおびただしい数の魔物。

　新たに現れた魔物達が、世界樹に向けて一心不乱に駆けて来ている。

　戦闘中であるため、四つの勢力は挟まれたような形となり、迫っている数は当初居た数と同程度。

　それはつまり、先ほどと同じように戦えば乗り切れるという事だが……不可能である。

　先ほどは全力を出して乗り切ったのだ。

　全力を出した分、今は様々な部分が消耗している。

　言葉としては同じだが、先ほどまでの全力と、今から出せる全力は違う。

　四つの勢力に、絶望が迫る。





北　大国ガーリス勢






「陛下っ！」

　悲壮な表情の宰相からの声が耳に届くが、オムロレルの視線は、ある方向に固定されている。

「騒ぐでない、宰相。……私にも見えておる。だからこそ、動揺を広げてはならん。なに、振り出しに戻っただけの事」

　そう答えるが、オムロレルは拳を強く握り締めた。

　消耗している上に、前方に残った魔物、後方に新たな魔物……挟撃という状況は危機でしかない。

　だが、今ある戦力を二つに分けるという事は、実質的に前方も後方も戦力が下がる事になり、同数の新たな魔物達を相手に、先ほどまでよりも少ない戦力で立ち向かわなければならないのである。

　それでも、オムロレルは一国の王として、決断しなければならなかった。

　応戦か。撤退か。

　決断に時間をかければ、対処が後手に回って様々な事が手遅れになる。

　即座に決断をしたオムロレルが口を開こうとするが、その前に信じたくない光景を目にした。

　それは、他の魔物とは何もかも……大きさも、歪いびつさも、発せられる圧も違う。

　異質な雰囲気を持つ魔物が、新たな魔物達の中で等間隔ごとに存在していたのだ。

　絶対に自分達を逃さず、確実に殺すために用意された魔物であると、オムロレルは考える。

　ならばこそ、覚悟が固まった。

「精強なる大国ガーリスの騎士に兵士よ！　エルフの協力者達よ！　面を上げよ！　恐れるな！　我等の進退によって、この世界の命運は決するのだ！　為すべき事は魔物を屠る事のみ！　周囲に居る者達を見よ！　全員が共に戦う仲間である！　故に負けはない！　生きて、勝利を摑め！」

『『『おおおおおぉぉぉぉぉっ！』』』

　騎士、兵士、エルフを問わず、この場に居る者達から気合の込められた声が上がる。

　いや、心の中に芽生えた、恐怖と絶望を吹き飛ばしたかったのだろう。

　それでも、誰も逃げ出さず、新たに現れた魔物達に対しての布陣を組んでいく。

　あとは、ワズが邪神を倒して駆けつけてくるか、その前に死んでしまうかの、時間との勝負。

　この状況に内心は焦っているが、表面上は落ち着いてみせているオムロレルの下へ、二人の男性が駆け寄った。

「おぉ、ルマルフ殿、ルト殿。このような状況でなければ、共に勝利を喜びたかったが……」

「ご安心下さい。必ず乗り越えられます。勝利の喜びは、その時に致しましょう」

「状況は確認している。新しく現れた方は、私とルマルフの二人で最前線を受け持つ。恐らく、それが一番だろう」

「……ルマルフ殿、ルト殿……すみませぬ」

　オムロレルが悲痛な表情を浮かべた。

　ルマルフとルトが一般に当てはまらないといっても、味方の被害を抑えるための全力戦闘を先ほどまで行っていたため、当然のように疲労はしている。

　傷は見当たらないが、額には汗が浮かび、息も少し切れていた。

　そんな状態で再び戦いへ赴けば結果は目に見えているにもかかわらず、二人は笑みを浮かべる。

「要らぬ心配は必要ありません。今からそれですと、これから気疲れしてしまいますよ。元とはいえ魔王なのですから、たかだか魔物如きが数を集めようとも、敵ではありません」

「任せておけ。寧ろ私達からすれば、あれぐらいの数ものともしない」

　やってやるさ！　と、ルマルフとルトが腕をぶつけ合う。

　その時、新たに現れた魔物達側の最前線に居た兵士達から騒ぎ声が上がる。

「……あれ、なんだ？」

　最初に気付いたのは、一人の兵士。

　その兵士の視線が向けられている場所は、自分達と新たに迫っている魔物達との丁度中間辺りの地面。そこに魔法陣が現れたのだ。

　それも一つや二つではなく、地面を埋め尽くすほどの数が次々と。

　一体何事だと一人が注目すれば、他の者達も気付いて注目していく。

「一体どうしたのだ？」

　オムロレルが現れ、それにルマルフとルトも付いてきた。

　三人の視線が注がれると、その魔法陣から、鎧よろいを纏って武装した兵士が現れる。

　それをきっかけに、次々と全ての魔法陣から揃いの武装を纏う騎士や兵士達……大国ガーリス勢とほぼ同数の戦闘要員が現れた。

　中には、エルフや冒険者のような風貌の者も居る。

　突然の見知らぬ勢力の出現に、大国ガーリス勢は困惑した。

　困惑する要因の一つに、新たに現れた勢力の風貌に見覚えがないからだ。

　自分達が記憶しているこの世界の勢力の、どことも一致しないため、敵味方の判別が付かない。

　そして、他の者達とは明らかに身み形なりの違う者が現れて、魔法陣は消える。

　最後に現れた者は、ぐるっと周囲を確認し、オムロレルへと視線を向けた。

「魔物が迫っておるという事は、余り時間はないの。お初にお目にかかる、恐らくは異世界の王よ。私の名は『ギヴィリオ・マーンボンド』。マーンボンド王国の王を務めておる」

　そう宣言するギヴィリオの指には、キラリと光る「翻訳の指輪」があった。

　いや、よく見ればギヴィリオだけではなく、新たに現れた者達全員が同じ指輪を嵌はめている。

　その指輪は、イルムが創造神としての力を使って、人数分を複製したのだ。

「は、はぁ……オムロレルと申す」

　困惑しながらもオムロレルは一礼すると、対するようにギヴィリオも一礼した。

「突然の事で驚かれたと思うが、私達はワズから念のためとお願いされた救援である」

「……え？　ワズ様から？」

「こう言えば納得して貰えるかの？　私達は、ワズが住んでいる世界の者達なのだ。此度の事は聞いた。だからこそ、こうして軍を率いて救援に参ったのだ」

　オムロレルは何も返せなかった。

　ギヴィリオは、これが真実であると一つ頷く。

「背中は私達に任せ給え。あなた方にも負けず劣らず、私達は強い。……マーンボンド王国の騎士に兵士達よ！　決戦である！」

『『『うおおおおおぉぉぉぉぉっ！』』』

　新たな魔物達を相手にした陣形を組んでいく、マーンボンド王国勢。

　王として、オムロレルはその言葉を信じる事にした。

「大国ガーリスの者達よ！　希望は灯った！　大いなる味方が現れたのだ！　ならばこそ、私達も強さを見せ付けなければならない！　世界樹側の魔物を一掃する！」

『『『おおおおおぉぉぉぉぉっ！』』』

　先ほどまでとは違い、活力に満ちた大国ガーリス勢が動いていく。

　それは、ルマルフとルトも同じである。

「こちらは任せて貰おう」

「あぁ、任せた。あちらは私が」

　ルマルフは大国ガーリス勢へ、ルトはマーンボンド王国勢へと向かった。

　そして、ルマルフと共に勢いに乗った大国ガーリス勢が、世界樹側に居る残った魔物達を一掃していき、それはマーンボンド王国勢も同様である。

「第一陣は下がれ！　第二陣が前面に！　第三陣は交代の援護！　怪我人の治療を優先しろ！」

　ギヴィリオの指示が飛び、マーンボンド王国の騎士や兵士達が戦いを繰り広げる中、この場に来た各員も奮闘する。

「ほら！　これを見ろ！　『お父さん、無事に帰って来てね』って、手製のお守りをくれたんだぞ！　わかるか？　その時の俺の気持ちが！　あぁ、俺の人生は報われた……と思ったね！」

「はいはい、それ何度目の話だよ。もういい加減聞き飽きたから、そろそろまともに戦おうか」

「ふっ、任せておけ。今の俺は、このお守りの加護によって無敵だ！」

「……そういう不安を覚えるような物言いはやめてくれ」

　城塞都市リニックの領主となったレーガンが、興奮して叫びながら魔物達へと襲いかかる。

　そんなレーガンの補佐として動いているギャレットが、溜息を吐く。

「……お前も大変だな、ギャレット」

「なんの慰めにもなっていませんよ。そう思うなら代わって下さい」

　ギャレットにそう声をかけたのは、この場に居る冒険者達の纏め役として来た、冒険者ギルド東方王都本部のマスターであり、レーガンの姉であるレライヤだ。

　レライヤは、フッと笑みを浮かべた。

「弟の手綱は任せた！」

　それだけ告げて、レライヤも魔物達へと襲いかかった。

　頭を抱えつつ、ギャレットもあとを追う。

　マーンボンド王国勢の方に来たルトの狙いは、新たに現れた魔物達の中でも、より異彩を放っている大型の魔物達である。

　それ以外の魔物達であれば、マーンボンド王国勢でも充分に対処可能だが、大型は自分でなければ厳しいと判断したためだ。

　戦場を駆けるように進むルトの姿を見て、エルフの一団の一部が声をかける。

「あっ、ルト様だ！」

「お〜い、ルト様〜！　俺達も手伝いに来ましたよ〜！」

　そう声をかけたのは、ルトが指導していた男性エルフ達である。

　ただし、暢のん気きなのはその一部だけであり、残りの男性エルフ達は女性エルフ達を庇うように前に立ち、女性エルフ達は緊張した表情を浮かべていた。

　ルトはその様子を見て、フッ、と小さいが余裕のある笑みを浮かべる。

　イルムシュタッド側のエルフとダークエルフの統治者となり、ルトの心が少し満たされたのだ。

　実際は、そのイルムシュタッド側のエルフとダークエルフ達から自分は今見られている……という視線を感じているために、本能のままに突き進むのを自粛したのである。

「……私の教えを受けたのだ。そう簡単に死ぬなよ」

　自分の中では澄ました表情を浮かべつつ、ルトは余裕のある態度を見せた。

　本心では、女性エルフが目の前にたくさん居る！　と狂喜乱舞しているが。

　そんな状態でも、ルトは強かった。

　いや、格好良いところを見せようと張り切ったのだろう。

　大型の魔物の強さはＳランク冒険者でも命を懸けなければならないような強さを持っていたのだが、一体一体に少し時間がかかりはしつつも、確実に屠ほふっていった。

　上位者としての力を見せ付けたのである。

　ただまぁ、結果としては、ルトが指導した男性エルフ達がエルフの一団の中でも抜きん出た強さを見せつけ、二つの世界の女性エルフ達の強い興味を惹き付けるのだが、それは別の話。

　しかし、それでも魔物の数は多く、ルトが大型の魔物の相手に手間を取られている以上、まだまだ時間と被害が大きくなりそうだったが、実際はそうならなかった。

　この場に、ルトとは別の上位者が現れたのだ。

「ふぅ〜む。戦力的に北側が危ないかと思って来てみたが、杞き憂ゆうだったかもしれんの」

　空に浮かぶニールが、そう呟く。

　ニールの姿を見つけたマーンボンド王国勢が沸き立つ。

『『『ニール！　ニール！　ニール！』』』

　まるで英雄が現れたかのような反応に、ニールは気を良くする。

　大仰に両腕を広げてみせて、そのままルトの傍まで下りていく。

「どうだ？　私は人気者だろう？」

「わざわざ言いに来たのがムカつく！」

　ルトは大型の魔物を相手にしながら、恐らくドヤ顔を浮かべているニールに対して悪態を吐く。

「というか、来たのなら手伝え！　さすがに数が多過ぎる！」

「わかっておるよ。お疲れのようだし、あとは私に任せて休んでも良いぞ」

「はぁ？　別にこれぐらいで疲れる訳ないだろ！」

　そう言いつつも、ルトは笑みを浮かべている。

　恐らく、ニールも内心では同じだろう。

　そして、ルトとニールによる、大型の魔物を中心にした蹂躙劇が始まった。

　マーンボンド王国勢も奮闘し、そこに更に世界樹側の魔物達を殲滅し終えた大国ガーリス勢が加わる事で、この場の勝敗は一気に決まる。

　ほどなくして、イルムシュタッド大戦・北側の戦いは完全に終息していった。





東　ドラゴンライダー・ヒュースレン勢






　超大型飛空艇ヒュースレンに設置された『超大型熱線収束砲』によって、東側の魔物の多くは屠られたが、突貫工事であったが故に一発しか撃てず、あとはドラゴンライダー達次第。

　数は少ないが、それは魔物達も同様となり、元々の地力の違いもあった事で、特に問題はなかったはずだった……新たな魔物達が現れるまでは。

　しかも、東側に新たに現れた魔物達の中にも、他のとは違う異彩を放つ大型の魔物も居るのだが、重要なのはそこではなく、飛行する魔物が多く現れた事だ。

「……不ま味ずいね」

「えぇ、本当に不味いですね」

　ヒュースレンの甲板上でそう呟くのは、ロネとアントンである。

　元々攻撃手段を持たず、だからこその『超大型熱線収束砲』も既に撃てないため、現在ヒュースレンは、無抵抗の標的となっていた。

「……いっその事、このまま体当たりでもかますかね」

「最終手段で……唯一の手段ですね」

　そう言い合うロネとアントンが普段通りなのは、それしか方法がないと悟っているからだろう。

　数が少ないドラゴンライダー達は、未だ世界樹側の魔物達の相手をしている。

　ヒュースレンに割ける戦力がないのだ。

　それに、地上に居る魔物達も放置すれば、他に流れていくのだから無視は出来ない。

「面倒な事をするねぇ」

　空から様子を見ていた事で、状況を正しく理解したメギルが悪態を吐く。

　そのまま視線を地上で暴れているラグニールへと向ける。

「こっちに来な。暴れるのは終わりだよ」

　メギルに呼ばれたラグニールが空を飛び、状況を理解した。

「地上のはドラゴンライダーに任せて、私達はヒュースレンの護衛に回るよ」

「あの大きいのはドラゴンライダーでも厳しいのでは？」

「その時は、『ファイアレーザー』で援護でもしてやりな」

　そんな暇あるのだろうか？　とラグニールは思うが、決して口には出さない。

　数が乏しい今、それをやらなければならないからだ。

　しかし、ヒュースレンを守るために移動を開始した時、ラグニールの視線はある一点に注がれる。

　それは新たに現れた魔物達ではなく、別の方向から飛翔しながらこちらへと向かって来ている一団。

「……あれは？」

　ラグニールの呟きで、メギルもその一団に気付く。

　それは、全てが龍だけで構成されている一団。

　視線を少し落とせば、地上を駆けている翼を持たない龍達の姿も見え、それがどういう一団かは、飛翔している龍達の先頭を見れば一目瞭然だった。

　先頭で龍の一団を率いているのは、邪龍であるガジャと、聖龍であるシェナである。

　シェナはメギルの姿を確認すると、一気に速度を上げて単独でメギルの前へ即座に来た。

「お待たせしました、お、お義母様。イルムシュタッドで私に従う龍の中でも、それなりに役に立ちそうな者達を連れて来ました。手足のように、好きに使って下さい！」

「それはありがたいけど、良いのかい？」

「はい！　大丈夫です！」

「そうかい。こんな状況だし、正直言って手が増えるのは助かるよ」

　メギルがシェナの頭を優しく撫でる。

　それだけで、シェナは天にも昇るような恍惚とした表情を浮かべていた。

　ラグニールは、辿り着いた龍の一団をチラッと確認する。

　それなりに全力でここまで来たのか、互いを支えながら呼吸を整えている姿はどこか悲壮的だ。

　その中でも、割と平気そうにしているガジャへ、ラグニールは声をかけた。

「……あれ、良いのか？　義母上様に、着々と懐いていっているぞ？　将来は第二の義母上様になりそうなほどだ」

「あんな嬉しそうな表情を見せられれば、止める事は出来ませんよ。それに、ワズ様にお願いされなくても、こうしていたでしょうし」

　ラグニールはそれを聞いて、しまった！　我もワズに頼んで、自分も元の世界に居る配下を連れてくれば、先輩龍王としての威厳を示せたかもしれない……いや、今からでも駄目かな？　と本気で考え始める。

　その間に、メギルが龍の一団に指示を飛ばす。

「それじゃ、早速動いて貰おうかね。空を飛べるのは半数が飛空艇を守り、あと半数と地上に居るのは、ドラゴンライダーと協力して魔物を仕留めていきな。大型には間違っても手を出すんじゃないよ。見た感じ、アンタ達じゃ太刀打ち出来ないかもしれないからねぇ」

『『『………………』』』

　呼吸を整えるのに必死だったため、龍の一団からの反応はない。

　数が増えたのは良いが大丈夫なのかと、メギルが見定めるような視線を龍の一団に向けようとした瞬間、ニッコリと笑みを浮かべてシェナが言う。

「あらあら？　もしかして、お義母様の前で私に恥を搔かせるつもりなのかしら？」

『『『滅相もありません！　全ては姐さん……のご母堂様のご命令のままに！　イエス、ユア、マジェスティ！』』』

　一瞬で綺麗に整列して、見事な敬礼を行う龍の一団。

　微かに震えているように見えるのは、ご愛嬌だろう。

　ただ、ラグニールは平然としていたのだが、ガジャは何故か龍の一団と同じように敬礼していた。

「………………つい」

　そう呟くのが精一杯のガジャ。

　わかるわかると頷きながら、ラグニールがガジャの肩を優しくポンポンと叩く。

　そして、龍達による蹂躙劇が始まった。

　それでも数の上では圧倒的に負けてはいるが、そもそもの地力が違う。

　イルムシュタッドの龍王であるシェナが選んで来たという事もあって、それぞれが一騎当千の猛者であり、生物としては最上に位置していると言っても良い龍種の中でも、更に強い個体達だった。

　ただ集まっただけの魔物では、到底太刀打ちなど出来る訳がなかった。

　更にドラゴンライダー達も加わっている。

『よぉし、新兵共！　我等に撤退は許されない！　敵を滅ぼす事でしか生還出来ないと思え！』

『『『いやいや、そんな命の危機があるはずが……』』』

　ドラゴンライダーは、首を振ってメギルとシェナを指し示す。

　無言の圧力が発せられていた。

『『『いよぉし！　張り切って魔物を滅ぼすぞぉ〜！』』』

　一致団結した龍達とドラゴンライダー達は強かった。

　空中、地上共に、圧倒的な戦力を以って死に物狂いで魔物を滅ぼしていく。

　ヒュースレンも完全に守っていた。

　また、大型の魔物は、ラグニール、メギル、ガジャ、シェナによって、逐次屠られていく。

「いいかい？　ブレスをただ吐くだけでは駄目だよ。まずは、通常の広範囲と、威力を高めた局地的の二種類を吐けるようにしな」

「はい！　お義母様！」

「局地的なのは、丁度アレが参考になるだろう」

　メギルが指し示したのは、ラグニールが「ファイアレーザー」で大型の魔物の一体を屠っている場面だった。

「さすが、お義兄様で先輩龍王ですね！」

「まぁ、力だけは私を超えて本物だからね。それ以外を参考にしちゃいけないよ」

「はい！」

　戦闘の合間を縫って、メギルがシェナに対して指導を行う。

　その様子を傍目で見ていたラグニールが、大型の魔物を仕留め終わったガジャに声をかける。

「……アレは良いのか？　更に強くなっていくぞ？」

「……まぁ、元々妻の方が強かったので、諦めの境地と言いますか」

「………………飲もう。これが終わったら、とりあえず飲もう。付き合うぞ」

「ありがとうございます、お義兄さん」

「なんだったら、修行も手伝おう。ワズにも協力させる」

「本当にありがとうございます」

　なんだかんだ、こっちはこっちで仲良くなっているラグニールとガジャである。

　そのまま一方的な蹂躙は続き、その光景をヒュースレンの甲板上で見ていたアントンが、「視界を埋め尽くすような数の龍が魔物を一方的に蹂躙していく……この世の終わりを見ているようですね」と呟く。

　ほどなくして、イルムシュタッド大戦・東側の戦いは完全に終息していった。





南　連合勢






　新たな魔物達の姿が見えると、南側を受け持つ連合勢の動きは素早かった。

　危険を敏感に肌で感じ取った冒険者達が主導で動き、世界樹側に残っている魔物達はエルード、ドウラが率いる騎士と兵士達に、ウィッチガーデンの魔女と獣人達を加えて任せ、新たに現れた魔物側は新魔王達と冒険者達が受け持つような形に自然となる。

　ただ、大型の魔物の姿を見るだけで冒険者達は鳥肌が立ち、苦笑いが浮かぶ。

「おいおい、あんなのが数を揃えてくるなんて反則だろ？」

「ヤバイ雰囲気をプンプン放ってやがる……一体でも俺達の相手が出来そうじゃないか？」

　高ランクだからこそ、見ただけで危険を察知する。

　自然と、冒険者達の視線は一点に集中した。

　自分達は所詮人間……彼等は新しい魔王だと。

「……何やら視線が集まっているような気がする」

「しかも、嬉しくない類の」

「間違った期待をかけられているような……」

「女性ならまだしも、こう男性ばかりだと……」

「……帰りたくなる」

　しかし、イリシュロに撤退は許されない。

　いや、撤退もしくは逃亡が出来なくはないが、やったが最後、元魔王達がどこまでも追いかけてくるのは間違いなかった。

　見つかればそのまま制裁……鉄拳という名を用いて、ギリギリ生かして殺さずの繰り返しが……。

「「「「「よぉ〜し！　やってやるぞぉ！　俺達は前に進むしかないんだぁ〜！」」」」」

『『『おおおおおおぉぉぉぉぉっ！』』』

　イリシュロの気合の入った宣言に、冒険者達も気合を入れる。

　互いに手を叩き合ったり、兜かぶとをぶつけ合ったり、飛び上がって胸を打ち付け合ったりし出す。

「……何をやっているんだ？　あいつ等は」

「「「「……何故か気持ちがわかる」」」」

　オドは少々呆れ顔を浮かべているが、弟子達はうんうんと頷いていた。

　まぁ、やる気になってくれる分には良いか、とオドは放置する事にして、今は新たに現れた魔物達を相手にどう生き抜くか、に思考を傾ける。

　と、その時、ここでも北側と同様に、数多くの魔法陣が出現して、次々と獣人や人が現れた。

　突然の事にイリシュロと冒険者達は困惑するが、オドと弟子達は念のために身構える。

　敵か味方かわからないためだ。

　ただ、現れる獣人達はどれも熟練の騎士や兵士のような立ち振る舞いで、人の方は全員が高ランクの冒険者のような風貌と雰囲気を醸し出していた。

　そして、魔法陣から最後に現れたのは──。

「ふむ。聞かされていた通り、魔法陣が出現したから入ってみたが……思っていた以上の危機的状況みたいだな、デイズ」

「だからこそ、ワズはギオと私に、獣人国の協力をお願いしてきたのだろう。手が足りないかもしれないから、力を貸して欲しいと。そちらもそうなのだろう？　グレイブ陛下」

「公式の場以外での陛下呼びはやめてくれ。柄じゃないってのもあるが、今は国王としてじゃなく、一人の友のため、冒険者として来ているんだからさ」

「……そうだな。では、私も一匹の獣となろう」

「あとを考えずに暴れるのは久し振りだ」

　獣人国の王・ギオ、その弟のデイズ、グレイブ国の王・グレイブだった。

　よく見れば、魔法陣から現れた者達の中に、ギオの娘であるマーラオの姿もある。
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　つまり、この場に現れたのは、獣人国の選えりすぐり戦士達と、グレイブが大丈夫だと認めた冒険者達であった。

「………………お前達は一体」

　オドが警戒しながら呟く。

　その呟きが聞こえたのかどうかはわからないが、グレイブが反応したかのようにオドと視線を合わせ、ジッと見つめ合い、二人の間に稲妻が走った……ような。

　同時に親指を立て合う。

「よぉし！　味方だ！」

「話は通した！　あとは暴れるだけだ！」

　オドとグレイブが、それぞれそう宣言する。

『なんでそれで通じ合ってんの！』

　至るところから、そういう突っ込みが入った。

　しかし、余計な手間暇や誤解がなくなった事は間違いないので、さっさと動く事にしたようだ。

　オドは指示を出し、イルムシュタッド側の冒険者達を世界樹側の魔物達へと向かわせて、後顧の憂いを断つ事にした。

　オド、弟子達、イリシュロだけは、そのまま前に出て合流する。

　ギオ、デイズ、グレイブと軽く挨拶を交わし、互いの事情を軽く説明し合い、即座に新たに現れた魔物達に対して動き出す。

　ギオの指示の下、デイズが先頭に立って、獣人国の戦士達が陣形を構える。

　グレイブの指示の下、冒険者達も思い思いに戦闘態勢を取っていく。

　当然のように、グレイブ、オド、弟子達、イリシュロは最前線に立ち……新たな魔物達と真正面からぶつかり合う。

　戦況は、連合勢に傾いていた。

　ギオ、デイズを筆頭に、獣人国の戦士達は無類の強さを発揮し、次々と魔物達を屠っていく。

　また、グレイブを筆頭にした冒険者達も、的確に、迅速に、効率的に魔物達を仕留めていった。

　オド、弟子達、イリシュロも、多少の疲れは見えているが、問題なく魔物達を倒していく。

　しかし、それでも大型の魔物という問題は残っていた。

　獣人国の戦士達や冒険者達では、いたずらに被害が増えるだけだろう。

　だからこそ、大型の魔物の強さを敏感に感じ取ったオド、弟子達、イリシュロ、ギオ、デイズ、グレイブは、自分達ならどうにか相手が出来るはずだと、誰よりも前に行こうとして……やめた。

　獣人最強が乱入したからである。

「ガハハハハハッ！　なんだなんだ！　雑魚しか居ないと思っていたが、少しはマシなのも居るではないか！　どれ、相手をしてやろう！」

　ガインが凶悪な笑みを浮かべ、喜々として大型の魔物達へ襲いかかり、圧倒的な力で一方的に蹂躙していく。

　これで勝てる、と誰もが思ったが、その動きが急にピタッと止まり、ガインは視線をイリシュロへと向け……にやぁ〜という笑みを向けると、イリシュロがビクッ！　と反応する。

「そういえば、しごき……鍛錬がワズに止められて途中だったなぁ」

　イリシュロは五人揃って、ブンブンと首を振る。

「ここに丁度良さそうな相手が居るし……指導してやるから、こっちに来い」

　拒否権はないが、自分達だけというのは納得出来なかった。

「「「「「ここにワズ様の弟子達が居ます！」」」」」

「「「「ちょっ！」」」」

　道連れを作った。

「うむ。それは面白そうだ。お前達も来い」

　拒否権はないが、弟子達は助けを求めるように周囲へ視線を向ける。

　オド、ギオ、デイズ、グレイブは、サッと顔を逸らし、あぁ忙しい！　と獣人国の戦士達と冒険者達の指揮へと向かう。助けは来なかった。

　弟子達とイリシュロは、肩を落としてガインに向けて歩いていく。

「さっさと来んかぁ！」

「「「「「「「「「はいっ！」」」」」」」」」

　ガインの指導で弟子達とイリシュロは更なる強さを手にする事になる。

　ただ、この事をあとで知った他の上位者達により、弟子達とイリシュロに個別の指導が入っていく事になるのだが……それは別の話。

　南側の戦いは、世界樹側の魔物達を一掃した連合勢も加わる事によって、一気に状況が決する。

　ほどなくして、イルムシュタッド大戦・南側の戦いは、完全に終息していった。





西　帝国勢






　西側にもまた、新たな魔物達が現れる。

　最初に気付いたのはデオラーデで、魔物達の姿が見える前から、現れる方向に視線を向けていた。

　その視線を追うようにレニオンが視線を動かし、レニオンの動きを見て、スレガ、ソラルス、ロンリが同じように視線を向け、新たな魔物達の到来を知る。

　ゼアルは戦いに集中しているために気付かなかった。

　他のところと同じように帝国勢を二分して迎え撃とうとするが、その前に北側と南側と同じように魔法陣から揃いの鎧よろいを身に纏う騎士や兵士達が次々と現れる。

　すると、その魔法陣から他の者達とは違う立派な鎧を纏う壮年の男性と若年の女性が現れた。

「まさかこの年になって転移を体験する事になるとは」

「一瞬でしたけど、ドキドキしました！」

　壮年の男性はイスコア王国の王ルソナ、若年の女性はルソナの娘のエリスである。

　次いで魔法陣から現れたのは、若年の男性二人と女性一人だ。

「……異世界といっても、私達の世界とはそう違わないみたいだね。これなら交流が始まっても戸惑う事は少なそうだ」

「ワズが適応していますから、大丈夫だと思いますよ。ですが、今は先の事よりも、目の前の事を片付けないといけません」

　若年の男性二人の内の一人は、マーンボンド王国の王子ナヴィリオで、もう一人はナヴィリオの直属騎士となったオーランドである。

「オーくん。これから戦いになるのに、余計な力が入っているよ」

　オーランドにそう声をかけたのは若年の女性で、ナヴィリオの専属メイドでオーランドの恋人でもあるクミアだ。

　クミアの言葉に、それもそうだなと息を吐いて気を落ち着かせるオーランド。

　その間に、ナヴィリオはルソナへと視線を向け、ルソナはお願いすると一つ頷く。

　ナヴィリオが体ごと帝国勢の方へと向け、ゆっくりと一礼する。

「お初にお目にかかります。私の名はナヴィリオ・マーンボンド。後ろに控えるのは、イスコア王国の精鋭達。皆様を助けるべく馳せ参じました。……そうですね、こう言えばご理解が早いでしょうか？　ワズに頼まれて来ました、と」

　それほど大きな声にもかかわらず、ナヴィリオの言葉は不思議とレニオン達に届いた。

　ソラルスがレニオンの肩にポンと手を乗せる。

「私はね……あなたにああなって欲しかったのです」

　ソラルスが指し示すのは、ナヴィリオ。

　レニオンがナヴィリオを見て……自分を見て……もう一度ナヴィリオを見て……自分を見て……勝っている！　と言わんばかりに筋肉を膨張させる。

「筋肉の話をしているんじゃない！」

　レニオンの頭をスパンと叩くソラルス。

　ただ、ナヴィリオの言葉を信じて良いのかどうか、と悩んだ時、声を上げる者が居た。

「あっ！　エリスちゃんとそのパパさんだ！　お〜い！　二人もこっちに来たんだね〜！」

　ソシエルである。

　……知り合い？　とレニオン達が視線を向けると、ソシエルはそうだと頷く。

「事実でございます。私も元はイスコア王国をお世話していましたので、間違いございません。あちらの男性がイスコア王国、国王のルソナ様、隣の女性がご息女のエリス様です。ちなみにですが、ナヴィリオ様は他国の王子でありますが、エリス様がお慕いされている方ですので、ご一緒されているのはその辺りが関係していると……いえ、これは邪推というモノですね」

　デオラーデが補足するように付け加えるが、レニオン達は、誰か個人ではなく、イスコア王国全体を……お世話していたの？　と、そこが気になっている。

　他国の恋愛事情なんか頭の中からすっ飛び、明日は我が身かもしれないので、深く聞くべきだろうか？　と考え出すが、その前にレニオンが力の限りに叫び出した。

「ふおおおおおぉぉぉぉぉっ！」

　レニオンが叫んだ理由は明白だった。

　魔法陣から、色んなポージングを決めた筋肉盛り盛りの者達が、次々と現れたからである。

「あれはイスコア王国の隣国にあたる吸血鬼の国の者達でございます」

　デオラーデがさらっと補足する。

　レニオンの興奮は止まらず、筋肉盛り盛りの騎士達も同様に興奮し出した。

「これで勝てるぞ！　ソラルス！」

　レニオンがそう断言するが、ソラルスは、もう好きにすれば良いと思った。

　そこからの両勢力の動きは素早く、帝国勢は世界樹側の残っている魔物達の相手を、イスコア王国軍と吸血鬼達は新たな魔物達の相手を受け持つ形に自然となる。

　新たな魔物達の相手をしているイスコア王国軍と吸血鬼達は、ナヴィリオの指揮で戦いを行い、イスコア王国軍は陣形を上手く活用して次々と魔物達を屠り、吸血鬼達は持ち前の筋肉を前面に押し出し、圧倒的な力を以って魔物達を蹂躙していった。

　ナヴィリオが今ここでイスコア王国軍の指揮を執っているのは、単純な話である。

　エリスとの仲が進展していた事で、ルソナからエリスを娶りたければ色々強くないと認めないんだから！　という父親としての最後のワガママによって、イスコア王国軍、ついでに吸血鬼達の指揮も執る事になったのだ。

　その成果は見事という他なく、確実に堅実に……時に大胆に奇抜に……筋肉に暴走しがちな吸血鬼達でさえ、ナヴィリオの指揮に従っていた。

　戦場の全てが……敵味方共にどう動くのかが見えているかのようなナヴィリオの指揮は、正に完璧だったが、見える場所でそんな指揮を行っていれば、当然のように敵から最も狙われる。

　しかし、直属騎士であるオーランドが、完璧に守り通していた。

　その力はワズと共に居た時よりも洗練されていて、「守」に重きを置いている成長を遂げている。

「キャー！　ナヴィリオ様〜！　素敵〜！」

「オーくん！　頑張って〜！」

　エリスとクミアからの黄色い声援が飛ぶ。

　その後方でルソナは、あれ？　もしかして非の打ちどころがない？　と諦めの表情だった。

　そんな父親の思いを知ってか知らずか、破竹の勢いを見せるイスコア王国軍と吸血鬼達だが、懸案事項はある。やはりここにも、異質な存在感を放つ大型の魔物達が居るのだ。

　如何にナヴィリオの指揮が優れていようとも、それは対抗出来る力があればこそ。

　特出した個の力は、時に全てを決する場合があり、要注意である。

　大型はもちろんだが、他にも一般的な者達の中に紛れ込んでいる変態や元魔王などは特に……。

「「ハハハハハハハハハハッ！」」

　空から高笑いが振ってくる。筋肉と共に。それも二つ。

　筋肉二つは空中で体勢を整え、大型の魔物を狙ってボディプレスをかまし、そのまま圧し潰す。

　勢いが乗っていたため、その余波で周辺に居た魔物達が吹き飛び、地面が大きく抉えぐれる。

　もうもうと立ち昇る土煙の中から、傷一つ付いていない筋肉が二つ現れた。

「むぅ……両手を広げるだけでは芸がないな。次はもっと筋肉を見せ付けるポーズでやってみるか！」

「それならいくつも考えている。丁度、的はたくさんいるようだから、全てを試しても困らん」

　ベネドとズードが、大型の魔物を見て目をギラつかせる。

　吸血鬼達からアンコールの声が上がった。

「「とぅっ！」」

「総員退避！　大型から距離を取れ！」

　ベネドとズードが飛び上がった瞬間、ナヴィリオの指揮が飛び、イスコア王国軍はそれに従う。

　吸血鬼達はワクワクしながらその場で待機するが、魔物達ですらも、大型から距離を取り出した。

　困惑しつつ、寂しそうな表情を浮かべる大型の魔物に向けて、再び筋肉が二つ降り注ぐ。

「巻き込まれたくなければ大型から距離を取れ！　離れた魔物から仕留めていく！」

　ナヴィリオがそう指揮した時、帝国勢が参加する。

　世界樹側に居た魔物達の掃討が終わったのだ。

　それはつまり、更なる戦力の追加であり、その中には特出した個──上位者も居る。

「……ちょっ、すみません……暴れ過ぎて疲れが……」

　ゼアルはバテていた。

「ファイト〜！　ゼアル様〜！」

「よぉ〜し！　もうひと踏ん張りだぁ〜！　いくぞぉ〜！」

　ソシエルの声援で、ゼアルは新たな魔物達に向けて駆けた。

　圧倒的な力を持つゼアルを先頭にして、帝国勢も魔物達を駆逐していく。

　ただ、一部の騎士達は吸血鬼達と協力して、空から飛来するベネドとズードの芸術点を採点していた。いつの間にかレニオンも交ざっている。

　帝国勢の指揮は、自然とナヴィリオが行っていた。

　ソラルスは、デオラーデに向けて頭を下げる。

「今後の帝国の未来は、あなたの双肩にかかっています。どうか、宜しくお願い致します」

「お任せ下さい。メイドに不可能はございません」

　デオラーデの眼鏡がキラリと光る。

　ここまでくれば、もう魔物達はどうにも出来ない。

　ほどなくして、イルムシュタッド大戦・西側の戦いは、完全に終息していった。





更に外周部






　ほどなくして四方の戦いが終息したのには、理由がある。

　四方の戦いの更に外側を回りながら、新たに現れる魔物達と戦っている者達が居たからだ。

　それは、三つの大きな勢力。

　一つ目の勢力は、全てがオーガで構成されている。

　ただ、誰も武器は使用しておらず、全てが肉弾戦だった。

『やぁっ！』

　ドロップキックで魔物が飛ぶ。

『おらぁっ！』

　ラリアットで魔物が沈黙。

『ふんがっ！』

　ジャイアントスイングで周囲の魔物が泣いて許しを請う。

　正に盛り上がる戦いであった。

　二つ目の勢力は、全てがデュラハンで構成されている。

　ただ、馬は誰も乗せずに疾走して轢ひき倒し、頭を抱える騎士は特殊な方法で戦っていた。

『ヘルムチェンジ！　アイアンフォーム！』

　アイアンヘルムを被った頭部を投げて頭突き。

『ヘルムチェンジ！　スティールフォーム！』

　スティールヘルムを被った頭部を投げて頭突き。

『ヘルムチェンジ！　オリハルコンフォーム！』

　オリハルコンヘルムを被った頭部を投げて頭突き。

　正に酷い戦いだった。

　三つ目の勢力は、全てがスライムで構成されている。

　ただ、並ではなかった。

『合体！』

　大きなスライムとなって、物理耐性の高い体で体当たり。

『更に合体！』

　更に大きなスライムとなって、飛び上がって対象を圧死。

『更に合体の合体の倍！』

　そこら辺の樹木よりも大きくなったスライムが、有り余る体に魔物を次々と取り込んで溺死。

　正に圧倒的な戦いだった。

　このオーガ、デュラハン、スライムの三種族を率いているのは、それぞれ魔法鬼娘、デュラッハン、プルプルナンジャーの、地下迷宮レアボス勢である。

　ワズとシロが協力をお願いし、各種族の同胞を引き連れて参戦したのだ。

　元々レアボスとしての強さだけでなく、三種族が協力して動いているため、寄せ集めでは相手にならず、魔物達はただただその数を減らしていく。




　こうして、イルムシュタッド大戦は、完全に終息した。








第六章　対邪神最終戦　終盤










１






　新たな魔物達が現れようとも、二つの世界の勢力が合流するんだから、きっと大丈夫。

　シロと協力して、地下迷宮のレアボス達にもお願いしておいたから、残る問題はただ一つ。

　俺が邪神を倒せるかどうかだけど……それも解決したので行動を起こす。

　まずは拘束を解かないといけないので、肘打ちで邪神の腹部を狙う。

　そこはやっぱりというか、黒い靄によって防がれてしまうが、放った肘打ちの勢いで黒い靄ごと邪神の体を浮かせる事は出来た。

　浮いた事で踏ん張りが効かなくなったため、邪神の拘束が少し緩み、その一瞬で俺は無理矢理抜け出して、即座に一旦距離を取る。

　向き合うような形になったが、邪神は余裕の笑みを浮かべながら、俺の行動を褒めるように、ゆっくりと拍手をしてきた。

「おめでとう。拘束が解けて嬉しいだろう？」

　ムカつく。

　邪神が余裕の態度を取るのは、勝利を確信しているからだろう。

　手も足も出ない俺を見て愉悦を感じているようだが、それもここまでだと拳を強く握る。

「……まだ諦めていないのか？　それとも、まだ私との戦力差を理解していないのか？　いや、認めたくないのか？」

「いいや、わかっている。俺よりお前の方が強い」

「ほぉ。それでもなお、私に挑むというのか？」

「当たり前だろ。ここから俺の反撃が始まるんだからな」

　強く握った拳を邪神に向ける。

　邪神は笑みを崩さない。

「ふっ……頼みの『神邪人』ですら通用していないというのに、どのような反撃を試みる？」

　俺は自信満々に言う。

「そんなの決まっているだろ！　俺一人で足りなければ、皆と一緒に戦うだけだ！　お前と違って、俺には助けてくれる皆が居る！」

　俺の後ろの空中にステータスが表示され、そこから五つの影が前に飛び出す、

「全てにおいて完璧無敵！　愛の化神！　光女神！」

「この身は全てたった一人のモノ！　受の化神！　大地母神！」

「……わ、私は剣、彼は鞘さや……せ、攻の化神……戦女神」

「彼の全てを優しく包み込む！　器の化神！　海女神！」

「……遊び相手から愛神へ！　遊の化神！　空女神！」

「「「「五神揃って、ＢＧ戦隊！　ゴッド・ファイブ！」」」」

「……ゴッド・ファイブ」

「………………」

「………………」

　……場に沈黙が流れ、周囲で戦っている皆の戦闘音だけが響き渡る。

　現れた光女神様達は何やらポーズを取っていた。

　邪神は目頭を押さえ、揉み、これは現実か？　と二度三度見する。

　というか、もう少しこの場の空気を読んで欲しい。

　結構熱い感じで進めていたんだけど、全てが霧散した。

　いや、戦女神だけは恥ずかしそうに顔を赤らめている。

　………………。

　………………。

「集合！」

　一声かけて、光女神様達を俺の周囲に呼び寄せる。

「ちょっと待ってろ」

「………………」

　邪神は好きにしろと手を振っているので、受け止めるのに時間がかかるようだ。

「……えぇと、色々言いたい事はあるんだけど……まず、何でこんな登場の仕方？　普通に出て来れなかったの？」

「折角の出番なのに、普通に出て来るのでは面白くありません！」

　光女神様が、そう断言する。

　言っちゃったよ……ぶっちゃけちゃったよ……。

「それに……私達よりもあのスライム達の方が目立っていましたし……少々参考にさせて頂いたというかですね……その……」

　光女神様が指を突き合わせながら、照れくさそうに言う。

　………………参考？　スライム達？

　………………あぁ、なるほど。あの地下迷宮の。

　道理で、どこかで見た事あるような登場だと思った。

「……それで、自分達もやってみたいと？」

「丁度こちらも五柱でしたから」

　大地母神様が笑みを浮かべながら言う。

　そういう事じゃない。

　丁度居たから、ちょっとやってみよう！　とかじゃなくて、仮にも女神様がスライムの真似をやらないで下さい。誇り……とかないんですかね？

　というか、やるならやるで、事前に教えて欲しかった。

　いや、もしかしたらステータスに表記されていたかもしれないけど、最近確認していなかったからなぁ………………あれ？　もしかして俺が悪いのかな？

　………………。

　………………よし。この件を更に追及すると、俺のせいにされかねないから止めておこう。

「それで……戦女神様は……頑張ったと思います」

「恥ずかしかったです……でも、止められなくて」

　戦女神様の頰がほんのり赤い。

　でも……恥ずかしがる戦女神様………………なんか良い。

　心の中だけで、グッと親指を立てておいた。

　光女神様達から、どうして戦女神にだけ優しいんですか！　と文句を言われた。

　日頃の行いだと思う。

「……それで、ＢＧ戦隊ってどういう意味？」

「『Ｂｅａｕｔｉｆｕｌ　Ｇｏｄｄｅｓｓ』。美しい女神……私達を示す言葉です」

　海女神様が親切に教えてくれた。

　………………いや、確かに光女神様は見目麗しいけど、そういうのは自分で言っちゃいけないんじゃないかな？　なんかこう、残念感が……。

「……とりあえず、準備は出来ているという事で良いのかな？」

「……バッチリ！」

　空女神様が問題ないと親指を立てる。

　いや、問題は結構あったと思うけど……そう思っているのは、俺だけなの？

　光女神様達を順に見ていくと……さぁ、やってやりましょう！　と頷かれる。

　うん。そう思っているのは俺だけみたいだ。

　……とりあえず、今は邪神を葬る事に集中して、多少の事ぐらいは受け止めないと。

　不意に視線を感じる。

　チラッと確認してみれば、フロイドがそわそわしていて、ファファルがウキウキしていた。

　……ちょいちょい俺を見ている。

　………………。

　………………待て待て待て待て。受け止めないと、と思ったのは先ほどの光女神様達の行動に対してであって、フロイドとファファルの事じゃないから！

　だから落ち着こう。

　というか、どうして思った事を察知しているの？

　もっと戦いに集中して下さい。

　それでもチラチラと俺を見てくる。

　わかった。わかったから。あとで話は聞くから、模造邪神に集中して！

　………………フロイドとファファルが模造邪神に集中し出す。

　よし、こっちの準備は終わった！

　俺は光女神様達よりも前に出て、邪神と向き合う。

「準備出来たぞ！　さぁ、続きだ！」

「………………」

　どうやら、邪神の方はまだみたい。

「相変わらず駄目邪神ですね」

「それなりに時間を与えたというのに」

「まぁまぁ、向こうも本気なんだし」

「器が小さいのよ、器が」

「……雑ざ魚こい」

　辛辣だけど、そもそも仲良くするつもりもないから、別にどうでも良い。

　……今の内に攻撃出来ないかな？

　……いや、黒い靄は自動防御みたいだから駄目か。

　どうしようかな？　と考えていると、漸く受け入れた邪神が、笑みを浮かべて俺と光女神様に視線を向ける。

「……いやいや、すまない。新神がどのような手段を取るのかと思えば、まさか、そんな役立たずの女神達に頼るとは思わなかった」

「その割には、受け入れるのに時間がかかっていたようだけど？」

「それは仕方ない。何しろ、それで私を倒せると本気で思っているようだから、滑稽過ぎて理解に苦しんでいたのだ」

「まぁ、認めたくないよな。優位に立っている自分が倒されるというのは」

「戯たわ言ごとを。純然たる力の差から目を逸らす事で、現実を忘れたいのか？　いくらそこの女神達に手伝って貰おうとも、私に傷一つ付ける事は出来ない。それとも、封印でも仕掛けるつもりか？　なら、教えてやろう。既に無意味だ。今の私には通じない」

　邪神が大仰に腕を広げ、悠然と歩み出す。

「まぁ良い。どちらにしろ、絶望を味わう事に変わりはないのだ」

　はっ！　どっちが絶望を味わうか、教えてやるよ！

　俺は切り札を切る。

「いくぞ！　光女神様！」

「はい！」

「「『神・混合』！」」

　そして、俺と光女神様が一体化する。
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　光女神様と一体化した俺を見て、邪神の表情が少しだけ険しくなる。

（……ふわあああぁぁぁ〜。一体化しています！　私は今、ワズさんと一体化していますぅ〜！）

　体の内から発せられる光女神様の声が少し煩うるさい。

　……なんか興奮しているようだけど大丈夫かな？　と思っていると、邪神が一気に眼前へと迫り、拳を放ってきた。

　その動きを目で追っていた俺は、迫ってくる拳と交差するように拳を放つ。

　邪神の拳は俺の頰をかすり、俺の拳は黒い靄で止まるが、先ほどよりも邪神に近付いていた。

　邪神の眉間に皺が寄る。

　体を回転させ、そのまま回し蹴りを放って、黒い靄ごと邪神を衝撃で蹴り飛ばす。

（しゅごい！　……気持ち良過ぎる……これが一体化……『神・混合』）

　邪神は即座に体勢を整え、何のダメージもないと余裕の態度を見せた。

　そんな事はわかっているんだよ！

（闇女神さんは、先んじてこの感覚を体験して黙っていた、という訳ですか……許せないですね）

　今度は俺から一気に駆け、全力に近い拳を放つ。

　邪神が避けた……避けた？

　どうやら、今の状態なら黒い靄を貫通するようだ。

　実際、邪神の体から立ち昇っていた黒い靄を貫いている。

（闇女神さんをどう懲らしめてやりましょうか……いえいえ、これは私だけで考える案件ではありませんね。他の皆さんにも案を出して貰って……）

　通用するとわかれば攻勢に出て、一進一退の攻防が続く。

　だが、力が通用するようになったからこそ、邪神がまだ本気でない事がわか──。

（磔はりつけにして火責め……滑車に縛って水責め……吊るして鞭むち打ち……いえ、くすぐって笑い地獄も良いかもしれ）

「タイムッ！」

　右手を横に、左手を縦にして「Ｔ」字を作り、邪神に中断をもちかける。

　邪神の拳が迫ったので、全力で避けた。

「うおおおおおっ！　危ねぇ！　タイムって言っただろ！　中断しろよ！」

「何故それで私が止まらないといけない？　そういう魔法でも使用したのか？　残念ながら通じなかったようだが」

　いや、魔法じゃなくて、人としての道理というか………………あっ、邪神も一応神だから、人としての道理からは外れているのか。

　それなら仕方ない。

「何に納得しているのかは知らないが、私を止めたければ無理にでも拘束する事だ」

　邪神が襲いかかってくる。

　どうやら止まる気はないようなので、防御を主体に邪神とやり合う。

　えぇい、融通が利かない。

　さっきまでは利かせてくれていたのに………………はっはぁ〜ん。さてはアレだな？　黒い靄が突破されるようになったから、焦っているとみた！

　ふふんっ！　と笑みを浮かべる。

「何を勝利した気でいる」

　邪神が歪な笑みを浮かべて圧力が増し、それに反応するように、邪神を覆う黒い靄が四本の腕に変化する。四本の黒い靄腕を邪神が背負うような形だ。

「ちょっ！　それズルくない！」

「何かを制限された覚えはない」

　襲いかかってきた邪神の拳を受け止めた瞬間、四本の黒い靄腕による乱打がお見舞いされた。

　ぐへぇ。

　衝撃で吹き飛ばされ、邪神と少し距離が出来る。

　思っていた以上に効いた。

「考えていた以上に効いたか？　この腕には『破邪』の力が込められているのだから当然だ」

「……それがなんだ？」

「知らないのか？　『破邪』の力とは、邪悪なモノに対するだけの力ではない。その本質は、どのようなモノにも通用する力。この世界の神から奪った力は、そういう力なのだ。具体的に言うのなら、防御力無視攻撃。靄を合わせただけの拳で効果があるのは、そういう事という訳だ」

　わざわざ説明する事で、まだまだ余裕だと言いたいんだろう。

　俺の「極食神」を壊した事といい、ヤトファさんから奪った力を自慢気に……ムカつく。

　でも、少し距離が出来たので、今の内に心の中に語りかける。

　さっきはタイムが取れなかったし。

　……あのぉ、光女神様。そろそろ戦いに集中して欲しいんですけど。

（………………）

　光女神様ぁっ！

（え？　あ、はい。どうかしましたか？　……あぁ、そういえば戦いの最中でしたね。申し訳ございません。ですが、ワズさんも感じているでしょう？　この甘美な一体感を。さぁ、もっと私と一つになりましょう。大丈夫。怖くありません。優しく導いてあげます）

　うん。駄目だ、これ。

　邪神相手だから属性的に光女神様だと思ったけど……他の女神様にした方が良いかもしれない。

　そう考えていると、邪神が声をかけてきた。

「一体化とは考えたが、それでも通用しなかったのは残念だとは思わないか？　だが、そう悲観する事はない。そもそも、参考にする者を間違えたのだ」

　邪神の視線が、模造邪神とやり合っているシロに向けられる。

　というか、俺は別に残念とか、間違えたとか少しも思っていない。

　……あの時……「土」のクリスタルの場で、俺が「新神」と呼ばれた時から色々と考えてきたが、そもそもの話、俺は相手が邪神とわかった段階で、侮りや余裕なんかは一切なかった。

　最も警戒している、と言っても良い。

　そんな奴が一度敗れた俺の前に姿を現そうとしていたのだから、確実に俺を殺す段取りが出来上がったと考えるべきだろう。

　という事は、「神邪人化」を上回る力を手にしたと推測出来る。

　ただ、最初はどういう手段でそんな力を手にするのか、さっぱりわからなかった。

　そこで知ったのは、ヤトファさんがラヤトファルイリスという破壊と破邪の力を持つ特殊な女神様だという事で、ピンッ！　と来たのだ。

　以前、フロイドが力を奪われたように、今度はヤトファさんの力を奪うつもりなのだと。

　それでも、俺は腑ふに落ちなかった。

　自分で言うのもなんだが、「神邪人化」は神の力すら超えている反則級で、いくら特殊な女神の力を奪っても、確実に俺を殺やれるとは言えない。

　そこで思い出したのが、ヤトファさんの背負っていた露骨な大剣である。

　思い返せば、そういう装飾が施されただけの剣にクリスタルの力が宿るとか、ちょっと変。

　普通ではありえない出来事だからこそ、邪神はクリスタルの力をも手にしようとしているんじゃないか、と考え付く事が出来た。

　そこからは足し算。

　邪神の力に……破壊神の破邪神であるヤトファさんの力と……各クリスタルの力を足す。

　………………。

　………………あっ、ヤバいかもしれない。

　ちょっと力に開きがあり過ぎて、「神邪人化」で高まる力が邪神を超える前に殺られそう……というか、殺りにくるな、間違いなく。という結論から、必死に対抗策を考えた。

　その中で思い付いたのが、シロと闇女神さんの「神・混合」。

　俺の中にも女神様が居る……それも五柱。

　そこからは即座に、報告、連絡、相談を経て、光女神様達との「神・混合」が、俺の新たな切り札となったけど、邪神と相対して直ぐ出来なかったのは、光女神様達が受けた各クリスタルの恩恵を最大限まで高めた方が、より効果的だったからである。

　まぁ、その間にスキル壊されたり、黒い靄の攻撃とか、予想外の事は起こったけど、それでもこうして間に合ったのだから、あとは邪神を叩き潰すだけだ。

　と、これまでの事を少しの時間で思い返していると、シロに向けられていた邪神の視線が俺に向けられ、歪な笑みを浮かべる。

「中途半端な強化の結果は、死ぬまでの時間が伸びただけ。まぁ、私はその方が愉快な時間を長く味わう事が出来るが」

　俺はゆっくりと身構えた。

「いくよ、光女神様」

（はぁ……はぁ……気分の高揚が止められません……ワズさんと一体化していると考えただけでもう……はぁ……）

　………………。

　………………。

（小高い丘の上に小さな家を建てて、犬を飼って……そこで私達だけで暮らしましょう。そして、毎日爛ただれた生活を……くんずほぐれつ的な。それはとてもとても気持ち良くて幸せな事です）

　………………。

　………………。

「解除ぅ！」

　問答無用で光女神様との一体化を解除する。

「………………え？」

　俺の中から出た光女神様は、きょとんとした表情で周囲を窺ったあと、驚きの声を上げた。

「えええええぇぇぇぇぇっ！　何でですか！」

「えっと、戦女神様、お願い出来ますか？　戦う事に関しては、やっぱり戦女神様だと思うので」

「待って、待って下さい！　すみませんでした！　最初に選ばれて調子に乗っていました！　反省しています！　なので、もう一度！　もう一度お願いします！」

　光女神様が懇願するように言う。

　………………んん〜。

　チラッと邪神を窺う。

　突然俺が「神・混合」を解除した意味がわからないと困惑していて、動きが止まっている。

　今の内にと、俺は大地母神様達の方に視線を向けた。

「……えぇと、反省しているようだし、もう一度光女神様でも良いかな？」

　そう尋ねると、大地母神様、海女神様、空女神様は……首を横に振る。

「いいえ、ワズ様。付き合いの長い私達にはわかります。光女神は反省していません。そう見せているだけです」

「間違いなく噓ね。もう一度ワズと一体化するための」

「……一度したのだから、普通は次に譲る。だから、次はない」

　全否定だった。慈悲の欠片かけらもない。

　戦女神様は、俺が指名したという事もあり、どうすれば良いのかオロオロしていた。

　……癒される。

　チラッと光女神様を確認すれば、余計な事を……と大地母神様達を睨んでいた。

　と見ていたら、俺の視線に気付いた光女神様は、目を潤ませて懇願するように両手を重ねる。

　………………バッチリ見ていましたけど？　それは光女神様もわかっていますよね？

　どうしようかと悩んでいると、大地母神様達が挙手する。

「……えぇと、何か？」

「提案ですが、邪神の攻撃は強力です。一体化すれば防御が飛躍的に上昇する私をお薦めします」

「えぇと、その名が示すように、攻防一体に優れる私はどうですか？」

「肉弾戦だけに頼るのがいけない。私と一体化すれば、大海のような魔力を得て、魔法による牽制が効果を発揮する事を請け負うわ」

「……私一択。この中で一番強い。だから、一番強くなる」

　大地母様達が自分を推してきた。

　光女神様が私もと自分を指差していたが、それに気付いた大地母神様達が自重しろとボコボコに……あっ、光女神様も反撃している。

　あの、今は一応戦闘中なので……ほどほどに。

「ちょっと時間かかりそうだから待って」

　一応、断りを入れておくが、まだ困惑中だったため、邪神は小さく頷くだけだった。

　邪神からすれば俺を殺すために真面目に戦うつもりだったんだろうけど、もう完全にこっちのペースに吞まれている。こうなったら、もうこっちの負けはない。

　元々そのつもりもないけど。

「……あの、そろそろもうちゃんとした切り札を」

「「「「「黙らせるからちょっと待って」」」」」

　………………。

　………………殴り合……力技での結果、とりあえず先に全員と「神・混合」を一回ずつ行う事になったので、まずはもう一度光女神様と「神・混合」をする。

（さぁ、いきましょう、ワズさん！　私達こそがベストカップリング！　相性最高だという事を証明して、大地母神さん達に見せつけてやりましょう！　あっ、愛妾最高でも良いですよ？）

「………………はぁ」

　一度息を吐き、萎えそうな気持ちを立て直す。

　………………このままじゃいけない！　気持ちで負けちゃいけない！

　これまで色々とお世話になった女神様達という事もあり、俺もついつい従って「神・混合」をしてしまったけど、流されるだけじゃ駄目だ！　振り回されちゃいけない！

　偶たまには俺からガツンと言う事も大事かもしれない！

　………………。

　………………邪神にガツンとやられた。

　殴り飛ばされる。

「こっちですね！　ばっち来ぉ〜い！」

　殴り飛ばされた場所に先回りして待ち構えていた、大地母神様と交代。

（はあああああぁぁぁぁぁ〜！　これがワズ様との一体化！　痛みとは違う愛の縛り！　あぁ、私は今、愛という名の縄で縛られ、幸福という名の抗えない絶頂を……）

　反応が光女神様と一緒である。

　ここで怯ひるんではいけない。

「いきますよ、大地母神様！」

（はい、共に参りましょう！　私達こそがパーフェクトマッチである事を、皆様に教えて差し上げましょう！　ふふふ……今こそ、私の柔肌に跡を残す快感を、ワズ様に刻んでみせます）

　そこら辺も一緒だと思うのは、なんだかんだと似た者同士のような気もするし、だからこそ反発する時もあるのかな？　と思うのだが、決定的に違う部分があった。

　光女神様の時とは違い、体が頑丈になったというか、ＶＩＴが更に上昇したような感覚がある。

　………………。

　………………黒い腕にボコられた。

（ば、馬鹿なぁ〜！）

　大地母神様が驚いているけど、そういえば黒い腕の攻撃は防御力無視だったっけ。

（そんなのズルい！　……でも、ワズ様以外に傷付けられても気持ち良くありませんし、ただただ不快なだけですので、別の方と代わって貰って下さい）

　ある意味潔い大地母神様の提案に乗る事にした。

　周囲を確認すれば、戦女神様が一番近くに居る。

「……え？　もしかして私？　良いの？」

　驚いて自分を指し示す戦女神様に頷きで返し、そのまま代わって貰う。

「いきます！　戦女神様！」

（は、はい！　私の力と知識、全てを委ねます！）

　なんだろう、この安心感は……俺の体が喜びの声を上げているようだ。

　安定安全の戦女神様である。

　戦女神様の武技に関する知識が俺の中に流れ、全体的にどこまでも力を高められそう。

「はああああ……」

　気合と共に力を高めていく。

（……はぁ……はぁ）

　もしかしたら、俺と一番相性が良いのは戦女神様かもしれない。

　というか、なんか息が荒いですけど、大丈夫ですか？

（ん、くぅ……だ、大丈夫……はぁ……ですから、このま、ま）

　なんか艶めかしいような気が……。

「………………」

　邪神が力の高まりを感じ取ったのか、警戒するように俺を見ていた。

　おっと、今は戦いに集中だ。

　もっと……もっと力を〜！　と一体化を更に深く増していく。

（くっ、はぁ……んん……す、すみません。これ以上、一つになって……あっ、イ）

　戦女神様との一体化が、強制的に解除された。

　……え？　なんで？

　どうしたのだろうと戦女神様の様子を窺えば、顔を上気させ、荒く息を吐き、体を少し震えさせながらへたり込んでいた。

　………………何かエロい。

　というか、一体化した事で何があったの？　光女神様、大地母神様の時は、こんな事にならなかったのに……。

　不思議に思っていると、邪神が殴りかかってきたので、拳を打ち合わせるように放って防ぐ。

　あっ、不味い。

　予測通り黒い腕が四方から殴りかかってきたので、咄嗟に戦女神様の腰に手を回し、殴られた衝撃を利用して後方へと吹き飛びつつ距離を取る。

　痛みを我慢しつつ戦女神様を下ろし、呼ぶ。

「海女神様！」

「任せなさい！」

　海女神様と一体化する。

（はあああああぁぁぁぁぁ〜！　飲み干される！　私、ワズに飲み干されるぅ〜！　これが一体化！　『神・混合』！　ワズという波を全身に浴びているぅ〜！）

　言っている事の意味はわからないが、光女神様、大地母神様と反応が一緒である。

　もう不安しかないけど、自分の中で底が見えない魔力を感じた。

　これなら「固有魔法：神」を超える魔法を放つ事が出来そうだが、相手は邪神だ。結局のところ魔法である以上、効果が薄いなら別に良いけど、無効化される可能性もある。

　それに、下手に魔法を撃って、模造邪神と戦っている皆の方に跳ね飛ばされでもしたら、逆に邪魔になってしまう。

　……だったら、この状態で取るべき手段は一つ。

（ふふ……ふふふ……ふふふふふ……）

　この底が見えない魔力の全てを、身体強化に使うだけ……ってなんか不気味な笑い声が！

（さぁ、遂にこの時が来ましたよ、ワズ！　さぁ、私との一体化こそ最強ペアであるという事を、光女神と大地母神に見せつけて教えてあげましょう！　悔しがる様が目に浮かぶ）

　………………えっと、敵は邪神ですよ？

　光女神様や大地母神様じゃないですよ？

　思い返せば、光女神様と大地母神様も、そこを第一に気にして欲しかった。

　……なんかやるせない気持ちになるが、今は目の前の邪神だと気持ちを奮い立たせ、身体強化した体でやり合う。

　この状態でなら、邪神の攻撃だけでなく、四本の黒い腕にも対応出来た。

　反応速度が桁違いに上がり、体が応えてくれる。

　これで差が埋まった……いや、超えたかと思った途端、邪神も同じように身体強化を行う。

　四本の黒い腕も身体強化に反応して、更に太くなる。

「………………それはズルくない？」

（………………それはズルいと思う）

　一体化しているという事もあり、俺と海女神様の意見は一致した。

　地力にまだ差があって、同じだけ身体強化する………………うん、無理。

　次第に防戦一方となり、邪神に思いっ切り蹴り飛ばされる。

　なんとか体勢を立て直して、邪神に対して身構えると、肩をポンポンと叩かれた。

「………………空女神様？」

「……交代」

（……はい）

　海女神様が一体化を大人しく解除して、俺の体から出て行く。

「邪神が真似しなければ上手くやれたのに！」

　海女神様の怒りの叫びに、俺と光女神様達がうんうんと頷き、優しい目を向けた。

「……最後こそ大本命」

　空女神様はぶれないね。

　ハンカチがあれば、キィッ！　と口に咥くわえそうなくらい海女神様が悔しがっている。

　そして、空女神様と一体化した。

（……私は女神達の中で最強。ワズも最強。だから無敵）

　空女神様が簡潔に言うけど、その言葉通り、身体強化した海女神様との一体化よりも力が溢れてくる。

　……そういえば、これまで空女神様が戦っているところを見た覚えはないけど、光女神様達の中で最強と言われているのも、これで納得が出来た。

　これならいけるかもと、邪神と一進一退の攻防を繰り広げる。

　………………。

　………………。

　問題が二つ起こった。

　まず一つ目。

（……力を出すと眠くなる。もう寝ても良い？　良いよね？）

　速攻で寝ようとし出す。

　あの、もう少し我慢出来ませんか？

（……なんか一体化すると居心地が良い。超絶眠くなる。このまま眠れば快適に……Ｚｚｚ）

　待って！　寝ないで！　というか、この状態で寝るとどうなるの？　……あっ、なんか俺も眠く………………って、いか〜ん！　邪神を相手にしているのだ。

　俺まで眠気に引っ張られる訳にはいかない。

　起きて！　お願いだから起きて！　空女神様！

（……うぅ〜ん……わかった。我慢する。……でも、早く終わらせて）

　おぅ……邪神と戦っているのにこの態度。器がでかいというか、何事にも動じないというか……大物女神である。

　ただ、これは軽い方の問題。

　空女神様が我慢出来るかどうかだし……いや、寧ろ重いのか？

　………………。

　………………うん。とりあえず、起こった問題の一つ。

　もう一つの方も深刻だ。

　何しろ、このままでは勝てないという事である。

　こうして光女神様達と一体化した状態でやり合った事で、邪神の強さを理解してしまった。

　一見して互角のように思っていたが、邪神が俺に合わせているだけで本気ではなかったのだ。

「どうやら気付いたようだな」

　邪神が口角を上げて、愉快そうに俺を見る。

「手を抜いていた……というよりは、足あ搔がく俺を見て愉悦に浸りたかった、という感じか？」

「その通りだ、新神。早々に決着が着いてはつまらないだろ？　あっけないだろ？　楽しくないだろ？　折角こうして新神を相手に遊べるのだから」

　こっちは最初から本気なんだよ！

「だが気付いたという事は、手品の種を理解した状態で見るようなモノ。だからもう終わらそう。ここからは、是非とも絶望を味わって顔を歪めながら死んでくれ、新神」

　そう言うのと同時に、邪神の背後に描かれ方の違う魔法陣が俺に見せつけるように三つ浮かび、それが一つに重なりあっていく。

　なんとなくだけど、それぞれ創造神、破壊神、破邪神を表しているんじゃないかと思う。

　三つの魔法陣が重なると、幾何学模様の大きな一つの輪が出来上がり、邪神がそれを背負うような形となった。

　それで終わりではなく、今度は緑、青、赤、黄の四色の球体が現れ、それぞれが邪神の中へと吸い込まれていく。

「………………死という名の敗北を知ると良い、新神」

　邪神からの圧力が一気に増し、姿形は変わっていないが、内包している力は……今の俺でも計り知れないけど……やっぱりズルくない？

　奪った力を自分のモノのように見せつけて、恥ずかしくないのだろうか？

　男なら、自分の拳一つで挑んでこいと言いたい。

　……いや、今の俺が言える事じゃないか。反省。

「今の私を前にして考え事とは……余裕という事か？」

「いや、お前の本気ってのを感じていただけさ」

「なるほど。なら、実感したところで……存分に味わって貰おうか」

　邪神が大仰に腕を広げる。

（……危険）

　空女神様が警告を発するのと同時に、邪神が俺の目の前に現れた。

　瞬間的に拳を放つが、避ける気がないのか、俺の拳が邪神の頰を殴り……なんのダメージも見られない。

　……くっ！　一気に力を込め、邪神を連打する………………が、どこを殴ろうとも蹴ろうとも、どこにもなんにもダメージはなかった。

「どうだ？　この圧倒的な力の差は。絶望を実感してくれると嬉しい」

　邪神の笑みが歪むのを見た瞬間、俺は四本の黒い腕に両手両足を摑まれ、逃げられない状況で腹部に膝蹴りを何度も食らう。

「……ぐぷっ」

「はははははっ！」

　邪神の高笑いが聞こえる中、俺は耐え切れずに吐血した。

　これは不味いと隙を見て頭突きを食らわせるが、全くの無意味。

「一方的になってしまうと、ここまでつまらないとは……楽しみは新神の絶望で歪む顔だけか」

「ぐっ……ほざいてろ、ばーか」

「はははっ。楽しませてくれる」

　邪神が笑いながら、俺の腹部に強い一撃を食らわせる。

　その衝撃で両手両足の拘束が解け、吹き飛ばされた。

　なんとか体勢を立て直して着地するが、痛みから腹部を押さえる。

「ぐ、ぐぅ……はぁ……はぁ……」

　痛みと共に、呼吸が荒くなる。

　一気にダメージを受け過ぎた。

　俺と邪神の力の差が大き過ぎる……けど、絶望はしない。

　切り札として俺が用意した「神・混合」は、シロのとは違ってここからが本番なのだから。








第七章　『神々・混合』
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　俺は、光女神様、大地母神様、戦女神様、海女神様と順番に視線を向けると、頷きが返された。

　光女神様達の前に立つように移動し、空女神様との一体化を解く。

「どうした？　もう諦めたのか？　それとも、全員同時か？」

　何をしようとも無駄に終わると思っているのか、邪神がつまらなそうに言う。

　何か手段を講じる度に打ち砕く事で、俺を絶望させるのが目的かもしれない。

「これで終わりだから最後まで付き合えよ、邪神。それと一つだけ……明確なお前の敗因を教えてやるよ。それは、俺を殺れる時に殺らなかった事だ！」

　言い終わると同時に、光女神様達へ視線だけで合図を送る。

「いくぞ！　光女神様！　大地母神様！　戦女神様！　海女神様！　空女神様！」

「「「「はいっ！」」」」「……わかった」

「これが俺の本当の切り札だ、邪神！　『神々・混合』！」

　宣言するように言い終わるのと同時に、俺の背後に五つの魔法陣が出現する。

　五つの魔法陣の中央には、それぞれ、光、大地、戦、海、空、を表す模様が描かれ、光女神様達は自分を表す魔法陣を通り、粒子状となって俺と一体化していく。

　そして、俺の体の各部が、各色に光り輝き出す。

　右足部分は、大地母神様を示す、黄色の輝き。

　左足部分は、海女神様を示す、青色の輝き。

　右腕部分は、戦女神様を示す、赤色の輝き。

　左腕部分は、空女神様を示す、緑色の輝き。

　頭部分は、光女神様を示す、白色の輝き。

　輝きと共にこれまで受けた傷は癒え、万全の状態へと戻る。

『はあああああぁぁぁぁぁっ！』

　光女神様達と声が重なり合い、体に力を込めると、大地が震える。

　先ほどまでとは違って、邪神が愉快そうな笑みを浮かべながら襲いかかってきた。

「自らの限界を悟り、力が足りないのなら他から奪う！　利用する！　結局は、私と同じ道を歩む事になったか、新神！」

　邪神が警戒しているのか、フェイントを混ぜた拳を放ってくる。

『いいや、違う！』

　その拳を難なく受け止めると、邪神がもう一方の拳を放ってきたので、それも受け止めると地面が一気に陥没した。

　四本の黒い腕が襲いかかってくるが、俺の体の各部が反応して、両手両足から黄色、青色、赤色、緑色の光の輝きが奔流のように溢れ出て、四本の黒い腕を洗うように流れ消す。

「馬鹿なっ！」

　邪神が本気で困惑している。

『どうした？　黒い腕がなくなって寂しいのか？』

「……いや、少々重く感じていたのだ。消してくれてありがとう、と感謝の言葉を送ろう」

　困惑から一瞬で脱した邪神が、余裕の笑みを浮かべる。

「……なるほど。私からすれば塵ちり芥あくたのような力でも、集まればここまでの力を持つという事か。しかし、先ほどは否定をしたが、結局は私と同じではないか？　他の力を己のモノにするという」

『だから違うって言ってんだろ！　全然違う！　お前の力は他者から無理矢理奪って自分のモノにした、言うなれば足していくだけの力！　俺のは他者と協力し合って助け合う事で、何倍にも高めていく事が出来る力だ！』

　邪神の拳を両手で押さえたまま、俺は体の内に声を届ける。

（一気にいく！）

（（（（わかりました！））））（……了解）

　体の各部分から大きな力が流れ込み、全てが混ざり合ってより強くなっていく。

　そのまま邪神の拳を握り潰し、こちらへと体ごと引き寄せ、丁度真上を向いた瞬間に手を離し、両足で邪神を思いっ切り蹴り上げる。

「うっ！」

　邪神が呻き声を上げて世界樹よりも高く飛んでいく。

　俺は即座に飛び起き、そのあとを追う。

　空中で静止し、俺が来るのを待っていた邪神に傷は見当たらず、握り潰した両手も治っていた。

『治したようだけど、漸くまともに傷が付いたな。これで対等に戦える』

　拳を掌に打ち付け、やる気を漲みなぎらせる。

　だが、邪神は笑みを浮かべたままで、焦っている様子は一切ない。

「……確かに、今の私に匹敵する力を得ているようだ。しかし、残念としか言いようがない。あぁ、残念だ。折角、私と同等の力を得たという事は、もっと苦しませる事も出来るというのに」

　邪神がドス黒い靄をその身から溢れさす。

　その黒い靄は巨大で禍まが々まがしく、邪神そのものを表しているかのようだ。

　恐らく、全力全開を出すんだろうけど、今は黒い靄を見るとイラッとするな。

　黒い靄を出したいがために、俺の「極食神」が破壊されたかと思うと……一言物申したい！

　もう食べる気ねぇよ！

「せめて急造でなければ、結果は違っていたかもしれない……本当に残念だ。それに、さきほどから必死に挑発しているようだが、無駄に終わるという事だ、新神！」

　どうやら、俺の今の状態は、それほど長続きしない、という事に気付いているようだ。

　一体化するのが一柱であれば問題ないのだが、さすがに五柱全員となると、俺の体にかかる負担が大き過ぎた。

　急いで仕上げた方法だから慣れておらず、力は大きく増したけど、負担だらけなのである。

「神々・混合」を維持するだけでも大変なのだ……そう、このままでは。

『無駄に終わるかどうかは、やってみないとわからないぞ』

　言い終わると同時に邪神とやり合うが、力が拮抗しているために一進一退の攻防を繰り広げた。

　互いに隙を窺っているような状態だが、そもそも邪神は勘違いをしている。

「………………何故だ」

　困惑したような呟きが、邪神から漏れる。

　拮きつ抗こうしていた空中でのぶつかり合いは、次第に俺が優勢へと傾いていったのだ。

「何故、私の方が追い込まれていく！　私が奪った神の力は絶大だ！　いくら五柱と一体化しているとはいえ、良くて拮抗のはず！　それに、私は各クリスタルの力も奪ったというのに！」

『それがそもそもの間違いなんだよ、邪神！　ヤトファさんの中に潜んでいて、見ていなかったのか？　クリスタルの力なら、きちんと得ているさ！　俺じゃなくて光女神様達の方だけどな！』

　言いながら、邪神が腕を十字に組んだガードの上から、力強い一発を食らわせる。

『それに！　忘れているだけかもしれないから、教えてやるよ！』

　邪神が表情を少し歪ませながら下がるので、即座に追ってガードの上から連打を浴びせた。

『クリスタルの力は、確実にこちらが上回っている！　何せ、お前は四つ、俺は五つだからな！』

「五つ目だと！」

『そうだ！　新たに生み出した、『光』のクリスタルの力を得ている！』

　……まぁ、俺も造った時は、ここで新たな支援になるとは思っていなかったけど。

　ここで決める！　と、俺も一気に全力を出す。

　下からすくい上げるような全力の蹴りで邪神のガードを蹴り飛ばし、もう一方の足で邪神の顎を蹴り上げ、俺はそのまま一回転し、体勢が崩れた邪神の服を摑んで、腹部に力強く握った拳をめり込ませた。

「ぐうっ！」

　邪神がこれまでと違い、苦悶の表情を浮かべて口から血を流す。

　そのまま追撃を加えて終わらせようとした時、体の動きが止まる。

「時間が来てしまったようだ、新神！」

　逆に殴り飛ばされてしまうが、何とか姿勢を正し、体の内に声をかける。

（大丈夫ですか？）

（問題ありません）

（ただ、これ以上は危険かもしれません）

（ワズの体に負担がかかり過ぎている）

（やはり急いで仕上げた方法だから、まだ詰めが甘かった）

（……やっぱり、頼るしかない）

　空女神様の言葉に、光女神様達も同意する。

　やっぱりこうなったか。邪神は元々俺達の世界のだし、出来れば俺達だけで滅ぼしてしまいたかったけど、こうなっては仕方ない。

「女神ごと滅べ、新神！」

『いいや、まだだ！』

　この「神々・混合」……実は未完成で、完全になるためには、もう一柱必要である。

　だから、その名を呼ぶ。

『イルム！　来ぉいっ！』

「かしこまりました！」

　俺の背後に新たな魔法陣が出現する。

　魔法陣の中央には創造を表す模様が描かれ、イルムがその魔法陣を通過し、粒子状になって俺達と一体化した。

　俺の体全体から、金色に輝く光の奔流が溢れ出る。





２






　イルムとも一体化した事で、「神々・混合」は完全になった。

　更に力が増したが、重要なのは、イルムが創造神としての力を使い、俺の体にかかる負担を軽減してくれているのだ。これで動く事が出来る。

　体の感触を確かめていると、体の内では挨拶が交わされていた。

（どうも、お邪魔させて頂きます）

（いえいえ、ようこそ、ワズさんの体の中へ。思った以上に広いでしょ？）

（お茶でも出した方が良いかしら？　あっ、確か茶菓子の買い置きが……）

（かかる負担が軽くなったようだ。助かりました。ありがとうございます）

（とりあえず、女神会でも開く？　折角これだけの女神が揃ったのだし）

（……安心したら眠くなってきた。でも、騒ぐならゲームを！）

　気楽っ！　というか、気を抜き過ぎじゃない？

　まだ邪神を倒してはいないんだよ？　せめて倒してから騒いで！

　騒ぐ光女神様達を落ち着かせていると、邪神がいきなり襲いかかってきた。

「動きを止めて、そんな余裕があるのか？」

　え？　あるよ。というか、気付いてない……いや、忘れているのかな？

　邪神が奪った力分を超えて「神々・混合」が完成した以上、邪神に勝利はない。

　邪神との戦いが始まってから、俺はずっと「神邪人化」状態。

　人の可能性によって俺の力は常に上昇し続け、そこに邪神が奪った力の分を超えて「神々・混合」が完成した以上、既に俺の力は邪神を優に上回っていた。

　邪神から次々と攻撃が繰り出されるが、その全てを俺は片手で防ぎ、払いながら声をかける。

『もう諦めろ。所詮、お前は一人で戦っているだけ。でも、俺は違う。皆と一緒に戦っているんだ！』

　チラッと地上を確認すれば、イルムが抜けた穴にはフロイドが赴き、ティアンと共に奮闘している。

　フロイドは力を奪われているし、こちらも急いだ方が良いかもしれない。

　邪神の僅かな隙を突き、腹部に一発ぶち込む。

「ぐふっ！」

　邪神が目に見えて苦悶の表情を浮かべるが、その顔面に膝蹴りを加えて、そのまま蹴り上げる。

　更に上昇していく邪神の先へと瞬時に移動し、身構えて右手に全力を込めていく。

　右手の輝く金色の奔流が、より一層強くなる。
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『これで本当に終わりだ！　邪神！』

　目も開けられないくらいに輝く右手を、飛んでくる邪神に向けて放……いや、待てよ。

　思えば、これもある意味必殺技の部類に入るのではないだろうか？

　それなら、名称が必要である。

　………………。

　………………あっ、もう邪神が迫っている。

　くっ、時間が──。

『必殺！　究極・神アルテイメツト・ゴツド・パァ〜ンチ！』

「ぐわあああぁぁぁ〜……」

　邪神が叫びながら、地上へと落下していく。

　手応えはあった。でも、時間がなかった。

　………………。

　………………周囲に人影なし。

　誰にも聞かれていないようだけど、思い付きで行動するんじゃなかった。

（（（（（（私達が聞いていましたけど？））））））

　お願いだから言いふらさないで下さい。

　なんとか説得して、邪神のあとを追う。

　邪神は大きく陥没した場所の底に居た。

　完全消滅はしておらず、気を失っているようで動く気配がない。

　ふと、周りが静かだったので様子を窺うと、模造邪神の全てが消えていた。

　邪神がやられたから復活出来なくなったのかな？

　誰もやられていない事に良かったと思いつつ、皆は思い思いに休憩を取っているのだが、ハオスイとファファルは消化不良なのか、バチバチとやり合っている。

　……ほどほどにね。

　手を振られたので振り返しておく。

　邪神に視線を戻すと、ピクピクと動いていたので、ホッと安堵する。

　勢いで全力を出したけど、邪神に対してまだやる事があったので、消滅していなくて良かった。
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　邪神を倒して安堵していると、口が勝手に動く。

『これで、漸くイルムシュタッドも平和になりましたね』

　………………ん？

（（（（（（………………ん？））））））

　俺を含む光女神様達とイルムから、疑問符が浮かぶ。

　先程の言葉は、俺の意図ではない。けれど、声色は俺だった。

　……無意識？

　でも、口調から察するに、イルムが言いそうな言葉だけど………………ハッ！　これは不味い予感がする。

　俺が気付いたように、光女神様達も気付いた。

　俺の意思に反して体が勝手に動き出し、ピョンピョンと、体がその場で飛び跳ねる。

『……なるほど。さすが一体化。私達の意思でも動く』

　空女神様が実際に俺の体を動かし、そう断言した。

　これは危険だと、体の主導権を取り返そうとするが、一対六では勝ち目がないのは明白。

『よぉし！　勝利を祝して、ここで断言しましょう！』

　ここぞとばかりに光女神様が主導権を握る。

『私、じゃなくて、俺は光女神様を心から愛しているぅ〜！　結婚してくれぇ〜！』

　いやいやいやいや！

（え？　嫌なんですか？）

　光女神様が泣きそうな声で尋ねてくる。

　いや、そっちじゃなくて……まぁ、別にそういう気持ちがない訳でもないけど……って、そうじゃなくて、いきなり何言い出しているの！　光女神様！　自作自演過ぎる！

　……見た目と声だけで言えば、俺が言っているようにしか見えない。

　周囲の様子を確認すると、皆ポカンとしていた。

　違う違う！　俺じゃないから！　言ったのは、俺じゃないから！

　急いで主導権を取り返そうと奮闘するが、六柱の女神様達から徹底的に邪魔される。

『今のは噓です！　俺は光女神様よりも大地母神様の方が好みです！　あぁ〜、あの大きな胸と柔肌を蹂躙してぇ〜！　俺の愛の傷跡を残したいぃ〜！』

　いつの間にか、大地母神様が主導権を握っていた。

　鞭を振るうような仕草付きで。

　やめて！　ほんとやめて！　誤解されるから！　俺がそういう奴だって誤解されるから！

　戦慄していると、突然俺の体が動きを確かめるように、見えない敵に向けて拳を振るい出す。

『これがワズの体か……きちんと鍛えられているな。……ん？　何か違和か……んが』

　戦女神様が動かす俺の視線が大切な部分に向けられ、頰が熱くなる。

　………………勘弁して下さい！

　心の中で土下座した。

『初う心ぶね、戦女神。こういうのは言った者勝ちなのよ。海女神様が世界一ぃ〜！　こんな風にね』

　今度は海女神様である。

　先ほどから好き勝手に使われ放題のため、皆から心配そうな目を向けられている事に気付く。

　大丈夫！　大丈夫だから！　もう少しで奪い返せるから！

『では、私も一つ。イルムこそ、俺の筆頭メイドに相応ふさわしい！　いや、この気持ちは抑えられない！　筆頭メイドとしてじゃなく、妻としても俺を支えてくれ！　そして、鞭を打たせてくれぇ〜！』

　随分と情熱的に言うが、最後の台詞に一番思いが込められていた。

　そうまでして打たれたいのか、イルム。

　でも、それもここまでだと、漸く主導権を奪い返す事が出来た。

『強制解除ぉ！』

　叫ぶと共に「神々・混合」を解くと、俺はその場に倒れた。

　どうやら過剰な力の反動らしく、ピクリとも動かせない。

　とりあえず、一柱との一体化ならともかく、六柱と一体化する「神々・混合」は、もう使わないようにしようと思う。

　光女神様達とイルムの本気……手強過ぎる。

　突然倒れた事に驚いた奥さん達とセリアスさん達に介抱されつつ、先ほどの発言についての説明を行った。

「そうだったのか〜」

「道理で、普段のワズさんらしくないと思った」

「でも、あながち間違ってはいないと思うのですが？」

「まぁ、鞭の件は別にしてですが」

「そういう趣味に目覚めたのかと思ったぞ」

　メアル、サローナ、タタ、ナミニッサ、ナレリナがそう言う。

　とりあえず、誤解は解けたようで良かった……解けたよね？

「勝利した事で興奮して、思いの丈を言い出したのかと思いました〜」

「……旦那様の隠していた思い」

「それをぶちまけているのかと思った」

「光女神様達には色々と助けて貰ったし、そう思っていても不思議じゃないと」

「別に良いんじゃない？　女神様達はそうなる事を望んでいるようだし」

　キャシー、ハオスイ、マオ、カガネ、アリアがそう言う。

　あれ？　何か周囲が固められているような気がする。

「別に良いではないか。魔王を嫁にしたのだから、神がその中に居てもおかしくない。というか、お前達は何も言わなくて良いのか？」

　ファファルが胸を張って言い、視線がセリアスさん達に向けられる。

「えっと、さすがに今はタイミングと言いますか……」

「後日、きちんと言います」

「私はラヴィ、セリアス様、シファニ様と共に」

「私達の結束と決意は固いですから」

　セリアスさん、ラヴィ、ルシエルさん、シファニがそう言う。

　何を？　結束と決意って何？

　訳がわからないけど、とりあえず後日言うらしいので、それを待つ事にしよう。

　ちなみに、光女神様達には正座させたかったけど、やって貰う事があるので、そちらを優先して貰っているけど……あとで絶対やって貰うんだ！

　その様子を眺めていると、邪神が意識を取り戻す。

「んっ……」

「気が付いたようだな、邪神」

　邪神は周囲の様子を窺うと、俺に視線を向けてくる。

「私を生かしたのか？」

「あぁ。お前が奪った力を取り返すためにな。終われば、きちんと滅ぼしてやるよ」

「……なるほど。好きにしろ。私は敗北したのだ。拾った命で今更どうこうしようとは思わない」

　邪神が自分の周囲を固めている、フロイド、光女神様達、イルムを見て、理解したようだ。

　フロイド達は弱った邪神を押さえつけるための結界を張り、奪われた力を取り返す準備をしている。

　邪神が再び俺に視線を合わせてきた。

「それで、こんなところに居て良いのか？　私に構っている暇があるのかな？　新神」

「ん？」

「私を止めたとしても、周囲に居る魔物達は止まらない」

「あぁ、その事。だから、何の心配もねぇよ」

　各地に心強い者達が居るんだ。たとえ俺達が居なくても、その人達が上手くやっているさ。

　そのために、色んな人に声をかけたんだから。
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　でも、実際のところはどうなのかなぁ……なんて思っていると、フロイドとイルムがスラスラと答える。

「ご安心下さい、ワズ様。もう全てが終息に向かっております。イルムシュタッドだけではなく、私達の世界の戦力も集めたのですから。寧ろ、過剰戦力と化しております」

「北はルト様、ルマルフ様だけではなく、ニール様が調子に乗り、東はラグニール様の奮闘にヒュースレンの『超大型熱線収束砲』だけではなく、ガジャ様とシェナ様が引き連れたこの世界の龍達によってボコボコに、南はガイン様だけではなく、グレイブ様がオド様と通じ合い、西はゼアル様とデオラーデ様だけではなく、ナヴィリオ様の指揮が光りました。他にも、外周部は……」

　見てきたように言う！

　いや、フロイドとイルムだし、何も言うまい。

「……とりあえず、ありがとう」

「いえいえ、筆頭執事として、なんでもお答えしましょう」

「メイドとして当然の素養でございます」

　うん。前から思っているけど、他の執事が居ないのに、筆頭とかないよね？

　それに、メイドにそんな素養があったら怖い。

　と、そこである事に気付く。

　力を奪われていても、俺からみればフロイドは万能に近いのに、その力が戻ろうとしている。

　………………。

　………………これから大丈夫だろうか？

　ヤトファさんの力を取り戻すために邪神を生かしたけど、それが叶った段階で処分するべきかもしれないと思えるくらい、これからの俺にとっての緊急事態だ。

　………………でも、今更フロイドだけなし！　ってのは……ね。

　………………諦めよう。

　でも、事後報告だけは絶対するな、と念押しだけはしておく事にした。

　……既に手遅れとかありそうだけど。

　これからの事を危惧していると、フロイドがいつもの胡散臭い笑みを浮かべる。

「ご安心下さい、ワズ様。これからこそ、本当の意味での私の全力全開でございます」

　ですよね！　……一つも安心出来ない。

　奥さん達に助けを求めようと視線を向けるが、セリアスさん達と仲良くお話し中。

　しかも、俺に聞こえないようにこそこそと……あれ？　放置？　俺、放置？

「それに、力が完全に戻れば、やってみたい事がございます」

「………………何をやるつもりなんだ？」

「先ほどは力が不完全であったために出来ませんでしたが、完全に力を取り戻す事が出来ましたら、私にも可能になります」

　……可能？　何が？　………………嫌な予感しかしない。

　というか、背筋に嫌な汗が。

　フロイドがぶつぶつと呟つぶやく。

「……ワロイド……フロイズ……いえ、もっと短くして……ワド、もしくはフズ………………ここは思い切って、ワフロイドズというのも……」

　俺との「神・混合」狙いかぁ〜！　しかも、一体化したあとの名前まで考えているぅ〜！

　というか、最後のは言い辛いと思うんだけど？　……って、そうじゃない！

　フロイドは本気だ。でも、俺はごめんだ。

　邪神が奪った力の抽出はイルムが出来るから、フロイドが居なくても問題はない……けど、俺の体はピクリとも動かないので止められない。

　………………詰つんだ。はい。終わり。終了。

　……いや、まだだ！

　奥さん達はセリアスさん達とのお話に忙しいみたいだけど、俺にはシロと闇女神さんが。

「駄目だよ、邪魔しちゃ〜」

「そうだな。無理は良くない」

　そのシロと闇女神さんに止められた。

「いやいや、止めるのは俺じゃなくて、フロイドの方だって！」

「大丈夫、わかっているから」

　シロが満面の笑みを浮かべる。

「ワズとフロイドの一体化……面白そうだよね！」

「興味深いな」

　すっげぇ楽しそうに、シロと闇女神さんが笑みを浮かべる。

　くっ！　まさかここで裏切られるとは！

「ちなみに、僕は『ワロイド』を推すね」

「私は『ワフロイドズ』だな。何か馬鹿っぽいから」

　くっ、このままでは不味い。どうにかしないと……と思っている間に、時間が来た。

「あっ！　そろそろ始まるみたいだよ。楽しみだね〜、完全体フロイド」

「あれに完全に力が戻ると、碌な事にならなさそう」

　わかっているなら、止めてよ！　闇女神さん！

「まぁ、被害を受けるのはワズで、私達は関係ないからどうでも良いけど」

　おのれぇ〜、体が動くようになれば覚えていろよ！

　フロイドと一体化して、滅茶苦茶な鍛錬を施してやるぅ〜！

　俺がそう決意していると、邪神を中心にして幾何学模様の大きな魔法陣が展開し、光り輝き出す。

　大きな魔法陣の中には、フロイドとイルムが横たわる邪神を挟むように立ち、光女神様達がその周囲を固めている。ヤトファさんは、イルムの後ろで座っていた。

　闇女神さんは参加していない。

　邪神の力の属性が闇なので、自分が混ざると反応が予測出来ないと、自ら辞退したのだ。

　成功して欲しいと皆が祈る中、邪神に奪われた力を取り戻す儀式が始まる。

　その光景を見ていると、厳おごそか……とでも言えば良いのか、重厚で厳粛な雰囲気の音楽でも流れてきそうだった。

　そして、光女神様が大きく息を吸い……高らかに宣言する。

「フロイド教授の総回診です」

「ぶふぉっ！」

　カガネが吹いた。

　……ごめん、意味がわからないから教えて欲しいんだけど？

　そう思っている間も、フロイド達は行動を起こしている。

　フロイドが先頭を歩き、光女神様達とイルムがあとに続いて、全員が邪神の周囲を一周した。

　その行動の意味がわからないし、ヤトファさんも困惑している。

　……儀式の一環かと思ったけど……どうにも違うような気がした。

　最初の位置に戻ったフロイドに、空女神様が板状の何かを渡す。

「……患者のカルテ、です」

　板状の何かを受け取ったフロイドが、その表面を確認する。

　何が書かれているんだろう。

「……なるほど。どうやら、この男性患者の方は、余分なモノが体内に混入しているようですね。幸いにして、今直ぐ取り出して女性患者の方へ戻せば、今後の支障はありません。もちろん私も。なので、安心して任せて下さい」

「は、はぁ……」

　胡散臭い笑みを浮かべるフロイドに、ヤトファさんが曖昧な返事をする。

「そ、それでは？」

　大地母神様が、どこか演技っぽい感じで、言葉につかえながら尋ねる。

「即、手術をします。準備を」

「「「「「「かしこまりました！」」」」」」

　光女神様達とイルムに、緊張が走ったかのように見えた。

　そして何故か、また邪神の周囲を一周し出す。

　………………。

　………………可能性の話だけど、もしこれが演劇とかなら、今は場面転換かな？

　フロイド達が一周している間に、横たわっていた邪神の下から光り輝く台が出現し、そのままフロイドの腰ぐらいまでの高さまで上がる。

　上昇が止まると、今度は台から飛び出した光る帯によって、邪神は拘束された。

　元の位置に戻ったフロイドが両手の甲を外向きにして、自分の顔の高さくらいまで上げる。

「それではこれより、抽出除去手術を始めます。宜しくお願いします」

「「「「「「宜しくお願いします！」」」」」」

「メス」

「少々お待ち下さい、フロイド教授。今、準備をしますので」

　そう言って、光女神様がどこからか箱を取り出し、その箱に付いている紐を力強く引っ張る。

　激しい音が響くと共に、箱の先に付いている板状の、ギザギザしている外側が回り出した。

　………………「凶悪」という言葉が似合いそうだなぁ。

　フロイドがそれを受け取り、ヴゥイィ〜ン！　と激しい音を立てながら、邪神の体へ当てようとした瞬間、邪神の目がくわっと開かれる。

「待て待て待て待て。違う違う違う違う」

『………………』

　慌てる邪神の言葉を受けて、フロイド達は揃って首を傾げる。

　いや、俺も違うんだろうなとは思っていた。

　でも、何が違うのかがさっぱりわからない。

「……創造神。それはチェーンソーだ。メスではない。……いや、仮にも神である身なのだから、それで傷付きはしないが、絵面的に好ましくない。出来たらで良いが、普通のメスにして欲しい」

「「「「「「「………………」」」」」」」

　邪神が必死に弁明するが、フロイド達には通じなかったのか、首を逆に傾けた。

　……多分、本当は理解していそうだけど。

　フロイドが露骨に溜息を吐き、チェーンソー？　をどこかに放り投げる。

　……あとできちんと回収するように言っておかないと。

「仕方ありませんね。メス」

「それは杭と槌だ！」

「メス」

「それは金切り鋏だ！」

「メス」

「それは釘付きバットだ！」

「メス」

「それはただのバールだ！」

　光女神様達から次々とフロイドに様々な物が渡されるが、邪神が全て否定する。

　………………んん〜、遊び？　嫌がらせ？

　フロイド達の行動を不思議に思っていると、フロイドがやれやれと首を振る。

「遊び心というモノがわかっていませんね、邪神。こういう場合は実際に受けてみて、もっと強力な物を用意しろと強がる場面ですよ。もちろん、まだまだ用意しております。ちなみに、本物のメスは一切用意しておりません」

　うん。確実に遊んでいるな、これ。いや、もしかしたら、これまでの鬱憤とかを発散しているのかもしれない。

　と思っていると、大きな魔法陣の輝きが一層強くなった。

「嫌がら……いえ、どうやら時間が来てしまったようです」

　正直そうだと思った。

　闇女神さんから説明が行われる。

「今の邪神は弱っているとはいえ、未だ強力である事に変わりはない。だから、自分達が有利になるように、魔法陣内に聖なる気が満ちるのを待っていたという事。私が参加しなかった理由もそれ。まぁ、創造神の茶番に付き合いたくないというのもあるけど」

　あっ、そういう事だったんですね。説明ありがとうございます。

　シロと共に、うんうん、そういう事か、と頷く。

　そして、真面目な表情を浮かべてフロイドとイルムが、邪神の体に向けて手をかざす。

　光女神様達はその補佐を行うようで、邪神に奪われた力を取り戻す作業が始まった。

　フロイドとイルムがうねうねと両手を動かし出したのだが、その表情は真剣そのもので、次第に汗を搔き始める。

　そうして少しの間見ていると、イルムが動いた。

「捉えました！　このまま引きずり出します！」

　イルムが引っ張るように両手を頭上に掲げると、邪神の中から、白い輝きと黒い輝きが交ざり合った輝く球体が出現し、邪神が苦悶の表情を浮かべる。

　そのまま白黒輝く球体を、イルムはヤトファさんへと押し込む。

　全てを受け入れるように目を閉じていたヤトファさんは、白黒輝く球体を受け入れると、血色が良くなったように見えた。

「大丈夫ですか？　ヤトファ様」

「………………はい。力が完全に戻りましたので、もう大丈夫です。ありがとうございました、イルムシュタッド様」

　微笑み合うイルムとヤトファさん。

　次に、フロイドが邪神の中から眩しく輝く白い球体を引きずり出し、それを自分の体内へ取り込んだ。

「があっ！」

　邪神から苦悶の叫びが出る。

　というか、ちょっと待って。俺は納得出来ない……あぁ、納得する訳にはいかない。

　フロイドの奪われた力が、あんなに白く輝くモノだなんて！

　違うだろ！　それは違うだろ！　もっとこう、禍々しい黒さで、腹黒さが前面に出ているような………………あっ、それは邪神の方か。

　………………んん〜、一応は創造神って事だな。認めた訳じゃないけどね！

　フロイドが調子を確かめるように手を閉じたり開いたりし、満足するように頷く。

「では、イルム。このまま、もう一つの分離も行いますよ」

「はい」

　………………あっそうか。イルムシュタッドの邪神も取り込んでいたんだっけ。

　考えてみれば、その邪神も犠牲者……犠牲神である。

　何かした訳でもないし、取り出せるなら取り出しておいた方が良いのか。

　そんな事を考えている間に、フロイドとイルムがイルムシュタッドの邪神を取り出す。

　取り出されたイルムシュタッドの邪神は少年のような姿で、直ぐに空へと霧散するように消えていくが、笑みを浮かべていたように見えた。
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　あとは俺達の世界の邪神だが、黒い球体へとその姿を変え、フロイドが執事服の中へと仕舞う。

「……あれ？　滅さないのか？」

「はい。こちらの世界で滅してしまうと、その残ざん滓しの影響が残る可能性がございます。ですので、元々は私達の世界の邪神である以上、こちらの世界で滅するのは少々筋違いというモノですよ」

　なるほど、と納得する。

「ワズ様。助けて頂き、ありがとうございます」

　ヤトファさんからお礼の言葉を貰う。

　ちょっと動けるようになったので、問題ないと手を振る。

「お礼の言葉は大丈夫。俺は助けるって約束を守っただけだから」

「はい！」

　ヤトファさんが満面の笑みを浮かべ、俺も応えるように笑みを浮かべた。

　周囲に視線を向けると、皆も笑みを浮かべている。

　そこで漸く……終わった事を実感した。

「それじゃ、もう帰ろうか。さすがにちょっと疲れたよ」

「そうしたいのは山々ですが、先に私達と共に来られた方々をお戻ししないといけません」

　フロイドの言葉で思い出す。

　そうだそうだ。世界樹の周囲で戦ってくれた皆を戻さないと。

　今の俺は満足に動けないので、カガネ、フロイド、イルムの「転移」で各地を回る事になった。
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　世界樹の四方を順に回り、皆を「転送」で送り返していく。

　まだ多少とはいえ魔物が残っていたのだが……ハオスイとファファルが競い合うように叩き潰し始めた。躊躇と容赦が一切ない。

　負傷者に関しては、アリアと光女神様達によって一気に回復を行う。

　これだけの規模の戦いだったのに、戦死者は居なかった。

　各方面の中心人物が、「命を大切に」の精神で動いてくれた結果だと思う。

「ワズ様。イルムシュタッドには蘇生薬や魔法がありますので」

　………………。

　………………命を大切に！

　カガネ、フロイド、イルムが「転送」している間に、俺は各方面の中心人物達に、邪神との戦いについて軽く報告をし、もう大丈夫ですよ、と伝える。

　ぐったりとしている俺を心配していたので、これで少しでも安心してくれれば良いけど。

　ラグニールは、「我を連れて行かないからだ！」と怒っていた。

　まぁ、表情や態度から、俺を心配しての言葉だとわかったので、「それじゃあ、次は一緒に来て貰うよ」と言うと、「あっ、うん……」と顔を逸らされる。

　……絶対連れて行こうと心に刻む。

　……次がない事を祈りたい。

　そうしてお互いに報告をし合っていると、勝利の宴の話が出て、一ヶ所に集まるには少々人数が多いため、各国各場所で行われる事になった。

　ただし、俺達と中心人物達だけの集まりで宴を開く事を約束させられる。

　時期は俺が完全に回復してから。

　別に今直ぐでも良いよ。寝てるだけだから。

　全員を送り返したあと、俺達もこれまでお世話になった飛空艇へと戻り、まずは体を休める事になった。

　俺は常にだらだらと過ごして、体力の回復に専念する。

　皆は宴の準備で忙しそうで……なんか申し訳ない。

　それでも、必ず一人は俺の傍に居て、世話を焼いてくれる。

「夫の役得の一つだな。私達も好きでやっているのだから、甘んじて受けると良い」

　俺の頭を膝の上に乗せているサローナが、優しい笑みを向けながらそう言う。

　まぁ、そういう事なら好きなだけすれば良い！　さぁ、好きなだけすれば良い！

　………………。

　………………幸せな時間は、そのほとんどを寝ていました。

　けれど、うろ覚えというか、記憶違いかもしれないが、膝枕をしてくれていたのは奥さん達だけじゃなく、セリアスさん達も居たような………………まっ、気のせいだな。

　……それとも、セリアスさん達にもして欲しいという願望でもあるのだろうか？

　ちょっと悶々と……考えている内に寝ていた。

　また、俺をお世話しているのは、奥さん達とセリアスさん達だけではなく、光女神様達とヤトファさんも、甲斐甲斐しく世話を焼いてくれた。

　特に、記憶も力も戻ったヤトファさんが、少々暴走気味である。

　尿し瓶びんを持ち出された時は、本当に困った。

　いや、一人でトイレに行けるくらいには回復しているから。

「……えっと、ヤトファさん？」

「すみません。自分でもわかっているのですが、興奮状態がどうにも抑えきれなくて……」

　ヤトファさんが困惑するのもわかる。

　何故か、ヤトファさんが調度品として置かれている物を触る度に、粉々になるというか、砂になって崩れていくのだ。

「破壊神としての力も、興奮状態でちょっと抑えきれなくて……」

　この飛空艇に元々置かれていた調度品。

　……あとでオムロレルさんに謝って弁償しよう。高価でない事を祈る。

　それにしても、ヤトファさんにこんな性質があるとは……。

「えっと……興奮状態を落ち着かせる事は？」

「興奮状態は、今は無理かもしれません……」

　ヤトファさんが、じっと俺を見ながら言う。

　……ん？　あれ？　俺に原因があるの？

「でも、破壊神の方でしたら、体を動かせば発散出来るかも……たとえば模擬戦とか？」

「……そういう事なら」「余達にお任せ！」

　突然現れたハオスイとファファルによって、ヤトファさんが連れて行かれた。

　戦いの匂いを感じ取る恐ろしい嗅覚である。

　でも、ハオスイとファファルなら、ヤトファさんの相手としては充分だ。

　多分だけど、発散してからが本番になると思う。

　入れ替わるように、光女神様達が休憩のために部屋の中へ入って来る。

　光女神様達も宴の準備を手伝っているのだが、奥さん達から聞いた話によると、真面目にやっているのは戦女神様だけで、光女神様、大地母神様、海女神様は、直ぐに喧嘩腰になるし、空女神様は気が付けば寝ているらしい。

　………………手伝っているんだよね？

　それと、どうやら光女神様達は俺と一体化した事で、顕現時間が大幅に伸びた……らしい？

　本人達がそう言っているし、実際にまだ顕現状態を維持しているので、多分そうなんだろう。

「………………俺の疲れって、そのせいじゃないよね？」

「「「「「………………」」」」」

　誰も答えてくれない。

　ちなみに、シロと闇女神さんも今は手伝っているのだが、宴が終われば今度はこっちの世界を渡り歩くそうで、その準備もしている。

　そんな日常を過ごしていたのだが、問題がない訳ではない。

　実際、目の前で新たな戦いが起こっていた。

「筆頭メイドは、私にこそふさわしい称号です」

「いいえ、違います。私で間違いありません」

　ティアンとイルムが笑みを浮かべながら向かい合っているのだが、雰囲気は重い。

　……あの、俺が寝ている前でする必要ある？

　どこか別のところで……いえ、なんでもないです。

「……どうにかしろよ」

　ティアンとイルムが居るという事で、フロイドも当然のように居た。

「それは出来かねます。避けては通れぬ戦いですので」

　フロイドがうんうんと頷きながら言う。

　いや、避けられるよね？　フロイドがどっちかを選べば、終わるよね？

「たとえ未来の義妹でも、これだけは譲れません！」

「そんな事言わず！　お願いします！　お義姉様！」

　ぐっ！　とティアンが胸を押さえ付ける。

　イルムが優勢っぽいけど、そんな危険な会話は別のところでやって欲しい。

　筆頭メイドとか、そんな物騒な話をしていると──。

「全ての世界の全てのメイドの筆頭は、私でございます」

　いつの間にかデオラーデさんが室内に居た。

　いや、今そこに居なかったですよね！

「でしたら、私は全ての世界の全ての執事とメイドの筆頭と名乗りましょう」

「ほぉ。随分と身の丈に合わない呼称ですね」

　早速とばかりに、フロイドがデオラーデさんに喧嘩を売る。

　仲良く……は出来ないんだろうな。

　もう俺は諦めた。無理。

　起きておくのも無理。

　……体が要求してきたので、喧騒を聞きながら眠った。

　そして数日後、完全回復したので、宴を催す事になった。
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　という訳で、宴である。

　今から催されるのは、俺達と世界樹の四方で戦った中心人物達だけの集まりで、各国各場所の宴の方は、既に終わっているところもあれば、まだ継続しているところもある。

　王様とか皇帝とかが居るので、今日一日だけ予定を空けて貰った。

　二つの世界を股に掛けているけど、調整とか大丈夫でした？

　あっ、大丈夫なんですね。それなら良いです。

　場所はそこら辺とか無理なので、これまで使わせて貰っていた飛空艇の甲板。

　そこにテーブルセットを用意し、料理や飲み物類を並べただけ。

　飲み物類はフロイドとイルムに頼んで良いのを用意したし、料理の方はタタが監修しているので問題はない……はずなんだけど……ところでフロイド。

　あそこのテーブルの上には「ワズ専用　本人以外手出し厳禁」と書かれた札が置かれ、たくさんの料理が並んでいるけど……あれは何？　それに、あれだけの量を食べろと？

　……え？　皆が一人一品で作った分？

　……なるほど。奥さん達じゃなく、セリアスさん達とか、光女神様達も含まれていると。

　………………わかった。責任をもって、俺が食べます。

　………………「極食神」がなくなったから不安だけど……あっ、胃薬も用意してんのね。

　準備が周到過ぎない？　いや食べるよ？　全部食べますよ？

　……でも一気は無理だから。

　あっ、一品一品の感想も必要なのね……頑張れ、俺。

　宴の間の給仕をお願いする執事さんやメイドさんも一緒に連れて来て……宴が始まった。




　本日は無礼講である。

　……でも、節度を持ってね。特にそこの執事とメイド達。

　俺の責任になるんだから、振りじゃないから……振りじゃないから！

　そうして宴が始まったのだが、初っ端からがっぽがっぽ飲み始める人も居たので、先に招いた人達への挨拶回りだけ済ませる事にした。

　奥さん達、セリアスさん達、光女神様達は、この場に集まった女性陣の多くと固まって、何やら楽し気に会話をしている。

　……本能が告げていた。今、あそこに近付いてはいけないと。

　なので、一人で回る事にした。

　一歩、二歩、三歩………………止まって後ろを振り返る。

「私達の事はお気になさらず」

「何かありましたら、即座に対応させて頂きます」

「なんなりとお申し付け下さい」

　フロイド、ティアン、イルムが付いて来ていた。

「………………フロイド、ティアン」

「「はい」」

「今はまだ新婚旅行中だから、フロイドとティアンも休暇中って事になる。だから、好きなところに行くと良いよ」

「生涯の忠誠をご主人様に」

　フロイドが何かを言うまでに、ティアンが神性すら感じる見事な一礼をして、そのままフロイドを引きずりながら艇内へと向かう。

　……お幸せに。

　敬礼をして見送る。

「イルムも好きに」

「………………」

「………………付いてくれば良いよ」

「御心のままに」

　懇願するような涙目には勝てなかった。




　最初に目に入ったのは、とあるテーブル。

　そこに居たのは、オムロレルさん、レニオンさん………………は、色々と付き合いがありそうだから良いとして、問題なのは、そこにベネドとズードが居る事である。

「……ふぅむ。今からでも大丈夫だろうか？」

「問題ない、オムロレル殿。早いも遅いもない。誰しもが持つ種を発芽させる事が重要なのだ」

「うむ。こちらに絵付きの資料も用意した。これが……こうなるのだ」

「なるほど。わかりやすいですな」

「ちなみにだが、これとは別に普段の健康法としても既に確立して、今はあちらで実践されている」

　ベネドとズードが指し示す方へと視線を向ける。

「「ふんっ！　ふんっ！　ふんっ！」」

　ギヴィリオさんとルソナさんが、張り合うように腹筋運動をしていた。

「お前には負けんぞ、ルソナ！」

「はっ！　寝言は寝て言え、ギヴィリオ！」

　相変わらずだなぁ、この二人の仲の良さは。

　でも……あんまりやり過ぎると血圧的な事が怖いんですけど……あっ、お付きの執事とメイドがきっちり管理しているのね。

　それなら別に良いけど………………でも、あっちは？

「ふんっ！　むんっ！　ふんっ！」

　両手それぞれに黒くて重そうな物を持って、交互に持ち上げているスレガさん。

　その傍では、ソラルスさんとロンリさんが、この世の終わりのような表情で天を仰いでいた。

　ソラルスさん、ロンリさんと目が合う。

　視線だけで、俺は、二人の、味方、だから、と伝える。

　ソラルスさんとロンリさんが肩を抱き合って涙を流す。

　……ふっ、困った時はいつでも頼りな。

　肩で風を切ってこの場を去る。

　………………。

　………………違う違う！　このまま去っちゃ駄目だ！

「オムロレルさん、落ち着いて！　自分を見失っちゃいけない！　あっちは駄目だ！　もう引き返せない！　でも、オムロレルさんなら、まだ引き返せる！」

「おぉ、ワズ様。元気になられたようで良かったです」

「うん。この通り……じゃなくて！」

「わかっておりますよ、ワズ様。こちらの御二方のようになるまでするつもりはございません。年が年ですし。何か健康法のようなモノはないかと尋ねていただけなのです」

　なんだ、そうだったのか。

　………………。

　………………いや、それはそれで不安ですけど！　よりにもよって、このベネドとズードに！

　……いや、これはアレだ。レニオンさん経由だな、きっと。

　とりあえず、暴走しないように注意しておくか。

「………………死を与える」

「「「まだ許される範囲だと思います！　というか、まだ注意段階だと！」」」

　わかっているなら良いんだ。

　やり過ぎない程度なら、別に構わない。

　……でも、無礼講過ぎない？

　宴ってこうだったっけ？




　ソラルスさんとロンリさんからの密告を期待しつつ、次へと向かう最中に、甲板の端の方でシロを見かけた。

　地下迷宮レアボスのスライム達と楽しくお喋りしていて、その中には、フロイドとデュラッハンも……あれ？　ティアンと消えたはずじゃ？

　途中で見つかったのかな？

　しかし、そこにスライム達とデュラッハンが居るとなると、どこかに魔法鬼娘達も………………奥さん達を筆頭にした女性陣の中に居た。

　ティアンとデュラハンウーマンの姿もある。

　………………。

　………………触れない事にした。




「ワズ様、こちらを」

　イルムから「ワズ専用」テーブルから持ってきて貰った料理を受け取って食べる。

　……もぐもぐ。美味い。

「これは誰が作ったの？」

「マオ様でございます」

　なるほど。最初の頃に比べれば、奥さん達の料理の腕は本当に上達したな。

　あとで感想を求められるので、全員の料理をきちんと覚えておかないと。

「次はこちらを」

　イルムから次の料理を受け取って食べる。

　……もぐもぐ。

「………………これ、料理じゃなくてお菓子だよね？」

「空女神様がご用意したモノでございます」

　なるほど。良い間食でした。




　奥さん達の美味しい料理に舌鼓を打ちつつ、次へと向かう。

　そういえば、レーガンさん達もお誘いしたのだが、何やら新しい仕事が忙しいとかで駄目だった。

　どんな仕事をしているのかは教えてくれなかったので、残念。

　不参加はもう一組。イリシュロだ。武闘都市エスレアデでライブである。

　……うん。ライブは大事だよね。

　食べながら移動していると、エルードさん、ドウラさん、ギオさん、デイズの四人が楽し気に会話している姿が目に入った。

　漏れ聞こえてくる内容によると、運動会の話で盛り上がっているようだ。

　これは、世界対抗とか出来そうな流れ！

　是非とも実りある会話である事を祈りつつ、向かった先に居たのは、ルト、ニール、ガイン、ゼアル、ルマルフの五人で、楽しく飲んでいるようだ。

「ルト達は元からだけど、ルマルフとも仲良くなったんだな」

　そう声をかけると、全員が親指を立てる。

「「「「「マブダチさ！」」」」」

　ちょっと泣きそうになった。

　良かった……良かったな、ルマルフ。友達が居ないって苦しんでいたもんな。

「それにしても、こうして揃うのは久し振りだ。全員強くなった。……まぁ、一番は私だが」

　ルトが酒の入ったグラスを傾けながら言う。

　この場の空気が凍り付く。

「……ははは。相棒は面白い事を言う。元とはいえ、一番は魔王である私に決まっているだろう」

　ルマルフがニヒルな笑みを浮かべた。

「若造共がはしゃぎよる。世界の広さを知らんようだ。のう、ガイン」

「確かにな、ニール。年季の違いというモノがわかっておらんようだ」

　ニールとガインが悟ったような笑みを浮かべる。

「やれやれ、私の内包している力に誰も気付かないとは。過酷な試練を乗り越えた今の私に敵は居ない」

　ゼアルが勝者のような笑みを浮かべる。

「「「「「……あ？」」」」」

　一瞬即発の空気に変わる。

　さっきまでの仲の良さはどこに行った。

「「「「「このままじゃ埒らちが明かない！　今この場で」」」」」

「暴れたら飛空艇から叩き出して、そのまま俺が……いや、ハオスイとファファルと一緒に相手になってやるよ」

「「「「「私達はマブダチだ！　皆一番！」」」」」

　肩を組み合って仲の良さを示す五人。うんうん。仲が良いのは良い事だ。

　だからハオスイとファファルは、俺をジッと見ない。

　お前達も心配そうな表情で俺を見ない。




　イルムから新しい料理を次々と受け取って食べる。

　今度はセリアスさん達の分だそうだ。

　……もぐもぐ。どれも美味しいけど……量が足りない。多分だけど、俺がどれくらい食べるかを、まだわかっていないからだと思う。

　まぁ、その辺りは今後………………今後かぁ。

　セリアスさん達はどうするんだろう。

　俺達は、この宴が終われば元の世界に帰るつもりである。

　でもそれは、このままでいけばセリアスさん達との別れを意味していた。

　セリアスさん達には、この世界で生活している場所がある。

　チラッとイルムを見る。

　イルムは付いて来そうだけど……ヤトファさんはどうだろう？

　なんというか、俺の中ではこうして一緒に行動するのが当たり前になっているな。

　今後もセリアスさん達と共に行動するのなら、それこそ生活環境を変えるような出来事が起こらないと………………たとえば結婚とか？

　……誰と？　……俺と？

　………………。

　………………いやいやいやいや、たとえ俺が良くても、セリアスさん達が俺を選ぶとは限らないし、奥さん達が許すかどうか。

　そりゃ、選ばれたら嬉しいけど………………そっか、嬉しいのか、俺。

　いつの間にか、セリアスさん達の事を……。

　でも、これ以上考えるのはやめておいた。

　もし別れる事になった時、余計に悲しくなるし。

　少ししゅんとしていると、イルムから新たな料理を二つ差し出されたので食べる。

　もぐもぐ……。

「………………あの、これ……なんの調味料も使われていない、ただの生野菜なんだけど」

「こちらは大地母神様がご用意されました」

　……大地の恵みって事かな。

「こっちは………………しょっぱっ！　いや、なんか滅茶苦茶しょっぱっ！　喉が瞬時にからっからに！」

「そちらは海女神様がご用意されました」

　……海水よりもしょっぱいけど、恵みって事かな。

　………………。

　………………うん。とりあえず、気分転換にはなった。




　歩きながら宴の様子を見ていると、隣り合っているが、対照的な光景の場所があった。

　一方に居るのは、ナヴィリオ、オーランド、ディソールの三人。

　料理と酒をきちんと味わい、会話を楽しんでいる。

「そうだったのか。正確にはディソール殿も、この世界の者ではないのか」

「あぁ。だが、骨はこの世界に埋めるつもりだ。オレリアと共に生きていく」

「確か、大国ガーリスの姫でしたよね？　となると、ナヴィリオ様と一緒ですね」

「ナヴィリオ殿と？」

「実は私も他国の姫との縁談が挙がりまして、その話が纏まりそうなのです」

「それは、おめでとうございます」

「ありがとうございます。ただ、お互いの父親同士がよく諍いを起こすので、その辺りをどうにかしないといけませんが……ほら、今もあそこで」

　ナヴィリオが指し示す方向へ、ディソールが視線を向ける。

　視線の先では、ギヴィリオさんとルソナさんが腕立て勝負を始めていた。

　なんとも言えない表情を浮かべるディソール。

「それは、まぁ……大変そうですね」

「今では逆に仲が良いのでは？　と思っていますが」

　ナヴィリオが満点の笑みを浮かべる。

　オーランドは苦笑いだけど。

「それにしても、今のこの状況は良いですね。異なる世界の者達が揃い、同じ物を食べ、同じ物を飲む。きっとこれからは、国家間交流だけではなく、世界間交流が生まれていくのでしょう。今この瞬間が、その先駆けかと思うと心が躍ります」

「そうなりますか？」

「なりますよ、きっと。だって、ワズがどうにかすると思うし」

　オーランドがそう断言する。

　いや、確かにそうなったら良いな、とは思っているけど。

「「確かに」」

　ナヴィリオとディソールも笑みを浮かべながら同意した。

　三人は、そのまま楽しく会話を続ける。

　んん〜……なんというか、三人共が格好良いから、その光景はまるで一枚の絵画のようだ。

　のちの歴史で、「世界間交流発祥の場」とか語られそう。

　ただ、これは良い方の一方で、反対側のもう一方の方は……酷かった。

　がっぱがっぱと飲まれ、凄まじい勢いで酒が消えていく。

　そこに居るのは、人の姿となっているメギルさんに、ロネさんとデニーさんが加わった三人で、全員顔が赤く、見ただけで酔っているのがわかる。

　強い酒ばっかり飲んでいるのかもしれない。

　そんな三人の前には、ヒュースレンの家長四人が勢揃いしていた。

　………………正座で。

「ひっく……あれだね……あんた達、いつの間に増えたんだい？」

「「「「いいえ、増えていません」」」」

「うぃ〜……美味い酒だねぇ………………私の若い頃はね、大変だったんだよ。勢力争いがあってねぇ……その時に出会ったのさ、愛しい旦那に」

「「「「すみません！　それ、既に六回目なんですが！」」」」

「ん……あっ、酒が切れた。誰か」

「「「「それじゃ、直ぐに持ってきます！」」」」

「「「誰が立ち上がって良いって言った！」」」

「「「「理不尽だっ！」」」」

　………………。

　………………もう完全に絡み酒である。しかも、質たちが悪い部類の。

　駄目だ。あそこに近付いてはいけない。

　あの状態の三人には、俺も……いや、誰も敵わない。

　だから、家長達は俺に縋るような目を向けないで。

「「「どこ見てんだいっ！」」」

「「「「すみませんっ！」」」」

　………………。

　………………頑張れ、家長達。俺はもう、涙で前が見えないよ。

「こちらをどうぞ」

「ありがとう。もぐもぐ………………ん？　もぐ………………あの、見た目は完璧なのに、味が薄い……いや、全くしないんだけど？」

「こちらは光女神様がご用意されました」

　光の輝きで打ち消したのかな？




　あとは誰が居たかな？　と思った時、そういえばラグニールを見ていない事に気付く。

　どこだろう？　と周囲に視線を向けると、人の姿となっているラグニールは、グレイブさん、オドさん、弟子達、同じく人の姿となっているガジャと一緒に飲み食いしていた。

　笑い声もよく起こり、随分と盛り上がっているようだ。

「随分と盛り上がっているようだけど、なんの話をしているんだ？」

　そう声をかけると、ラグニールが満面の笑みを返す。

「おぉ、ワズ！　いや、先刻の戦いをどのようにして乗り越えたのかを教え合っていたのだ。この世界も、中々強者が居るようで面白い」

「いやいや、ここに居る俺達の中で一番強いのは、ラグニール殿さ」

　オドさんが遠慮がちに答える。

「そう謙遜しなくても良いんじゃない？　確かにラグニールが一番だろうけど、オドさんはイルムシュタッド最強って呼ばれているんだし、俺から見ても、相当強い部類に入っているよ。ねぇ、グレイブさん」

　俺が同意を求めるようにグレイブさんを見ると、グレイブさんは俺の視線を受けて、その通りだとオドさんに視線を向ける。

　オドさんがフッと笑みを浮かべた。

　グレイブさんもフッと笑みを浮かべる。

　……え？　何これ？

　なんでこの二人は視線だけで通じ合ってんの？

「う〜む。先ほどから、時折こうして通じ合っている時があるのだ。なっ、ガジャ」

「視線だけで会話が成立するとは、かなり馬が合うのでしょう」

　ラグニールとガジャが、同意するようにうんうんと頷く。

　いや、そっちも仲良くなっていると思うけど？

「だが、強さでいえば、ガジャも中々のモノだったぞ。我が知る龍族の中でも、かなり上位に位置する強さだ。さすがは名が語り継がれている邪龍である」

「いや〜、異世界の龍王様にそう言われると照れます」

　ガジャが嬉しそうに頭を搔く。

　シェナさんがメギルさんの義娘になるという事は、シェナさんの夫であるガジャも義息子……ラグニールにとっては義弟という事か。

　でも、ラグニールがそういう事で強さを認める発言をするとは思えないし、ガジャの強さは本物って事だな。

　ガジャもなんとなくその辺りを理解しているのか、本当に嬉しそうだ。

「……まぁ、妻には頭が上がりませんが」

　苦笑いを浮かべるガジャの言葉に、俺とラグニールは揃ってうんうんと頷く。

　と、そこで、強さという部分で思い出した。

「そういえば、オドさん。弟子達はどうでした？」

「「「「っ！」」」」

　ニコニコしていた弟子達が、ビクッと体を跳ねさせ、恐る恐るオドさんに視線を向ける。

　すると、オドさんは安心させるように笑みを浮かべた。

「随分と助けになった。これからが期待出来る若手達だ」

「あぁ、俺も少し見させて貰ったが、中々のやり手じゃないか。羨ましいね。後進が育っているというのは」

　オドさんの言葉に、グレイブさんも同意するように続ける。

　弟子達はニッコニコだ。

「そうなんだ。良かったな、グレイブさんとオドさんに褒められるなんて凄いぞ」

「師匠達の地獄の鍛錬を乗り越えましたから、そうそう負けませんよ。余裕でした」

「数が多いだけの烏合の衆さ。俺達の質の方が、圧倒的に上だったというだけ」

「……そもそも、魔物なんて敵じゃない。強くなった私達の強さを証明するためには物足りない」

「そうですね。最早師匠クラスでないと、私達を圧倒出来ないでしょう」

　褒められて認められて、嬉しいのかもしれないけど、少々調子に乗っている節がある。

　もちろん、師匠としても弟子達の成長は嬉しいが、このままではいけない気がした。

　グレイブさんとオドさんも同じ懸念を抱いたのか、難しい顔をしている。

　魔物なんて敵じゃないとか……あいつらを知っていないから言える事だ。

　だから、教えてやろう。

　うんうん。これも師匠としての優しさだね。

　俺はニヤッと笑みを浮かべる。

「そうかそうか。魔物なんて敵じゃないか。なら、この宴が終わったら特別な場所に連れて行ってやる。俺やラグニール、グレイブさんの居る世界にある、とある山だ。色んな魔物が居て面白いぞ。まぁ、偶に現れる魚や猫の魔物には注意が必要だけどな」

「「「「は、はぁ……魚？　猫？」」」」

　大丈夫。たとえじゃなくて、本当に魚と猫だから。

　俺の言いたい事がわかったのか、ラグニールがニヤッと笑みを浮かべる。

　グレイブさんも山の事を知っているため、面白そうに笑みを浮かべて、オドさんにどういう事かを説明していた。

　ふははははは！　弟子達よ！　その調子に乗った心を折って来なさい！

　このあとはラグニール達と軽く雑談して、別のところへと向かう。

　………………。

　………………あれ？　もしかして、もう大体回ったかな？

「こちらをどうぞ」

「ありがとう。もぐもぐ………………普通に美味い！」

　驚きで思わず叫んでしまう。

　素朴だけど、なんか美味い。

　心がほっこりとする味だ。

「こちらは戦女神様がご用意されました」

　おぉ！　さすがは戦女神様！

　パクパクいけちゃう。

「ここで残念なお知らせがございます」

「……何故今？　……それで？」

「ヤトファ様もワズ様のための料理をお作りするため奮闘したのですが……」

「……破壊しちゃったの？」

「まだ興奮が治まら……いえ、寧ろより興奮した結果と言いますか」

　それならまぁ、仕方ない。残念だけど。

　俺は戦女神様の料理を食べ終わると、空いた手をイルムに向ける。

「……はて？」

　差し出した手に、イルムが手を置く。

「違う違う。……あれ？　本気でわかっていないっぽい。まだイルムの作った料理を食べてないけど？」

　そう言うと、イルムがハッ！　とした表情を浮かべて固まる。

「………………あれ？　もしかして……ないの？」

「……はい。申し訳ございません。宴の準備で忙しく」

「そっか。なら、今度だね。楽しみにしているよ」

「はい！　腕を振るわせて頂きます！」

　イルムが嬉しそうに笑みを浮かべる。

　言っておいてなんだけど……大丈夫だと信じたい。

　これで大体回ったようなので、あとは皆とのんびりしようと、女性陣のところへと向かう。





皆の想い






　女性陣のところへ向かうと、俺の姿を見かけた途端、奥さん達、セリアスさん達、光女神様達以外の人達が、ニマニマしたり微笑みを浮かべたりしながら、それぞれ思い思いの場所へと向かった。

　……なんかあった？

　……避けられている訳じゃないよね？　俺。

　勧められるまま椅子に座り、イルムが淹れてくれた紅茶で一息吐く。

「挨拶は終わったのですか？」

　ナミニッサの問いに、俺は大体はね、と頷く。

「……まぁ、何ヶ所かはやめておいたけど」

　どこが？　とは言わない。

　皆の視線がそっちの方に向いていたので、察してくれたのだろう。

「……それで、これからの事なのですが」

「う〜ん……邪神も倒したし、ヤトファさんの呪いも解けた。これで一区切り付いたのは間違いないし、丁度良いから一旦帰ろうか。メルさんの出産もあるし。どうかな？」

「問題ありません。私達もそうしようかと話していましたので」

　ナミニッサの言葉に、他の奥さん達が頷く。

　俺は苦笑を浮かべた。

「なんかごめんね。新婚旅行だったのに、最後の方は慌ただしくなっちゃって」

　そう言うと、奥さん達は気にしていないと笑みを浮かべる。

「大丈夫！　楽しかったよ〜」

「ワズさんが気に病む必要はない。メアルの言う通り、私達の誰しもがこの旅行を楽しんだ」

「えぇ、皆楽しみましたよ。貴重な体験でした」

　メアル、サローナ、タタが、楽しかったと言う。

　その表情を見れば、その言葉が噓ではなく、心から言っているという事がわかる。

「それに、こうして様々な国を訪れる機会はそうありませんし、色々と勉強にもなりました」

「そうだな。特にクリスタルの美しさには、私も心を奪われた」

「凄く綺麗だったです〜。見ているだけで癒されました〜」

　ナミニッサ、ナレリナ、キャシーが、これまでを振り返って思い出しているのか、目を閉じて笑みを浮かべた。

　思い出し、満足している笑みだ。

「……また来たい」

「ハオスイの言う通りだ。この世界の全てを巡ったとは言えないし、私達全員が、またこの世界に来たいと思っている」

「もちろん、その時は私が造った飛空艇で、ですよ！　色々と刺激を受けましたからねぇ〜」

　ハオスイ、マオ、カガネが、再びイルムシュタッドへ来たいと言ってくれた。

　そう言われるだけでも、来た甲斐があると思う。

「それに、新たな出会いもあったしね。色んな人と出会い、話せて良かったわ」

「元々この世界の者だが、思えばこういう風に世界を巡った事はなかった。余も満足しているぞ」

　アリア、ファファルも、満足しているようだ。

　この世界の人達に出会えて、良かったと思っている。

　それは当然、俺も同じ思いだ。

「そっか……そう言ってくれるなら、俺もイルムシュタッドに来て、本当に良かったよ」

　俺も笑みを浮かべて言う。

　控えているイルムも、自分が創造神として存在している世界を褒められたからか、嬉しそうに笑みを浮かべる。

　………………。

　………………だからこそ……この世界が良かったからこそ、別れが少し悲しい。

　でも、まずはここまで一緒に来てくれた事のお礼を言おう。

「セリアスさん、ラヴィ、ルシエルさん、シファニ。俺達は帰るけど、ここまでありがとう」

　立ち上がり、セリアスさん達に向けて頭を下げる。

　………………。

　………………あれ？　返答がない。

　まさかのここで無視！

　何か無自覚にやってしまったのか？　と焦って顔を上げると、セリアスさん達は困ったような笑みを浮かべ、奥さん達はやっぱりか……みたいな感じだった。

　………………。

　………………えぇと、置いてきぼりは寂しいので、何かしらの説明をお願いしたいんだけど。

「ワズ様次第ではありますが、これからも一緒に居るかもしれないという事でございます」

　イルムがこそっと教えてくれる。

　そうなの？　え？　本当に？　それは嬉しい！

　……けど、何がどうなってそうなるのか、教えてくれてないよね？

　疑問に思っていると、奥さん達がセリアスさん達と光女神様達を俺の前へと連れて来た。

『頑張って！』

　そう言って、奥さん達は少し後ろに下がる。

　首を傾げながら見ていると、イルムも光女神様達の方へ合流し、俺の前には奥さん達以外の、これまで一緒に居てくれた女性達が並ぶ。

「………………これは一体何事？」

　そう呟くが、一つだけわかる事がある。

　……なんかこの場の緊張感が半端ないんですけど！

　自然に……ゴクッと喉が鳴った。

　……えぇと、とりあえず、俺はどうしたら良いんだろう？

　そろそろ手がそわそわし始めようとした時、セリアスさん、ラヴィ、ルシエルさん、シファニの四人が一歩前に出た。

「まずはお礼を言わせて欲しい。ありがとう。大魔王の時もそうだが、今回もイルムシュタッドを救ってくれた。感謝の言葉しかない」

「……あの時、ワズ様に助けて頂いたからこそ、私はこの場にこうして居る事が出来るのです。本当にありがとうございました」

「私が言いたい事はラヴィと同じです。あの時、ワズ様に出会えた事こそ、最も幸運な出来事に間違いありません」

「わ、私も、ワズ様と出会っていなければ、きっと今も狭い世界の中で生きていたと思います。あ、ありがとうございます」

「い、いやぁ〜……」

　改めてそう言われると、なんか照れる。

　恥ずかしさを誤魔化すように、頰を搔く。

　四人の話はそれで終わりではないようで、真剣な目を向けられる。

「思えば、私は傷を治して貰った時から意識していたと思う。ワズ様に美しい奥方様達が居たと知っても、諦める事が出来なかった。……私も、その一人になりたいと思ったのだ」

　セリアスさんはそこで言葉を切り、一呼吸してから言葉を紡ぐ。

「これまで剣に生きてきた私では相応しくないかもしれないが、それでも、私はワズ様を心からお慕いしている。だから、私も奥さんにしてくれないだろうか？　これからも、共に居たい」

　冗談とか、噓とか、そんな風に思えないくらい、セリアスさんの表情は真剣だった。

　でも、セリアスさんは、大国ガーリスの王都の守護騎士団だけど、それは良いんだろうか？

　大丈夫なの？　と思っていると、離れたところに居るオレリアさんが、ビシッと親指を立てた。

　なんか既に話が通っているっぽい。

　ラヴィが続く。

「私には『水』のクリスタルを守護するという任がございますが、ワズ様が張った結界を突破出来る者は居ませんから、名ばかりでしかありません。それに、いざという時のためにドラゴンライダー達が常駐しますから安全です」

　そこで一息吐き、ラヴィが真剣な表情を浮かべる。

「ですので、私もワズ様と共に居させて頂けないでしょうか？　これまで戦闘をこなした事などありませんので、足手纏いという事は理解しています。ですが、想いは負けません。好きです、ワズ様。私も奥さんの一人にして下さい」

　ラヴィがそこまで言うと、さぁ、と促すようにルシエルさんへと視線を向ける。

　ルシエルさんは頷き、一息吐いてから言葉を発した。

「私はラヴィに仕えるメイドです。ですので、この想いが過分である事も重々承知していますが、それでも私はメイドとしてだけではなく、一人の女性としても、ワズ様の事を想っております。メイドとして、奥さんとして、ラヴィだけではなく、ワズ様の傍に居させて頂けないでしょうか？」

　……おおぅ。俺が何かを言う前に、シファニが続いた。

「わ、私は魔導具を作る事しか才能がありません。でも、それでも、それが少しでも助けになるのなら、ワズ様と一緒に居たいです。一緒に、色んな魔導具を作りたいです。さ、最初は、本当に先生として慕っていましたけど、今は一人の女性として慕っています。これからも一緒に居たいです」

　シファニが言い終わると、四人は覚悟を固めたような表情を浮かべる。

　……つまり、俺の返事待ち？

　………………。

　………………これは確認だけど、四人共が俺の事を好きって事で、これからもずっと一緒に居たいって事で良いんだよね？

　間違えていないよね？　俺の思い込みじゃないよね？

　………………。

　………………うん。大丈夫。思い返してみても、この解釈で合っている。

　素直に嬉しく思う。

　四人の想いを受けて、俺もそういう風に想っていた事を自覚した。

　……けど、これって大丈夫なの？　その、ほら……奥さん達的に。

　視線を向けると、奥さん達はニッコニコ笑顔で、問題ありませんと頷いた。

　こっちにも既に話が通っていたのか。

　知らないのは俺だけとか少し寂しいけど、今は関係ない。

　なら、俺の返事は決まっている。

「ありがとう。凄く嬉しいよ」

　照れ臭そうに笑みを浮かべ、四人を見つめる。

「だから、俺の答えは決まっている。これからも」

「「「「「「「ちょおっと待ったぁ〜！」」」」」」」

　光女神様達に止められた。

　えぇ〜………………あれ？　なんか聞こえてきた声の数が多いような？

　視線を向けると、一歩前に出ていた光女神様達の中に、イルムとヤトファさんが居た。

　奥さん達とセリアスさん達はこの事態を予期していたのか、苦笑を浮かべている。

　セリアスさん達が、どうぞ、と自分達が居た場所を光女神様達に譲った。

　えっ、ちょっと待って！　まだ返事が……。

　俺と対峙するように光女神様達が並ぶ。

「さぁ、私達との関係もステップアップさせましょう！」

「次なるステージへと至る時が来たのです」

「もっと早くに行動しておけば良かったと、今では思うよ」

「いい加減、私達も待つだけなのはやめた」

「……運命の瞬間」

「ここしかありません！」

「えぇと、次とか考えると出遅れそうなので、今しかないかなと」

　次々と言われるけど、要は今しかないって事？　で良いのかな？

　そうなると、このタイミングで言われる事は一つしかないから……。

「わかりました。ちゃんと聞きます」

　頷きながら言うと、光女神様達は、気持ちを落ち着かせるように一息吐き、口々に想いを綴った。

「今更ですし、御ご託たくは省きます！　というか、もう色々面倒なので、さっさと抱いて下さい！　あっ、大好きです！」

　光女神様が、どやっ！　と、胸を張った。

　……直球だし、後付けだし、色々と言いたいけど、これが光女神様である。

「いざ、こういう時が来ると緊張しますね。……んんっ、ワズ様の想いを物理的に刻み付けて下さい。愛しています」

　大地母神様が、頰を染めて体をくねらせた。

　……ぶれないなぁ、大地母神様は。

「えっと、まぁ……その、何だけど……こういう想いを抱いた事も、こういう事を言うのも初めてだから……す、好きです。受け止めてくれると、その……嬉しいかな」

　戦女神様が、真っ赤にした顔を背けつつも、視線だけは俺に向いていた。

　……心臓が早鐘を打つんですけど、戦女神様。

「先に言っておきますけど、拒否は通用しないから。それに、これだけ長い間一緒に居たんだから、気持ちは伝わっているはずでしょ？　……その、慕っているという事を」

　海女神様の反応が、強気から少し弱気へと変わる。

　……そういうしおらしい部分もあるんですね、海女神様。

「……養って。見返りは私」

　空女神様が、これまで見た事無い程に真剣な表情だ。

　……自分に素直過ぎる！　……だから耳が赤いんですかね？　空女神様。

「振り返れば、ワズ様が再びイルムシュタッドへと来られる日を、心待ちにしていたような気がします。少しでもお傍に居たいがために、メイドを選んだのかもしれません。そして今、それは確固たる想いへと昇華されました。お慕い申しております。どうか、これからもお傍に居る事をお許し頂けないでしょうか？」

　イルムにいつもの雰囲気はなく、俺を想う女性として、この場に居るのがわかる。

　……えぇと、鞭はもう良いんですかね？　イルム。

　美しき創造神様は、それはないと首を振った。

　………………ですよね〜！

　やっぱりいつものイルムだと、どこか安心してしまう。

「私はやっぱり、邪神から助け出された時に理解しました。ワズ様への好意は、ヤトファとして一緒に過ごしていた時もそうですが、ラヤトファルイリスとしての自分を取り戻しても変わりませんでした。私の事をワズ様に知って欲しいし、ワズ様の事を私はもっと知っていきたい。だから、私もこのまま一緒に居させて貰えないでしょうか？」

　ヤトファさんの顔は真っ赤だけど、目は真剣そのもので、想いを伝えようとしている必死さが伝わってくる。

　……確かに受け取ったよ、ヤトファさん。

　俺も、これから一緒に居たいと思っているから。

　奥さん達へと視線を向ければ、セリアスさん達の時と同じ反応が返される。

　………………。

　………………やっぱり、光女神様達も既に根回し済みなのね。

　何故か、既に外堀が埋められているような感じを覚えるけど、それはもう些細な事だろう。

　結局のところ、もうあとは俺次第なのだ。

　だから答える。

　………………言ってくれた順番でいくか。

　なので、まずはセリアスさん、ラヴィ、ルシエルさん、シファニの方へと視線を向け、近付いていく。

　セリアスさんをそっと抱き締めた。

「そう自分を卑下しないで。セリアスさんは充分魅力的だから。だから、これからもずっと一緒に居て欲しい。俺も好きだよ」

「はい」

　セリアスさんが涙を浮かべながら、嬉しそうに笑みを浮かべる。

　次にラヴィを優しく抱き締めた。

「足手纏いじゃないからね。強さは、これから得れば良いんだから。そのままの、俺が好きなラヴィで強くなっていって。ずっと傍で見ているから」

「宜しくお願いします」

　ラヴィも嬉しそうに笑みを浮かべる。

　隣に移り、ルシエルさんを引き寄せて抱き締めた。

「ルシエルさんが傍に居てくれると心強いよ。もちろん、この好きな想いは、メイドとしてじゃなく、女性として、奥さんとしてだから。これからも宜しくね」

「こちらこそ、宜しくお願いします」

　今だけはと、ルシエルさんも涙を流し、強く抱き締め返してくれた。

　一歩ずれ、シファニを包み込むように抱き締める。

「大丈夫。シファニはちゃんと助けになっているよ。それに、これから一緒にたくさん魔導具を作らないとね。これからもずっと一緒だから。好きだよ、シファニ」

　離れて確認すると、四人の顔は真っ赤だ。

　多分、俺も真っ赤だと思う。

　互いに笑みを浮かべ、俺はそのまま光女神様の方へと視線を向ける。

　光女神様、大地母神様、海女神様、イルムが、両腕を広げて俺を迎え入れようと待機し出した。

　………………。

　………………う〜ん。

「……何と言えば良いか……相変わらずですね」

　半眼にしながら言うと、ガーン！　と衝撃を受ける光女神様。

　俺は直ぐに笑みを浮かべ、そのまま光女神様の手を取って抱き締める。

「でも、そんな相変わらずな光女神様に、俺は救われました。俺も大好きですよ」

「……でへへ」

　光女神様が溶けそうになった。

　次に大地母神様を、ギュッと強く抱き締める。

「強く抱き締めますから、今はこれで勘弁して下さい。好きですよ、大地母神様」

「仕方ありません。今はこれで満足しておきましょう」

　大地母神様が、負けまいと強く抱き締めてくる。

　次に戦女神様を、離さないように抱き締めた。

「好きだよ、戦女神様。ちゃんと気持ちを受け取ったから、戦女神様もちゃんと受け止めてね」

「はい……はい！」

　戦女神様が嬉しそうに涙を流す。

　次に海女神様を、包み込むように抱き締める。

「伝わっているよ、海女神様。もちろん、俺も慕っている。だから、こっちこそ拒否は許さないからね？」

「当たり前でしょ。拒否なんてしないわ」

　海女神様が勝ち誇ったように笑みを浮かべる。

　次に空女神様を、抱き上げた。

「空女神様には負けました。惚れた弱みですかね？　養いますから、偶には働いて下さいよ？」

「……良い心掛け。……まぁ、偶にだったら良い」

　空女神様が満足そうに微笑む。

　次にイルムを招き抱き寄せる。

「これからも傍に居てよ、イルム。……でも、鞭に関してはもうちょっと抑えてくれると助かるかな？」

「ふふふ、わかりました。善処させて頂きます」

　イルムが仕方ありませんと笑みを浮かべる。

　……本当に善処されるのだろうか？

　最後に、ヤトファさんを感じるために抱き締めた。

「これからも一緒に居て下さい。傍に居て、俺の事を知っていって下さい。俺にヤトファさんの事をもっと教えて下さい」

「はい。私を知って下さい」

　ヤトファさんが嬉しそうに涙を流す。

　ゆっくりと離れると、奥さん達が順番待ちしていた。

　俺は苦笑を浮かべ、奥さん達へ愛を伝えながら、同じように抱き締めていく。

　最後にファファルを抱き締め終わると、フロイドが両腕を広げて待機していた。

　………………。

　………………。

「………………いや、どれだけ待っててもやらないから」

「何故ですか！　ここは主従の絆を確かめ合う場面でしょう！」

　違うわい！

　いやいやいやいや、本当にやらないから！

　だから、そんな俺を射殺すような目で見ないで！　ティアン！

　そして、場所が場所だけに全員から見られていたため、俺の奥さんが増えた事を祝う宴へと変わり、更に盛り上がっていった。

　楽しい宴の光景を見ながら思う。

　これで俺の奥さん達は、二十二人か……。

　………………。

　………………食い扶持どうしよう？

　さすがに、冒険者として活動していくと、魔物の乱獲で絶滅になるかもしれない。

　俺以外にも冒険者は居るし、ちょっとどうなんだろう……。

　冒険者以外の職に就く事も考えた方が良いかもしれない。

　ＤＥＸの高さを生かして、陶芸とか？　絵画とか？　………………成功するかな？

　でもその前に、イルムシュタッドにも拠点を造り、二つの世界を行ったり来たり出来るようにした方が良いかもしれない。

　生活の場の選択肢は多い方が良いだろうし。

　……まぁ、フロイド、イルムという二つの世界の創造神も居る事だし、どうにかなるだろう。

　そうだ！　結婚式を挙げていないファファル達は、イルムシュタッド出身が多いし、こっちで挙げようかな？

　……うん！　そうしよう！

　今後の事を考えていると、背後に気配を感じる。

　振り返れば、いつもの胡散臭い笑み……よりはどこか嬉しそうな笑みを浮かべるフロイドが居た。考え込むような表情のティアンも居る。

　なんだ？　まだ何か？

　………………。

　………………あっ！

「なるほど。ワズ様が義弟になるのですか。義兄として、恥ずかしいところは見せられませんね」

　フロイドが楽しそうに言う。

　……まぁ、そういう事になるよね。

「ワズ様が義弟になるのですか。楽しい家族になりそうですね」

　それはまだ早いんじゃないかな？　ティアン。

　……将来そうなりそうだけど。

　これからの事を考えると、ちょっと頭痛がしそうだったので、考える事を放棄した。





日常はどこまでも続く






　宴が終わり、招いた人達を送り届けたあと、俺達も休む。

　その際、セリアスさんとルシエルさんから、「さん」付けじゃない方が良いと言われたので、そのまま名前で呼ぶ事にする。

　そうなると、光女神様達からも愛称が良いと言われたので、わかりやすく、光女神様は「ヒカリ」、大地母神様は「アース」、戦女神様は「イクサ」、海女神様は「ウミ」、空女神様は「ソラ」と呼び、イルムはそのまま、ヤトファさんは「さん」付けをやめる事になった。

　次の日から、いつも通りの日常が……始まらない。

　まずは一度帰るという事で、借りていた飛空艇を返すために大国ガーリスへと向かうのだが、その中で、結婚式を挙げていないファファル達とは、イルムシュタッドのどこかで挙げようと思うんだけど、と皆に相談すると、あっという間にそれで準備が進んでいく。

　といっても、そんな直ぐに挙げられる訳ではない。

　前回同様、自分達で花嫁衣裳を製作するそうで、それが出来次第である。

　もちろん、素材から厳選して……そこに妥協はなかった。

　なので、奥さん達が総出で花嫁衣裳を製作する間に、俺が式場をどこにするか、飾り付けをどうするか、考えて実行しなければならない。

　……さて、どこにするかな。

「我の城では駄目なのか？」

「いや、イルムシュタッドのどこかで挙げるつもりだから」

　ラグニールの問いに、簡単に答える。

　メギルさんとラグニール、ガジャとシェナさんは、俺達が一度帰る日程に合わせて一緒に帰る予定である。

　今はメルさんの方が気になるらしく、メギルさんの命令によって、ドラゴンライダー達は水の都ガルドレーンとウィッチガーデンの二つに分かれて、警備がてら滞在するそうだ。

　ただ、様子見のために、時折イルムシュタッドに連れて来て欲しいそうなので、了承しておく。

　それぐらい軽い軽い。

　その時にドラゴンライダー達の様子を窺うそうだが、怠けていたら地獄を見せるらしい。

　………………。

　………………ドラゴンライダー達が幸せに生きる事を祈る。

　ちなみにだが、ルトはエルフとダークエルフを統治するために残り、ニールは旅行の続きで残り、ガインはウィッチガーデンに戻り、ゼアルはソシエルちゃんと見識を広めるために帝都に向かい、ベネドとズードは筋肉を広める旅に、と大体がイルムシュタッドに残っていた。

　………………。

　………………この世界が平和でありますように。

「それじゃ、またね〜。困った事があれば、いつでも呼んでくれて良いよ〜」

「まっ、私の言う事じゃないが、創造神を二柱も抱えるのだから……苦労するな」

　闇女神さんに気遣われているような気がして、泣きそうになった。

　シロと闇女神さんも、イルムシュタッドを満喫するための旅行に出かけた。

　そのあとに発覚したのだが、食糧をごっそり持っていかれていた事がわかる。

　食糧庫には、「出世払い」と書かれた紙が残されていた。

　………………。

　………………まぁ、良いか。

　その分、こき使ってやろうと思った。

　弟子達は、一度オハザの町へと帰している。

　元の世界の山に連れて行く事は確定しているが、準備とか挨拶回りとかあるだろうし。

　きっと良い経験になる事だろう。

　まぁ、俺は式場探しとか準備で忙しくするため、その間はメギルさんに見て貰う予定だ。

　………………。

　………………生きて会える事を切に願う。

「もちろん、式場探しには私も同行させて頂きます」

「フロイド様の隣が、私の居場所です」

　………………。

　………………まぁ、好きにすれば良いよ。

　というか、ついでにお前達も探せば？

　そう思った時、閃く。

　カガネが飛空艇を造ると言っていた。

　なら、その飛空艇の甲板を式場にして、背景に世界樹とかあるのはどうだろう？

　……良いかもしれない。

　あとで皆と相談である。

　そして、大国ガーリスに着くと飛空艇を返し、オムロレルさんにお礼とまた来る事を約束して、俺達は元の世界へと帰った。




　帰還場所はラグニールの城にしたので、早速メルさんの様子を見に行く。

　こっちの世界に来た事のないセリアス達は、へ〜ほ〜と開いた口が塞がらない状態だ。

　というか、今更だけど、イルムとヤトファがこっちに来て、イルムシュタッドは大丈夫なのだろうか？

　……偶に様子を見に行けば大丈夫らしい。

　メルさんへ帰ってきた事を伝えに行くと、子供はまだ生まれていなかったが、お腹は大きくなっていて、もうそろそろだと教えてくれた。

　メギルさんとシェナさんがリイシャさんと代わり、リイシャさんはファファルと再会を喜び、その間に、俺もメルさんへ、イルムシュタッドに行ってからの事、新しい奥さん達であるセリアス達の事を紹介する。

「邪神が生き残っていたとは……大変だったのですね。それにしても、新婚旅行へ行っていたはずですのに……ワズにとっては、新しい嫁を見つけに行く旅行だったのですか？」

「……勘弁して下さい。でも、きちんと全員を幸せにしてみせます」

「ふふ、ワズなら大丈夫だと信じていますよ。けれど、大変興味深い事もありますね。母様が鍛えたドラゴンライダーというのにも会ってみたいですし、私もこの子が産まれたら行ってみようかしら？」

「それじゃ、その時は、しっかりとエスコートさせて頂きます」

「えぇ、宜しくね、義理息子ワズ」

　まぁ、その時は、ラグニール一家勢揃いだろう。

　………………。

　………………ドラゴンライダー達が変な事しなけりゃ、無事に終わるだろうな。

　ちなみに、ラグニールとガジャは、メルさんは身重で動けないし、リイシャさんもサポートとして余り離れる事が出来なかったために城の備蓄食料が少なくなっていた事から、狩りへと赴いている。

　そして、ラグニールが大量の食糧を持って帰って来てから、メアルの時空間魔法の中に収納していたお土産や料理を出して、帰って来た事と、メルさんの出産の前祝いの宴を開き、俺達は大いに盛り上がった。

　………………。

　………………盛り上がり過ぎた。

　翌日、宴でほとんどの食糧を食い尽くしてしまい、俺、ラグニール、ガジャが再び狩りと買い出しへと赴く。

　女性陣は、メルさんの出産と花嫁衣裳製作で忙しいのである。

「ワズとガジャよ。どちらがより多くの食糧と食材を集められるか、勝負といこうではないか」

「え？　別に良いけど、俺に勝てると思ってんの？」

「自分は自信がありません」

「大丈夫だ。ガジャの力であれば、充分に通用する。それに……我は生まれてくる子のために、今こそ威厳を取り戻さないといけない！」

「………………それは切実な理由だなぁ」

「よーい、どんっ！」

　ラグニールが飛び立っていく。

「ずるっ！　……まぁ、理由が理由だし、仕方ないか」

「それは卑怯ではないですかっ！」

　でも、手は一切抜かなかった。




　こちらに帰ってきても、慌ただしい日々は続く。

　まず、女性陣は、ファファルを筆頭にしたイルムシュタッド出身の奥さん達と、女神様達の花嫁衣裳作りで忙しい。

　カガネだけは、前に自分で立ち上げた商会の人達を集め、飛空艇造りに熱中しているけど。

　フロイドとティアンも、素材集めのために駆り出されている。

　俺は俺で、各地を回っていた。

　今後、イルムシュタッドとどう関わっていくかを相談するためだ。

　フロイドとイルム曰く、やろうと思えば常時繫がっている魔法陣とか、世界を一つに！　とかも出来るらしい。

　どうなるかはわからないけど、どっちの世界にも良いところはあるし、多分交流する事になると思っている。

　だから、その橋渡しが出来ればと考えていた。

　……ついでに金銭も貰えないかな？　そういう役職とかに就いて。

　そうして各地を回りつつ、綺麗な景色や要所では皆を呼び、休憩も必要だとのんびり過ごす。

　特に、こちらの世界が初めてである、セリアス、ラヴィ、ルシエル、シファニ、イルム、ヤトファには、皆でこの世界の良いところを語って聞かせた。

　メルさんの出産時期に関しては、近くになればフロイドが教えてくれる事になっている。

　相変わらずの、デタラメな万能執事だ。

　ただ、筆頭メイド闘争はまだ終わっていない。

　新たにルシエルが参戦した事で、混迷を期していた。

　ただ、こうなると、俺の中ではイルムかルシエルのどっちかという考えが、ちらっと過ぎる。

　その時、ぽんっ！　とフロイドが俺の肩に手を置いてきた。

「ワズ様。私、『一体化』を諦めた訳ではございませんので」

　……恐らく、俺が奥さんだからと選んだ時は、「一体化」してティアンを筆頭宣言するつもりなのだろうと推測する。

「………………ティアンも優秀だよね」

　相変わらずの笑みを浮かべるフロイドに屈した訳ではない。

　それにしても、前はちらっと思っただけなら察する事が出来なかったはずなのに、今は鋭過ぎると思った。

　これが、完全体フロイドという事か。




　そんな感じで進んでいる内に、まずはエルフの集落に着いた。

　イルムシュタッドのエルフ、ダークエルフ達が気になるようだ。

　主にルト関係で。

　そのまま城塞都市リニックへ向かう。

　ルーラと仲良くしていると、レーガンさんに追い回された。

　なんか、前よりも血走っているように感じる。

　次に、マーンボンド王国の王都に着き、ナヴィリオと今後の話をした。

　その中で、どうやら神々が義妹になる事を気にしている事がわかる。

　俺が言うのも何だけど、気にしたら負けだと思うよ？

　イルムシュタッドとの交流に関しては、乗り気だった。

　ドワーフ王国に関しては、実はもう既にイルムシュタッドと交流を始めている。

　イルムシュタッド大戦で各国が色々消耗しているので、その援助のために。

　その準備を行っていたので、イルムシュタッド大戦への参加はご遠慮をお願いしていたのだ。

　獣人国では、既に運動会の準備が始められていた。

　色々と話していたようだけど……展開が早過ぎない？

　グレイブさんは……ハーレムの人数が更に増えていた。

　相変わらずの情報量で、飛空艇製造中である事も知っていた事に驚く。

　それとなくグレイブさんの分もお願いされたので、きちんと依頼して下さいと言っておいた。

　イスコア王国では、奥さん達を全員呼び、両親に報告して喜ばれている。

　そのままのんびりしようと思ったが、フロイドからメルさんの出産がそろそろだと教えられたので、結婚式には呼ぶと伝えてラグニールの城へと戻った。




　そこからは、もう男の出番はない。

　ただ祈るのみだ。

　女性達が入っていった部屋の近くに長椅子を用意し、ラグニール、俺、フロイドの順に並んで座り、待つ。

　………………。

　………………。

　ほどなくして、部屋の中から大きな鳴き声が響く。

　立ち上がるのと同時に部屋の扉が開かれ、タタが顔を見せる。

「元気な男の子ですよ」

　喜びを叫ぶラグニールに、俺、フロイド、ガジャも喜んだ。

　俺にとっては、義弟という事か。

　そこからのラグニールは、メアルと接する時と同じように親馬鹿一直線だった。

　将来は、龍王だ！　と喜んでいる。

　将来龍王予定の子の名は、「ラグル」。とても可愛らしい幼龍である。

　ただ、ここで問題が一つ起こった。

　メルさん、メギルさん、リイシャさん、シェナさん、ガジャには当然のように懐く。

　俺や奥さん達、フロイド、ティアンにも懐いた。

　……でも、ラグニールには懐かなかった。

　ラグニールが抱き上げると、全力で泣くのである。

　城のバルコニーでいじけるラグニールを慰めた。

「まだ幼いんだから仕方ないって。……なっ？　大きくなれば、ラグニールの凄さがわかるって。なっ？」

「………………わかっておるわ」

　ガジャも来る。

「……自分も将来、子供に嫌われるのでしょうか」

　まだそうなるとは限らないから！

　今そういう事を言うのはやめよ？

　その日は、ラグニール、ガジャと共に一晩中過ごした。




　セリアス達、ヒカリ達の花嫁衣裳が出来上がる頃に、カガネが造っていた飛空艇も試作が出来上がる。その試作飛空艇の甲板上で、結婚式を挙げる事になった。

　前に考えたように、世界樹の周囲を回りながら。

　諸々の準備を終え、両親と二つの世界の知人を全員招き、結婚式を行う。

　始まる前に、純白の花嫁衣裳を纏う新たな奥さん達を見る。

「皆、綺麗だよ」

　笑みを浮かべてそう言うと、新たな奥さん達も嬉しそうに、幸せそうに笑みを浮かべる。

　既に結婚式を挙げた奥さん達も、嬉しそうに笑みを浮かべていた。

　そのまま幸せな気分に浸っていると、神父服を身に纏ったフロイドが現れる。

　……やっぱりお前なのね。

「失礼致します。結婚式を行う前に、ワズ様に紹介したい方々が居るのですが？」

「ん？　誰？」

「私とイルムの両親でございます」

「………………えぇと、それはつまり？」

「両親は他の世界の創造神でございます」

「………………えぇと、結婚のご挨拶をすれば良いのかな？　それか反対されているとか？」

「いいえ、諸手を上げて賛成しております。寧ろ、漸くと泣いて喜んでおりました。私にも恋人が居る事を喜んでいました。よくやったと。絶対逃がすなと」

「………………えぇと、喜んでいる事はわかった。なら、挨拶だけで良いのかな？」

「いいえ。今直ぐという訳ではなく、この結婚式のあとに行われる新婚旅行のあとで構わないとの事ですが、何でもワズ様に少々お手伝いして頂きたい事があると」

　………………。

　………………それってつまり、そういうお話だよね？

　聞かなかった事に出来ないよね……それ。

　断れないよね……多分。

　無理っぽいよね……恐らく。

　どうやら、賑やかな日々はまだまだ終わらないらしい。











ＦＩＮ










書き下ろし　一　「ＩＦ・彼女が一緒に居た場合⑤」









　邪神との戦いが始まり、俺は用意していた切り札の一つを切った。

　それは、光女神様達との「神々・混合」──五柱との同時一体化である。

　けれど、それは制限時間付きの強化。

　邪神を倒し切る前に時間が来てしまった俺は、反動で体の動きが酷く鈍り、上手く体が動かせなくなってしまった。

　だから俺は、もう一つの切り札を切る。

『来ぉい！』

「うん！　わかった！」

　新たに出現した魔法陣を通って、更なる一体化が起こる。

　そして、完全なる「神々・混合」となった。

『はあああぁぁぁっ！　究極合宿！　降り注ぐ神々の恵み亭っ！』

　………………。

　………………。

『って、ちがぁ〜う！』

　俺と光女神様達の声が重なる。

　いやいやいやいや、なんでルーラがここに居るの！

　確かフロイドが守って……て、フロイド！　どこにも問題はありませんと頷くんじゃない！

　隣を見てみろよ！　本来の予定だったイルムが泣き崩れて……え？　違う？

　寧ろ、出し抜かれた事に興奮している？

　………………。

　………………関わらない事にした。

　って、今はルーラの事だ！

　いや、出し抜いたからって普通は一体化出来ないと思うよ？　ほら、一応これ、「神々・混合」って名だし。

（んん〜……でも、宿屋って誰しもが身も心も癒されるから……神聖な場所と似たようなモノだし、従業員は自然と神性を身に付けていてもおかしくはないと思う！　つまり、宿屋道とは、神様へと至る道って事だよ！）

　絶対違う！

（あとね、この究極合宿はその名の通り、皆が一宿ずつ運営している宿の集合体で、ワズお兄ちゃんを癒し尽くすのが目的なんだよ！）

　……なんだろう。俺の体なのに、既に俺の意思が全く反映されていないんですけど。

　乗っ取られた！　乗っ取られたの、俺！

（えっとね、まず光女神様が、サウナと水風呂が自慢の宿！）

（良いでしょう。石ではなく強い日差しで光合成させ、バッサバッサと扇いでみせます）

（大地母神様は、美味しい水と食事で体の中から綺麗にしてくれる宿！）

（ふっ……湧き出る水と山の幸ならお任せ下さい）

（戦女神様が、針を使った治療が施せる宿！）

（人体の急所は心得ている）

（海女神様は、天然海藻パックを使ったマッサージをしてくれる宿！）

（ミネラルが豊富という事ね）

（空女神様は、巨大遊技場に隣接する宿！）

（……遊ぶ事なら任せて）

（（（（（（……これで勝てる！））））））

　いやいやいやいや！

　………………。

　………………。

　勝った。








書き下ろし　二　「その者達。のちに…」










エルフの里の人達






「はぁ〜……今日も茶が美味いのぅ〜……」

　エルフの里の長老が、木の上にある家の縁側でほっこりしていた。

　特に平和が乱される事はなく、里全体にゆったりとした時間が流れている……。

「スタイルは重要よ！　サローナを超えれば、誘惑して落とす事も出来るはず！」

「うん！　私頑張って悩殺するよ！　お母さん！」

　とある親子以外は。





レーガンとギャレット






「………………なぁ、なんでこうなったんだ？」

「だから、質の良い温泉が近くに湧いたからだろ。大陸北の温泉街と違って、安全な行路で来られるからな。それに、住民が望んだ事だ」

　城塞都市リニックは近くに温泉が湧いた事で人口増加、事情拡大で収入が大幅に増え、様々な貴族から狙われるようになったが、そこは新国王となったナヴィリオの一声で「温泉卿」という国王直属の特別貴族職が設けられ、ワズの余計な一言と住民の総意によって、レーガンが就任した。

　さすがに国王からの直言であったため、レーガンは断る事が出来なかったのである。

　だからこそ、せめてもの抵抗として、ギャレットを自分の補佐係に任命した。

「こちらとしては巻き込まれて迷惑だ」

「そう言うなよ。俺だって、ルーラとの時間を削ってまでやっているんだからな。……はぁ、ルーラと一緒に温泉入って癒されたい……お父さんの背中、大きいねって言われながら、ゴシゴシされたい」

「はいはい。人前でそんな事言うなよ。セクハラで訴えられるからな。いや、もっと……それに、ルーラは今、イルムシュタッドの方だろ」

「冷たい！　補佐が冷たい！　謀反か！　下剋上か！　よし、来い！　無抵抗で負けてみせる！」

「安心しろ。そんな気は一切ない。普通に辞める」

「俺の就任中は絶対辞めさせないからな！」

　執務室で殴り合いの話し合いが行われるが、これも既にいつもの事。





ルーラ






「よし……行くか！」

　美しく、聡明な女性へと成長したルーラは、宿屋道を極めるために元の世界を飛び出し、護衛にワズの弟子達と、魚と猫の魔物を連れて、数年間イルムシュタッドを旅する。

　その旅の中、大国ガーリスの王都でテレホと運命的な出会いを果たし、共同経営で宿屋を建てた。

　紆余曲折を経て、その宿屋が名実共に世界一となるのは、そこから更に数年後。

「ルーラ〜、またお見合いの申し込みがたくさん来ているよ〜」

「またなの、テレホ。そんなの全部パ〜ス！　そんな色んな欲が透けて見えるモノ、私は要りませ〜ん！」

「えぇ、また？　全部断っているけど大丈夫なの？　中には貴族からのもあるのに」

「大丈夫！　難癖付けてくるようなら、ワズお兄ちゃんにお願いするだけだから。それに、私は宿屋と結婚しているようなモノだしね」

　と、全てのお見合いを断るルーラだが、のちに、一目惚れですと言うワズの息子の一人から猛アプローチを受けて、結婚する。





オーランドとクミア






「ナヴィリオ様とエリス様も落ち着かれてきたし、そろそろ俺達も結婚しよう」

「はい。この時を待っていました」

　ナヴィリオとエリスが結ばれてから数年後、この二人も遂に結ばれた。

　ワズ一家とは家族ぐるみの付き合いが続き、のちに男の子を授かる。

　その男の子が、のちにナヴィリオとエリスの息子を支える執事となるのだが、戦闘時と執事時で人格が違うという二重人格者だった。

　ちなみに、公表はされていないが、その男の子の戦闘教育はワズ、執事教育はフロイドであったため、やましい考えを持っていた者達全てから、「貴族潰しの再来」と恐れられる。





ギヴィリオとルソナ






　ナヴィリオとエリスの結婚によって、和解………………する訳もなく、相変わらずの張り合う日々を送る。

　周囲から見れば仲が良いという感想しかないが、本人達は認めていない。

「よぉし！　ナヴィリオに王位を渡したし、時間はたっぷりとある！　どっちが上か、本格的に決めてやろうではないか！」

「望むところだ！　なら、今度はリニックまでの競争と、熱い温泉で我慢比べをして、そのあとはどちらが先に酔い潰れるかの勝負だ！」

「かかってこいやぁ！」

　競争は途中で盗賊に襲われている馬車の一団を見つけて拳による救援活動を行ったために流れて、我慢比べは同時に茹で上がり、勝負判定が出来ないくらい一緒に酔い潰れたため、引き分けで終わる。





ナヴィリオとエリス






　イルムシュタッド大戦の翌年、結婚する。

　本人たっての希望でエリスが嫁入りする形となり、イスコア王国は信頼出来る者に任せ、一家揃ってマーンボンド王国に来た。

「ナヴィリオ様！　最近、新妻を放って置き過ぎではないですか！　寂しいです！」

「ごめんね、エリス。リニックの近くに温泉が湧いて、その対応に追われているんだ。マーンボンド王国にとっては久々の大きな利権だから、貴族が煩くて……これはもう、新たに役職を」

「うぅ〜、わかりました。大切なお仕事の邪魔をしないのも、良妻の務めです。我慢します」

　肩を落とすエリスだが、そこは超万能型のナヴィリオであるため、さくさくっと仕事を片付けて時間を作る。

「構って欲しいと願い出たのはエリスなのだから、朝が来るまで寝室の外に出てはいけないよ。まぁ、私の腕の中から抜け出す事は出来ないけどね」

「ひゃいっ！」

　色気全開で迫るナヴィリオを、エリスは拒む事は出来なかった。

　いや、元より拒む気は一切ない。

　翌年の暮れに男の子を出産し、次いで女の子を二人に、男の子を一人と子宝に恵まれ、後継者争いも起こらずに、仲睦ましい家庭を築く。

　ただ、その子供達とワズの子供達が組んで、大人顔負けの騒ぎをよく起こすため、それなりに苦労は絶えない。





ドワーフ王国の人達






　イルムシュタッド復興支援の際に、ありとあらゆる技術を取り込み、ほくほくしながら帰って研究と開発のトライ＆エラーに没頭。

　ウィッチガーデンとも協力し合って、かなりの数の名のある魔導具を世に出した。

　のちに技術大国とも呼ばれるようになるが──。

「売れた〜！　金が出来た〜！　研究〜！　開発〜！　失敗〜！　トライ＆エラ〜！」

　ドワーフ達はそんな事を気にしない。





ギオとデイズとマーラオ






　イルムシュタッドとの交流が始まって数年が経ち、詳細が広く伝わった事で、獣人国でも運動会が行われるようになっていた。もちろん、エルードとドウラの国との対抗運動会も。

　その中に武闘会も組み込まれるのは自然の流れなのだが、問題なのはそこではなかった。

　ギオとデイズは、広い円卓の場に二人きりで話し合う。

「ぬうぅ……前回の敗北で勝ち越されてしまった。わかっているな、デイズ」

「次でイーブン！　その次で私達の勝ち越しを！　獣人の誇りにかけて！」

「その通りだ！　だが、向こうは獣人だけではなく、普通の人族も大いに活躍している」

「確かに……では、次回はワズ一家に協力を仰ぎますか？」

「以前呼んだ事で、次は反則行為として扱うと、エルードとドウラから釘を刺されている」

「くっ、先手を打たれていたか。……なら、グレイブとナヴィリオにお願いしましょう」

「うむ。勇士を募って貰おう。……これで勝てるな」

「勝てますね」

　二人の高笑いが室内に響く。

「……こんなところに居た！　運動会の案を練るのも良いけど、きちんと政務もしなさい！」

「「……はい」」

　妖艶に成長したマーラオの叱責を受けて、ギオとデイズは話し合いを終えて政務へと向かう。

「……はぁ。ハオちゃんに会いたい」

　溜息を吐くマーラオの姿は、どこか色っぽい。

　次回の運動会でマーラオがＭＶＰを取った事により、イルムシュタッド側からもお見合いの話が殺到して、ギオとデイズの胃を痛める事になるのだが、それは別の話。





グレイブ






　グレイブは忙しい。

　双方の冒険者が双方の世界で問題を起こせば、オドと共に出張らなければいけないのである。

　こうなったのは、ワズの「冒険者の事ならグレイブさんとオドさんだよね」という言葉がきっかけ。

「報告します。イルムシュタッドへと渡った冒険者の一組が、賊に襲われていた女性を救ったところ、その女性が大国ガーリスの貴族である事が判明。また、どうやら女性が襲われていた事には別の貴族が絡んでいるようで、救った女性の護衛として動いている冒険者の一組も既に無関係ではありません。裏も取れています」

「わかった。オムロレル殿に連絡。報告と、必要なら連携を取る。その冒険者の一組と女性の安全を、早急に確保しろ」

「かしこまりました」

　次の報告を受ける。

「報告します。イルムシュタッドから来た冒険者の一団が、調子に乗って大陸中央の山へと向かっています」

「死にたいのか！　至急、Ａランク冒険者に依頼して、取り押さえに向かえ！　……いや、ワズ達に頼んだ方が早いか……とりあえず、現在位置を確認しろ。あとはオドにも報告しておけ」

「かしこまりました」

　次の報告を受ける。

「現在、この王都の冒険者ギルドに登録に来た新人達が、酔った冒険者達に絡まれています」

「はぁ？　他のに比べると可愛らしく思え……ちょっと待て。なんでそんな報告が挙がる」

「登録に来た新人達というのは、ワズ様の子供達と共に来たナヴィリオ陛下のご子息達だからです」

「親を直ぐ呼べ！　今直ぐ呼べ！」

「保護者として、ハオスイ様とファファル様が同行しています」

「それを早く言ってくれ！　今直ぐ向かうぞ！」

　今日もグレイブは大忙し。

　それでも、数多く居る妻達との仲は変わらず睦ましい辺り、さすがと言う他ない。





吸血鬼達






　吸血鬼達の新たな王となったレオール。

　妻であるエネネとの仲も睦ましいが、とある問題があった。

　それは……筋肉が付かない事。

　いや、付かない訳ではないのだが、他の吸血鬼達と違って大きく盛れなかったのである。

　しかし、細マッチョのレオールには、別の才能があった。

「そうですね。背筋が足りないので、ポーズを取った時の見栄えが悪いのでしょう」

「なるほど。言われてみれば確かに！」

「そちらのあなたは、逆に胸筋が足りません。もう少し厚みが出れば、全体的に引き締まっているように見えます」

「そうだったのか！　助かる！」

「今後の筋肉育成メニューは一緒に考えていきましょう」

「「うむ！　宜しくお願いします！」」

　筋肉トレーナーとしての才能を開花させていた。

　それは評判を呼び──。

「レオール様！　イルムシュタッドの帝国から、新たな仲間達が来ています！」

「わかりました。このあと伺います」

　一部の者達から崇拝され、吸血鬼達の国は、「筋肉の聖地」と呼ばれるようになる。

　ちなみに、レオールのワズ苦手は克服されていない。





オムロレル






　ディソールとオレリアに大国ガーリスを任せ、その二人の子供──孫を可愛がるだけの悠々自適な生活を送る……はずであった。

「すみません、オムロレル様。エルード様とドウラ様から、運動会と武闘会について相談したい事があると」

「すみません、オムロレル様。ギヴィリオ様とルソナ様から、飲みに行かないか？　と」

「すみません、オムロレル様。ラグニール様とガジャ様が、ワズ様を引っ張りながら泣きついて来られました」

「すみません、オムロレル様。メギル様、メル様、シェナ様が尋ねたい事があると来られています」

　相談を受けたり、仲裁を行ったり、愚痴を聞いたり、宥めたり、と様々な人達から頼られる日々を過ごす。





ディソールとオレリア






　イルムシュタッド大戦から少し経った頃、ディソールとオレリアは婚姻を結び、その数か月後には、大国ガーリスの王と王妃となった。

　新しい王となったディソールが最初に行った事は、ワズに協力して貰い、「風」のクリスタルを地下から地上へ、誰の目にも触れられるように一般公開した事である。

　誰しもがクリスタルの輝きに魅入られ、涙を流し、愛を知ったという。

　この出来事は、「超大国ガーリスの王・ディソールが行った治世」の最初の出来事として、後の世に書かれている。

　しかし、何故、国にとって守らなければならないクリスタルを一般公開したのかは──。

「なぁ、ワズ。『風』のクリスタルって言われている割には、保管場所の風通しが悪くない？」

「あっ、わかる。俺もそう思っていたんだよね。……ならいっその事、もっと強力な結界張るから、表に出す？」

「良いね〜！　その方がクリスタルも喜ぶでしょ！」

「ディソール様、ワズ様。止めはしませんけど、そういった理由でというのは内緒でお願いしますね？」

「「……はい。オレリア様」」

　未だに謎のままである。





ルマルフ






　王都守護騎士団・団長をそのまま継続し、新たな王となったディソールを支えるようになった。

　また、プライベートの方では、宿屋を経営していたティフィと無事に結ばれ、その娘であるテレホとも良好な関係を築く。

　そんな公私共に順風満帆なルマルフの最近の悩みは──。

「良い！　宿屋道において大切なのは」

　テレホからの宿屋道講座が、毎日あった事である。

「……誰か、頼むから代わって欲しい……同志を見つけて欲しい……」

　テレホがルーラと運命的な出会いを果たすまで、宿屋道講座は続けられた。

　二人が宿屋を開業する時、喜んで出資する。





イルムシュタッドのエルフとダークエルフ達






「あぁ？　やんのかコラ！」

「あぁ？　やってやるわコラ！」

　相変わらず衝突し合う日々を送る。

　しかし、ここ最近……元族長の二人を筆頭にして、一通りやり合ったあと、互いにフッと笑みを浮かべ合い、自分の陣営へと戻っていく者が増えていた。

　共に歩む日は、そう遠くないのかもしれない。

「……あれ？　これって統治者必要なの？　ねぇ、必要だよね！　誰か肯定して！」





ドラゴンライダー達






『いいか、新兵共！　今の貴様達はドラゴンではない！　ワイバーンよりも遥かに劣るトカゲでしかない！　トカゲに人が乗っているだけに過ぎん！　私がトカゲでしかない貴様達をドラゴンにしてやる！』

『『『宜しくお願いします！』』』

『このトカゲ共が！　返事は短く、言葉の前と後ろに「サー」を付けろ！　そんな事も理解出来ないトカゲなのか！』

『『『……サ、サー！　イエス、サー！』』』

『返事が遅い！　詰まるな！』

『『『サー！　イエス、サー！』』』

『では訓練を始める！　だが、私達が行うのは普段通りのなんでもない訓練でしかない！　それに付いて来られるかは貴様達次第だ！　トカゲを脱してドラゴンになるまで、死んでも止まるな！　文字通り死に物狂いで付いて来い！』

『『『サー！　イエス、サー！』』』

　のちに、世界中に防衛網を布き、名実共にイルムシュタッド全体の防衛軍として動くようになる。





エルードとドウラ






　テーブルを挟んで向かい合い、互いに真剣な表情を浮かべる。

「前回の敗北で並ばれてしまった。これは由々しき事態だと思う」

「そうですね。やはり以前から行っていた側としては、このまま勝ち越される訳にはいきません」

「その通りだ。……だが、向こうの身体能力は侮れない。下手をすればこちら以上だ」

「確かに、前回のＭＶＰであるマーラオ嬢は凄かったです」

「あぁ、マーラオ嬢に勝つのは至難の業だ。そこで……ワズ殿をこちら側に招く」

「なっ！　それは！　……良いんですか？　それ？　反則行為に指定されているはずでは？」

「問題ない。ルールは把握している。ワズ殿の参加が反則になるのは、向こう側だけだ」

「……お願いしてみますか？」

「お願いしてみよう！」

　ワズの参加はどちらでも反則になった。

「奥さん達は良くて、なんで俺は駄目なの！　なんか心の底から楽しめないんだけど！」





オド






　宣言通りに冒険者を引退し、愛妻であるユリナと、そのユリナとの間に出来た娘を可愛がる毎日を送る。

　穏やかな日々を送るオドであったが、それが一変する出来事が起こった。

　それは、幼い娘が現在の「イルムシュタッド最強」である「龍滅」の事を知り、放った一言。

「……パパが一番強いんじゃないの？」

　そこからのオドの行動は速かった。

「………………えっと、オドさん？　どうしたの？　頭なんか下げて」

「頼む、ワズ！　鈍った俺では今の『龍滅』に勝てん！　だから鍛え直してくれ！　娘のために、『イルムシュタッド最強』に返り咲く！」

「えぇ〜……」

　オドが「イルムシュタッド最強」に返り咲くまで、あと……。





イリシュロ






「「「「「今日もありがとう〜！」」」」」

　二つの世界を跨またいで人気者となる。





デニー






　ドワーフ王国と連携を取った事でウィッチガーデンの技術力は格段に上昇し、高品質の魔導具をいくつも作成出来るようになり、その名はワズ達の居る世界にも届いていた。

　魔導具の事ならウィッチガーデンという確固たる地位が、更に盤石なモノとなる。

　そこまで有名になれば、様々な思惑が絡んできそうなモノだが、その全てが護衛の獣人達によって防がれていた。

　その獣人達の後ろに、本物の獣が居る。という噂と共に。

　ウィッチガーデンの誰しもが忙しく、それは魔女王と呼ばれるデニーも例外ではない。

「あああああっ！　もう無理！　頭が回らない！　……飲みに行くか」

　夫に断りを入れ、デニーは町中にある、お気に入りの居酒屋にふらりと入る。

　そこで顔見知りを見つけた。

「あれ？　来てたの？」

「ここの酒は美味いからね。偶に飲みたくなるのさ」

「私も同じさ。色んな事を放っぽり出して、飲みたくなる日もあるってもんさ」

　メギルとロネである。

　デニーの楽しい女子会が始まった。

　心なしか、周囲の者達がそこから距離を取ったように見えるのは、気のせいである。





ヒュースレンの人達






　イルムシュタッド大戦からそれなりの日が経ち、遂に新型飛空艇が完成する。

　満を持しての登場にイルムシュタッド中が沸き立ち、ロネと四家を始め、ヒュースレンの誰しもが喜びの声を上げる。

　達成感に包まれていた……ここまでは。

　ヒュースレンの人達の前に現れたのは、カガネが建造した新型飛空艇。

　火器性能もさることながら、全ての面において、ヒュースレンが建造した新型飛空艇を上回っていたのだ。

「このままじゃあヒュースレンの負けって事になるよ！　それで良いのかい！」

「「「「いいえ、飛空艇造り屋としての矜きよう持じが保てません！」」」」

「なら、やるべき事はわかっているね？」

「「「「あの飛空艇を超える飛空艇を造ってみせます！」」」」

　ヒュースレンとカガネによる、追い付き追い越せの終わりのない戦いが始まった。





帝国の人達とデオラーデ






「いや〜、変われば変わるモノだな」

「本当にそうですね」

　帝国の帝室。そこにスレガとロンリが居た。

　大国ガーリスが「風」のクリスタルを一般公開した事により、帝国でも地下迷宮最下層から「土」のクリスタルを運び出そうという動きが生まれ、その話し合いのために来たのだ。

　そんな二人の目には、バリバリと書類仕事をこなすレニオンの姿。

「まぁ、今はな。比較的にだが。あっちを見ればわかる」

　スレガとロンリにそう声をかけたのは、ソラルスである。

　ソラルスの指し示す先にはデオラーデが居り、レニオンの仕事ぶりを観察していた。

　あぁ、と納得はするが、気になる部分もある。

「「……比較的？」」

「デオラーデ様が見ていれば、バリバリと仕事をこなす。見ていないところでは、相変わらず筋トレ三昧だ」

「「……デオラーデ、様？」」

　やはり、帝国はもう掌握されているのか、と二人は思う。

　同時に、そういえば……と、少し前にそれなりの数の汚職貴族が摘発された事を思い出す。

　まぁ、良い国になるなら別に良いか、と二人は飲み込む事にした。

　そして、「土」のクリスタルを一般公開するのと同時に、帝国は「大帝国」へと名を変える。





ガジャとシェナ






「ど、どうしましょう、ラグニール義兄上。先日行った、次回の運動会に対して男性だけで集まった決起集会の場が、女性達と楽しくお喋りするお店だったという事がバレてしまったようです」

「馬鹿な！　絶対厳守の秘密会合であったはず！　それがどうしてバレた！」

「確かに私達の方は問題ありませんでした。ですが、お店の人達経由で伝わったようで」

「ぬうぅ、そっちがあったか。……ハッ！　では、まさか？」

「はい。メギル様、メル様、シェナが私達を探しています！」

「くっ！　これは不味い！　打開策を講じるまでの時間稼ぎが必要か！　こちらの世界では見つかる……なら、ガーリスへと向かうぞ！　オムロレルなら妙案が浮かぶかもしれん！」

「おぉ！」

「お店には行っていないが、ついでにワズも連れて行こう。無理にでも巻き込ませるのだ！」

　そして、ワズを連れて大国ガーリスへと向かうガジャとラグニールだったが──。

「すみません。私、シェナと申しますが、こちらにガジャとラグニール義兄様がいらっしゃらないでしょうか？」

「やれやれ、馬鹿な事をしたもんだ。ワズを巻き込んだ段階で失敗したね」

「こちらには、ワズが居なくなれば必ず見つけ出す、万能の執事とメイドが居るのですからね」

　逃げ出す時間も猶予もなかった。





弟子達






「山の魔物に殺されかけたり、師匠の知り合いの子の護衛をしたりと……これまで色々あった」

「しかし！　しかし遂に！　俺達が『イルムシュタッド最強』と呼ばれる存在まで上り詰める事が出来た！」

「……今、時代は私達に来ている！」

「やってやりましょう！　歴史に名を残してやりましょう！」

「「「「お〜！」」」」

　翌年、元「イルムシュタッド最強」がもの凄い勢いで追い上げてくる事になる。

「「「「し、師匠〜！」」」」

「ん？　……あぁ、だって俺が鍛えたし。あっ、そうか。立場的にお前達の弟弟子になるから、負けないように頑張れよ」

「「「「し、師匠！」」」」

「イルムシュタッド最強」の名を懸けた戦いが始まった。





ベネドとズード






　ベネドとズードは、筋肉の素晴らしさを普及させるために、イルムシュタッド全域を旅する。

「この野盗共が！　筋肉の前にひれ伏すが良い！」

「大丈夫か？　商人一家よ。よく見ておくと良い。これが、筋肉の力だ！」

「ふんっ！　魔物如きが、我が筋肉を傷付けられると思っていたのか！」

「無駄無駄無駄無駄ぁ〜！　筋肉の前に敵は居ない！」

「封印されし魔物？　人身御供？　愚かな！　我等に任せておくが良い！」

「未開の蛮族か。良かろう！　筋肉があれば如何なるモノも敵ではないと示してくれる！」

　普及活動も相まってか、のちに「筋肉至上主義」がイルムシュタッドに誕生し、帝国騎士やその他大勢が賛同する事によって、一大勢力を誇るようになる。





ゼアルとソシエル






　王家の居なくなったイスコア王国を引き継いだのは、ルドレン侯爵家である。

　本来であれば内乱でも起こりそうなモノであったが、そこは元から懐ふところ刀がたなと呼ばれる優秀性を示していたという事と、デオラーデが認めると一言告げるだけで終わった。

　しかし、ルドレン侯爵は、王位に就く事を良しとせず、代わりに次代の者を推薦する。

　この事により、王位に就くのは、ルドレン侯爵の娘であるソシエルが王妃に、その夫となるゼアルが王となる事が確定した。

　ルドレン侯爵の屋敷の一室で、ソシエルと二人で居たゼアルは、大きく息を吐く。

「貴族になったと思ったら……次は王か」

「頑張りましょう、ゼアル様！　私も頑張ります！　そのために必要な人も呼びました！」

「……呼びました？　………………まさか！」

　ソシエルがババーン！　と扉を開く。

「立派な王となるための勉強の時間でございます、ゼアル様」

　デオラーデがそこに居た。

「ぎゃあああああぁぁぁぁぁっ！」

「そういえば、デオラーデはレニオン様と婚約されたそうですね。おめでとうございます」

「……あ、ありがとうございます。ソシエル様」

　恥ずかしそうに眼鏡をくいっと上げるデオラーデ。

「自ら地獄に向かうか……レニオン」

「王となるのは貴族になる以上に厳しいので……ゼアル様、ご覚悟を」

　ゼアルの戦いは続く。





ルトとニールとガイン






　三人だけで居酒屋へ向かい、飲み会を始める。

「それで、ニールはどうだったんだ？　改めてイルムシュタッドを回ったんだろ？」

「うむ。楽しい旅行であった。……ただ、何故か優秀な冒険者として名が広まっていたり、銅像が建てられていたりしたが」

「「慕われているぅ〜！」」

「茶化すな！　それに、慕われていると言うのなら、それはガインの方だろう？」

「ウィッチガーデンの事か？　まぁ、変に付いてくる奴等は居るが。それなら寧ろ、ルトの方ではないのか？　統治者だろう？」

「………………統治者って、なんだろうな」

「「……まぁまぁまぁまぁ、飲め！　とりあえず飲んどけ！」」

「ちくしょー！　ごくごくごく……ぷはぁ〜！　俺は必ずエルフハーレムを築いてみせる！」

「うむ。その意気だ。望まなければ未来は勝ち取れん。しかし、イルムシュタッドはまだまだ楽しめるな。帝国から新魔法の研究開発の誘いが来ているし、また行ってみるのも良いかもしれん」

「そうだな。我もウィッチガーデンだけではなく、武闘都市エスレアデの武闘場も見てみたし、遠出も良いかもしれん」

「そうだろう、そうだろう！　ついでに私が統治しているエルフとダークエルフのところにも来い！　歓迎しよう！」

「「……まぁ、気が向いたらな」」

「絶対来いよ！　……念書でも書かせるか」

「「必死だな！」」

　三人のイルムシュタッドを楽しむ日々は続く。





ラグニール一家






「邪神も滅して、世も平和になりました。これで穏やかな日を過ごす事が出来ます。ラグルにも良い環境作りが出来るでしょう」

「そうだね。次代の龍王として、健やかに育って欲しいものだよ。……まぁ、穏やかかどうかはわからないけどね」

　メルとメギルの視線が、とある方へと向けられる。

　そこでは、リイシャに抱かれるラグルに向けて、なんとかご機嫌を取ろうと必死なラグニールの姿があった。

「ほらほら〜、パパですよ〜。パパの胸の中に飛び込んで来ても良いんですよ〜」

　しかし、ラグルはリイシャにしがみ付いたまま、離れようとはしない。

「パパ……ドラゴン臭いから、やっ！」

　ラグルの一言に、ラグニールはがっくりと肩を落とす。

「またか……またなのか……」

「あ〜あ、だからもう少し成長するのを待って欲しいと言ったのに。この子ももう少し大人になれば、ラグニールの事を理解してくれるから」

　リイシャがラグニールを宥める。

　それで元気を取り戻したのか、再びラグニールがラグルに向けて騒ぎ出す。

「……もう少し落ち着けば、大人の貫禄みたいなモノを感じさせられるんだけどねぇ」

「ああいう子供っぽいところがあるのも、魅力の一つですよ、お母様」

　ラグニールに向けて、優しい目を向けるメル。

　丁度その時、ガジャとシェナがやってくる。

　シェナのお腹は大きくなっていた。

　翌年、ガジャとシェナの間に女の子が生まれる。

　しかし、ガジャとラグニールにだけは懐かなかった。

「「………………そんなにドラゴン臭いだろうか」」

「まぁまぁ、大人になったらわかるって！」

　慰めの一夜。再び。





シロと闇女神






「いや〜、イルムシュタッドも面白いね〜」

「大体は回ったな。それで、これからどうする？」

「あはは〜、実は面白い情報を聞いたんだ〜。実はワズが〜……」

「……なるほど。それは興味深い」

　イルムシュタッドを回ったあと、シロと闇女神はワズ一家だけを招いて、小さな教会でひっそりと結婚式を行う。

　なんだかんだと、シロはワズとの友情を大切にし、闇女神もヒカリ達と衝突をしつつも友情のようなモノを構築していった。





フロイドとティアン






「フロイド様。温泉街の近くに、盗賊達の根城と思われる場所があるかもしれないと」

「獣人国側の方ですね。至急デイズ様に連絡を……いえ、確か温泉街に自警団が発足していたはず。経験を踏ませる上で、そちらに任せましょう。フォローも忘れずに」

「フロイド様。大国ガーリスの王都内で、違法な薬物を扱っている可能性の店がございます。こちらがその疑いのある店の資料となります」

「ふむ……上手く纏められていて、大変見やすいですよ、ティアン。この店は間違いなく黒ですが、扱う物が物だけに、私達で早急に潰しておきましょう。ワズ様への連絡は事後になってしまいますが……仕方ありませんね」

「フロイド様。紅茶でございます」

「ありがとうございます、テイアン。………………ふむ。腕を上げましたね」

　フロイドとティアンは、毎日を忙しく過ごしていた。

　ティアンが補佐し、大きい事から小さい事まで、届けられた確実性のない情報の中から、フロイドが創造神の力で真実を見抜いているのである。

　何故フロイドがこんな事をしているのかというと、ワズから「俺の世話ばっかりじゃなく、偶に世界の役に立ってみれば？　仮にも創造神なんだし」と言われたためだった。

　しかし、それで働くフロイドではない。

　目的があり、暫く働けば報酬として、ある事を行えるのだ。

「という訳でして、精一杯世界のために貢献しましたし、そろそろ宜しくお願い致します」

「………………まぁ、噓ではないのはわかるけど……本当にやるの？　やりたいの？　別に無理しなくても良いんだよ？　やってないからって、除け者になんかしないからさ」

「宜しくお願い致します」

「……はぁ………………じゃあ、『神・混合』」

　目的とは、ワズとの「神・混合」──一体化である。

　そして、ワズとフロイドが一体化し、眩まばゆい輝きを放つ。

「おめでとうございます！　フロイド様！」

　ティアンが涙を流しながら拍手喝采。

『ありがとうございます、ティアン。私は幸せです』

（なんかいきなり乗っ取られているんですけど！　そうじゃないかなって、思っていたけど！）

　しかし、一体化はフロイドの方から直ぐに解除される。

「え？　あれ？　フロイド、もう良いの？　もうちょっと我慢出来るけど？」

「問題ありません。一体化から解除までの一連の流れを経験した事により、『神・混合』は完璧に覚えましたので。応用も利かせられますよ？」

「………………それが目的かぁ！」

　時々、フロイドと強制的に一体化しているワズや、喜々として一体化しているティアンを見かけるようになった。





メアルとソラとナミニッサとシファニ






　ポカポカの快晴によって暖かい陽の光が降り注ぐ。

　普段からよく眠ってはいるが暖かいとなお良いと、メアルとソラは、バルコニーに大きく柔らかいクッションを置き、その上で気持ち良さそうに眠っている。

「……キュ〜……キュ〜……」

「……ふっ、今のターンで決め切れなかったのがあなたの敗因。私のターン！　今ここで、神の一手を……Ｚｚｚ」

　何かを摑むように両手足を前に出すメアルと、寝言を呟くソラに向けて、室内から優しい眼差しが向けられている。

「ふふ。こういう穏やかな日も良いですね。心が安らぐのがわかります」

「そうですね。私も研究開発に没頭してしまうと部屋から出なくなりますが、そうなったあとで陽の光を浴びると、ギャー！　って思わず叫んでしまいますけど、やっぱり必要なんだなって」

　ナミニッサは楽しそうに微笑み、その時の光景を頭の中で思い描いたのか、シファニの表情が悲痛なモノになった。

　テーブルを挟んで向かい合う二人。

　そのテーブルの上には、様々な部品と共に置かれた魔導具がいくつかある。

　ナミニッサの目が真剣なモノへと変わり、シファニを見た。

「……それで、シファニ。進捗状況は？」

「う〜ん、そうですね……魔導具そのものであれば、大体七、八割程度は。ですが、そこから更に効果を増幅させないと通じない可能性があるので……まだ四、五割程度と考えて頂ければ」

「そう……もう少しかかるのね。……でも、本当に効果があるのかしら？　その……媚薬なんて」

「大丈夫ですよ。二柱の創造神様が保証してくれています。フロイド様が『状態異常ほぼ無効』の中にそれは関係がない事と、イルム様が神にも効果が出るのを教えてくれましたから。まぁ、イルム様は自分で作れなくて残念って言っていましたけど」

「え？　イルム様の提案なのに駄目なの？」

「はい。いえ、正確には、作る事は出来るけど、ワズ様に警戒されるとか？　だから私に作って欲しいと。皆さんが待っていますし、私、頑張ります！」

　むんっ！　と気合を入れるシファニ。

　そういう話だったのか、とナミニッサは納得した。

　それから数日後の夜から少しの間、ワズは大変だったとか……。





ラヴィとサローナとアリアとウミ






　ある室内で、ラヴィと対峙するように、サローナ、アリア、ウミが横に並んでいた。

「やはりここは攻撃重視だと思う。攻撃こそ最大の防御であると。下地がないというのなら丁度良い。ありとあらゆる武器の使い方を覚えさせ、どのような状況でも戦闘手段を失わないようにさせよう」

　サローナが強く頷く。

「いいえ、覚えさせるのは武器よりも回復方法よ。魔法は当然だけど、体力を向上させながら薬学の方も頭の中に叩き込み、医術も経験させれば、いざという時に駆けつける事も出来るし、逃げる事も出来るようになる。そうなったら、そう簡単にはやられなくなるでしょ？」

　アリアが満足そうに頷く。

「回復魔法には反対だが、それならいっその事、魔法全般にした方が良いと思う。回復もさる事ながら、遠近それぞれ多種多様な攻撃が放てるし、魔力盾で防御も堅い。それに魔力で身体能力を補えば高速移動も出来る。ほらな。これはもう魔法で決定だろう」

　ウミがうんうんと頷く。

　そして、三人の視線がラヴィに注がれる。

「「「さぁ、どれを選ぶ？　攻撃か？　回復か？　魔法か？」」」

「………………どれも選べませ〜ん！」

　ラヴィが懇願するように叫ぶが、三人はフッと笑みを浮かべた。

「そうだな。まだ先はあるのだし、無理強いは良くない」

「そうね。それに、まだどれに適性があるのかわからないのだし」

「そうだ。それならいっその事、とりあえず全部をまんべんなく……」

　三人がごにょごにょと話し合い出し、ラヴィは唐突に嫌な予感を覚える。

「「「……異議なし！」」」

「異議あります！」

　暫くして、ラヴィは万能型となった。





キャシーとアースとマオとセリアス






「はぁ〜……このお茶美味しいですね〜」

「そうでしょう？　何しろ、大地を司る私が直々に育てたのですから」

　キャシーが飲んでいるは、紅茶ではなく緑茶である。

　山の中に茶畑と小屋を作り、アースが手ずから作り上げ、キャシー、マオ、セリアスが偶に手伝っていたのだ。

　その小屋の中で出来上がった最初の緑茶を試飲し、キャシーは美味しいと褒め、アースは自慢気に胸を叩く。

「なんと言いますか〜、こう〜、ほっこりとして落ち着きます〜」

「そうですよね〜。わかって頂けて嬉しいです〜」

　なんとなくキャシーに影響され、アースもどっかほっこりしている。

「きっと喜んでくれますよ〜」

「そうですかね〜？　そうですよね〜。きっとワズ様は気に入ってくれますよね〜」

　小屋の中でニッコニッコ笑みを交わし合うキャシーとアース。

　その窓から見える畑の近くで、同じようにマオとセリアスはお茶を飲んでいた。

「ふ〜……紅茶に慣れてはいるが、これはこれで良いな」

「えぇ。私は別段紅茶好きという訳ではないので、飲み物の種類が増えるのは嬉しい」

　そのままゴクゴクとお茶を飲み終えると、マオはセリアスに声をかける。

「……さて、喉も潤したし、そろそろまた始めよう、セリアス」

「……ふぅ。次は私が勝ちを貰う」

「まだまだ負ける訳にはいかないな。追い越さないといけないのも居るし」

　そして、マオとセリアスは、本気の模擬戦を始める。

　二人は非常に近しい力を有しているため、よく模擬戦を行っていた。

　そんな二人の目標は、奥さん達の中で一番強くなる事。

　ハオスイ、ファファル、ナレリナ、サローナに加えて、今では女神達まで居るが、それでも二人は諦めない。

　二人の影響を受けて、ワズの奥さん達は誰しもが更に強くなっていった。





タタとルシエルとイルムとカガネとヒカリ






　カガネが造り上げた試作飛空艇。

　その中を、タタ、ルシエル、ヒカリ、イルムが、カガネから内部の説明を受けながら進んでいく。

　ただ、誰しもが真剣な目付きであり、まるで検査をしているようだった。

「もう少し広く出来ないでしょうか？　私達は人数も多いですから、何人かで行う事になると思います。その時の事を考えると、少し足りません。それに、消費量もその分多いですから、こちらも積載量をもっと増やして頂かないと」

　試作飛空艇内の台所と食糧庫を見たタタが、遠慮なく言う。

「全体的に通路の幅をもう少し広げる事は出来ないでしょうか？　結界魔法によって安全性が確保されているのはわかっています。ですが、どのような対処を施そうとも、緊急事態というのは往々にして起こるもの。その時に満足に動けないようでは困ります」

　試作飛空艇内を実際に移動してみたルシエルが、そう言葉を発する。

「試作故かもしれませんが、もう少し道楽を追求しても構わないのではないでしょうか？　遊戯室はあっても困りませんし、展望室があるだけでも違うと思うのです。あとはワズ様の私室に関しては、私達だけが共有している秘密の侵入口を作る事を所望します」

　イルムが確実に必要ですと言った。

　全員が同意するように頷く。

　告げられる意見を納得しながらメモに書き記していくカガネ。

　三人の意見を書き終えたカガネは、ヒカリへと視線を向ける。

「ヒカリは何かある？」

「もちろんあります。まず、ヒュースレンで封印された『超大型熱線収束砲』を秘密裏に製造して取り付けちゃいましょう。いざという時の切り札として。あとは自動航行装置があると便利。音速を超える事が出来れば逃げる時に楽ですが、船体の強度が……魔法でどうにかなるかな？　あっ！　転移魔法を応用してワープ航行とか良いかも！　あとはドリルと……」

「良いね！　良いね！　く〜、刺激されるぅ〜！」

　ヒカリの提案を一言も逃すまいと、ガリガリと凄まじい勢いで書き記していくカガネ。

　このままではヤバいモノが出来ると判断した、タタとルシエルが止めようとするが止まらない。

　タタとルシエルの決断は素早かった。

「「イルム！　鞭で！」」

「お任せ下さい！」

　カガネとヒカリは、鞭でお縄となった。





ナレリナとイクサとハオスイとファファルとヤトファ






　大陸中央にある山の麓で、鍛錬を行っている五人の女性が居た。

「ナレリナの体型を踏まえて、大剣の大きさを考慮すると、もう少し腕の筋肉を増やせば、今よりも気持ち良く振り回せるようになる。でも、そこを超えると今度は逆に過負荷になるので、ほどほどに」

「はい、イクサ。……それにしても、戦いを司る女神から直々に教えを受ける事が出来るようになったのは僥倖だ」

　筋トレを行っているナレリナの言葉を受けて、イクサは笑みを浮かべる。

「安心して下さい、ナレリナ。確かに現時点では負けていますが、戦いの才能という部分だけを抜き出せば、決して負けてはいません」

「イクサの判断は間違っていないと証明してみせる。確かに今は負けているけど……いつか、必ず」

　ナレリナの視線がある方向へと向けられた。

　少し離れた場所で、ハオスイ、ファファル、ヤトファが模擬戦を繰り広げている。

　しかし、その場の様子は普段と違い、三つ巴ではなく、ハオスイとファファルが協力して、ヤトファが相対しているというモノであった。

「……まさかの想定外」

「ぐぬぬ。余よりも強いのは、主様とハオスイだけだと思っていたが、まさかこんな伏兵が現れるとは……」

　ハオスイとファファルの表情はどこか悔しそうだ。

「まぁ、これでも破壊神で破邪神ですから、そうそう負けはしませんよ」

　ヤトファは余裕の笑みで、ハオスイとファファルからの攻撃を全て受け捌いていく。

　そんなヤトファを相手にして、どこか悔しそうな表情だったハオスイとファファルは、獰猛な笑みを浮かべた。

「……私より強いとは好都合。指針になる」

「わはははははっ！　ヤトファよ！　余がもっと強くなるための糧としてくれる！」

　更に激しい戦いになろうとした瞬間、一斉に模擬戦をやめた。

　ナレリナとイクサも合流し、五人の視線は周囲へと向けられる。

　すると、周囲にある木々の間から、続々と人が現れ……三十人ほどの男性に五人は囲まれた。

「世界を渡って逃げようとしたところに、まさかこんなご褒美が待ち受けているなんてな。俺達ついてると思わないか？」

　リーダー格らしい男がにやついた笑みを浮かべ、周囲の男達が同意するように声を上げる。

　どう考えても犯罪者集団であり、目的は明白だった。

「全く……どうしてこういう者達はあとを絶たないのか」

「まぁ、他の人達が襲われるよりは随分とマシです」

「……問題ない」

「寧ろ、腕が落ちないか心配だ」

「それでは、誰が一番狩る事が出来るか勝負といきましょう」

　一瞬で終わり、犯罪者集団を近くの町で引き渡すと、何も受け取らずに再びこの場へと戻って、鍛錬を再開する五人であった。





ワズ






　二つの世界が平和となったが、ワズは今後の事で悩んでいた。

　何しろ、二十二人の奥さんが居るので、それなりどころか、かなり稼いでいかないといけない。

　とりあえず、冒険者という事もあり、魔物討伐でもしようかなと思ったのだが、乱獲で根絶する可能性もあるため、別の事にも手をつけようと考えた。

　ＨＰの高さを活かして、肉体労働系に手を出してみる。

　……バリバリと仕事を進める事は出来るが、周囲と足並みが揃わないため遠慮された。

　ＭＰとＩＮＴ関係は断念というか、「神格化」はさすがに不味いと考える。

　ＳＴＲは高過ぎる上に、ＶＩＴ、ＭＮＤも同様。

　ＡＧＩの高さを活かして、輸送業務もやってみた。

　……即座に届ける事が出来るものの、逆に早過ぎると怪しまれて却下。

　ＤＥＸの高さを活かして、絵画や陶芸に手を出してみる。

　……一部から熱狂的な支持を得るが、気分が乗らないと満足する物が出来なかった。

　結果。

「………………俺は駄目なヤツかもしれない」

　余り上手くいかず、ワズは落ち込んだ。

　すると、フロイドが一枚の紙をワズの前にスッと提示する。

　その紙に書かれていたのは、「急募！　異世界救済人！　魔王や世界的災害など、容易に干渉出来ない神に代わって世界を救ってみませんか？　給金は莫大な上に、望んだ世界の貨幣で発行可能！　他にも様々な神の加護が付与されるかも？　労働時間は要相談！　経験問わず！」であった。

「………………こ、これだぁ〜！」

　結局、フロイド一家、親族、その他の神々と関わりを持つようになり、これまで通りの日常を過ごす事になる。
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　その世界の名は、「シェルドルラース」。

　今より十数年前、世界最大最強の軍事力を有する「エルギロロク帝国」が、自国を世界の支配者と宣言し、近隣諸国へ武力侵攻を開始した。

　瞬く間に落とされていく国々に危機感を抱いたのが、「ザークラフト王国」、「メニア公国」、「ノウデン共和国」の三国であり、その三国の主動の下、エルギロロク帝国に対する「連合軍」が誕生する。

　英雄と呼ばれる傑物の多い連合軍であったが、それでもエルギロロク帝国の軍事力は絶大であった。

　人員の多さもあるが、使用武具が連合軍と比較して、最低でも一世代は確実に上なのである。

　武具の性能差を前面に出した進撃によって、連合軍は次第に押されていき、世界の半分がエルギロロク帝国の支配下となってしまう。

　そこで連合軍は一計を案じた。

　──暗殺。

　鹵獲した帝国勢の武具を解析して作られた、連合製の最新武具を装備した少数精鋭の英雄達による、皇帝の暗殺を目論見………………それは見事に成功する。

　しかし、エルギロロク帝国は止まらなかった。

　皇帝の跡を継いだ息子が、全く同じ方針を取ったのだ。

　終わらない戦乱に包まれる世界。

　このままでは更に追い込まれ、抵抗する力すらなくなると判断した連合軍は、一大決戦へと打って出た。

　広大な平原に、陣を布いた帝国軍と連合軍が向かい合う。

　帝国軍の先頭に立つのは、帝国最強と呼ばれている屈強な男性。

　連合軍の先頭に立つのは、英雄達の旗頭である見目麗しい女性。

　そして、向かい合うその二人の中間地点に、二人の男性が突如現れる。

　一人は、そこら辺にふらっと出かける時のような衣服を身に纏う普通の男性で、もう一人は、プロフェッショナルな仕事が出来そうな執事であった。

　突然の事に身構える屈強な男性と見目麗しい女性。

　普通の男性は、執事から何かを受け取って口元へと持っていき、声を出そうと口を開いた瞬間、キュイィ～ンと耳障りな音が周囲に響く。

　受け取った何かから発せられたようだが、意図した事ではなかったのか、普通の男性が執事に文句を言い始めたのだが、当の執事はニコニコと胡散臭い笑みを浮かべたままなので、通じているのか、ましてや反省しているのかわからない。

　ただ、耳障りな音が周囲に響いた結果、多くの人から注目を集めているのは間違いなかった。

　そんな視線の集中など気にした素振りは一切ないまま、文句を言い終わったのか、普通の男性が再度口を開く。

　どうやら、受け取った何かは、音を遠くまで響かせる拡声器のようである。

「あ～……大丈夫だな。どうもこんにちは。特に怪しい者じゃないですよ？　だからそんな物騒な顔で物騒な物を構えないで下さい。いえいえ、本当に。それはもう本当に。アレですから。寧ろ、アレ……そう、この世界の平和を守るため、的な感じで来た訳ですよ、はい」

　帝国軍、連合軍共に警戒を一気に強める。

「え？　えぇ～、なんで？　というか、話が違う。話し合いでの平和的解決じゃなかったっけ？」

「違います、ワズ様。従兄弟の正確な依頼は、『このまま二つの軍が衝突し続けると、世界のバランスが崩れて崩壊してしまうので、どうにかして、話し合いでの平和的解決へと導いて下さい』であり、その『どうにかして』の部分をお願いされたのです」

「あぁ、姿はお前そっくりなのに、内面がまるっと正反対の……その従兄弟と執事交代とかは？」

「何が起ころうとも交代は致しません。ワズ様の執事は私。これはどの世界に赴こうとも不変でございます」

　どうやら拡声器は健在のようで、この会話の全てが周囲へと響いていた。

　ふざけているのか！　と両軍が二人に向けて一斉に雪崩れ込んでいく。

　締まらないが、このまま一大決戦が始まるようだ。

「どうなさいますか？」

「う～ん………………あっ、そういえば、カガネが『喧嘩は両成敗！』とか言っていたっけ。だから両方潰そう。一回ボコっておけば、大人しく話し合いをする気になるでしょ？」

「かしこまりました」

　それから少ししたのち、この世界は恒久的平和への第一歩を歩み始める。








あとがき









　どうも、ワズです。

　………………えっと、作者さん。

　なんか真っ白になっていますけど、何か言わなくて良いんですか？

「……へへ、ワズくん………………やりき……った、ぜ……」

　親指を立てて倒れる作者さん。

　作者さぁ〜ん！

「ふん！　ふん！　ふん！」

　と倒れたと思った作者さんが、腕立て伏せをし始めていた。

　えっと……作者さん？

「ん？　ふん！　どうした、ふん！　の？　ワズくん？」

　いや、どうしたの？　じゃなくて、なんで腕立て伏せを？

「次に向けての、ふん！　体力作りを、ふん！」

　腕立て伏せから腹筋を鍛え始める作者さん。

　大変そうだし、今は声をかけない方が良いかもしれない。

　となると………………打ち上げどうしようか？

「はぐはぐ……放っておけば良いのではないでしょうか？」

「もぐもぐ……私達は私達で楽しみましょう」

「んぐんぐ……日常はいつまでも続く訳だし」

　ヒカリ、アース、ウミが、打ち上げ用に用意した食事を既に食べ始めていた。

「あはは……」

「……Ｚｚｚ」

　イクサは苦笑いを浮かべ、ソラはもう寝ている。

　自由だね、君達。

「良いではありませんか、ワズ様。確かに物語はここで一区切りですが」

「私達の日常はこれからも続いていくのですから」

　フロイド、イルムがニッコリと笑みを浮かべる。

「あはは……初めてここに来ましたけど、こんなにゆるい感じなんですね」

　ヤトファが苦笑いを浮かべる。

　……確かにここはこんな感じだし、今更取り繕っても仕方ない。

　でも、区切りが必要なのは間違いないので、俺は皆を横一列に並ばせる。

　………………こほん。

　それでは、ここまでお付き合い頂き、ありがとうございました！

『ありがとうございました！』




　どうも、改めまして、こんにちは！　ナハァトです。

　うっ、筋肉痛が……。

　さて、これにて「その者。のちに…」は完結となります。

　ここまでお付き合い頂いた皆様、ありがとうございます。

　感謝の言葉しかありません。

　この最終巻で一番力を入れたのは、やっぱり書き下ろしでしょうか。

　すんなりと「その者達。のちに…」というタイトルが浮かび、その後どうなったのかを考えるのは楽しかったです。

　皆様にも楽しんで頂けたのなら幸いです。




　三弥カズトモ様。

　ここまでお付き合い頂き、誠にありがとうございます。

　今なら言えます……いえ、前々から思っていましたが、三弥カズトモ様で良かった！　と。

　三弥カズトモ様の絵に、笑い、癒され、助けられました。

　これからのますますのご活躍を応援しております。




　成家慎一郎様。

　まずは、コミカライズ版発売、おめでとうございます。ありがとうございます。

　もうお好きに色々とやっちゃって下さい。

　これからも楽しみにさせて頂きます。

　コミカライズ版「その者。のちに…」を、どうか宜しくお願い致します。




　ではでは、アース・スターノベルの皆様、担当のＦ氏、この作品に関わった関係者の皆様。

　そして、「コミックアース☆スター」でこの作品に関わっている皆様と、この本を手に取って頂いた読者の皆様には、感謝の言葉しかございません。

　本当にありがとうございます。




　それではまた、どこかでお会いする事があれば、その時は宜しくお願い致します。

　ありがとうございました。

　ではでは〜。
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新作のご案内








※ＱＲコードは掲載サイト「小説家になろう」の作品ページへリンクされています







転生してから40年。そろそろ、おじさんも恋がしたい。（著：清露）






　その昔、冒険者だったとある男がいた。彼は転生し前世の経験を活かして、ただただがむしゃらに働き続け、気がつけば冒険者ギルドの長の座を手に入れていた。

　他人から見れば順風満帆かと思われたその人生なのだが──

「あれ……俺の青春どこいったんだ……？」

　彼が四十歳という大台を迎えてふと自分の人生を振り返った時、自身が欲していたのは『恋をすること』だったと気づいてしまう！

　年齢のこともあり半ば諦めかけていたそんな時、可愛くて綺麗な女の子たちに好きだ好きだと突然言い寄られだすのだが、彼女たちの猛アタックにおじさんは翻弄されまくり!!

　恋愛経験０の不器用なおじさんの恋物語の結末やいかに……!?

　ＷＥＢ版とは異なる怒濤の展開は必見！　乞うご期待!!
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聖女に散々と罵られたが、夜の彼女は意外と可愛い（著：緋色の雨　イラスト：ふーみ）






「はっ！　なにが怪我をしたから魔術で治して欲しい、よ。魔物の前に飛び出して！　魔術でいくらでも治せるとか思ってるんじゃないでしょうね!?」

「いや、そうは思ってないが……」

「だったら、簡単に負傷してるんじゃないわよ！」

「強化魔術を使うなら、事前に教えてくれよ」

「はあ？　なら聞くけど、教えたらどうしてた？　危ないから使うなって言ったわよね？」

「それは……エリカが狙われるかもしれないんだから、当然だろ？」

「それが気に入らないのよ！　自分一人で全部背負おうとしないでよね！　良い？　強化魔術が必要かどうかはあたしが決める。あんたに指図されるいわれはないわ！」

「エリカ、それくらいにしなよ。興奮しすぎだよ？」

「うるさいわねっ！　アベルはこのパーティーから抜けるべきよ！」

　そうこうしているうちにエリカとカイルは意気投合し、俺のパーティー追放を決めてしまった。
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戦鬼と呼ばれた男、王家に暗殺されたら娘を拾い、一緒にスローライフをはじめる（著：ハ──ナ殿下　イラスト：DeeCHA）






　戦鬼と恐れられた伝説の傭兵オードルは、自らの死を偽装して、故郷の村でのんびりと暮らすことに。しかし、オードルの娘を名乗る幼女マリアを拾い、父親として世話をすることになる。

「パパ、お使いにいってくるね！」

「おい、待つんだ、マリア」

　初めての子育てに、歴戦の強者オードルもドタバタの毎日。

　ガルルル！　ある日、平和な村に危険な魔獣による危機が。

　いや。こいつは……まだ子どもの魔獣？

「オードルはどこにいるのよ!?　早く出しなさい！」

　更に王都から姫騎士が押しかけてきた。さて、どうやって穏便に済ますか。

「やれやれ。みんな、元気なやつらだな」

　田舎でスローライフをするつもりだったオードルに、次々と問題が押し寄せてくるのであった。

「パパ。ごはん、美味しいね！」

　はたして新米パパは、娘を一人前に育てていくことができるのか。
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その者。のちに…　１２　新婚旅行編（５）
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